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写真図版 9

第１次調査Ｂ区遠景　南東から（写真右上に公立置賜総合病院）

第 2 次調査区遠景　南西から（写真中央に八幡神社）

巻頭写真 1
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写真図版 10巻頭写真 2
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調査区全景（左）と数値標高モデル（右）のオルソ画像（S=1/1,000）
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序

　本書は、公益財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、八
やわたにし

幡西遺跡の調査

成果をまとめたものです。

　八幡西遺跡は、山形県南部に位置する東
ひがしおきたまぐんかわにしまち

置賜郡川西町に所在します。遺跡は最上川に注ぐ元

宿川西岸に位置しており、周辺には古代から中世の遺跡が数多く存在しています。

　この度、一般国道 113 号梨郷道路の建設工事に伴い、事前に工事予定地内に包蔵される八幡

西遺跡の発掘調査を実施しました。調査では、古代・近世の掘立柱建物が多数見つかったほか、

古代の井戸、中世の火葬骨を埋納した土坑、近世の木棺墓や水場遺構、近代の水車状遺構や藍

染桶なども発見され、古代から近代にかけて営まれた生々しい生活の様子が明らかとなりました。

　埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。この

祖先から伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先のつくり上げた歴史を学び、子孫へと

伝えていくことが、私たちに課せられた重要な責務と考えます。その意味で本書が文化財保護活動

の普及啓発や、学術研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

　最後になりますが、当遺跡を調査するに際し御支援、御協力いただいた関係者の皆様に心から

感謝申し上げます。

　令和３年 3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人　山形県埋蔵文化財センター

理事長　武田啓子　　　　
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凡　　例

 1 本書は、国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所による一般国道 113 号梨
りんごう

郷道路事業に伴う「八幡西遺跡」

の第 1・2 次発掘調査報告書である。

 2 既刊の年報、速報会資料、調査説明会資料などの内容に優先し、本書をもって本報告とする。

 3 調査は国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所の委託により、公益財団法人山形県埋蔵文化財センターが

実施した。

 4 本書の作成は、草野潤平が担当し、齋藤稔、黒坂雅人、伊藤邦弘、須賀井新人が監修した。

 5 遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第Ⅹ系（世界測地系）により、高さは海抜高で表す。方位は座標北を表す。

 6 本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

 SA…柵　列 SB…掘立柱建物 SD…区画溝／溝 SE…井　戸 SG…流路跡

 SH…木棺墓 SK…土　坑 SL…焼土遺構 SN…畑／水田跡 SP…柱穴／ピット

 ST…竪穴建物 SX…水場遺構／水車状遺構／性格不明遺構 EP…柵列・建物構成柱穴

 RP…登録土器・陶磁器 RQ…登録石器 RM…登録金属製品 RW…登録木製品

 7 遺構・遺物実測図の縮尺・網点の用法は各図に示した。

 8 遺物実測図のうち、土器の断面黒塗りは須恵器、断面網掛けは赤焼土器を表す。また断面実測図の場合の拓影は、

断面図の左側に内面、右側に外面を配置した。

 9 遺物に関する文中で扱われる単独の数字は、遺物番号である。

10 基本層序および遺構覆土の色調記載については、2008 年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の「新版標

準土色帖」によった。

11 発掘調査、整理作業および本書を作成するにあたり、下記の方々から御指導と御助言をいただいた。（敬称略）

 岩手県文化振興事業団　八戸市博物館　中村隼人 大阪文化財研究所（現 大阪市文化財協会）　趙　哲済

 山野井　徹      明治大学　阿部芳郎　本多貴之　増田隆之介

 飯豊町教育委員会　高橋　拓    多賀城市教育委員会　武田健市　小原駿平

 宮城県多賀城跡調査研究所　古川一明  東京都埋蔵文化財センター　鈴木伸哉

 浪江町教育委員会　小泉博明    福島県文化財センター白河館　大山孝正

 会津美里町教育委員会　梶原圭介  福島市振興公社文化財調査室　菅野崇之

 スケルトン研究機構　明治大学　谷畑美帆  株式会社伊勢半　鈴木幸司　矢野正博　井上美奈子

 佐賀県立九州陶磁文化館　大橋康二　德永貞紹 有田町歴史民俗資料館　伊達惇一朗

12 本書の執筆分担は、以下のとおりである。

 第Ⅰ～Ⅲ章 草野潤平

 第Ⅳ章 第 1 ～ 10 節 株式会社パレオ・ラボ

  第 11 節 本多貴之・増田隆之介・阿部芳郎（明治大学）

  第 12 節 鈴木幸司・矢野正博（株式会社伊勢半研究本部）

  第 13 節 谷畑美帆（明治大学）・三谷智広・米田恭子（株式会社パレオ・ラボ）

 第Ⅴ章 中村隼人（八戸市博物館）

 第Ⅵ章 草野潤平
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調 査 要 項

遺跡名 八
やわたにし

幡西遺跡

遺跡番号 382 － 172

所在地 山形県東置
おきたま

賜郡川
かわにしまち

西町大字西大塚字因
いなばいち

幡一・八
やわたさん

幡三

調査委託者 国土交通省東北地方整備局山形河川国道事務所

調査受託者 公益財団法人山形県埋蔵文化財センター

受託期間 平成 28 年 4 月 1 日～令和３年３月 31 日

現地調査 第 1 次　平成 28 年 5 月 16 日～ 12 月 17 日

 第 2 次　平成 29 年５月 12 日～ 9 月 22 日

調査担当者 平成 28 年度 業務課長 伊藤邦弘

  調整主幹（兼）課長補佐 須賀井新人

  主任調査研究員 菊池玄輝（調査主任）

  調査員 板橋龍

  調査員 長谷川大旗

 平成 29 年度 業務課長 伊藤邦弘

  調整主幹（兼）課長補佐 須賀井新人

  主任調査研究員 菊池玄輝（調査主任）

  調査員 後藤枝里子

  調査員 色摩優吾

 平成 30 年度 業務課長 伊藤邦弘

  調整主幹（兼）課長補佐 須賀井新人

  主任調査研究員 草野潤平（整理主任）

  調査員 板橋龍

  調査員 色摩優吾

平成 31 年度（令和元年度） 業務課長 伊藤邦弘

  調整主幹（兼）課長補佐 須賀井新人

  主任調査研究員 草野潤平（整理主任）

 令和２年度 業務課長 伊藤邦弘

  調整主幹（兼）課長補佐 須賀井新人

  主任調査研究員 草野潤平（整理主任）

調査指導 山形県教育庁文化財・生涯学習課（平成 28 年度～令和元年度）

 山形県観光文化スポーツ部文化振興・文化財課（令和２年度）

調査協力 川西町教育委員会

 置賜教育事務所

業務委託 基準点・水準測量業務  有限会社大地測量設計事務所（平成 28・29 年度）

 空中写真測量業務   株式会社シン技術コンサル（平成 28 年度）

 空中写真撮影業務   日本特殊撮影株式会社（平成 29 年度）
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 遺物保存処理業務（金属製品） 公益財団法人山梨文化財研究所（平成 30 年度）

 遺物保存処理業務（木製品） 株式会社上田墨縄堂（令和元・２年度）

 理化学分析業務   株式会社パレオ・ラボ（平成 30・令和元年度）

発掘作業員 我妻　隆 安達正久 阿部國雄 飯沢政一 板垣賢二 井上　正 井上　忠 

今井きぬ子 歌丸美津夫 梅津啓司 梅津順一 梅津千津子 漆山昇昌 江袋一夫 

江袋伸一 遠藤末一 遠藤リカ 大武　繁 尾方政治 小倉幸次 小野勝久 

小野はな子 勝美文男 加藤栄悦 金子雄一 川村慶二 菅野廣一 上林満広 

小関雅彦 紺野輝子 齋藤公一 齋藤成人 齋藤政彦 齋藤友季絵 佐々木利彦

 佐藤勝次 佐藤秀造 佐藤忠明 佐藤美秋 東海枝桂子 須貝昭吉 鈴木あけみ

 鈴木喜二郎 鈴木　茂 鈴木洋子 鈴木良巳 須藤勝美 須藤誠二 相馬雄一 

平　正志 高橋　昭 高橋栄一 高橋和夫 高橋　清 高橋眞一 髙橋信行 

高橋宏司 高橋美也子 高橋康之 武田一彦 竹田國夫 竹田直之 竹田雅人 

田中孝一 戸田よし子 中川久一 沼沢喜久男 舩山　健 舟山たみ子 前柳長栄 

丸山和子 三浦　弘 村山道雄 山田泰寛 渡部勝司 渡部健一 渡部正善 

渡部優太      （五十音順）

整理作業員 荒木恵理子 石山　聡 大城麻衣 岡部　博 川瀬　哲 木村由紀子 千歳浩幸 

土屋　彩 星川麗子 森谷和弘    （五十音順）
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Ⅰ　調査の経緯

Ⅰ　調査の経緯

1　調査に至る経緯
　八幡西遺跡は、一般国道 287 号道路改築長井南バイ

パス事業に伴う平成９年度の現地確認・表面踏査で新規

発見され、平安時代の遺跡として登録された（山形県教

委 1998）。その後、同事業に伴う遺跡詳細分布調査が

３度行なわれ、遺跡範囲の南側を対象とした平成 12 年

度の試掘調査では、８本のトレンチ（300m2）のうち１

本で江戸時代の屋敷関連遺構と見られる不整形の落ち込

みや溝跡などが確認された（山形県教委 2002）。北側を

対象とした平成 16 年度の試掘調査では、11 本のトレンチ

（290m2）のうち２本で柱穴や土坑が検出され、縄文時

代早期の土器片が出土した（山形県教委 2006）。この結

果を受け、遺構・遺物の認められた試掘トレンチを拡張す

るかたちで調査区（320m2）を設定した平成 18 年度の

立会調査でも縄文時代早期の土器片・削器が出土したが

関連遺構は確認されず、平安時代ないし中世と考えられる

建物構成柱穴や溝跡が検出された（山形県教委 2008）。

　平成 27 年度には一般国道 113 号梨
りんごう

郷道路建設工事

に伴う試掘調査が行なわれた。梨郷道路は、長井市今泉

を起点とし南陽市竹原に至る全長 7.2km の自動車専用道

路で、地域高規格道路「新潟山形南部連絡道路（延長約

80km）」の一部として計画され、国道 113 号の適正な交

通分担と物流機能強化、高次医療施設へのアクセス性向

上等を目的に整備が進められている。６月９日・23日実

施の試掘調査では、10 本のトレンチ（250m2）のうち６

本で建物構成柱穴や溝跡などが多数検出され、古代から

近世にかけての複合遺跡と判断して遺跡範囲を東側へ拡

張修正している（山形県教委 2017）。

　試掘調査の結果から事業区内について記録保存を目的

とした発掘調査を行なうことになり、公益財団法人山形県

埋蔵文化財センターが国土交通省東北地方整備局山形河

川国道事務所より委託を受けた。遺跡に係る事業面積が

10,000m2 を超えることから発掘調査を２カ年とし、町道

横町総合運動場線の西側を平成28年度の第１次調査区、

東側を平成 29 年度の第２次調査区と設定した（第１図）。

2　発掘調査の経過と方法

Ａ　調査工程と方法

　第 1 次調査は平成 28 年 5 月 16日から開始した。調

査区の面積は7,000m2 である。南北方向に走る水路の西

側をA 区、東側をB 区とし、排土置場を確保するため一

方に排土を仮置きする折り返し調査で進めた。５月18日

から6月9日まで油圧ショベルによってB 区の表土除去を

実施し、同時に遺構検出を進めた。６月14日から遺構

精査に着手し、27日から図面作成と写真撮影も始めた。

遺構実測はトータルステーションを使用して1/20 の基本

平面図を作成した。重複遺構は古い遺構も完掘形状を図

化して高低関係を示し、本報告書では破線で表現した。6

月24日に山形県教育庁文化財・生涯学習課による市町

村文化財担当者研修（25 名参加）が調査現場で開催さ

れ、土層断面図・遺構平面図の作成講習などが行われ

た。7月2日に層序区分について趙哲済氏（大阪文化財

研究所）、29日には掘立柱建物の抽出について中村隼人

氏（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター，所属は

当時）の調査指導を受け、同日、川西町小中教員研修（14

名参加）として発掘体験等を行なった。8月20日に第１

回目の現地説明会（56 名参加）を開催し、調査成果を

一般公開した。また25日には川西町立大塚小学校６年

生の児童が現場見学に訪れた。9月11日に業務委託（シ

ン技術コンサル）によるラジオコントロールヘリコプター

を用いたB 区の空中写真撮影・測量を行なった後、翌日

から埋戻しとA区の表土除去・遺構検出を並行して進めた。

9月30日にB 区の作業が完了し、10月3日からA 区の

遺構精査および図面作成・写真撮影を開始した。8日に

川西町教育委員会主催の「川西町文化財めぐり」参加者

23 名が現場見学に訪れ、21日には掘立柱建物の抽出に

ついて再び中村隼人氏の調査指導を受けた。11月23日

に第２回目の現地説明会（52 名参加）を開催し、調査

成果を一般公開した。12月 9・10日に9月と同様に業

務委託によるA 区の空中写真撮影・測量を行なった後、
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保存の対象として扱う範囲を検討し判断するため、表土除

去が終了した段階で現場を確認する必要が指摘された。5

月15日から油圧ショベルでC・D 区の表土除去を行なう

と同時に遺構検出を進め、31日に調査区全体の検出状

況を確認したうえで文化財・生涯学習課から調査の進め

方について指導を受けた。6月16日に遺跡が所在する川

西町教育委員会の意見も含めて協議を行なった結果、八

幡西遺跡は古代の集落跡とともに近世屋敷地の様相がわ

かり、地域史解明に寄与するとの判断から、「山形県内に

おける開発事業等に伴う埋蔵文化財の取扱い基準」に沿っ

て、第２次調査では原則として中世までの遺構を対象とす

遺構完掘・実測、基本層序の記録を14日まで実施した。

15日から埋戻しを行ない、12月17日に調査が終了した。

　第 2 次調査は平成 29 年 5 月 12日から開始した。調

査区の面積は第１次調査の半分の 3,500m2 で、調査時

には全体をC 区として進めたが、本報告書では調査区東

辺を南北方向に走る水路によって分断される北東隅の小

区画を、C 区とは区別してD 区とした。

　第１次調査で検出した遺構のすべてを精査した結果、

古代の遺構の他に近世・近代の遺構も含まれることが判

明したことから、調査開始に先立つ 5月8日の事前打ち

合わせの際、山形県教育庁文化財・生涯学習課から記録
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第 1 図　調査区概要図（S=1/2,000）

Ⅰ　調査の経緯
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るが、近世遺構については必要に応じて対象とし調査方

法及び記録の簡略化を行なう方針が定められた。

　6月5日から着手した遺構精査、図面作成、写真撮影

は上記の調査方針にもとづいて行なった。図面作成に関し

て第１次調査の基本平面図は手書きで作成したが、第２

次調査では遺跡管理システム（電子平板）を利用した。7

月14日に掘立柱建物の抽出について中村隼人氏（所属

前掲）の調査指導を受け、8月31日には川西町立大塚

小学校６年生の児童が現場見学に訪れた。9月1日に業

務委託（日本特殊撮影）によるドローンを用いたC・D 区

の空中写真撮影を行ない、翌日に現地説明会（48 名参加）

を開催して調査成果を一般公開した。11日には層序区分

について山野井徹氏（元・山形大学）の調査指導を受け、

19日からC・D 区の埋戻しと調査事務所解体などの撤収

作業を行なって、平成 29 年 9月22日に調査を終了した。

Ｂ　グリッドの設定

　調査区内の地区割りは、平面直角座標系第Ⅹ系の

X=-260,000、Y=-120,000を原点としてX 軸（南北）と

Y 軸（東西）に北及び東方向へ昇順のアルファベットを付

しX 軸 Y 軸の２文字を組み合わせて示す 40km 方眼の

大グリッド、これを400m 方眼に分割して大グリッドの交

点を基準に北及び東方向へ昇順の 00 ～ 99を付しX 軸

Y 軸の数字を組み合わせた４桁数字で示す中グリッド、さ

らにその下位に4mごとの小グリッドを置く方式で設定し

た。ただし、調査区全体が大グリッド「BB」および中グリッ

ド「0730」の範囲内に収まるため、本報告では小グリッ

ド表示にとどめる。

　それぞれの小グリッドの名称は座標値を省略した数

値、すなわち南北に増減するX 軸座標値の下３桁と、東

西に増減するY 軸座標値の下３桁を組み合わせた６桁

の数字でグリッドの位置が示されるようになっている（例

えば、X=-216,852、Y=-67,824 を示すグリッドならば、

「852824」）。小グリッドは 4mおきに設定しているので、

隣接する小グリッドに移動すると数値が 4 ずつ増減する。

座標値は北及び東に向かって増えていくが、X 座標・Y 座

標とも負の値であるため、自然数に置き換えて使用した小

グリッド名の数字は、南及び西に向かって増えていくこと

になる。グリッド名が示す範囲は、X 軸とY 軸の交点の第

一象限（北東側）の16m2 である。

3　整理作業の経過と方法

Ａ　作業工程と方法

　平成 28 年度は、発掘調査終了後の平成 29 年 1月4

日より整理作業を開始し、遺構図面の基礎整理、遺構写

真のRAW 現像と出土遺物の洗浄・注記・接合を行なった。

注記は、遺跡名として「ヤワタ西」を記したほか、ラベル

ごとに付した整理番号（RP 〇〇等）のみ併記し、遺構名・

グリッド名・出土年月日は省略した。また接合は、接着力

の弱いセメダインCを基本としたが、陶磁器のうち接合面

が小さく不安定な箇所はエポキシ系接着剤を使用し、軟

質な土師器・土製品は破断面をパラロイドB72アセトン

溶液で塗膜したうえエポキシ系接着剤を使用した。

　平成 29 年度は、発掘調査前の４月に第１次調査の遺

構図面整理を続け、５月より第１次調査出土遺物の復元、

6月より木製遺物の保水作業を行なった。７月18日より

第２次調査出土遺物の洗浄を開始し、注記・接合・復元

まで進めた。注記は、１次調査出土のものと区別して遺

跡名を「ヤワタ西２」としたほか、平成 28 年度と同様に

整理番号のみを併記した。また発掘調査終了後の10月2

日より第２次調査遺構図面の基礎整理、遺構写真のRAW

現像、木製遺物の台帳登録および保水作業も行なった。

　平成 30 年度は、近世以降の遺構・遺物の取り扱いを

中心とした整理作業方針を山形県教育庁文化財・生涯学

習課とあらためて確認することから始めた。打合わせの結

果、前年度の協議等を踏まえ、近世以降の個別遺構・遺

物については屋敷地の様相が明らかとなるものを選択のう

え、報告書に掲載することとした。

　この作業方針に沿って、出土遺物の選別・実測・拓本

を実施し、7月下旬からは遺物実測図のデジタルトレース

も並行して進めた。とくに実測では、陶磁器について外形・

断面を手測りで行ない、文様を株式会社 CUBIC の遺物実

測支援システム「遺物くん cubic」で画像作成したほか、

脆弱なものを含む木製品についてSfM の手法を用いた。

具体的には Agisoft 社の Metashapeで作成した３Dモデ

ルからオルソ画像を出力し、実測図の下図として利用した。

　また9月6日に阿部芳郎氏（明治大学）より漆関連資

料についてご教示いただき、同大学理工学部の本多貴之

氏・増田隆之介氏より分析報告をご寄稿いただいた。こ
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のほか以下の調査指導・資料比較検討を実施した。10

月23日に髙橋拓氏（飯豊町教育委員会）より在地産陶

磁器についてご教示いただいた。11月 7日に多賀城市

埋蔵文化財調査センターおよび東北歴史博物館にて竈形

土製品を実見し、八幡西遺跡出土土製品との比較検討を

行なった。同 27日に中村隼人氏（八戸市博物館）より

出土建築部材・転用材についてご教示いただいた。中村

氏には発掘調査時の調査指導も踏まえ掘立柱建物・柵列

の抽出を委任し、ご寄稿いただいた考察を第Ⅴ章に掲載

した。平成 31 年 3月 12日に鈴木伸哉氏（東京都埋蔵

文化財センター）より出土木製品についてご教示いただい

た。同 18日に浪江町役場にて大堀長屋窯・酒屋窯資料

を実見、19日に福島県文化財センター白河館にて中平遺

跡・後田 A 遺跡出土遺物を実見、19・20日に会津美里

町役場にて町教委所管の会津本郷焼資料を実見、20日

に福島市振興公社文化財調査室にて岸窯資料を実見し、

それぞれ八幡西遺跡出土遺物との比較検討を行なった。

　平成 31（令和元）年度は、引き続き遺物実測を行ない、

10月に実測作業を終了した後、遺物実測図のデジタルト

レースに移行した。この年度に追加実測した一部の陶磁

器文様は「遺物くん cubic」ではなく手描きによる（遺物

番号 204・250・402・585 内面・643・654・689）。

　また8月30日にベニバナ色素の研究実績がある株式

会社伊勢半にて紅皿内容物（遺物番号 278）についてご

教示いただき、分析報告をご寄稿いただいた。このほか

以下の調査指導・資料比較検討を実施した。5月9・10

日に谷畑美帆氏（明治大学）に出土人骨・歯牙の鑑定を

依頼し、部位・年齢・病変等についてご教示いただいた。

12月17日に佐賀県立九州陶磁文化館にて大橋康二氏に

出土肥前（系）陶磁器の鑑定を依頼し、年代・産地等に

ついてご教示いただいたほか、同館および有田町歴史民

俗資料館の展示見学を通して比較検討を行なった。

　令和２年度は、トレース図の修正、遺物図版の編集、

報告書掲載遺物の写真撮影、遺物観察表の作成を順次行

いながら、本文の執筆を進めて報告書の刊行を行なった。

　なお、各年度で遺物整理と並行して、遺構図面作成作

業を実施している。

　業務委託による遺物保存処理では、平成 30 年度に金

属製品（山梨文化財研究所）、令和元・２年度に木製品

（ともに株式会社上田墨縄堂）について実施した。金属

製品は X 線透過撮影を行なったうえで付着物・錆を除去

し、鉄製品についてオートクレーブで脱塩処置を行ない樹

脂含浸（パラロイドNAD-10ナフサ溶液）、銅製品につい

て蛍光 X 線分析で合金の種類等を判定しBTA エタノール

溶液を用いた安定化処置と樹脂含浸（パラロイドB72BTA

アセトン溶液）を施した。木製品は実測・撮影・理化学

分析後に真空凍結乾燥機を用いたPEG 含浸法による保存

処理を施した。また紅皿内容物についても樹脂含浸（パ

ラロイドB72キシレン溶液を酢酸エチルで希釈）を施した。

　業務委託による理化学分析では、平成 30・令和元年

度に放射性炭素年代測定、樹種同定、大型植物遺体同定、

蛍光 X 線分析、赤外分光分析、X 線回折分析、花粉分析、

プラント・オパール分析、珪藻化石群集同定、テフラ分析

（すべて株式会社パレオ・ラボ）を行なった。これらの分

析報告は、明治大学による漆関連資料分析、株式会社伊

勢半による紅皿内容物分析、調査指導で人骨鑑定を依頼

した谷畑美帆氏による分析とともに第Ⅳ章に掲載した。

Ｂ　遺構番号の設定と修正

　遺構番号については、Ａ区で1 ～ 99 番と400 ～ 800

番台、Ｂ区で100～ 300番台、Ｃ・Ｄ区で1,000～ 2,000

番台の番号を使用している。調査者はこれを仮番号とし、

報告書作成の段階で正式番号を振り直す方針を立てて

いた。しかし、想定を上回る遺構数に加え、既述のとお

り報告書掲載遺構は必要なものにしぼることとなったため、

膨大な仮番号をすべて正式番号に振り直す作業は不必要

であり、基本的には調査時の番号を踏襲することとした。

ただし、Ａ区で取り上げる遺構のなかに番号の重複使用

があったため、報告書で取り上げない遺構のうち出土遺物

がなく断面図や写真もない遺構番号や欠番を振り直した。

具 体 的 に は、SL12 → SL803、SK34・36 → SX838、

SP104・105・106 → EP75・76・95、SP108・

109 → EP79・SP80、SP112・113 → EP438・439、

SE111 → SE33、SK114 → SK25、SK123 → SK26、

SK124 → SK24 の 13 遺構がある。また掘立柱建物・柵

列は調査段階で番号を振られたものが限られており、Ａ

区の SB530 以外とＢ区の SB309、Ｃ区の SB2902・

2903・2914・2915・2917、SA2910・2911 は 上 記

の番号振り直しと同じ手法で新たに番号を付した（ただし

構成柱穴の番号は調査時に振られたもの）。
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

1　地理的環境
　八幡西遺跡は、山形県東置賜郡川西町の中心部から

3km ほど北にある公立置賜総合病院の南南東約 500m、

西大塚字因
いなばいち
幡一・八

やわたさん
幡三に所在する。

　川西町が位置する米沢盆地は、東部を奥羽山脈に帰属

する豪
ごうしさん

士山、駒
こまがたけ
ケ岳や栗

くりこやま
子山、西部を飯

いいで
豊連峰から緩や

かに連なる玉庭丘陵、南部を吾妻山系、北部を南陽市の

山々に囲まれた断層陥没盆地である。その形状は、北に

大きく開き、南に狭い菱形状で、南北の長さは約 24km、

幅は北部で約 18km、南部で約 6kmを測る。八幡西遺

跡の所在地は、盆地の北西部から西側の玉庭丘陵にまた

がって広がる川西町域の北端部にあたる。

　著しく蛇行する最上川（松川）が町の北縁に沿って北

西方向へ流れ、高畠町との境をなし町名の由来となった

鬼
おものがわ

面川や、町内を北流する犬川・黒川・誕生川などがこ

れに合流する。これらの河川の間には低地が形成されて一

帯に水田が広がり、八幡西遺跡と起因事業を同じくする東

隣の八
やわたいち

幡一遺跡（平成 26・29 年度調査）やそのさらに

東方にある町立大塚小学校北側の元
もとじゅくきた

宿北遺跡（平成 25

年度調査）はいずれも低地に位置するが、八幡西遺跡は

周囲よりわずかながら高くなった最上川左岸の段丘上に立

地している。調査区付近の標高は 209.5m 前後で、地目

は宅地および畑地であった（第 2 図）。

　町の面積は166.46km2、人口は約 15,000 人で、豊か

な自然を利用した農業が盛んであり、県内では庄内平野

に次ぐ米どころである。また、良質な米と水から生まれる

地酒や、米沢牛の生産も高く評価されており、町営の「川

西ダリヤ園」は 2.1ha の園内に650 品種、約 10 万本の

ダリヤが咲き誇る観光名所となっている。

　気候は盆地特有のもので、寒暖差が激しく、積雪も多い。

　なお、遺跡の所在地である「八幡三」という字名は、

北東に鎮座する八幡神社に由来するものであろう。康平年

間（1058 ～ 1064 年）の創建と伝えられているが定かで

はない。寛永 11（1634）年に上杉定勝が社殿を再建し、

明治５（1872）年に村社、同 12 年郷社に列している。

2　歴史的環境
　八幡西遺跡が所在する川西町には、旧石器時代から近

世にかけて196 箇所（2021 年 1月現在）の遺跡が確認

されている（第 3 図、表 1）。

　旧石器時代では、大林遺跡 (24)・尼カ沢遺跡 (80) な

どが挙げられるが、詳しい調査は行なわれていない。

　縄文時代では、千松寺遺跡 (84・87) において、県内

で検出例の少ない早期に属する竪穴住居が見つかっている

（川西町教委 1980）。その他、平谷地遺跡 (105)・八幡

原遺跡 (109)・東江股遺跡 (146) などが挙げられる。

　弥生時代の明確な遺跡は現在のところ未確認である。

　古墳時代に入ると、米沢盆地平野部に３基の大型前

期古墳が築造される。すなわち、盆地西部の川西町天神

森古墳 (95)と盆地中央の米沢市宝領塚古墳（ともに前

方後方墳）、盆地北部の南陽市稲荷森古墳で、とくに稲

荷森古墳は全長 96mを測る県内最大の前方後円墳であ

る。また川西町西部の玉庭丘陵には、小型の前方後円墳

20 基を含む約 200 基の古墳からなる下小松古墳群 (56

～ 64・83・91) が広がり、前期の陣が峰支群・永松寺

支群、中期の鷹待場支群・薬師沢支群、中期後半～後期

中葉の小森山支群が継続して営まれたと考えられる（川西

町教委 1995・1999 ～ 2001・2003）。集落遺跡では、

治
じ へ い た て
兵衛館遺跡 (4)で前期～中期の竪穴住居 4 棟（川西町

教委 1999）、太
た ゆ う ご や
夫小屋 2 遺跡 (114) で後期の竪穴住居

37 棟が検出された（山形埋文 2001）。とくに後者は、う

ち21 棟が焼失住居と考えられるほか、祭祀遺構から手捏

ね土器やミニチュア土器がまとまって出土している。

　後期後半から７世紀にかけては、黒川左岸の低位段丘

上に終末期古墳の可能性も考えられる穴塚墳丘群 (112)

があるが、未調査のため詳細不明である。

　置賜の地名が初見されるのは、『日本書紀』持統天皇

三年条（689）の「…陸奥国優
う き た む
嗜曇郡城

きかう
養蝦夷脂

し り こ
利古男…」

で、その内容から７世紀後半の当地域に名称不明の城柵

が存在したと推定されるが、いまだ発見されていない。

　川西町域で見つかった古代の遺跡では、太夫小屋 1
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

第 2 図　地形分類図
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

遺跡 (113) から筏
いかだちぎょう

地業を施した建物が検出されている。

布
ぬのぼり

掘筏地業建物 3 棟、大型礎板を敷設した掘立柱建物

6 棟を含む計 13 棟の建物が、規則的に配置されていた。

筏地業や大型礎板の敷設は、軟弱な地盤上で大型建物が

沈むのを防ぐための工夫だと考えられている。遺物では円

面硯 34 個体、風字硯 14 個体が出土しており、陶硯の出

土数では県内最多である。これらのことから、太夫小屋 1

遺跡は、8 世紀末から9 世紀中頃における置賜地方の中

心的な官衙であると推定されている。

　また道
どうでん

伝遺跡 (69) は 9 世紀後半から10 世紀前半頃の

置賜郡衙の比定地の一つと考えられている。囲繞施設や

大規模な建物群が検出され、多数の墨書土器のほかに「寛

平八年」（896 年）と記された木簡などが出土した。また、

「四天王」・「観世音経」と記された木簡や「佛」と記さ

れた墨書土器なども出土しており、地方行政機関において

法会を行った可能性が示された（川西町教委 1981）。

　川西町時田の壇
だんやま

山窯跡 (130)、隣接する米沢市下小菅

の大神窯跡では、8 世紀中葉から操業していたと考えられ

る10 基あまりの窯跡が確認されている。これらの窯跡で

焼成された須恵器は、米沢盆地内の官衙関連遺跡から多

く出土しており、置賜郡衙が所管する窯だった可能性があ

る（山形埋文 2017）。また長井市今泉にある加賀塚窯跡

(39) は 9 世紀第 3 四半期頃、隣接する蛇
じゃくずれ

崩窯跡 (40) は

9 世紀後半の操業と考えられている（山形埋文 2006）。

　古代の集落遺跡としては、元宿北遺跡 (3)で井戸・土

坑などのほか、河川跡から8 世紀後葉の土器がまとまっ

て出土し、中には円面硯 3 点が含まれていた（山形埋文

2015）。隣接する治兵衛館遺跡 (4)では 9 世紀代と考え

られる竪穴住居・溝・土坑が検出されている。また太夫

小屋 3 遺跡 (113) で 8 世紀後半から9 世紀後半の竪穴

住居 2 棟、太夫小屋 2 遺跡 (114) で平安時代の竪穴住

居や掘立柱建物が検出されている。

　中世以降の調査事例は多くないが、歴史的に著名な官

人や武将らに関わりの深い土地柄であることから、彼らに

関わる遺構・遺物などの発見が期待されている。鎌倉幕

府設立の功労者である大江広元には、出羽国寒
さ が え
河江庄と

長井郷（置賜）が与えられたという。寒河江庄は長男親広、

長井郷は二男時広がそれぞれ領有し、時広は長井氏を名

乗って鎌倉幕府滅亡後も足利氏の側近として室町幕府の

要職に就く。天授 6（1380）年には、陸奥国伊達郡の領

主であった伊達宗遠（8 代当主）が置賜に侵攻し、この

地域を制圧した。伊達政宗（17 代当主）の時代に大塚

氏に仕えた那須治兵衛の居館とされる治兵衛館跡（治兵

衛館遺跡）は、発掘調査で堀や井戸・土坑などが検出さ

れた。北に隣接する元宿北遺跡 (3) からも中世の井戸が

確認され、その西側に位置する八
やわたいち
幡一遺跡 (2)でも中世と

考えられる井戸７基や土坑などが見つかっている。とくに

八幡一遺跡では、板碑・五輪塔・相輪など仏教関連遺物

や領主の存在を示唆する滑石製石鍋・瓦質擂鉢・内耳土

鍋が出土しており、調査区北側の微高地上に寺院ないし

政治的中枢施設があったと想定される（山形埋文 2019）。

　天正 19（1591）年、豊臣秀吉は伊達氏の所領であっ

た伊達・信夫・置賜を蒲生氏郷に与え、伊達政宗は岩出

山城に移った。この頃の遺跡として、伊達氏の元家臣・田

制氏が林崎館(13)より移住したと伝えられる田
たせいたて
制館跡(29)

があり、公立置賜総合病院の建設に伴う発掘調査で堀や

掘立柱建物などが確認されている（川西町教委 1998）。

慶長３（1598）年、宇都宮に転封された蒲生氏にかわり、

置賜は上杉氏の領地に加わった。２年後の関ヶ原の戦い

で勝利を収めた徳川家康は、上杉氏から領地の大半を取

り上げ、上杉景勝は会津 120 万石から出羽米沢 30 万石

に転封となった。以後、川西町は江戸時代を通じて米沢

藩領となっている。米沢の城下にいた家臣により用水堀の

開削や新田開発など開拓が進められた。代表的なものとし

て、寒河江源兵衛が中心となり慶長 14（1609）年から

５年がかりで完成した大塚堀、川西町西部の長堀堰、鬼

面川から取水した堀金堰や高山堰などがある。また藩政

初期から直江兼続の勧農政策を受け継ぎ、伝統的な特産

物として青
あおそ
苧と漆を専売制のもとに重要視してきた。

　米沢藩は、慶応 3（1867）年の大政奉還で徳川幕府

が終焉を迎えた後、戊辰戦争に巻き込まれていく。明治

元（1868）年に官軍に降伏し、同 4（1871）年の廃

藩置県で米沢県となり、同年 11 月に置賜県と改められ

る。明治 9（1876）年、山形県・鶴岡県・置賜県が合

併統合され現在の山形県となった。同 11（1878）年に

郡制をしき川西地区は東置賜郡に入ることになる。明治22

（1889）年の町村制施行により大塚地区は大塚村・西大

塚村・東大塚村が合併して大塚村が成立、さらに昭和 30

（1955）年 1月1日、小松町・大塚村・犬川村・中郡村・

玉庭村が合併して川西町となり、現在に至る。
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

第 3 図　遺跡位置図（S=1/50,000）
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表 1　遺跡地名表

Ⅱ　遺跡の位置と環境

番号 遺跡名 種別 時代
1 八幡西遺跡 集落跡 奈良・平安・中世・近世
2 八幡一遺跡 集落跡 奈良・平安・中世
3 元宿北遺跡 集落跡 奈良・平安・中世
4 治兵衛館跡（治兵衛館遺跡） 集落・城館跡 古墳・平安・中世
5 牛谷館跡 城館跡 中世
6 大塚遺跡 中世
7 八幡館遺跡 縄文
8 大塚城跡 城館跡 中世
9 伊勢屋敷跡 城館跡

10 坂井屋敷跡 城館跡
11 藤内屋敷跡 城館跡
12 平館跡 城館跡
13 林崎館跡 城館跡 中世
14 加藤館跡 城館跡 中世
15 嶋津館跡 城館跡
16 寺嶋館跡 城館跡 中世
17 皆川館跡 城館跡 中世
18 寒河江館跡 城館跡 中世
19 黒沢館跡 城館跡 中世
20 荒小屋遺跡 遺物包蔵地 古墳
21 龍蔵北遺跡 集落跡 奈良・平安
22 仲沖遺跡 散布地 平安
23 仲沖館跡 城館跡 中世
24 大林遺跡 旧石器・縄文・平安
25 土臼館跡 城館跡 中世
26 朽谷館跡 城館跡
27 菅原館跡 城館跡 中世
28 梅津館跡 城館跡
29 田制館跡 城館跡
30 清六清水遺跡 遺物包蔵地 奈良・平安
31 安海壇遺跡 墳墓 中世
32 壇場遺跡
33 南八ヶ森遺跡 祭祀跡 不明
34 根岸館跡 城館跡
35 原前屋敷跡 城館跡
36 大津賀館跡 城館跡
37 北八ヶ森遺跡 散布地 旧石器
38 今泉広窯跡群 窯跡 平安
39 加賀塚窯跡 窯跡 平安
40 蛇崩窯跡 窯跡 平安
41 源徳原館跡 城館跡 中世
42 河井山古墳群（河井山遺跡群）古墳 旧石器・古墳
43 東峯山遺跡 集落跡 旧石器・奈良・平安
44 界斎遺跡 散布地 縄文
45 古屋敷遺跡 城館跡 中世
46 時庭館跡 城館跡 中世
47 黒沢北館跡 城館跡 中世
48 黒沢館跡 城館跡 中世
49 黒沢中館跡 城館跡 中世
50 歌丸館跡 城館跡 中世
51 今泉館跡 城館跡 中世
52 二ツ壇跡 塚跡 不明
53 陣ヶ峰館跡 城館跡 平安
54 添川古館跡 城館跡 中世
55 添川館跡 城館跡 中世
56 下小松古墳群（陣が峰支群） 古墳群 古墳
57 下小松古墳群（永松寺支群） 古墳群 古墳
58 下小松古墳群（永松寺支群） 古墳群 古墳
59 下小松古墳群（鷹待場支群） 古墳群 古墳
60 下小松古墳群（永松寺支群） 古墳群 古墳
61 下小松古墳群（薬師沢支群） 古墳群 古墳
62 下小松古墳群（鷹待場支群） 古墳群 古墳
63 下小松古墳群（小森山支群） 古墳群 古墳
64 下小松古墳群（尼カ沢支群） 古墳群 古墳

番号 遺跡名 種別 時代
65 根岸屋敷跡 城館跡
66 内館跡 城館跡
67 玉館跡 城館跡
68 古館跡 城館跡 中世
69 道伝遺跡 官衙跡 奈良・平安
70 招城跡 城館跡
71 押川遺跡 集落跡 平安
72 谷地在家跡 城館跡 中世
73 佐野屋敷跡 城館跡 中世
74 小森山、舞台山古墳群 古墳群 古墳・飛鳥・奈良
75 佐野遺跡 集落跡 平安
76 六角遺跡 集落跡 平安
77 片町東遺跡 集落跡 平安
78 小松嶋貫屋敷跡 城館跡
79 飛行壇跡 中世
80 尼カ沢遺跡 旧石器・縄文
81 尼カ沢土壇 中世
82 尼カ沢経塚 経塚 中世
83 下小松古墳群（尼カ沢支群） 古墳群 古墳
84 千松寺遺跡 集落跡 古墳・飛鳥・奈良
85 カノウ壇跡 中世
86 千松寺南遺跡 平安
87 千松寺遺跡 集落跡 平安
88 尼が沢古墳群 古墳群 古墳・飛鳥・奈良
89 尼カ沢南遺跡 中世
90 正安寺古墳群 古墳群 古墳・飛鳥・奈良
91 下小松山墳丘群 古墳～中世
92 塩の沢遺跡 散布地 縄文
93 井上館跡 城館跡 中世
94 小松城跡 城館跡 中世
95 天神森古墳 古墳 古墳（前期）
96 天神南遺跡 散布地 縄文・平安
97 船山館跡 城館跡 中世
98 大内屋敷跡 城館跡
99 原田城跡 城館跡

100 平野地遺跡 集落跡 縄文
101 平谷地古墳群 古墳群 古墳・飛鳥・奈良
102 大光院経塚 経塚 中世
103 置賜山土壇 中世
104 東陽寺遺跡 散布地 平安
105 平谷地遺跡 集落跡 縄文
106 片倉館跡 城館跡 中世
107 金堀清水洞窟 中世
108 羽山館跡 城館跡 中世
109 八幡原遺跡 縄文
110 北館南館跡 城館跡 中世
111 緒形館跡 城館跡
112 穴塚墳丘群 奈良？
113 太夫小屋1遺跡 官衙跡 平安
114 太夫小屋2遺跡 散布地 古墳・平安
115 太夫小屋3遺跡 集落跡 奈良・平安
116 大門屋敷跡 城館跡 中世
117 田中館跡 城館跡
118 柳沢館跡 城館跡 中世
119 柳沢館跡 城館跡 中世
120 茨虫屋敷跡 城館跡
121 飛尻坂館跡 城館跡 中世
122 西相馬山遺跡 縄文
123 馬伏屋敷跡 城館跡
124 山口遺跡 縄文
125 南相馬山遺跡
126 相馬山遺跡
127 大西屋敷跡 城館跡
128 中洗遺跡 縄文
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

番号 遺跡名 種別 時代
129 虚空蔵山遺跡 集落跡 縄文・奈良
130 壇山古窯群 窯跡 奈良・平安
131 虚空蔵山B遺跡 集落跡 縄文
132 下沖館跡 城館跡 中世
133 雲珠田館跡 城館跡 中世
134 石塚館跡 城館跡 中世
135 東堂館跡 城館跡
136 上高江館跡 城館跡 中世
137 笊田館跡 城館跡 中世
138 上沖館跡 城館跡 中世
139 石橋館跡 城館跡 中世
140 西在家館跡 城館跡 中世
141 館在家館跡 城館跡 中世
142 鍛冶作館跡 城館跡 中世
143 田嶋在家館跡 城館跡 中世
144 堀金館跡 城館跡
145 舘之在家館跡 城館跡 中世
146 東江股遺跡 集落跡 縄文（晩期）
147 台之南館跡 城館跡 中世
148 錦戸館跡 城館跡 中世
149 尾長島館跡 城館跡 中世
150 橋本館跡 城館跡 中世
151 香坂屋敷跡 城館跡
152 尾長島唐屋敷跡 城館跡
153 小形屋敷跡 城館跡 中世
154 江上屋敷跡 城館跡
155 与惣兵衛屋敷跡 城館跡
156 高豆蒄館跡 城館跡 中世
157 平賀屋敷跡 城館跡
158 長谷部屋敷跡 城館跡 中世
159 近藤屋敷跡 城館跡
160 茗部屋敷跡 城館跡 中世
161 黒川遺跡 集落跡 平安
162 樋口館跡 城館跡 中世
163 十左衛門屋敷跡 城館跡 中世
164 黒川遺跡 集落跡 平安
165 岡崎御殿跡 城館跡 中世
166 四谷遺跡 平安
167 大坊遺跡 中世
168 大坊屋敷跡 城館跡 平安
169 伊藤伝屋敷跡 城館跡
170 黒川遺跡 集落跡 平安
171 長澤屋敷跡 城館跡 中世
172 八日町屋敷跡 城館跡 中世
173 大河原屋敷跡 城館跡
174 林在家跡 城館跡
175 青木館跡 城館跡
176 馬場屋敷跡 城館跡 中世
177 布施館跡 城館跡 中世
178 津右衛門屋敷跡 城館跡 中世
179 畑中館跡 城館跡 中世
180 大橋遺跡 古墳
181 洲島唐屋敷跡 城館跡
182 高山島貫屋敷跡 城館跡
183 庄左衛門屋敷跡 城館跡
184 瀬兵衛屋敷跡 城館跡
185 地蔵塚跡 中世
186 三十郎屋敷跡 城館跡 中世
187 善之丞屋敷跡 城館跡 中世
188 吉田館跡 城館跡 中世
189 吉田中遺跡 集落跡 古墳
190 主計館跡 城館跡 中世
191 吉野在家跡 城館跡
192 孝右衛門屋敷跡 城館跡

番号 遺跡名 種別 時代
193 乱場遺跡 中世
194 角之目館跡 城館跡 中世
195 北徳田遺跡 散布地 縄文
196 梨郷南館跡 城館跡
197 梨郷小館跡 城館跡
198 酒町遺跡 散布地 縄文（中期）
199 芹ヶ窪遺跡 散布地 縄文・平安
200 小山B遺跡 散布地 縄文（晩期）
201 小山西遺跡 散布地 平安
202 経塚山南遺跡 散布地 縄文
203 小山A遺跡 散布地 縄文
204 平野古窯跡 窯跡 奈良・平安
205 二本木遺跡 散布地 奈良・平安
206 七拾苅遺跡 散布地 奈良・平安
207 梨郷古墳群 古墳群 古墳（終末期）
208 中島平遺跡 集落跡 縄文（前期）
209 平野A遺跡 集落跡 縄文
210 平野B遺跡 散布地 縄文
211 平野C遺跡 散布地 縄文
212 平野山田遺跡 散布地 奈良・平安
213 長峰遺跡 散布地 縄文
214 竹の俣遺跡 散布地 奈良・平安
215 小関館跡 城館跡 中世
216 稲荷前遺跡 散布地 縄文
217 水上遺跡 散布地 縄文
218 小伊佐沢遺跡 散布地 縄文
219 菅沢遺跡 散布地 縄文
220 下伊佐沢館跡 城館跡 中世
221 中屋敷遺跡 散布地 縄文
222 河井山Ⅱ遺跡 集落跡 旧石器
223 西前遺跡（河井山遺跡群） 遺物包蔵地 縄文
224 井戸尻三間屋敷館跡 城館跡 中世
225 河井山古墳群 古墳群 古墳
226 ヌゲッポ遺跡 集落跡 縄文（早・前期）
227 蕗畑遺跡 集落跡 縄文・奈良・平安
228 雨沼B遺跡 集落跡 縄文（後・晩期）・奈良・平安
229 龍樹山館跡 城館跡
230 竜樹山古墳群 古墳群 古墳
231 稲荷山古墳群 古墳群 古墳
232 経塚山古墳群 古墳群 古墳
233 宮城遺跡 集落跡 縄文（早・前・中期）・奈良
234 宮城墳墓 火葬墳墓 平安
235 梨郷上館跡 城館跡
236 稲荷林遺跡 集落跡 平安・中世
237 円行寺遺跡 散布地 中世
238 松木壇遺跡 散布地 平安
239 蔵庭遺跡 散布地
240 天王山古墳群 古墳群 古墳
241 下大作遺跡 散布地 平安
242 井島遺跡 散布地 奈良・平安
243 割田館跡 城館跡
244 山田遺跡 散布地 平安・中世
245 白山田遺跡 散布地 平安
246 石ヶ窪A遺跡 集落跡 縄文（前・中期）・奈良・平安
247 金山遺跡 散布地 縄文（早期）
248 牛ヶ首A遺跡 集落跡 平安・中世
249 羽黒堂遺跡 散布地 縄文
250 冶兵衛壇遺跡 散布地 平安
251 梨郷新館跡 城館跡
252 竈山館跡 城館跡 中世
253 片岸遺跡 散布地 縄文・奈良・平安
254 片岸館跡 城館跡
255 赤松山館跡 城館跡
256 経塚南古墳群 古墳群 古墳
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Ⅲ　調 査 成 果

1　遺跡の概要

Ａ　基 本 層 序

　遺跡の基本層序は、Ａ区北壁１地点（Ｒトレンチ）、Ａ

区南壁１地点（Ｍトレンチ）、Ａ区西壁４地点（Ｎ～Ｑ

トレンチ）、Ａ区東壁１地点（Ｋトレンチ）、Ｂ区北壁３

地点（Ｇ～Ｉトレンチ）、Ｂ区南壁３地点（Ａ～Ｃトレン

チ）、Ｂ区東壁２地点（Ｅ・Ｆトレンチ）、Ｃ区北壁２地点

（Ｓ・Ｔトレンチ）、Ｃ区南壁１地点（Ｕトレンチ）の計

18 地点に設定した土層観察用トレンチの記録（写真図版

4）を整理し、柱状対比図として示した（第４図）。なおト

レンチの掘り下げは、先史時代遺跡の確認も視野に入れ、

法令で定められた掘削限界の2m 未満まで深掘りした。

　Ｉ層（表土）は、堆積粒子の粒径が揃った褐灰色シル

ト風成層で、Ｃ区およびＢ区の１部（Ｃ・Ｉトレンチ）

に認められる。南側（Ｃ・Ｕトレンチ）では色調の違いに

より細分できることからＩ a・Ｉ bとした。なお、現代に

形成された切土を伴う盛土や撹乱を０層として集約し、Ⅰ

層の上に表現している。

　Ⅱ層（表土）は、黄灰色シルトを基質としＶ層堆積物

の偽礫が混じる作土層で、鉄斑紋や褐鉄鉱を特徴的に含

み、下面に鉱床が発達する。Ｉ層の下には必ず認められ、

盛土・撹乱で削られた地点を除き、調査区全体に広がる。

　Ⅲ層（旧表土）は、微粒炭が混じる黒色シルトの有機

質古土壌で、平安時代の土器を多く包含することから、９

世紀代を中心とする古代の人間活動に伴う堆積と考えられ

る。また調査の結果、廃絶した古代の遺構覆土としても

認められた。なお、Ｂ区南側のⅢ層中から出土した種実

2 点について放射性炭素年代測定を行なったところ、どち

らも室町時代～江戸時代前期の暦年代を示した（第Ⅳ章

1）。しかし、Ⅲ層が古代から近世前期までの長期に及ぶ

堆積とは捉えがたく、生物擾乱や土中のクラックに沿って

落ち込むなどして混入したものと判断する。Ⅲ層は調査区

北側（Ｈ・Ｐ・Ｑ・Ｓ・Ｔトレンチ）で標高 209.5m 前

後、南側（Ａ・Ｃトレンチ）で208.8m 前後で検出され、

北側に微高地、南側に緩傾斜の低地が広がる地形を示す。

　Ⅳ層は、灰黄色シルトでⅤ層に漸移する不明瞭な層理

で確認され、地山漸移層と判断した。Ⅲ層・Ⅳ層はＡ

～Ｃ区で認められるが、全体的に層厚が薄く削平されて

いる地点も少なくないため、遺構検出は安定的なⅤ層上

面（地山最上面）で行なった。造成工事で分厚い盛土が

施された地点を除くと、地表面から約 30 ～ 50cm の深さ

で遺構が検出された。検出面の標高は、Ａ区で209.2 ～

209.4m、Ｂ・Ｃ区南側で208.7 ～ 208.9mで、Ｂ区北

東側からＣ区北西側にかけて209.5 ～ 209.8m 前後と高

くなっている（巻頭写真２）。

　Ⅴ層（地山）は、堆積粒子の粒径が揃った黄褐色系

のシルト風成層で、調査区全体で確認できる。層厚はＡ

区で 50 ～ 60cm、Ｂ区で 20 ～ 40cm、Ｃ区で 10 ～

20cm 前後と東に行くにつれて薄くなる。また厚く堆積す

るＡ区を中心に、極細粒砂～中粒砂の平行ラミナ（一部

で斜交ラミナ）が認められる（Ⅴ + 層）。

　Ⅵ層（地山）は、半生木を含む暗オリーブ褐色の粘土

質シルト層で、湿地よりは乾いた湿的土壌と考えられる。

Ｖ層が厚く堆積する調査区西側（Ａ区からＢ区南西隅に

かけて）では認められず、東側に堆積が広がってＨ・Ｇ・

Ｕトレンチでは層厚 70 ～ 80cmを測る。

　Ⅶ層（地山）は、堆積粒子の粒径が揃った黄灰色シル

ト風成層で、Ⅴｂ層に類似する乾陸土壌である。層理が

明瞭である特徴から、上下で異なる成因の土層が短期間

のうちに堆積したと解釈できる。

　Ⅷ層（地山）は、暗灰黄色の粘土質シルト層で、Ⅵ層

と同様に湿地よりは乾いた湿的土壌と考えられる。

　Ⅸ層（地山）は、生木を含む黒色シルト質粘土の沼（湿

地）成層で、調査区西側では標高 208.5 ～ 209.0m 前後

で上面を検出したが、東側ではＢ区を中心として208.0m

以下に沈み、Ｃ区北東隅の208.2 ～ 208.5mで確認され

た。なお、Ａ区北西隅（Ｑトレンチ）のⅨ層中に埋没遺

存した立木の放射性炭素年代測定・樹種同定を実施した

ところ、縄文時代晩期後葉のクヌギ節と判明した（第Ⅳ章

1・2）。またＣ区北東隅（Ｔトレンチ）Ⅸ層の含有物につ

Ⅲ　調査成果
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Ⅲ　調査成果

第 4 図　基本層序のトレンチ位置・柱状対比図と土層説明
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Ⅰb  10YR5/1 褐灰色シルト，風成層（表土），不明瞭な層理
Ⅱ　2.5Y4/1 黄灰色シルト，作土層（表土），Ⅴ層堆積物の偽礫混じり，

鉄斑紋，一部で褐鉄鉱を含み下面に鉱床発達，不明瞭な層理
Ⅲ　10YR2/1 黒色シルト，有機質古土壌（旧表土），微粒炭混じり，古代
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Ⅳ　10YR5/2 灰黄色シルト，地山漸移層，不明瞭な層理
Ⅴa  10YR5/4 にぶい黄褐色シルト，風成層（乾陸土壌），鉄斑紋，下位に

層状斑紋（後成物質），不明瞭な層理
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Ⅶ　2.5Y6/1 黄灰色シルト，風成層（乾陸土壌），Ⅴb 層に類似，明瞭な

層理（急激な変化），陸地化
Ⅷ　2.5Y4/2 暗灰黄色粘土質シルト，湿的土壌（湿地よりは乾いている）
Ⅸ　2.5Y2/1 黒色シルト質粘土，沼（湿地）成層，生木混じり，明瞭な層

理（急激な変化）
Ⅴ層：遺構面を伴う地山（基盤層）

Ⅲ層：古代の古土壌（旧表土）
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いて、調査指導を踏まえテフラ分析を実施したが、火山灰

の可能性は低いと結論づけられた（第Ⅳ章 10）。

　以上の基本層序の特徴を踏まえると、植生のある沼（湿

地）の地勢（Ⅸ層）から、堆積条件の急激な変化により、

調査区東側を中心として離水（Ⅷ層）および陸地化し（Ⅶ

層）、再び滞水（Ⅵ層）と陸地化（Ⅳ・Ⅴ層）の揺り戻し

を経て、奈良・平安時代の人間活動に伴う古土壌（Ⅲ層）

が形成されたと読み取れる。なお、Ⅶ層で土壌動物が掘っ

た小穴や木の根の腐食による空洞、倒木痕などの生物擾

乱が確認されるが、人間活動に伴う遺構は認められない。

またⅡ層中に発達した褐鉄鉱が障壁となり、地上からⅢ層

以下への酸素の供給が制約されて地中動物の活動が停滞

し、木製品等の有機物が良好に遺存したと考えられる。

Ｂ　遺構と遺物の分布

　遺構配置図を第 6 ～ 13 図に掲載し、各図の割付図を

第 5 図に示した。また、各図を統合した全体図は、付図

として巻末に収納している。遺構の配置・番号などはこれ

らの図を、遺構記号の種類については凡例を参照された

い。第Ⅰ章第３節に記した通り、遺構番号は調査時に付

した番号を基本的に踏襲し、Ａ区で1 ～ 99 番と400 ～

800 番台、Ｂ区で100 ～ 300 番台、Ｃ・Ｄ区で1,000

～ 2,000 番台の番号を使用している。調査の進行の都合

によって、ある一続きの番号を不使用とした場合や、調査・

整理の過程で登録の抹消、番号の付け替えをした場合も

あり、使用された数字が遺構数を表しているわけではな

い。なお、掘立柱建物の構成柱穴で番号が付されていな

いものが一部存在するが、それらは調査時点で番号が登

録されていなかった柱穴である。検出された主な遺構とし

て、古代から近世・近代の掘立柱建物 31 棟、近世の竪

穴建物 4 棟、古代の井戸 2 基、中世の焼骨埋納土坑１基、

近世の木棺墓 2 基、近世・近代の水場遺構 4 基があり、

他に土坑、柱穴・ピット、溝など約 1,400 基を登録した。

　遺跡範囲南半の東西約 180m に及ぶ調査区全体の南

側 1/3 程度には低地が広がり、とくに第１次調査区東

側（Ｂ区）では低地部一帯が古代の遺物包含層（基本

層序Ⅲ層）で覆われて、往時に離水・湿地化していた状

況がうかがわれる。この低地部ではＢ区南西隅の近代水

田跡（SN337）と溝数条が見つかった程度で、基本的に

遺構が希薄なエリアである（巻頭写真２参照）。これと対

照的に掘立柱建物群、井戸（SE104）、土坑、ピットなど

が北側の微高地上に広く分布しており、本調査最大規模

の近世掘立柱建物（SB243）も低地際の微高地上に位置

する。また調査区全体を東西方向に並行して走る２条の溝

（SD106・123）からは古代の土器が多く出土した。

　第１次調査区西側（Ａ区）では、Ｂ区南半で広がりを

見せた低地部が南東隅で収束し、かわりに微高地が大きく

広がる安定した立地条件となって、遺構がより密集して検

出された。上記したＢ区古代溝の延長（SD2・457）の

ほか、調査区中央部を東西方向に走る幅広の溝（SD429・

441）や南西部でＬ字形に屈曲する区画溝（SD4）があり、

この区画内で確認された２棟の竪穴建物（ST16・36）と

ともに江戸時代に位置づけられる。こうした濃密な近世遺

構に混じって古代の井戸（SE33）・土坑などが散見される

南側と比べ、東西方向に走る幅広の溝（SD403）と水場

遺構（SX415・419）を中心とする北側は時期的にやや

新しく、近世後半期から近代に帰属する遺構が目立つ。

　Ｂ区東隣の第２次調査区（Ｃ・Ｄ区）でも、北から南

に向かって緩やかに傾斜する微地形が確認されたが、遺

構の分布状況は逆の様相を呈する。すなわち、Ｂ区で遺

構分布が希薄だった南側の低地に近世の掘立柱建物や水

場遺構（SX1522・1565）、土坑、溝などが密集し、屋

敷地の中核をなしている。調査区中央を東西方向に並行

して走る２条の区画溝（SD1001・1732）付近では２棟

の竪穴建物（ST1730・2187）、さらに北側では２棟の

掘立柱建物（SB2912・2913）と２基一対の近世木棺墓

（SH1125・1126）が挙げられるほか、幅の狭い溝が数

条検出された程度である。

　出土遺物は、古代の土器と近世以降の陶磁器、および

前項末尾で指摘した土壌環境により遺存した木製品が大

半を占める。時代的に間をつなぐ中世の遺物もわずかに

出土しているが、確実な中世遺構は調査時点で確認され

なかった。古代の確実な遺構も相対的には少なく、近世

以降の遺構・遺物が圧倒的に多い。本書では第Ⅰ章第３

節で記した整理作業方針に則って、中世以前の遺物につ

いては遺構外や近世遺構の覆土中から出土した破片も含

め極力取り上げることとし、逆に近世以降については屋敷

地の特色・推移を示すのに有効と判断したものにしぼった。

ただし、ピックアップした遺構の下限年代を示す必要から、

あえて近代以降の遺物を掲載している場合がある。
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2　遺　　構
　検出した主な遺構について、大きく中世以前と近世以

降に分け、遺構種別ごとにＡ区→Ｂ区→Ｃ区→Ｄ区の

順、さらに同一調査区のなかでは遺構番号順に取り上げ

ていく。また本文中の出土遺物に続く括弧付数字は、遺

物実測図（第 81 ～ 144 図）、遺物観察表、第Ⅵ章の第

190・192 図、写真図版の遺物番号に対応している。

Ａ　中世以前の掘立柱建物

　掘立柱建物は31 棟を抽出し、このうち中世以前に帰属

すると判断した９棟について最初に取り上げる。残り22

棟は、中世以前に位置づけられる井戸・土坑・溝の個別

遺構説明の後で記載する。本報告書では掘立柱建物の

身
も や
舎規模（間数）をあらわすに当たり、柱配置にもとづく

見かけ上の間数ではなく、寸法を重視した構造上の間数

で表記する。例えば、柱２本で構成される梁間でも柱間

寸法が二間相当（12 尺程度）であれば梁間二間とし、逆

に柱５本で構成される桁行でも柱間寸法が半間相当（3

尺程度）の密な間隔であれば桁行二間とする。近世以降

の掘立柱建物についても同様に表記する。

　なお掲載した遺構の平面図において、柱穴と判断した

遺構内には柱痕跡を点線で示しているが、柱穴内の土色・

土質変化部分を柱痕跡だと判断した場合でも、柱を抜き

取った痕跡である可能性は残る。

掘立柱建物 SB620（第 14 図、写真図版 5）

　Ａ区中央西寄りの 844840グリッド付近に位置し、さら

に西側を古代の溝 SD425 が南北方向に走る。南北方向

を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-10°-E）で、

北東隅柱穴は中世以前の土坑 SK458 の位置で検出され

なかった。身舎規模は梁間二間×桁行三間である。柱間

寸法は、梁間が 3.424m（11.3 尺）、桁行が北から2.848m

（9.4 尺）・3.091m（10.2 尺）で、桁行寸法は5.939m（19.6

尺）となる。

　柱掘方の平面形態は方形ないし長方形、断面形は逆

台形を基調とする。柱掘方の平面規模は長軸 67cm 前

後×短軸 56 ～ 65cmで、検出面からの深さが 28cm の

ものがほとんどだが、唯一柱の抜き取られた南東隅柱穴

EP607 のみ長軸がやや大きい楕円形を呈し、検出面か

らの深さが 15cmと浅い。柱痕跡の形状は、直径 20 ～

30cmの円形である。

　出土遺物はないが、中世以前に帰属すると考えられる

土坑 SK458との切り合い関係や一間の間尺が比較的大き

い点などを踏まえ、古代の可能性が高いと判断した。

掘立柱建物 SB174（第 15 ～ 17 図、写真図版 5・6）

　Ｂ区北西側の816792・820792グリッドに位置し、南

側を古代の溝 SD106 が東西方向に走る。東西方向を桁

行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-70°-E）で、南西

隅柱穴EP186の上方が近代の溝 SD103に削られている。

身舎規模は梁間三間×桁行三間で、北面と南面に一間の

庇ないし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。

南面庇には東西方向に５本の柱穴が並ぶことから、北面

と同様に柱穴４本で構成した時期（SB174A）と柱穴３本

で構成した時期（SB174B）があり、同一の身舎を用いな

がら南面庇のみを改築したものと考えられる。柱間寸法は、

身舎の梁間が北から1.545m（5.1 尺）・1.515m（5.0 尺）・

1.515m（5.0 尺）、庇幅が南北ともに1.909m（6.3 尺）で、

SB174Aの桁行が西から2.091m（6.9 尺）・1.151m（3.8

尺）・1.970m（6.5 尺）、SB174B 南面庇の桁行が西から

2.757m（9.1 尺）・2.454m（8.1 尺）である。身舎寸法は、

梁間 4.575m（15.1 尺）×桁行 5.212m（17.2 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし不整楕円形、断面形は

逆台形ないし擂鉢状を呈する。柱掘方の平面規模は直径

40 ～ 50cm 前後のものが多いが、北面庇の北西隅柱穴

EP175と身舎の東面梁間柱穴 EP181 が長軸 65cm ×短

軸 55cm、北面庇の北東隅柱穴 EP178と身舎の東面梁

間柱穴 EP180 が長軸 59cm ×短軸 50cmとやや大きく、

南面庇の柱穴 EP184と身舎の桁行柱穴 EP187・188・

193 が直径 25 ～ 30cm 前後と小さい。検出面からの深

さは 40 ～ 50cm 前後のものが多く、身舎の北東隅柱穴

EP179 が 58cmとやや深めで、身舎および庇の桁行柱穴

が 20 ～ 30cm 前後と浅くなっている。柱痕跡の形状は

直径 15 ～ 30cm 前後の円形ないし楕円形で、北面庇の

EP175・178のみ浅く据えられている。また唯一遺存して

いた南西隅柱穴 EP186 の柱根は、樹種同定の結果、ス

ギと判明した（第Ⅳ章 2）。

　出土遺物はなく、遺構の切り合い関係からは近代の溝

SD103より古いと知れるのみである。後述するSB195と

南北軸を平行して並び、柱掘方埋土の特徴も共通すること

から、ここでは SB195と同時期と言及するにとどめる。
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掘立柱建物 SB195（第 18 ～ 20 図、写真図版 7）

　Ｂ区北西側の816780・820780グリッドに位置し、西

方に約 6m 離れてSB174 が所在する。南北方向を桁行

方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-19°-W）で、北面梁

間の全柱穴が近世の溝 SD113 によって、東面桁行の柱

穴 EP200 が近世の溝 SD120 によって、西面桁行の柱穴

EP344 が古代の溝 SD106によって、それぞれ削られてい

る。身舎規模は梁間三間×桁行五間である。柱間寸法は、

北面梁間が西から1.697m（5.6 尺）・1.757m（5.8 尺）・

2.000m（6.6 尺）、南面梁間が西から2.697m（8.9 尺）・

2.606m（8.6 尺）、西面桁行が北から2.030m（6.7 尺）・

1.636m（5.4 尺）・1.667m（5.5 尺）・1.545m（5.1 尺）・

1.848m（6.1 尺）で、身舎寸法は梁間 5.454m（18.0 尺）

×桁行 8.726m（28.8 尺）となる。なお、東面桁行の柱

穴 EP201・202 間には柱穴が検出されていないが、本来

存在した柱穴が浅く小型であったため削平された可能性が

考えられる。

　柱掘方の平面形態は、方形基調の北西隅柱穴 EP196

を除いて円形ないし楕円形を呈する。柱掘方の断面形は

擂鉢状のものが多く、例外的なものとして浅い皿状を呈す

る西面桁行の柱穴 EP196・207、逆台形を呈する南面梁

間の柱穴 EP204 が挙げられる。溝によって削られていな

い柱掘方の平面規模はおおむね直径 30 ～ 40cmで、北

西隅柱穴 EP196 が 50cmと例外的に大きい。検出面か

らの深さは、柱掘方が 30cm 前後をベースとし、ほとん

どの柱穴で掘方よりも柱痕跡が深く伸びる特徴を指摘でき

る。SB195では 14 本の柱穴のうち９本で柱根が遺存し

ており、すべて下端が尖る加工を施されていた（第 81 図

２～ 11）。これらの樹種は、EP199 柱根 (3) のみマツ属

複維管束亜属で、他はクリと判明した（第Ⅳ章 2）。柱根

が遺存していなかった北面梁間の柱穴 EP196・198も、

柱痕跡が掘方より深く伸びることから同様に杭状の柱を突

き刺していたと考えられる。逆に南面梁間の柱穴 EP204・

205では柱痕跡が掘方底面でとまっており、杭状加工を施

していない柱が立てられていた可能性が高い。柱痕跡の

平面形状は直径 10 ～ 15cm 前後の円形である。

　SB195 では柱穴 EP199 ～ 201 の柱根 (3)・(4)・(6)

の放射性炭素年代測定を実施しており、前者が７世紀後

半～９世紀後半、後二者が７世紀後半～８世紀後半の

暦年代を示した（第Ⅳ章 1）。いずれも最終形成年輪が

残っていないので古木効果の影響を考慮する必要があり、

伐採年代は測定結果より新しいと考えられるが、８世紀

前半から９世紀にかけての土器が多数出土した古代の溝

SD106よりも古いことが遺構の切り合い関係からわかって

いるので、測定結果の古い範囲を差し引いておおむね９

世紀前半頃に位置づけるのが妥当と考えられる。

掘立柱建物 SB208（第 21 図、写真図版 8）

　Ｂ区北東側の 812768グリッドに位置し、建物のすぐ

西側で古代の溝 SD106と近世の溝 SD113 が交差する。

南北方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-23°

-W）で、東面桁行中央の柱穴 EP212 の上方が古代の溝

SD106 に削られている。西面桁行中央では柱穴が確認さ

れておらず、これも削平された可能性が高い。身舎規模は

梁間二間×桁行二間である。柱間寸法は、南面梁間が西

から1.364m（4.5 尺）・1.606m（5.3 尺）、桁行が北か

ら1.757m（5.8 尺）・1.303m（4.3 尺）で、身舎寸法は

梁間 2.969m（9.8 尺）×桁行 3.060m（10.1 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし楕円形を呈する。断面

形は擂鉢状のものが多く、南西隅柱穴 EP215と東面桁行

中央の柱穴 EP212は方形を基調とする。柱掘方の平面規

模は、南東側の３つの柱穴 EP212 ～ 214 が一回り小さ

く直径30～40cm前後、残りの柱穴が44～50cmを測る。

検出面からの深さはおおむね 30cm 前後で、EP212・

214 がやや浅く20cm 前後であった。柱痕跡の形状は直

径 12 ～ 22cmの円形ないし楕円形である。

　出土遺物はないが、SB195と南北軸を平行して並び、

また古代の溝 SD106より古い切り合い関係も共通するこ

とから、同じく９世紀前半に位置づけられる。

掘立柱建物 SB216（第 22 図、写真図版 8）

　Ｂ区北東隅の 812752グリッドに位置し、調査区の制

限により東側が未検出で建物の主体が調査区外に伸びる

可能性がある。東西方向を桁行方向とする掘立柱建物（主

軸方位 N-81°-W）で、調査区内で確認できる身舎規模は

梁間二間×桁行二間以上である。柱間寸法は、梁間が北

から2.454m（8.1 尺）・2.515m（8.3 尺）、桁行が 2.545m

（8.4 尺）等間隔で、身舎寸法は梁間 4.969m（16.4 尺）

×桁行 5.090m（16.8 尺）以上となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし不整楕円形、断面形は

逆台形ないし擂鉢状を呈する。柱掘方の平面規模は直径

40 ～ 55cm 前後、検出面からの深さは20 ～ 40cm 前後
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で、一番浅い北面桁行の柱穴 EP218 が 21cm、一番深

い南西隅柱穴 EP221 が 44cmを測る。柱痕跡の形状は

直径 20cm 前後の円形を呈し、掘方底面よりわずかに深

く沈むものが多いが、南西隅柱穴 EP221では掘方の中ほ

どに据えられている。西面梁間中央の柱穴 EP222では柱

根が唯一遺存しており、樹種同定の結果、コナラ節と判明

した（第Ⅳ章 2）。

　出土遺物はなく、遺構の切り合い関係から帰属時期を

推定することも困難である。柱掘方埋土の特徴が SB195

などと共通し、一間の間尺が比較的大きい点などを踏まえ、

古代の可能性が高いと判断した。

掘立柱建物 SB310（第 23 図、写真図版 9）

　Ｂ区北西端の828804・832804グリッドに位置し、北

東方向に約 10m 離れて SB174 が所在する。調査区の

制限より西側が未検出で建物の主体が調査区外へ延びる

ため、建物規模の具体は未詳である。調査区内で確認で

きる建物規模は長辺四間×短辺一間以上（長辺軸方位

N-12°-W）で、南から２つ目の柱穴 EP314 の上方が古

代の溝SD106に削られている。柱間寸法は、北から1.757m

（5.8 尺）・1.818m（6.0 尺）・1.545m（5.1 尺）・1.697m

（5.6 尺）で、長辺寸法は6.818m（22.5 尺）となる。

　柱掘方の平面形態・規模は直径 45 ～ 50cm の円形な

いし楕円形で、断面形は逆台形を呈する。検出面からの

深さは、一番深い北端の柱穴 EP311 が 23cm、一番浅

い中央の柱穴 EP313 が 6cmで、他は 15cm 前後である。

柱痕跡・柱根は確認されていない。

　北から２つ目の柱穴 EP312 柱抜取穴から完形に近い

土師器小型甕 (12) が出土しており、遺物の年代観から建

物の廃絶時期が９世紀前半頃と考えられるので、遺構の

帰属時期は８世紀末～９世紀初頭頃に位置づけられる。

掘立柱建物 SB352（第 23 図、写真図版 9）

　Ｂ区南西側の840788・844788グリッドに位置し、北

方に約 18m 離れてSB174 が所在する。東西方向を桁行

方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-74°-E）で、身舎規

模は梁間二間×桁行二間である。南面桁行の柱穴 EP357

の位置を考えると、EP357・358 間には溝 SD349 に削

られた柱穴が存在した可能性があり、また北面桁行の

EP353・354 間にも他より浅い柱穴が存在した可能性が

想定される。柱間寸法は、東面梁間が北から1.939m（6.4

尺）・2.151m（7.1 尺）、南面桁行が西から2.788m（9.2

尺）・1.333m（4.4 尺）で、身舎寸法は梁間 4.091m（13.5

尺）×桁行 4.121m（13.6 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし楕円形、断面形は逆

台形ないし浅い皿状を呈する。柱掘方の平面規模は直

径 45 ～ 60cm 前後を基本とし、西面梁間中央の柱穴

EP359 がやや小さく40cm、南面桁行の柱穴 EP357 が

最も小さく36cmを測る。検出面からの深さは、北西隅柱

穴 EP353と東面梁間中央の柱穴 EP355 が 15cmと浅く、

ほかは20 ～ 25cm 前後である。柱痕跡の形状は円形で、

EP353・355 が直径 24cm、他は 18 ～ 20cmである。

　出土遺物はなく、遺構の切り合い関係から帰属時期を

推定することも困難だが、柱掘方埋土の特徴が SB195 な

どと共通し、南北軸もこれらの建物と平行することから、

同時期の９世紀前半である可能性が高いと判断した。

掘立柱建物 SB2912（第 24 図、写真図版 10）

　Ｃ区北端の 804708グリッドに位置し、調査区の制限

により北側が未検出で建物の主体が調査区外に伸びる可

能性がある。南北方向を桁行方向とする掘立柱建物（主

軸方位 N-17°-W）で、調査区内で確認できる身舎規模は

梁間二間×桁行一間以上である。柱間寸法は、梁間が西

から2.303m（7.6 尺）・2.121m（7.0 尺）、東面桁行が

1.909m（6.3 尺）で、身舎の梁間寸法は4.423m（14.6

尺）となる。

　柱掘方の平面形態・規模は直径 50 ～ 60cm 前後の

不整楕円形で、断面形は逆台形ないし擂鉢状を呈する。

検出面からの深さは、一番深い南西隅柱穴 EP1055 が

40cm、一番浅い南面梁間中央の柱穴 EP1050 が 22cm

で、他は 30cm 前後である。柱痕跡の形状は、南東隅柱

穴EP1048と南西隅柱穴EP1055が直径29cmの楕円形、

北側の柱穴 EP1047・1054 が直径 18cmの円形である。

　出土遺物はなく、遺構の切り合い関係から帰属時期を

推定することも困難だが、柱掘方埋土の特徴が SB195 な

どと共通し、距離はやや離れるが南北軸もこれらの建物と

平行する点を評価すると、９世紀前半の可能性が高い。

掘立柱建物 SB2913（第 25 図、写真図版 10）

　Ｄ区南側の808680グリッドに位置し、建物のすぐ北側

を近代の溝 SD1151 が東西方向に走る。東西方向を桁行

方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-84°-E）で、身舎規

模は梁間二間×桁行三間である。柱間寸法は、梁間が北

から0.939m（3.1 尺）・3.000m（9.9 尺）、桁行が西か
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ら1.818m（6.0尺）・1.788m（5.9尺）・2.091m（6.9尺）で、

身舎寸法は梁間 3.939m（13.0 尺）×桁行 5.696m（18.8

尺）となる。

　柱掘方の平面形態は不整楕円形、断面形は逆台形な

いし擂鉢状を呈する。柱掘方の平面規模は、南西隅柱穴

EP1144と北西隅柱穴 EP2327 がやや大きく40 ～ 50cm

前後、他の柱穴が 30 ～ 40cm 前後を測る。検出面から

の深さは、北面桁行の柱穴 EP1149・2327と南面桁行

の柱穴 EP1140・1144 がやや深く30 ～ 35cm 前後、他

の柱穴が 15 ～ 20cm 前後を測る。柱痕跡の形状は直径

15 ～ 20cmの円形である。

　出土遺物はなく、遺構の切り合い関係から帰属時期を

推定することも困難である。柱掘方埋土の特徴は後述する

近世以降の掘立柱建物より古代に位置づけた掘立柱建物

に近いが、柱配置や間尺のとり方など古代とした他の掘立

柱建物と比べてやや異質な様相を示し、また SB2912 が

比較的近い位置にあるが基本的には独立した立地状況と

言える。柱掘方の平面規模が全体的に小さい点も勘案す

ると、中世に下る可能性がある。

Ｂ　古代の井戸

井戸 SE33（第 26 図、写真図版 11）

　Ａ区南東側の 852824グリッドに位置する。検出面で

の掘方平面形はややいびつな円形を呈するが、底面の平

面形は隅丸方形であり、井戸枠を抜き取った際に上方が

広げられたと考えられる。

　掘方の平面規模は検出面で直径 0.93m、底面で一

辺 0.62m を測る。SE33 はＢ区南側を中心に広がる低

地部内に位置しているため、検出面から底面までの深さ

は約 0.5mと浅い。底面の標高は基本層序Ⅸ層に達する

208.4m 前後で、湧水を確認できた。

　掘方下半で垂直に立てられた５枚の板材が検出され、

うち１枚 (20) は北端の壁面沿い、残り４枚 (16) ～ (19)

は南側が開くコの字状に配置されていた。これら板材の樹

種は、分析の結果すべてスギであった（第Ⅳ章 2）。板材

のない南面と北面東側、および東面北側は抜き取られた

箇所で、本来は方形を呈するように組まれていたと見られ

る。西面をなす板材 (16)と東面をなす板材 (19) の間隔

をもとにすれば東西内法 0.3mを測る小型の方形縦板組

井戸となるが、壁面沿いで確認された板材 (20) の存在を

考慮すると、板材 (16) ～ (19)で構成される方形部は井戸

底に設置された集水施設（水溜）で、井戸枠本体は板材

(20) のように壁面沿いに打ち込まれていた可能性も考えら

れる。なお、横桟や隅柱などの支持材は出土していない。

　木組内の覆土中層（2 層）から土師器がまとまって出土

しており、遺物の年代観からSE33 の廃絶時期は８世紀

中葉に位置づけられる。

井戸 SE104（第 26 図、写真図版 12 ～ 13）

　Ｂ区北西端の調査区西壁際、816804グリッドに位置し、

東方に約 6m 離れて古代の掘立柱建物 SB174 が所在す

る。井戸掘方の中央を近代の溝SD103が南東方向に走り、

覆土上層が浅く削られていた。検出面での掘方平面形は

おおむね隅丸方形を基調とし、規模は南北 1.66m、東西

1.7mを測る。掘方は、検出面からの深さ0.5m 前後で一

辺 0.8 ～ 0.9mの隅丸方形に狭まり、おおむねこの深さで

井戸枠（縦板）の上端部が確認された。上端部は腐食し

ており、本来の高さは分からない。

　井戸枠は、東面北側や北面など内側に傾いている箇所

が所々で認められるほか、一部抜き取られたとみられる箇

所もあり、井戸枠内から廃棄されたと考えられる木材が出

土している。東西南北の各面とも、幅広で厚みのある縦

板（40・41・45 ～ 47・50・51・54 など）を内側に、

幅狭く厚さ1cm 未満の薄い縦板（42 ～ 44・48・49・

52・53 など）を外側に配する傾向がうかがえ、とくに縦

板組の状況が良好に遺存した南面では内側縦板の継目を

塞ぐように外側から薄板をあてがう状態が確認できた。ま

た、両端を凹状に加工した部材 (32) が東面縦板 (40)・(41)

の内側で出土しており、これと同形の部材 (33)、および両

端を凸状に加工した部材 (34)・(35)と組み合わせて、縦

板を支持する横桟にしていたと考えられる。組み合った状

態での確認ではないが、方形縦板組横桟留の構造と捉え

られ、凹状部材の寸法から東西 0.65m、凸状部材の寸法

から南北 0.58mの井戸枠内法が割り出せる。井戸枠材を

掘方内で組み立てる方形縦板組井戸のうち、厚い縦板と

薄い縦板を併用する場合では本例南面で明瞭に確認でき

たような構築手法をとるものが多く（鐘方 2003）、山形県

内ではあまり類例がないようだが、全国的に見れば平城京

右京二条三坊三坪の第310次調査で検出された８世紀中

頃の SE518（奈良市教委 1996）など、隅柱がなく横桟

のみで支持するものも存在する。本例はこれらと同様に位
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Ｃ　中世以前の土坑

　土坑は大小さまざまな形状のものが多数検出された。

中世以前と明確に位置づけられるものは限られるため、こ

こでは覆土中から近世以降の新しい遺物が一切出土せず、

覆土の特徴や遺構の切り合い関係などから中世以前に帰

属する可能性があるものも含めて取り上げる。

土坑 SK3（第 27 図、写真図版 14）

　Ａ区南西隅の 864852 グリッドに位置する。調査区の

制限により西側が未検出だが、東側の状況から平面形は

東西 1m 以上×南北 0.6m の不整楕円形を呈すると考え

られ、検出面からの深さは 70cm である。断面形は不定

形で、倒木痕など人為的な遺構でない可能性もあるが、

調査時に基本層序Ⅲ層と共通することが確認された覆土か

ら９世紀代の須恵器などが出土している。

土坑 SK6（第 27 図、写真図版 14）

　Ａ区南西側の 864848 グリッドに位置し、東西 1.1m

×南北 0.85m の楕円形を呈する。検出面からの深さは

13cm で、出土遺物はないが覆土の色調・土質が基本層

序Ⅲ層に近く中世以前の可能性がある。

土坑 SK19（第 27 図、写真図版 14）

　Ａ区南東側の 860828 グリッドに位置し、近世の土坑

SK13 に北端を削られている。東西 0.6m の楕円形を呈し、

検出面からの深さは 14cm である。出土遺物はなく、また

一部重複する古代の溝 SD2 より新しい切り合い関係にあ

るが、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調査

時に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK20（第 27 図、写真図版 14）

　Ａ区南東側の 860832 グリッドに位置し、北東方向に

約 2m 離れて土坑 SK19 が所在する。平面形は東西 1m

×南北 0.9m の不整円形で、検出面からの深さ 66cm の

断面擂鉢状を呈する。SK19 と同様に出土遺物はなく、一

部重複する古代の溝 SD2 より新しい切り合い関係にある

が、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調査時

に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK28・29（第 27 図、写真図版 14）

　Ａ区南西側の 856840 グリッドに位置し、近世の竪穴

建物 ST36 に北端を接し東西方向に一部重複して検出さ

れた。西側の SK28 は東西 1.1m ×南北 0.8m の楕円形、

東側の SK29 は東西 0.96m ×南北 0.8m の不整楕円形を

Ⅲ　調査成果

置づけられる。

　掘方底面は調査で確認されていないが、検出面から

2.1m 前後下の標高 207.25m 付近に多くの縦板下端が集

中しており、おおむねこの深さが底面であろうと推測され

る。例外として、東面内側の縦板 (40) 下端は検出面から

2.35m 下、南面外側の縦板 (48) 下端は検出面から 2.3m

下、同じく南面外側の縦板 (49) 下端は検出面から 2.68m

下にあり、これら下端の厚みが薄く片刃状に削られたもの

もある点を勘案すると、一部の縦板について掘方底面より

深く打ち込む構築方法がとられたと考えられる。このよう

に本例は検出面から 2m 以上掘り下げて湧水層に達して

いるが、約 8m 西方のＡ区Ｋトレンチでは標高 208.6m、

約 8m 北方のＢ区Ｉトレンチでは 208.9m で湧水の認め

られるⅨ層上面が検出されており（第４図参照）、井戸構

築当初（掘り始めの時点）は検出面より0.5 ～ 0.8m 下あ

たりで湧水層に至る目算だったと推察される。掘方の形状

が検出面下 0.5m 前後で狭まるのも、この推察を傍証して

いる。出土部材のなかに相欠き仕口を施したもの (30)・

(31) があり、おそらく横板組を数段積み上げて井戸枠とす

る予定だったようである。相欠き仕口の部材 (30)・(31)

はどちらも出土位置・層位が不明だが、取り上げ日が縦板

と比べて早い点や遺存状態の悪さを考慮すると縦板より上

層で出土した可能性が高く、上段の井戸枠部材と捉えるの

が適当だろう。湧水層が予想以上に深かったため当初準

備していた横板組の枠材だけでは高さが足りず、縦板組の

井戸枠を下段に追加するかたちで構築せざるをえなかった

ものと考えられる。なお、本例のように異なる構造の井戸

枠を上下に構築している例として、県内では酒田市上
か み の た

ノ田

遺跡 SE321（山形県教委 1982）、手
て ぐ ら だ

蔵田遺跡 SE45（山

形県教委 1985）、南
みなみこうや

興野遺跡 SE54（山形県教委 1987）

など９世紀～ 10 世紀前半の事例がわずかに挙げられる

程度であり（吉田 2004）、あくまで不測の事態に対応した

イレギュラーな構造であったと理解できる。

　SE104 部材は、下段井戸枠の縦板のみならず、上段

井戸枠と想定される (30)・(31) や下段横桟 (32) ～ (35)、

下段南西隅に立てられた棒状部材 (66) を含め、すべての

樹種がスギという分析結果であった（第Ⅳ章 2）。

　井戸枠内の覆土中から土器片が出土しているが、中世

以降の年代を示す遺物は皆無であり、土器の年代観から

SE104 の廃絶時期は９世紀代に位置づけられる。
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呈し、検出面からの深さはともに19cmで、切り合い関係

からSK28の方が新しいとわかる。出土遺物はなく、覆土

は地山粒・偽礫など含有物がやや多い印象もあるものの

基質は基本層序Ⅲ層に近く中世以前の可能性がある。

土坑 SK402（第 28 図、写真図版 14）

　Ａ区北側中央の 816832グリッドに位置し、近世〜近

代の溝 SD413 に東側を大きく削られている。残存部の

平面形は南北 1.57m の隅丸方形で、検出面からの深さ

22cm の浅い皿状を呈する。土師器片が僅かながら出土

しており、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調

査時に確認されていることから、古代に位置づけられる。

土坑 SK417（第 28 図、写真図版 14）

　Ａ区北西隅の812848グリッドに位置し、2.4m × 0.53

〜 0.86m の不整楕円形を呈する。北西方向に向かって

緩やかに深くなる浅い皿状の断面形で、検出面からの深

さは 14 〜 21cmである。出土遺物はないが、覆土の特

徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調査時に確認されてお

り、古代に位置づけられる。

土坑 SK418（第 28 図、写真図版 14）

　Ａ区北東側の 824824グリッドに位置し、東西 1m ×

南北 0.96mの円形を呈する。検出面からの深さは最深部

で40cmを測り、底面にやや起伏がある。出土遺物はな

いが、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調査

時に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK433（第 28 図、写真図版 15）

　Ａ区北側中央の 824828グリッドに位置し、西方向

に約 4m 離れて土坑 SK418、北方向に約 8m 離れて土

坑 SK402 が所在する。南北 2.46m ×東西 0.9 〜 1.2m

の不整楕円形を呈する。検出面からの深さは最深部で

50cmを測り、底面は起伏に富む。古代の土器片が僅か

ながら出土しており、覆土は偽礫の含有がやや多い印象

もあるものの基質は基本層序Ⅲ層と共通することが調査時

に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK458（第 28 図、写真図版 15）

　Ａ区中央部西寄りの 840840グリッドに位置し、掘立

柱建物 SB620 北東隅および古代の溝 SD457と重複する。

平面形は南北 2.1m ×東西 2m の方形、断面形は中心に

向かって緩やかに深くなる皿状を呈する。検出面からの

深さは最深部で32cmを測り、底面には起伏が見られる。

土師器小片がごく僅かに出土しており、覆土の色調・土

Ⅲ　調査成果

質は基本層序Ⅲ層に近く中世以前の可能性がある。

土坑 SK515（第 29 図、写真図版 15）

　Ａ区北東側の 828824グリッドに位置し、土坑 SK418

の南西側に隣接する。南端を東西方向に走る溝 SD444

に削られており、南北 0.85m ×東西 0.42 〜 0.7m のい

びつな形状を呈する。南西方向へ緩やかに深くなる断面

形で、検出面からの深さは最深部で19cmを測る。出土

遺物はないが、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通するこ

とが調査時に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK516（第 29 図、写真図版 15）

　Ａ区北東側の 832828グリッドに位置し、南北 0.54m

×東西 0.5m の円形を呈する。断面形は西側が深い逆台

形で、検出面からの深さは最深部で19cmを測る。出土

遺物はないが、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通するこ

とが調査時に確認されており、古代に位置づけられる。

土坑 SK519（第 29 図、写真図版 15）

　Ａ区北東側の 832824グリッドに位置し、南東端を近

世の土坑 SK520 に削られている。0.6m × 0.4m の隅丸

長方形を呈し、南東方向へ緩やかに深くなる断面形で、

検出面からの深さは 21cmを測る。出土遺物は土師器甕

(72) のみで、覆土の色調・土質が基本層序Ⅲ層に近く中

世以前の可能性がある。

土坑 SK116（第 29 図、写真図版 15）

　Ｂ区北西側の 812788グリッドに位置し、西側を近代

の溝SD117に削られている。平面形は3.5m以上×2.5m

の楕円形で、土層断面図が記録されていないので正確な

深さは不明だが、写真をみるとごく浅い皿状を呈すること

がわかる。接合率の高い土師器坏 (73) が出土しており、

遺物の年代観から８世紀後半に位置づけられる。

土坑 SK131（第 29 図、写真図版 15）

　Ｂ区北側中央の 808772グリッドに位置し、1.3m ×

1m の楕円形を呈する。断面形は南側が一段低い階段状

で、検出面からの深さは北側で21cm、南側で 38cmを

測る。須恵器坏片や土師器甕片が比較的多く出土してお

り、覆土の色調・土質が基本層序Ⅲ層に近いことから古

代に帰属する可能性が高いと考えられる。

土坑 SK134（第 29 図）

　Ｂ区北西側の 832800グリッドに位置し、西側を古代

の溝 SD106 に削られている。平面形は 2m × 1.3m の楕

円形で、断面形は検出面からの深さ7cm のごく浅い皿状
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を呈する。出土遺物はないが、SD106との切り合い関係

から古代に帰属する可能性が高い。

土坑 SK137（第 29 図）

　Ｂ区北西側の 828784グリッドに位置し、古代の土器

片が僅かに出土した溝 SD109に南端を削られている。平

面形は 2.1m × 1.7m の不整楕円形で、断面形は検出面

からの深さ20cm の浅い皿状を呈する。出土遺物はなく、

切り合い関係からSD109より古いと知れるのみである。

覆土の特徴は基本層序Ⅲ層とまったく異なるが、SD109

覆土の色調・土質がⅢ層に類似し、SD109 が中世以前で

あるとすれば SK137も同様に位置づけられる。

土坑 SK158・162・164・168（第 30 図、写真図版 16）

　土坑 SK158 はＢ区北東側の 812760グリッドに位置

し、東西方向に走る溝 SD172 に南側を削られている。平

面形は直径 0.86mの円形で、断面形は検出面からの深さ

10cm の浅い皿状を呈する。色調・土質が基本層序Ⅲ層

に近い覆土を掘り下げたところ、底面で焼骨（約 110g：

一部土付着）と炭化材（約 155g）がまとまって出土し、

焼骨については電子顕微鏡観察で人骨と鑑定された（第

Ⅳ章 13）。覆土中に焼土粒や灰は確認されておらず、ま

た完掘写真を見る限り底面に火を焚いた形跡も認められ

ないため、別の場所で荼毘に付された焼骨の一部が埋め

られたもので、おそらく炭化材は拾骨の際にまとめて回収

された燃焼材であろうと考えられる。

　最終形成年輪が残る炭化材 2 点について放射性炭素年

代測定および樹種同定を行なった結果、15 世紀後半～

17 世紀前半のクリと15 世紀末～ 17 世紀中頃のコナラ節

と判明した（第Ⅳ章 1・2）。年代測定結果によれば江戸

時代前期に下る可能性を否定できないが、火葬が中世的

墓制である点を勘案し、覆土の特徴がⅢ層に近く近世遺

構の覆土とは異なる点を評価すれば中世におさまる蓋然

性が高いと考えられる。

　焼骨が出土した土坑は SK158 のみだが、SK158 周辺

には覆土の特徴が類似する同規模・同形態の土坑が複数

存在する。SK158 の北西約 12m（812772グリッド）に

位置するSK162 は直径 0.78 ～ 0.88m の楕円形、北東

約 6m（808756グリッド）に位置するSK164は直径 0.63

～ 0.7m の不整楕円形、南西約 8m（820764グリッド）

に位置するSK168 は直径 0.71 ～ 0.76m の不整円形を

呈し、断面形は検出面からの深さ10 ～ 20cm の浅い皿

状を呈する。これらが SK158と同様の焼骨埋納土坑であ

る確証はないが、骨が生焼けであれば埋没過程で微生物

によって腐食し消失した可能性も考えられよう。

土坑 SK160・161（第 30 図、写真図版 15）

　Ｂ区北東隅の 808752グリッド付近に位置する。調査

区の制限により東側が未検出だが、どちらもいびつな平

面形を呈し、調査区東壁際で一部重複するかたちで検出

された。北側の SK160 は古代の溝 SD106を削りながら

南東方向に広がり、その SK160 の南端をさらに南側の

SK161 が削って東方向に広がる。SK160 の断面形は検

出面からの深さ27cm の浅い皿状を呈し、底面には起伏

が目立つ。SK161 の断面形は、検出面からの深さ23cm

の逆台形を呈する。どちらからも古代の土器片が比較的多

く出土しており、また覆土の色調・土質が基本層序Ⅲ層

に近く中世以前の可能性がある。

土坑 SK167（第 30 図、写真図版 16）

　Ｂ区北東隅の 808756グリッドに位置し、 土坑

SK160・161 の西側に隣接する。近代の溝 SD148と古

代の溝 SD106 が交差する位置で重複して検出された。

南北 1.68m ×東西 1.06m の不整長方形を呈し、検出

面からの深さは 22cmを測る。遺構の切り合い関係から

SD106より古いことがわかり、古代に位置づけられる。

土坑 SK171（第 30 図、写真図版 16）

　Ｂ区北端中央の 804772グリッドに位置し、平面形は

0.67m × 0.58m の方形を基調とする。断面形は擂鉢状

を呈し、検出面からの深さは 30cmを測る。出土遺物は

ないが覆土の色調・土質が基本層序Ⅲ層に近く中世以前

の可能性がある。

土坑 SK1049（第 30 図、写真図版 16）

　Ｃ区北端の 804708グリッドに位置し、掘立柱建物

SB2912 の建物範囲内に収まる。平面形は東西 1.17m

×南北 0.74m の楕円形で、断面形は検出面からの深さ

12cm の浅い皿状を呈する。出土遺物はないが、覆土の

色調・土質は基本層序Ⅲ層に近く中世以前の可能性があ

る。SB2912と有機的な関係を示すような特徴は見いだ

せず、おそらくは SB2912に後続する遺構と考えられる。

Ｄ　中世以前の溝

溝 SD2（第 31・34 図、写真図版 17）

　Ａ区南壁の中央西寄り（868844グリッド）から北東方

Ⅲ　調査成果
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向に延びる溝で、長さ約 16m 分を検出した。低地部が広

がる土坑 SK13・19より北東側では未検出だが、溝の延

びる方向としてはＢ区の溝 SD123 につながる可能性が高

い。検出面での溝の幅は 0.7 ～ 0.85m、深さは 20cmを

測り、断面形は箱状を呈する。近世の溝 SD1・4・10 の

ほか、多くの柱穴・ピットに掘り込まれている。

　須恵器有台坏 (89) が１点だけ出土しており、覆土の特

徴は基本層序Ⅲ層と共通することが調査時に確認されてい

ることから、古代に位置づけられる

溝 SD35（第 31・34 図、写真図版 17）

　Ａ区中央西寄りの844840グリッドに位置し、古代の掘

立柱建物 SB620 の東面桁行沿いを南北方向に走る。検

出面での長さは3.4m、幅 0.3 ～ 0.4m、深さ7cmを測り、

断面形は浅いＵ字状を呈する。

　北端を SB620 の構成柱穴 EP606 に掘り込まれており、

出土遺物はないが古代の遺構と判断できる。

溝 SD425（第 31・34 図、写真図版 17）

　Ａ区西壁際を南北方向に走る溝で、828848グリッドか

ら852848グリッドにかけて約 22m 分を検出した。西側

の立ち上がりを確認できた箇所がなく、検出面での幅は最

大 1.2m 以上、深さは12 ～ 18cmを測る。

　出土遺物はないが覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通す

ることが調査時に確認されており、古代に位置づけられる。

溝 SD457（第 31・34 図、写真図版 17）

　Ａ区中央を東西方向に走る溝で、西端は SD425、東端

は近世の溝 SD441と重複する。溝の延びる方向としては

Ｂ区の溝 SD106 につながる可能性が高い。844848グ

リッドから840820グリッドにかけて約 29m 分を検出し、

検出面での幅は 0.15 ～ 0.6mとばらつきがある。深さは

20cmを測り、断面形は逆台形を呈する。

　出土遺物はないが覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通す

ることが調査時に確認されており、古代に位置づけられる。

溝 SD106（第 32・34 図、写真図版 17・18）

　Ｂ区西壁の中央付近（836804グリッド）から東壁北端

（804752グリッド）に向かって直線的に延びる溝で、長

さ約 58m 分を検出した。Ａ区の溝 SD457 につながる可

能性が高く、両者間の未掘部分を含めた全長は 100m 以

上になる。幅は 0.55 ～ 0.9mで、検出面からの深さは西

側が浅く10cm前後、中央より東側で30cm前後を測るが、

底面の標高では東側が 10cm ほど低くなる程度でおおむ

ね水平に近い。断面形は SD457より傾斜が緩やかな逆

台形を呈する。

　古代の土器が多く出土し、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層

と共通することが調査時に確認されていることから、古代

に位置づけられる。９世紀前半に位置づけられる掘立柱

建物 SB195 や SB208 の構成柱穴を削っているので、９

世紀後半に位置づけるのが妥当であろう。

溝 SD109 ～ 111（第 32・34 図、写真図版 18）

　溝 SD109はＢ区中央部北寄りを東西方向に走り、土坑

SK137 の南端を削る。長さ約 18m 分を検出し、検出面

での幅 0.35 ～ 0.6mを測る。SD109 の南側を平行して

走る溝SD111は長さ6.5m分を検出し、検出面での幅0.42

～ 0.6mを測る。SD109に北端、SD111に南端を削られ

るかたちで南北方向に走る溝 SD110 は長さ5.2m 分を検

出し、検出面での幅 0.3 ～ 0.5mを測る。

　いずれも深さ5cm 前後のごく浅い溝で、遺物は SD109

から出土した土師器小片３点のみだが、覆土の色調・土

質は基本層序Ⅲ層に近く中世以前の可能性がある。

溝 SD123（第 32・34 図、写真図版 17・18）

　Ｂ区西壁の中央南寄り（844804グリッド）から東壁北

側（816748グリッド）に向かって直線的に延びる溝で、

長さ約 61m 分を検出した。Ａ区の溝 SD2 につながる可

能性が高く、両者間の未掘部分やＡ区低地部の未検出部

分を含めた全長は 100m 以上になる。検出面での幅は南

西側の極端に狭い箇所を除き0.6 ～ 0.96m、深さは 20

～ 30cm 前後を測る。

　古代の土器が多く出土し、覆土の特徴は基本層序Ⅲ層

と共通することが調査時に確認されていることから、古代

に位置づけられる。９世紀前半に位置づけた掘立柱建物

群の東西軸と平行し、おおむね同時期と考えられる。

溝 SD136（第 32・34 図、写真図版 17・18）

　Ｂ区中央を東西方向に走る溝で、西端は古代の溝

SD123と重複し、東端は調査区東壁（836748グリッド）

に至る。溝の延びる方向としてはＣ区の溝 SD2074 に

つながる可能性が高い。一部途切れる箇所（836780・

836776グリッドの約7m）を含め長さ約43m分を検出し、

幅 0.27 ～ 0.68m、深さ28cmを測る。

　古代の土器が比較的多く出土しており、覆土の特徴は

基本層序Ⅲ層と共通することが調査時に確認されているこ

とから、古代に位置づけられる。切り合い関係から９世紀

Ⅲ　調査成果
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前半の溝 SD123より古く位置づけられる。

溝 SD155（第 32・34 図、写真図版 18）

　Ｂ区北東側を南北方向に走る溝で、北端は東西方向

に走る溝 SD172と重複し、南端は南側に広がる低地部際

（848752グリッド）に至る。一直線というよりは緩やか

なＳ字状を呈し、一部途切れる箇所も含め長さ約 38m 分

を検出した。検出面での幅 0.3 ～ 0.65m、深さ5cm 前

後を測る。

　出土遺物は土師器小片 2 点のみだが、覆土の色調・土

質が基本層序Ⅲ層に近く中世以前の可能性がある。遺構

の切り合い関係から９世紀前半の溝 SD123より古く、溝

SD136より新しいことがわかる。

溝 SD2046（第 33・34 図、写真図版 18）

　Ｃ区西壁の中央南寄り（840740グリッド）から北東方

向に延びる溝で、近世の竪穴建物 ST2187 に削られるま

での長さ約 10m 分を検出した。検出面での幅は 0.28 ～

0.8mを測り、東にいくにつれて徐々に狭くなる。幅広い

調査区西端の深さは 22cmで、断面形は緩やかな逆台形

を基調とする。

　出土遺物はないが、覆土の色調・土質は基本層序Ⅲ層

に近く中世以前の可能性がある。

溝 SD2074（第 33・34 図、写真図版 18）

　Ｃ区西壁の中央南寄り（836740グリッド）から東方向

に延びる溝で、近世の竪穴建物 ST2187 に削られながら

も土坑 SK2500 に至るまでの長さ約 12m 分を検出した。

Ｂ区の溝 SD136につながる可能性が高く、両者間の未掘

部分を含めた全長は約 60mになる。検出面での幅は 0.4

～ 0.6m、深さは調査区西端で 37cmを測り、断面形は

箱状ないし傾斜の急な逆台形を呈する。

　出土遺物はないが覆土の特徴は基本層序Ⅲ層と共通す

ることが調査時に確認されており、古代に位置づけられる。

溝 SD2300（第 33 図）

　Ｃ区西壁南端（864744グリッド）から南壁沿いを緩や

かに蛇行しつつ東西方向に走る溝で、長さ約 35m 分を検

出した。検出面での幅は0.2 ～ 0.5mを測る。

　ごく浅い溝で断面図は作成されておらず、出土遺物は土

師器甕片 (122) １点のみだが、検出写真をみる限り覆土

の色調は基本層序Ⅲ層に近いようである。また多くの近世

遺構に掘り込まれる切り合い関係を踏まえ、中世以前に遡

る可能性が高いと判断した。

Ⅲ　調査成果

Ｅ　近世以降の掘立柱建物・柵列

掘立柱建物 SB510（第 35 図、写真図版 19）

　Ａ区北側の824832・824836・828832・828836グ

リッド付近に位置し、建物のすぐ北側を近世の溝 SD403

が走る。東西方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方

位 N-85°-E）で、身舎規模は梁間二間×桁行二間である。

柱間寸法は、梁間が 4.636m（15.3 尺）、北面桁行が西

から0.909m（3.0 尺）・1.091m（3.6 尺）・1.061m（3.5

尺）・0.970m（3.2 尺）・0.697m（2.3 尺）、南面桁行が

西から1.757m（5.8 尺）・1.061m（3.5 尺）・0.970m（3.2

尺）・0.939m（3.1 尺）で、身舎寸法は梁間 4.636m（15.3

尺）×桁行 4.727mm（15.6 尺）となる。

　柱掘方は長軸 30 ～ 50cm 前後の楕円形を呈するもの

が多いが、南面桁行の柱穴 EP500 はやや大きく56 ～

68cmを測る。柱痕跡は直径 15 ～ 35cmの円形である。

　近世の溝 SD435 が埋没した19 世紀前半以降に構築さ

れたことが検出状況写真からわかり、近代に帰属する掘立

柱建物と考えられる。

掘立柱建物 SB530（第 35・36 図、写真図版 19・20）

　 Ａ 区 中 央 東 寄りの 840824・840828・844824・

844828グリッド付近に位置し、後述するSB580 の大部

分、SB590 の一部と重複する。南北方向を桁行方向とす

る掘立柱建物（主軸方位 N-21°-E）で、身舎規模は梁間

二間×桁行五間、西面に一間の庇ないし下屋（以下「な

いし下屋」省略）を付設する。柱間寸法は、梁間が 4.939m

（16.3 尺）、桁行が北から1.909m（6.3 尺）・1.818m（6.0

尺）・2.454m（8.1 尺）・2.454m（8.1 尺）・1.939m（6.4

尺）、庇幅が 0.970m（3.2 尺）で、身舎の桁行寸法は

10.575m（34.9 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は楕円形、断面形は逆台形を基調

とする。西面桁行の柱穴 EP527・531 や東面桁行の柱

穴 EP533 が直径 80 ～ 125cm 前後と大きいが、これ

は柱抜き取りに際して掘り広げられたもので、直径 60 ～

70cm 前後を基本とする。南端の柱穴は庇を構成する柱

穴と同様に小型で、直径 20 ～ 40cm 前後を測る。検出

面からの深さは50～ 70cm前後と比較的深いものが目立

つ。柱痕跡は直径17～27cmの円形ないし楕円形である。

　西面桁行の柱穴 EP527 から出土したの肥前磁器染付

小碗 (204) の年代観より17 世紀後半以降に帰属すること
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Ⅲ　調査成果

が確実視できる。遺構の切り合い関係から北端を東西方

向に走る近世の溝 SD441 より古いことが分かり、また後

述する SB640・660 と南北軸がおおむね平行することか

ら、時期的に近いと考えられる。

掘立柱建物 SB580（第 37 図、写真図版 19・20）

　Ａ区中央東寄りの 844824 グリッドに位置し、SB530 と

大部分が重複する。南北方向を桁行方向とする掘立柱建物

（主軸方位 N-16°-E）で、身舎規模は梁間二間×桁行三

間である。柱間寸法は、梁間が西から 2.454m（8.1 尺）・

2.273m（7.5 尺）、桁行が北から 2.121m（7.0 尺）・1.818m

（6.0 尺）・1.909m（6.3 尺）で、身舎寸法は梁間 4.727m

（15.6 尺）×桁行 5.848m（19.3 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は直径 40 ～ 60cm 弱の円形ないし

不整楕円形が多いが、桁行を構成する柱穴 EP548・569

は隅丸長方形を呈する。検出面からの深さ 20 ～ 30cm

前後のものが多く、土層断面記録のない南東隅柱穴が飛

び抜けて深いのは掘り過ぎの可能性がある。柱痕跡は直

径 20 ～ 25cm の円形である。

　畝間から 19 世紀前半の陶器などが出土した畑 SN446

の畝を掘り込んでいる点などを踏まえ、SB530 より新しい

と考えられる。

掘立柱建物 SB590（第 38 図、写真図版 21）

　Ａ区中央部の 840832・840828 グリッドに位置し、北

西隅柱穴が近世の大型土坑 SK434 と重複して未検出で

あるほか建物北端が近代の土坑 SK456 に近接している。

東西方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-89°

-W）で、身舎規模は梁間二間×桁行三間である。柱間寸

法は、梁間が 3.909m（12.9 尺）、桁行が西から 1.818m

（6.0 尺 ）・1.879m（6.2 尺 ）・1.970m（6.5 尺 ） で、

桁行寸法は 5.666m（18.7 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は直径 40 ～ 60cm 前後の長方形な

いし楕円形を基調とし、断面形は検出面からの深さ 25 ～

30cm 前後の擂鉢状を呈するものが多いが、南東隅柱穴

EP567 は 44cmとやや深い。多くの柱穴に柱根が遺存し、

直径 10 ～ 20cm 前後を測る。

　SB630 と東西軸がおおむね平行し、間尺も近いことか

ら同時期の可能性が高い。

掘立柱建物 SB610（第 39 図、写真図版 22）

　Ａ区中央部西側の 836844・840844 グリッドに位置し、

調査区の制限により西側が未検出で建物の全容は不明だ

が、調査区内で確認できた部分から東西方向を桁行方向

とする掘立柱建物（主軸方位 N-85°-W）と考えられる。

身舎規模は梁間二間×桁行一間以上である。柱間寸法は、

梁間が北から 2.545m（8.4 尺）・2.606m（8.6 尺）、桁

行が 2.909m（9.6 尺）で、梁間寸法は 5.151m（17.0 尺）

となる。

　柱掘方は直径 70 ～ 85cm の円形ないし楕円形を呈す

るものがほとんどだが、南面桁行の柱穴が１つだけ直径

30cm 前後と小型である。断面図は南東隅柱穴 EP601 の

み記録されており、検出面からの深さ 10cm の浅い皿状

を呈する。柱痕跡は確認されていない。

　間尺の広さは古代的な様相を示しているようにも感じる

が、古代の溝 SD425 より新しい溝 SD429 の覆土を掘り

込んで構築されており、中世以前に位置づける根拠に乏し

い。近世以降の可能性が高いと考えられるが、不確定要

素を多分に含むため時期不明としておきたい。

掘立柱建物 SB630（第 39 図、写真図版 22）

　Ａ区南東側の 860824・860828 グリッド付近に位置し、

北東側に近代の水車状遺構 SX838 が南北軸を揃えて近

接する。東西方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方

位 N-85°-W）で、身舎規模は梁間二間×桁行三間である。

柱間寸法は、梁間が 3.788m（12.5 尺）、桁行が西から

1.848m（6.1 尺）・1.939m（6.4 尺）・2.212m（7.3 尺）

で、桁行寸法は 5.999m（19.8 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は直径 30 ～ 45cm 前後の円形な

いし楕円形、断面形は検出面からの深さ 10 ～ 20cm 前

後の浅い逆台形を呈するものが多いが、南面桁行の柱穴

EP69 は直径 40 × 50cm、検出面からの深さ 30cm とや

や大きく深い。南東隅柱穴 EP72 とその西側の柱穴 EP71

に直径 12 ～ 14cm の柱根が遺存し、北面桁行の柱穴

EP66 の柱痕跡も同規模だが、やや大ぶりの柱穴 EP69

は柱痕跡も直径 19cm と一回り大きい。

　北東側に近接する水車状遺構 SX838 に伴う建物と考え

れば SX838 と同時期の近代に位置づけられる。

掘立柱建物 SB640（第 40 図、写真図版 22）

　Ａ区南東側の 856832・860832・864832 グリッド付

近に位置し、建物のすぐ西側をＬ字形の近世区画溝 SD4

が南北方向に走る。南北方向を桁行方向とする掘立柱建

物（主軸方位 N-19°-E）で、身舎規模は梁間二間×桁行

四間で、北面に一間の庇ないし下屋（以下「ないし下屋」
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省略）を付設する。柱間寸法は、梁間が西から2.545m（8.4

尺）・2.454m（8.1 尺）、身舎桁行が北から2.697m（8.9

尺）・2.697m（8.9 尺）・1.818m（6.0 尺）、庇幅が 0.879m

（2.9 尺）で、身舎寸法は梁間 5.000m（16.5 尺）×桁

行 7.211m（23.8 尺）となる。

　身舎の柱掘方は直径 30 ～ 40cm 前後の不整楕円形を

呈するものが多いが、柱穴 EP74 は 45 × 55cm、EP81

は 45 × 65cmとやや大きい。断面形は検出面からの深

さ15 ～ 20cm 擂鉢状ないし箱状が多いが、やや大ぶり

の東面桁行柱穴 EP81 は深さ34cmを測り、北面梁間中

央の柱穴 EP73では 56cmとさらに深い。

　身舎の南西隅柱穴および北西隅の一つ南（東面桁行柱

穴 EP81 に対応する位置）の柱穴がＬ字形の区画溝 SD4

に削られており、切り合い関係からSB640 は区画溝掘削

前の18 世紀代に帰属すると考えられる。

掘立柱建物 SB650（第 41 図、写真図版 22）

　Ａ区南東側の856832・860832グリッドに位置し、東

半分が近世の掘立柱建物 SB640と重複する。南北方向

を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-13°-E）で、

身舎規模は梁間二間×桁行二間、東面に一間の庇ないし

下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。柱間寸法

は、梁間が西から1.515m（5.0 尺）・1.394m（4.6 尺）、

桁行が北から1.909m（6.3 尺）・2.091m（6.9 尺）、庇

幅が 1.091m（3.6 尺）で、身舎寸法は梁間 2.909m（9.6

尺）×桁行 4.000m（13.2 尺）となる。

　柱掘方は身舎・庇ともに直径 40 ～ 60cm の不整楕円

形を呈する。断面形は検出面からの深さ10 ～ 25cm 前

後の擂鉢状ないし浅い皿状を呈する。

　19 世紀前半に位置づけられる近世のＬ字形区画溝

SD4 覆土を掘り込んで構築しており、掘立柱建物 SB640

に後続する近代の所産と考えられる。

掘立柱建物 SB660（第 42・43 図、写真図版 23）

　Ａ区南西側の 856840・860836・860840・

860844・864840・864844グリッドに位置し、Ｌ字形

区画溝 SD4に囲まれた内側に所在する。調査区の制限に

より南側が未検出で建物の全容は不明だが、調査区内で

確認できた部分から南北方向を桁行方向とする掘立柱建物

（主軸方位 N-21°-E）とわかる。身舎規模は梁間三間×

桁行六間以上で、北面と西面に一間の庇ないし下屋（以

下「ないし下屋」省略）を付設する。柱間寸法は、北面

Ⅲ　調査成果

梁間が西から1.424m（4.7尺）・1.818m（6.0尺）・1.485m

（4.9 尺）、西面桁行が北から1.212m（4.0 尺）・1.364m

（4.5 尺）・1.667m（5.5 尺）・2.212m（7.3 尺）・2.121m

（7.0 尺）・1.636m（5.4 尺）、東面桁行が北から0.697m

（2.3 尺）・1.091m（3.6 尺）・1.303m（4.3 尺）・1.545m

（5.1 尺 ）・1.515m（5.0 尺 ）・2.424m（8.0 尺 ）、 北

面庇幅が 0.818m（2.7 尺）、西面庇幅が 0.909m（3.0

尺）、南北方向に並ぶ身舎の間仕切り間隔が西から2.121m

（7.0 尺）・2.545m（8.4 尺）で、身舎寸法は梁間 4.727m

（15.6 尺）×桁行 10.211m（33.7 尺）以上である。

　柱掘方の平面形態は直径 20 ～ 30cm 前後の円形を呈

するものと直径 30 ～ 40cm 前後の楕円形を呈するものが

あり、前者の断面形は深さ15 ～ 25cm 前後の箱状、後

者の断面形は深さ20 ～ 35cm 前後の箱状ないし擂鉢状

の傾向がみられるが、東面桁行の柱穴 EP52 が 39cm、

南端の間仕切り柱穴EP58が47cmと例外的に深い。また、

東面庇を構成する柱穴 EP55 が平面規模 50 × 70cmで

深さ66cm、その南の柱穴 EP56 が平面規模 46 × 57cm

で深さ37cmを測り、身舎の柱穴より大きく深い柱穴となっ

ている。柱痕跡は直径 15 ～ 25cmの円形を基調とする。

　近世のＬ字形区画溝 SD4を挟んで東側に隣接する掘立

柱建物SB640と南北軸が平行し、同時期の可能性が高い。

掘立柱建物 SB234（第 44 図、写真図版 24）

　Ｂ区中央東寄りの836764グリッドに位置し、後述する

SB243 の北側に東西軸を平行して隣接する。東西方向を

桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-87°-E）で、身

舎規模は梁間二間×桁行二間である。柱間寸法は、梁間

が 1.454m（4.8 尺）の等間隔、北面桁行が西から1.606m

（5.3 尺）・1.515m（5.0 尺）、南面桁行が西から1.121m

（3.7 尺）・2.000m（6.6 尺）で、身舎寸法は梁間 2.909m

（9.6 尺）×桁行 3.121m（10.3 尺）となる。

　柱掘方は直径 30 ～ 45cm 前後の円形ないし楕円形、

断面形は箱状ないし逆台形を呈する。検出面からの深さ

は 15 ～ 30cm 前後を基本とし、南東隅柱穴 EP239 が

35cmとやや深くなっている。柱痕跡は直径 15 ～ 20cm

の円形ないし楕円形である。

　近接する大型掘立柱建物 SB243 の付属建物と考えら

れ、これと同時期に位置づけられる。

掘立柱建物 SB243（第 45 ～ 52 図、写真図版 25 ～

28）
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Ⅲ　調査成果

　Ｂ区南東側に位置し、東西方向を桁行方向とする掘立

柱建物（主軸方位 N-87°-E）である。身舎規模は梁間三

間×桁行八間で、東面は二間、北・南・西の三面は一間

の庇ないし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。

柱間寸法は、西面梁間が北から2.091m（6.9 尺）・1.606m

（5.3 尺）・1.606m（5.3 尺）・1.485m（4.9 尺）、東面

梁間が北から2.697m（8.9 尺）・2.969m（9.8 尺）、南

面桁行が西から1.909m（6.3 尺）・1.909m（6.3 尺）・

2.000m（6.6 尺）・1.909m（6.3 尺）・1.788m（5.9 尺）・

2.000m（6.6 尺）・2.363m（7.8 尺）・2.091m（6.9 尺）、

西面庇幅が 0.788m（2.6 尺）、東面庇幅が西から1.030m

（3.4 尺）・1.151m（3.8 尺）、北面庇幅が 1.242m（4.1

尺）、南面庇幅が西面梁間で1.121m（3.7 尺）、東面梁

間で0.848m（2.8 尺）を測り、身舎寸法は梁間 5.666m

（18.7 尺）×桁行 15.968m（52.7 尺）となる。

　柱掘方は身舎桁行の柱穴がとくに大型で、一辺 100 ～

120cm 前後の方形基調（EP280・283・286・288 ～

290）ないし90 ～ 100 × 130 ～ 145cm 前後の長方

形（EP279・284・287・291）のものと、直径 100 ×

115cm 前後の不整楕円形（EP281・282・292）を呈

するものに分けられる。これらは検出面からの深さ55 ～

65cm 前後の断面箱状ないし逆台形のものがほとんどだ

が、北面桁行西側の柱穴 EP279 は 38cmとやや浅い。

次いで平面規模が大きいのは身舎の間仕切りを構成する

柱穴で、直径 60 ～ 90cm 前後の不整円形ないし楕円形

を呈し検出面からの深さ40 ～ 50cm 前後のものが多い

が、柱穴 EP300 は 85 × 110cm の長方形で深さ70cm

を測り、身舎桁行の柱穴と同等の規模である。また東側

の間仕切り柱穴EP302・303は他の間仕切り柱穴より浅く、

西面梁間や庇の柱穴と同程度の深さ25cm 前後を測る。

梁間や庇の柱穴は直径 30 ～ 50cm の円形ないし楕円形

で断面箱状ないし擂鉢状を呈するものが多いが、北面庇

の柱穴 EP248・250・257 や西面梁間の柱穴 EP295・

296など、直径 65 ～ 80cm 前後のやや大きいものも所々

で認められる。柱痕跡は全体的に直径 25 ～ 30cm 前後

の円形が目立つが、庇の柱穴ではより小型の15 ～ 20cm

前後が多く、また身舎桁行の柱穴 EP279・284・287・

289では 40 ～ 45cm 前後の太い柱痕跡が確認された。

なお、庇の柱穴 EP250・252・270および身舎の間仕切

り柱穴 EP302では柱根が残存し、樹種同定の結果、す

べてクリと判明した（第Ⅳ章 2）。とくに遺存状態の比較的

良好な EP250・252では礎板に載った状態の柱根が検出

され、前者の直径が 22cm、後者の直径が 13cmで上記

した庇柱穴の柱痕跡径にみられる傾向と合致する。

　庇の柱穴だけでなく、一部の身舎桁行柱穴にも軟弱地

盤における柱の沈下防止措置として施された基礎固めが

確認され、板材を礎板として敷くもの（EP280・281）や

半割丸太・杭などの枕木や木材片を複数組み合わせて並

べるもの（EP284・290・291）、建築部材を礎板に転用

するもの（EP289・292）など多様である。礎板・枕木

の樹種は広葉樹のハンノキ亜属・ブナ属・カラマツ属・ク

リと判明し（第Ⅳ章 2）、とくに湿潤地に生育するハンノキ

亜属の利用が目立つ。南側に広がる低地部の樹木が伐採

利用されたと考えられる。

　北面庇の柱穴 EP250 の柱根および EP247 の礎板につ

いて放射性炭素年代測定を実施したところ、辺材部の残る

前者が 16 世紀前半～ 17 世紀後半、最終形成年輪の残

る後者が 17 世紀前半～ 18 世紀末および 20 世紀中頃の

暦年代を示し、両者が同時期に伐採された木材であれば

測定結果の重複する17 世紀中葉頃が伐採年代の可能性

があるという見解が示された（第Ⅳ章 1）。また身舎北面

桁行の柱穴 EP282の柱掘方埋土上層から16 世紀末の景

徳鎮青花小皿 (205)と17世紀前半の肥前磁器小鉢 (206)

が出土している点を勘案すると、SB243 は 17 世紀前半

～中葉に建てられたと考えられる。

掘立柱建物 SB308（第 53 図、写真図版 29）

　Ｂ区南東側の 848756・848760グリッドに位置し、

SB243 の南東側に東西軸を平行して隣接する。東西方向

を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-87°-E）で、

北東隅柱穴は時期不明の土坑 SK233と重複して検出され

なかった。身舎規模は梁間一間×桁行一間で、身舎寸法

は梁間 1.818m（6.0 尺）×桁行 2.515m（8.3 尺）である。

　柱掘方の平面形態・規模および検出面からの深さはま

ちまちで、北西隅柱穴 EP305 が 70 × 100cm の不整楕

円形、南西隅柱穴 EP307 が 90 × 100cmの楕円形、南

東隅柱穴 EP306 が 40 × 50cmの楕円形を呈し、深さは

75cm、55cm、60cmである。柱痕跡は EP305・306で

直径 30cm 前後の楕円形と確認され、掘立柱建物 SB243

の身舎柱穴で確認された柱痕跡径と同規模である。また

EP307 底面には、加工痕のある３枚の木片（第 103 図
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228 ～ 230）が重ねて据え置かれ、柱の沈下防止ととも

に上端の高さ調整が図られたものと考えられる。木片は樹

種同定の結果、すべてハンノキ亜属と判明した（第Ⅳ章2）。

　SB234とともに、近接する大型掘立柱建物 SB243の付

属建物と考えられ、同時期に位置づけられる。

掘立柱建物 SB309（第 53 図、写真図版 29）

　Ｂ区南東側の856756・856760・860756・860760

グリッド付近に位置し、約 4m 北方にSB308 が所在する。

南北方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-6°

-E）で、身舎規模は梁間二間×桁行四間である。柱間寸

法は、梁間が西から1.697m（5.6 尺）・2.515m（8.3 尺）、

桁行が北から0.909m（3.0尺）・2.212m（7.3尺）・1.757m

（5.8 尺）・0.909m（3.0 尺）・1.030m（3.4 尺）・0.909m

（3.0 尺）で、身舎寸法は梁間 4.212m（13.9 尺）×桁

行 7.727m（25.5 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は直径 30 ～ 45cm 前後の円形ない

し楕円形で、柱痕跡は直径 25cm 前後の円形である。

　柱穴掘方埋土の特徴や間尺の狭さなどが SB510と共通

し、おおむね同時期の近代に位置づけられる。

掘立柱建物 SB2901（第 54 ～ 56 図、写真図版 29 ～

32）

　Ｃ区南西側に位置し、4 ～ 6m 北方を幅広い区画溝

SD1732 が東西方向に走る。東西方向を桁行方向とする

掘立柱建物（主軸方位 N-88°-E）で、身舎規模は梁間

三間×桁行五間である。柱間寸法は、西面梁間が北から

0.848m（2.8 尺）・1.909m（6.3 尺）・2.030m（6.7 尺）・

1.818m（6.0 尺）、東面梁間が北から0.879m（2.9 尺）・

1.303m（4.3 尺）・2.212m（7.3 尺）・2.212m（7.3 尺）、

桁行が西から1.061m（3.5尺）・1.576m（5.2尺）・1.485m

（4.9 尺）・1.818m（6.0 尺）・1.909m（6.3 尺）・2.060m

（6.8 尺）で、身舎寸法は梁間 6.605m（21.8 尺）×桁

行 9.908m（32.7 尺）となる。

　柱掘方は直径 30 ～ 40cm 前後の円形ないし不整楕円

形を基調とし、南面桁行柱穴 EP1981 が 38 × 58cmと

大きく、南西隅柱穴 EP1909・北西隅柱穴 EP1983 が

20 ～ 30cm 前後とやや小さい。断面形は逆台形ないし

擂鉢状で、検出面からの深さは10cm 以下のものが多い。

深いものでは西面梁間柱穴 EP1987で 26cm、南面桁行

の柱穴 EP1909・1973と間仕切り柱穴 EP1917・1976・

1977で 20cm 前後を測る。柱痕跡は直径 10cm から

30cmまでばらつきがあり、円形ないし楕円形を呈する。

　出土遺物や遺構の切り合い関係など帰属時期の判断材

料に乏しいが、主軸方位や間仕切り列の設置などが共通

するＢ区の大型掘立柱建物 SB243の時期に近いと考えら

れ、17 世紀代に位置づけられる。

掘立柱建物 SB2902（第 57 図、写真図版 33）

　Ｃ区南東隅の 856692グリッド付近に位置し、調査区

の制限により南側が未検出で建物の全容は不明だが、調

査区内で確認できた部分から南北方向を桁行方向とする

掘立柱建物（主軸方位 N-2°-W）と考えられる。身舎規

模は梁間二間×桁行一間以上で、東面および西面に一間

の庇ないし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。

柱間寸法は、梁間が 3.878m（12.8 尺）、桁行が北から

0.939m（3.1 尺）・1.515m（5.0 尺）、西面庇幅が 0.970m

（3.2 尺）、東面庇幅が 0.909m（3.0 尺）で、身舎寸法

は梁間 3.878m（12.8 尺）×桁行 2.454m（8.1 尺）以

上となる。

　柱掘方は直径 30 ～ 40cm 前後の不整円形で、検出面

からの深さは 10 ～ 15cm 前後が多い。身舎の北東隅柱

穴 EP1505 は長軸 60cm の楕円形を呈し、深さも30cm

を測る。西面庇の北端柱穴 EP1564 は完掘時の深さ

48cmで記録されているが、掘り過ぎの可能性がある。

　水場遺構 SX1565 および溝 SD1519 出土片と接合関

係をもつ陶器擂鉢 (231) が EP1564 から出土しており、

SB2902は水場遺構の廃絶後に建てられた可能性が高い。

掘立柱建物 SB2903（第 57 図、写真図版 33）

　Ｃ区南東側の 860700グリッド付近に位置し、調査区

の制限により南側が未検出で建物の全容は不明だが、調

査区内で確認できた部分から南北方向を桁行方向とする

掘立柱建物（主軸方位 N-6°-E）と考えられる。身舎規模

は梁間二間×桁行一間以上で、北面に一間の庇ないし下

屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。柱間寸法は、

梁間が西から2.182m（7.2 尺）・1.697m（5.6 尺）、庇

幅が0.939m（3.1尺）で、身舎の梁間寸法は3.878m（12.8

尺）となる。

　柱掘方は直径 20 ～ 35cm の不整円形を呈するものが

多く、庇の北西隅柱穴 EP1876 が直径 45cm 前後とやや

大きい。検出面からの深さは 5 ～ 30cm 前後までばらつ

きが認められ、EP1876では 82cmと飛び抜けて深くなっ

ているが、掘り過ぎの可能性がある。
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　庇の北東隅柱穴 EP1542 が水場遺構 SX1565 の南西

隅を掘り込んでおり、SB2902と同じく水場遺構廃絶後に

建てられた可能性が高い。また建物西側が重複する掘立

柱建物 SB2915・2917とは帰属時期が異なる。

掘立柱建物 SB2904（第 57・58 図、写真図版 34）

　Ｃ区南西側の860728・864728グリッドに位置し、調

査区の制限により南側が未検出で建物の全容は不明だが、

調査区内で確認できた部分から南北方向を桁行方向とす

る掘立柱建物（主軸方位 N-2°-E）と考えられ、身舎規模

は梁間二間×桁行二間以上である。柱間寸法は、梁間が

西から1.121m（3.7 尺）・1.151m（3.8 尺）・1.000m（3.3

尺）・1.030m（3.4 尺）、桁行が北から1.030m（3.4 尺）・

0.909m（3.0 尺）・0.939m（3.1 尺）・0.970m（3.2 尺）で、

身舎寸法は梁間 4.303m（14.2 尺）×桁行 3.848m（12.7

尺）以上となる。

　柱掘方は直径 25 ～ 35cm 前後の不整円形ないし楕

円形を呈するものが多く、西面桁行の柱穴 EP1871・

1890・1954 が 40 ～ 45cm 前後と一回り大きい。断面

形は逆台形ないし擂鉢状で、検出面からの深さは 20 ～

30cm 前後が多く、深いものでは 40 ～ 45cm 前後を測

る。すべての柱穴に柱根が遺存し、樹種同定の結果、す

べてクリと判明した（第Ⅳ章 2）。柱の直径は25 ～ 30cm

前後のものが多く、柱穴 EP1872・2151・2152 では

21cm、EP1870・1953では 17cmとやや細い。Ｂ区の

大型掘立柱建物 SB243で見られたような柱の基礎固めは

一切施されておらず、北西隅柱穴 EP1890 の柱根 (232)

以外は伐採したままの底面が平らな柱を直接立てている。

　北東隅柱穴 EP1848 および北面梁間中央の柱穴

EP1858 の柱根についてウィグルマッチング法による放射

性炭素年代測定を実施したところ、前者が 17 世紀後半～

末および 18 世紀中頃～ 19 世紀前半、後者が 17 世紀

後半～末および 19 世紀初頭～前半の暦年代を示し、とく

に最終形成年輪が残る後者は伐採年代を示すと考えられる

（第Ⅳ章 1）。

掘立柱建物 SB2914（第 59 図、写真図版 35）

　Ｃ区南東側の 852704グリッド付近に位置し、北側に

は水場遺構 SX1522 が近接する。東西方向を桁行方向と

する掘立柱建物（主軸方位 N-89°-E）で、身舎規模は梁

間三間×桁行三間だが、北西隅柱穴および時期不明の土

坑 SK1738と重複する南西隅柱穴は未検出である。柱間

寸法は、梁間が北から1.939m（6.4 尺）・1.939m（6.4

尺）・1.879m（6.2 尺）、北面桁行が西から1.788m（5.9

尺）・2.060m（6.8 尺）・2.091m（6.9 尺）、南面桁行が

西から2.697m（8.9 尺）・1.394m（4.6 尺）・1.757m（5.8

尺）で、身舎寸法は梁間 5.757m（19.0 尺）×桁行 5.939m

（19.6 尺）となる。

　柱掘方は直径 50 ～ 60cm 前後の円形を基調とするも

のと、40 ～ 55 × 70 ～ 95cm のいびつな長楕円形を呈

するもの（EP1554・1638・1657）があり、また南面桁

行の柱穴 EP1663 は直径 33cm 前後と小型である。断面

形は深さ30 ～ 40cm 前後の逆台形ないし擂鉢状を呈す

るものがほとんどだが、南面桁行の柱穴 EP1663・1684

は深さ10 ～ 20cmと浅くなっている。柱痕跡は直径 25

～ 28cmの円形である。

　北東隅柱穴 EP1652 が水場遺構 SX1522の南端を掘り

込んでおり、SX1522の廃絶後に建てられた可能性が高い。

掘立柱建物 SB2915（第 60 図、写真図版 35）

　Ｃ区南東側の856704・860704グリッド付近に位置し、

調査区の制限により南側が未検出で建物の全容は不明だ

が、調査区内で確認できた部分から南北方向を桁行方向

とする掘立柱建物（主軸方位 N-2°-W）と考えられる。身

舎規模は梁間三間×桁行一間以上で、北面に一間の庇な

いし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。柱間

寸法は、梁間が西から2.030m（6.7 尺）・1.576m（5.2 尺）・

2.000m（6.6尺）、桁行が2.879m（9.5尺）、庇幅が1.030m

（3.4 尺）で、梁間寸法は5.606m（18.5 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし楕円形、断面形は逆台

形ないし擂鉢状を呈する。平面規模は直径 25cm 前後か

ら90cm 前後まで、検出面からの深さは15cm から65cm

までばらつきがあるが、とくに深さについては土層断面が

記録されていないものが多く、掘り過ぎのものも含まれる

可能性がある。

　北側に近接するSB2914とは桁行方向が異なるが、建

物の東辺を揃えて一直線に並ぶ配置をとる。近接しすぎて

いるので同時期とは言いがたいが、近い時期に前後して

建てられたものと考えられる。

掘立柱建物 SB2916（第 60 ～ 61 図、写真図版 29・

30・32・33）

　Ｃ区南側の中央西寄り、848720・852720グリッド付

近に位置し、南北方向を桁行方向とする掘立柱建物（主
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軸方位 N-2°-W）である。身舎規模は梁間二間×桁行三

間半で、南面に一間の庇ないし下屋（以下「ないし下屋」

省略）を付設する。柱間寸法は、梁間が西から1.909m（6.3

尺）・2.000m（6.6 尺）、桁行が北から1.788m（5.9 尺）・

2.394m（7.9 尺）・1.909m（6.3 尺）・1.061m（3.5 尺）、

庇幅が0.455m（1.5尺）で、身舎寸法は梁間3.909m（12.9

尺）×桁行 7.151m（23.6 尺）となる。

　柱掘方は庇を含めて直径 30 ～ 40cm 前後の円形を呈

するものがほとんどだが、南東隅の柱穴 EP1778・1779

は直径 60cm 前後と大きい。柱掘方の断面形は深さ15

～ 20cm 前後の逆台形ないし深さ10cm 前後の浅い皿状

を呈する。柱痕跡は直径 20cm 弱の円形である。

　建物北西部が掘立柱建物 SB2901 南東隅と重複し、西

面桁行の柱穴 EP2140 が SB2901 の構成柱穴 EP2141

を掘り込んでいることから、SB2901 の廃絶後に建てられ

たことがわかる。ただし、両建物の南北軸方位が一致する

ことから時期差はさほど大きくないと考えられる。

掘立柱建物 SB2917（第 62 図、写真図版 35）

　Ｃ区南東側の860704・860708グリッドに位置し、調

査区の制限により南側が未検出で建物の全容は不明だが、

調査区内で確認できた部分から南北方向を桁行方向とす

る掘立柱建物（主軸方位 N-1°-E）と考えられる。身舎規

模は梁間二間×桁行一間以上で、北面と西面に一間の庇

ないし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。柱

間寸法は、梁間が西から2.424m（8.0 尺）・2.515m（8.3

尺）、桁行が 2.697m（8.9 尺）、北面庇の幅が 0.909m（3.0

尺）、西面庇の幅が 1.273m（4.2 尺）で、身舎の梁間規

模は4.939m（16.3 尺）となる。

　柱掘方は直径 25 ～ 40cm 前後の楕円形を呈するもの

がほとんどだが、庇の北西隅柱穴 EP1680 は直径 57cm

とやや大きい。検出面からの深さは 15cm から50cmま

でばらつきがあるが、土層断面の記録がなく掘り過ぎてい

るものも含まれる可能性がある。

　出土遺物や遺構の切り合い関係など帰属時期の判断材

料に乏しいが、大部分が重複する掘立柱建物 SB2915 や

一部が重複する掘立柱建物 SB2903と同時期でないこと

は確かである。

掘立柱建物 SB2918（第 62・63 図、写真図版 36）

　Ｃ区南側の中央東寄り、844708・844712グリッド付

近に位置し、南東側に水場遺構 SX1522 が隣接する。南

北方向を桁行方向とする掘立柱建物（主軸方位 N-3°-W）

で、身舎規模は梁間二間半×桁行三間、東面に一間の庇

ないし下屋（以下「ないし下屋」省略）を付設する。柱

間寸法は、梁間が 4.939m（16.3 尺）、東面桁行が北か

ら1.697m（5.6 尺）・1.061m（3.5 尺）・1.788m（5.9

尺）・1.091m（3.6 尺）、庇の幅が 0.909m（3.0 尺）で、

身舎の桁行寸法は5.636m（18.6 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は円形ないし不整楕円形、断面形

は逆台形ないし箱状を呈する。平面規模は直径 25cm か

ら65cm 前後まで、検出面からの深さは 10cm 前後から

40cmまでばらつきがあるが、飛び抜けて大きく深いもの

はない。柱痕跡は直径 15 ～ 25cm 前後の円形である。

　南東側に隣接する水場遺構 SX1522 に伴う建物の可能

性があり、おおむね同時期に帰属すると考えられる。

柵列 SA2910（第 63 図、写真図版 36）

　Ｃ区南東側の848700・848704グリッドに位置し、北

側には水場遺構SX1522が隣接する。東西方向の柵列（軸

方位 N-88°-E）で５本の柱穴が並ぶ。柱間寸法は西から

1.909m（6.3 尺）・2.000m（6.6 尺）・1.818m（6.0 尺）・

1.818m（6.0 尺）で、長さは7.545m（24.9 尺）となる。

　柱掘方は直径 60 ～ 85cm の円形ないし不整楕円形を

呈する。断面形は中央の柱穴 EP1653 が深さ25cm の浅

い擂鉢状で、他は深さ40 ～ 60cm の逆台形を呈する。

西側２つの柱穴で柱痕跡、東側２つの柱穴で柱根が検出

され、直径 15cmと23cmの２種が認められる。

　隣接する水場遺構 SX1522 に伴う施設の可能性が考え

られ、SB2918とあわせて同時期に帰属すると判断したい。

柵列 SA2911（第 63 図、写真図版 30）

　Ｃ区南西側の844732・848732グリッドに位置し、約

7m 東方に掘立柱建物 SB2901 が所在する。南北方向の

柵列（軸方位 N-2°-W）で４本の柱穴が並ぶ。柱間寸法

は北から2.363m（7.8 尺）・2.909m（9.6 尺）・2.121m（7.0

尺）で、長さは7.393m（24.4 尺）となる。

　柱掘方の平面形態は 60 ～ 90cm × 80 ～ 110cm の

楕円形を呈する。断面形は深さ5 ～ 10cm 前後の浅い皿

状を基調とし、北から２つ目の EP2006 のみ深さ35cm

の逆台形を呈する。

　東側の掘立柱建物 SB2901 の南北軸に平行することか

ら付属施設の可能性が考えられ、SB2901と同時期に帰

属すると判断したい。
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Ｆ　近世の竪穴建物

　Ａ区で２棟、Ｃ区で２棟の竪穴建物が検出され、出土

遺物や覆土の特徴、遺構の切り合い関係などからいずれ

も近世以降に帰属すると判断した。４棟ともカマドや炉は

なく、居住目的以外の施設であった可能性が高い。

竪穴建物 ST16（第 64 図、写真図版 37）

　Ａ区南西側の852848・856848グリッド付近に位置し、

Ｌ字形の区画溝 SD4で囲まれた内部にあって約 2m 東側

には竪穴建物 ST36 が隣接する。東西方向に走る幅 1.2m

の撹乱に中央部が削られているほか、南西端の一部が近

代の溝 SD18 に壊されている。平面形は長方形を呈し、

検出面での規模は南北 10.1m ×東西 2.3 ～ 2.4mを測

る。掘り下げた地山をそのまま床面としており、検出面か

らの深さは 35 ～ 50cmである。覆土の上層には焼土粒・

炭化物粒が混じり、その下の覆土中から木材の形状をとど

めた炭化材が検出されたことから建物廃絶後に焼失したと

考えられる。炭化材は建物の長軸方向に並列する一群と

直交する一群に分かれ、調査途中ではそれぞれ棟木と垂

木に対応する可能性が想定された。調査の結果、竪穴内

の床面では中央付近と南端に浅いピットが検出された程度

で、いずれも主柱穴とは認めがたい。検出面では竪穴外

に建物に伴うようなピットが確認されておらず、おそらく周

堤を巡らせたうえで叉首や垂木を組んだ簡易な屋根構造

だったと考えられる。サンプリングされた炭化材のうち分

析に耐えうる試料は調査時に垂木と想定されたであろう小

径の炭化材のみで、2 点を樹種同定した結果、マツ属複

維管束亜属とミズキ属と判明した（第Ⅳ章 2）。

　ST16の覆土下層や床面付近からは多くの近世陶磁器が

出土しており、17 世紀前半から19 世紀前半までの時期

幅が認められた。このうち17世紀前半の肥前磁器 (255)・

(256) は破片資料で、流れ込みの可能性が高い。次いで

古い 18 世紀前半の肥前陶器 (238)と磁器 (249)・(257)

は少量ながら比較的残りが良く、18 世紀後半の陶器 (234)

～ (237)・(240) や磁器 (251) ～ (254)・(258) ～ (260)

になると出土数が増え残り具合も良好なものが多い。出土

遺物の傾向からは 18 世紀中葉前後が竪穴建物の帰属時

期で、18 世紀後半に廃絶した後、在地産と見られる19

世紀前半の陶器 (241) ～ (245) が廃棄などで流入したと

考えられる。覆土がレンズ状の自然堆積を示すことからも

比較的長い時間をかけて埋没した状況が想定できる。

竪穴建物 ST36（第 65 図、写真図版 38）

　Ａ区南西側の852836・852840グリッド付近に位置し、

Ｌ字形の区画溝 SD4 の内側コーナー部に近接して所在す

る。東西方向に平行して走る２条の撹乱に北端と南端を、

南北方向に走る区画溝 SD4 に東端をそれぞれ削られてい

るが、南端では一部撹乱を免れた箇所があり、また北端

の撹乱は浅く東端の削平もわずかであったため、遺構の

形状と規模は把握できる。平面形は長方形を呈し、検出

面での規模は南北 5.6m ×東西 8.7mを測る。床面は全

体が褐灰色シルトで貼床され、検出面から床面までの深さ

は25 ～ 30cm、貼床の厚さは10 ～ 20cm 程度である。

　竪穴中央の床面で直径 35cm のピットEP438と直径

25cm のピットEP439 が検出されたほか、南壁際に２つ

の小ピットがある。また竪穴北西隅の壁際には、地山を掘

り残すことで床面より10cmほど高い段差をなすＬ字形の

スペースが設けられている。壁までの奥行きは西壁で0.5

～ 0.7m、北壁で1.2 ～ 1.3mを測り、基本的な構造は古

代の竪穴建物にみられる棚状施設に類似する。

　ST36の床面付近からは ST16ほどでないものの一定量

の遺物が出土している。最も古い 18 世紀前半～中葉の

肥前磁器 (268)・(272) は流れ込みの可能性が高く、他

に年代が特定できる遺物は 19 世紀前半以降の陶磁器に

限られる。これらを建物の廃絶に伴い流入した遺物とみれ

ば18世紀末～19世紀初頭頃が帰属時期となりそうだが、

竪穴埋没後にＬ字形区画溝 SD4の掘削が行われているの

で、SD4 の帰属時期も考慮に入れる必要がある。また隣

接するST16との関連性を視野に入れれば、建物の破損・

老朽化やスペース不足など何らかの不具合が生じたため

規模を拡張したST36 が新設された可能性も考えられ、そ

の場合、ST36の帰属時期が ST16の廃絶時期まで遡るこ

とになる。ここではやや広く18 世紀後半～末葉の年代を

想定しておきたい。

竪穴建物 ST1730（第 66 図、写真図版 39）

　Ｃ区中央東寄りの 836704グリッドに位置し、2m 北方

を幅広い区画溝 SD1732 が東西方向に走る。約 20m 西

側に竪穴建物 ST2187 が所在する。平面形は隅丸長方形

を呈し、検出面での規模は南北4.0m×東西5.6mを測る。

掘り下げた地山をそのまま床面としており、検出面からの

深さは 35 ～ 40cmである。断面形は四壁とも緩やかな
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立ち上がりを呈し、建物内部の平坦な床面範囲は 2.6 ×

4.3mほどである。柱穴や壁溝などの建物構成要素は検出

されず、竪穴外のピットで建物に伴うと考えられるものも見

当たらない。ほかに竪穴南東隅からＬ字形に屈曲して南

へ延びる幅 0.3 ～ 0.5mの排水溝が確認された。ST1730

は他の竪穴建物と同様にカマド・炉をもたない非居住施設

と見られ、排水溝は何らかの生産活動に伴う汚水処理用

に設けられた可能性が考えられる。

　覆土中から少量の須恵器・土師器片とともに近世陶器

(276)・瓦質土器 (277) が出土している。覆土は黄褐色

地山偽礫を非常に多く含む単層で、一度に埋め立てた状

況が想定されるため、近世に帰属することが確実視される。

なお、覆土中に焼土粒・炭化物粒がわずかに含まれるこ

とから竪穴周辺で燃焼行為を行なったと推察され、竪穴

内での生産活動と関連する可能性がある。

竪穴建物 ST2187（第 66 図、写真図版 39）

　Ｃ区中央西側の 836732グリッド付近に位置し、東側

が土坑 SK2500 に大きく壊され、南端が東西方向に走る

幅広い区画溝 SD1732 に削られている。残存範囲から

平面形は隅丸方形ないし長方形と推定され、検出面での

規模は南北 4.6m 以上×東西 4.8m 以上を測る。掘り下

げた地山をそのまま床面としており、検出面からの深さは

20cmである。柱穴や壁溝などの建物構成要素は検出さ

れなかった。

　遺物は覆土から少量の須恵器・土師器片が出土してい

るのみで、近世の遺物は出土していない。また遺構の切

り合い関係は、東西方向に走る古代の溝 SD2074を削っ

てST2187 が構築され、埋没後に近世の区画溝 SD1732

が掘削された状況を示しており、ST2187 が中世以前に

帰属する可能性は否定できない。本報告書では、古代

に帰属する竪穴建物がＡ・Ｂ区を含め１棟も確認されて

いないことに加え、Ｃ区ではＡ・Ｂ区と比べて古代の遺

構・遺物が希薄である点、ST2187 の覆土が ST1730と

類似する人為的な埋め立て土である点を踏まえ、区画溝

SD1732 が掘削される前の近世の竪穴建物と解釈した。

Ｇ　近世の木棺墓

　Ｃ区中央北寄りの 816720グリッドで、長軸方向を平

行させて南北に縦列する２基の木棺墓が検出された。木

棺墓の間隔は検出面で22 ～ 25cmと極めて近接し、長

軸方位の一致（N-17°-W）を含め計画的な配置状況と言

える。南側木棺墓の 4m 南を区画溝 SD1001 が東西方向

に走り、これより南側が近世屋敷地として整備されている。

木棺墓を中心とした東西約 60m、北方約 15m の範囲で

他に墓はなく、２基一対の木棺墓は屋敷地外縁に単独立

地する屋敷墓と考えられる。

　なお、第１次調査開始に先立つ周辺住民からの聞き取

りで、第２次調査対象地内に建立年代・造墓経緯不明の

古墓がかつて存在し、土地買収の際に墓標のみ移して遺

骨回収等は行わなかったことを把握していた。木棺墓検出

地点は聞き取り地点と合致し、代々供養されていた状況を

想定することができる。

木棺墓 SH1125（第 67 図、写真図版 40）

　２基のうちの北側の木棺墓で、墓坑の平面形は正方形

を基調とし、北西隅がやや外側へ膨らむ形状を呈する。

検出面での規模は中軸で南北 1.1m ×東西 0.9mを測り、

検出面から墓坑底面までの深さは50cmである。

　覆土１層は黄褐色地山偽礫を多く含むことから、木棺

倒壊に伴う陥没を埋め立てた土とみられる。この下に厚く

堆積する崩落土（２層）を掘り下げたところ、南側板が

直立状態で遺存し、検出面下 40cm 前後の深さで蓋板が

検出された。蓋板の下では、東側板の上部が内側を上に

して底板上に倒れた東側板の下部上に重なり、西側板の

一部も内側に傾いていた。側板の遺存状態および検出状

況から、埋葬後比較的早い段階で東側板が倒壊し、おそ

らく東側から木棺内に覆土３層が流入しつつ埋没した状況

を示すと考えられる。

　木棺の位置は墓坑の南西隅に寄っており、墓坑の北辺

上端から約 25cm 内側、東辺上端から約 30cm 内側に木

棺北辺・東辺が位置する。墓坑の断面形は、上方が緩や

かな傾斜の段掘り形状として土層断面図が記録されていた

が、完掘時の平面図では墓坑の東側のみ段がつく形状で

記録されていて断面図と一致しない。断面図にあらわされ

たように木棺の大きさと寸分たがわず墓坑を掘るのは至難

の業であり、基本的には木棺より大きめの墓坑を穿った後

で木棺を据え付け、墓坑掘削時に掘り上げた土で周囲を

埋め戻す方法がとられたと推測される。遺構検出時は色調

の全く異なる基本層序Ⅴ b 層が地山で覆土との識別が容

易だが、検出面下 15cmほどで暗褐色系の基本層序Ⅵ層

となり、これと同質の土で墓坑が埋め戻されていたとすれ
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ば、色調の違いが明瞭な崩落土（覆土２層）との境を墓

坑掘方と誤認し、墓坑埋土と地山との違いが見過ごされて

しまった可能性は十分考えられる。報告者は基本層序Ⅴ

b 層を掘り込む傾斜が本来の墓坑掘方を反映していると判

断し、ここから側板のやや背後に向かっておおむね直線的

に掘り込まれていたと想定したい（断面図の太点線）。こ

の場合、南側の墓坑下端はまだしも、北端は完掘時に作

成された平面図のラインよりも10cmほど内側を本来の墓

坑下端が通っていたことになる（平面図の一点鎖線）。墓

坑東側を壇状に掘り残している部分については、完掘写

真を見る限り掘り下げ不足ではなく実態のようで、一般的

な墓坑形態とは異なる。壇状部分の底面標高は 209.03

～ 209.1mで木棺設置面より15 ～ 20cmほど高い。

　木棺は南北 0.7m ×東西 0.4m の方形木棺で、上部と

下部が接合した東側板の寸法から高さは0.4mと判明した

（第 109 図参照）。各板材に残る釘穴位置の対応関係か

ら、南北側板を底板両端の外側に、東西側板を底板上に

それぞれ立て、側板上に蓋板を置いて木釘を打ち付け固

定したと分かる（第 110 図参照）。さらに底板と側板およ

び蓋板と側板の継目や、東西側板の裏側、底板下と蓋板

上には、補強材として幅２～３cmの細長い木材が釘打ち

されている（第 111 図参照）。同様の補強材を用いる近

世木棺は隣接する八
やわたいち

幡一遺跡（山形埋文 2019）や山形

市渋江遺跡第４次（山形埋文 2002）などで検出されて

いる。なお、蓋板・南側板・底板・補強材の樹種同定を

行なった結果、すべてマツ属複維管束亜属と判明し、耐

水性の高さから選択利用されたと考えられる（第Ⅳ章 2）。

　木棺の基本的な組み立て方は上記類例と共通するが、

SH1125では北側部材のあり方に特異な状況が認めら

れた。とりわけ異質なのは北側板 (342) で、底板幅より

20cmも広く逆に高さが 20cm 足りない板材を使用し、木

口面を上下とする他の側板と違って木端面を上下として立

てている。幅が広い分 10cm ずつ東西にはみ出すかたち

となるが、底板との固定方法は補強材をあてずに木釘２

本だけで留めるという簡素なもので、底板幅と一致する高

さ35cm 以上（上端欠損）の板材を立て裏側から補強材

をあてがって７本の木釘で底板に固定する南側板 (343)

とは対照的である。また北側板の東側上端には 9cm 間隔

で２つの釘穴が並び、同間隔の釘穴をもつ板材片 (341)

が墓坑内北側で出土していることから、不足分の高さを補

うために別板材をあてて釘留めするという現場合わせがな

された可能性が考えられる。さらに底板の継目とちょうど同

じ位置で別材を立てる東西側板 (344)・(346)も、南側に

比べて北側の釘留め箇所が少ないうえ、北端が垂直では

なく北側にはみ出している。以上のようにSH1125 木棺は

北側のみ急ごしらえで組み立てられたと言わざるを得ない

状況で、通常の埋葬を想定しがたい。イレギュラーな木棺

構造に加え、北西隅が膨らむ歪な墓坑平面形と東側のみ

に認められる壇状の掘り残しを勘案すると、一度埋葬し墓

坑を埋め戻した後、再び西側から掘り下げて追葬を行なっ

た可能性が考えられる。当初木棺は東側の壇状部分を底

面とする、おそらく一般的な断面形態の墓坑に埋められて

いたが、追葬時に木棺設置位置より西側を深く掘り下げす

ぎたため、西側に木棺全体が収まるように墓坑を掘り広げ

たのではないだろうか。東側壇状部分の標高が後述する

南側の木棺墓 SH1126 の墓坑底面に近い点もこの想定を

傍証しており、木棺の収まる西側全体の覆土が追葬時の

埋め戻しであれば土層断面に掘り下げの痕跡は残らない。

追葬時に木棺北側の腐朽が進行していたか、あるいは木

棺を掘り起こした際や西側への据え直し時、ないし追葬者

の安置に伴って破損などが生じたため、寸法・形状がまち

まちな有り合わせの板材を組み合わせて急ぎ組み立て埋

め戻されたと理解できよう。木棺が板材腐朽前の比較的早

い段階で倒壊した状況を示すのも、急場しのぎで組み立て

られた北側部材の強度不足が要因と考えられる。

　SH1125では副葬品の紅皿(278)・数珠(279)～ (317)・

串 (318)・六道銭 (319) ～ (324)とともに6 歳未満の幼

児の歯牙が出土しており（第Ⅳ章 13）、木棺の規模・副

葬品の内容が幼児埋葬に相応しくない印象を感じるのも、

追葬の妥当性を裏付けている。すなわち、最初に埋葬さ

れたのは紅皿の副葬から成人女性と考えられ、その後、

おそらく被葬者の出産した子どもが亡くなって追葬された

という解釈である。この場合、最初に埋葬された成人骨・

歯牙が完全ないし鑑定不能な状態にまで腐食・分解した

か、あるいは発掘調査時に回収されなかったことが前提条

件となる。

　SH1125 の帰属時期は、六道銭に新寛永が含まれる点

や紅皿の年代観から18 世紀中葉頃と考えられる。

木棺墓 SH1126（第 67 図、写真図版 41）

　２基のうちの南側の木棺墓で、墓坑の平面形は長方形
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を呈する。検出面での規模は南北 1.3m ×東西 0.8mで、

検出面から墓坑底面までの深さは28cmと浅い。

　覆土１・２層は黄褐色地山偽礫を多く含み、SH1125

の覆土１層と類似することから、基本的には同様に後世の

埋め立て土とみられるが、覆土１層を掘り下げたところで

木棺蓋板の上面に達し、覆土２層は木棺内北側に広がる

など、SH1125の埋め立て土とは異なる堆積状況を示して

いる。墓坑南側の覆土２層下には、SH1125 覆土 2 層に

相当する覆土 3 層が認められ、SH1125と同様に木棺倒

壊に伴う陥没時の崩落土と考えられることから、SH1126

の覆土２層はやはり陥没を埋め立てた土と理解してよいだ

ろう。この埋め立て土が木棺内北側に広がるのは、覆土

２層を埋め立てた時点ではまだ側板や蓋板がある程度残

存していたが、その後さらに腐朽が進んで木棺内に流入し

た状況を示すと考えられる。覆土２層を掘り込む１層は

墓坑北側で崩落土を挟まず木棺直上に堆積していることか

ら、木棺倒壊に伴う陥没の埋め立てとは明らかに性格が

異なる。蓋板上から煙管 (328)・銭貨 (335) ～ (337) が

出土している点を勘案すると、SH1125と同様に追葬を企

図した掘り込みの可能性が考えられる。SH1125 が陥没

前に掘り込まれたのに対し、SH1126では陥没・埋め立

て後に掘り込まれたことになり、予想以上に木棺の腐朽が

進んでいたため追葬は断念して供養の意味で蓋板上に煙

管・銭貨を供えたのかもしれない。

　木棺の位置は、墓坑の中央よりやや北側に寄ってい

る。墓坑の断面形は逆台形を呈し、残存した木棺の高

さで段がつく形状として土層断面図に記録されていたが、

SH1125と同様の理由により、報告者は本来の墓坑掘方

が上方の傾斜から段をつけず直線的に掘り込まれていた

可能性が高いと考える（断面図の太点線表示）。

　木棺は南北 0.8m ×東西 0.5mの方形木棺で、SH1125

より一回り大きい平面規模である。SH1125と比べて棺

材の腐朽が進み遺存状態は良好でなかったため部材の

図化は行なっていないが、底板が３枚の板材で構成され

ている点や、底板と側板の継目および底板下に補強材と

して細長い木材を渡していることが確認された。おそらく

SH1125と同様な組み立てで釘打ち固定された構造と考え

られる。北側板・西側板・底板・補強材について樹種同

定を行なった結果、SH1125と同様すべてマツ属複維管

束亜属と判明した（第Ⅳ章 2）。

　SH1126では、蓋板上出土遺物とは別に底板上で副

葬品の煙管 (325) ～ (327)・六道銭（329) ～ (334）と

歯牙が出土しており、咬耗の程度から被葬者は壮年の人

物と考えられる（第Ⅳ章 13）。なお、歯牙表面に黒色付

着物が認められ、お歯黒ないしタバコのヤニの可能性を

考えたが、分析の結果、土中の鉄分が結合してできた鉄

硫化物の一種と結論づけられた（第Ⅳ章 7）。六道銭は

新寛永を含み、18 世紀以降であることが確実視できる。

SH1125との前後関係は不明だが、近接した計画的な配

置から、おおむね同時期と捉えて大過ないだろう。

Ｈ　近世以降の水場遺構

水場遺構 SX415・419、溝 SD408・420・421（第 68 図、

写真図版 42）

　Ａ区北東側の816824・820824グリッドに位置し、東

西方向に走る近世の溝 SD403と近世～近代の溝 SD413

の間に挟まれて所在する。北側を走るSD413から幅0.6m

の溝 SD408 が南東方向へ延び、南北 1.8m ×東西 3.9m

の不整楕円形を呈する土坑状の掘り込みに接続する。こ

れを SD408と一体的な施設と捉えて水場遺構 SX415と

した。この東側に南北 1.2m ×東西 2m の長方形を呈す

る土坑状の掘り込みが重複し、SD413 から南西方向へ延

びる幅 0.6mの溝 SD420と南東方向へ延びる幅 1mの溝

SD421 が接続する。SX415と同様に、SD420・421と

一体的な施設と捉えて水場遺構 SX419とした。

　SX415では底面に礫と枕木を敷き並べ、その上に凝灰

岩切石を長方形に組んだ配石構造が検出された。比較的

大きな板材も出土しており（写真図版 42 左上参照）、南

北 1.2m ×東西 1.7m の切石組内の枕木上は板敷だった

のかもしれない。切石組の北辺は開放状態で検出された

が本来の構造は不明で、また写真による限りSD408 は北

西方向へ緩やかに低くなる傾斜と見られ、SX415での作

業で生じた汚水を SD413 へ送り流す排水路と考えられる。

　SX419とSD421 の接続部底面には小径の杭を 20 本

ほど密に打ち込んだ 柵
しがらみ

状の構造が施され、SX419 底面

で比較的大きな板材片が出土していることから、SD421

より引き込んだ水を受ける木組みの水溜めが設けられてい

たと推測される。SD421 のような柵状の構造を施さない

SD420 は、SX419 に貯まった水を SD413 へ送り流す排

水路と想定でき、洗い場などの機能が考えられる。
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　遺構の切り合い関係からSX415 が SX419 に後続する

ことが確かめられ、出土遺物の年代観からSX419 は 19

世紀前半、SX415は近代に帰属すると考えられる。

水場遺構 SX1522、溝 SD1502（第 68 図、写真図版

42）

　Ｃ区南東側の844704・848704グリッド付近に位置す

し、4 ～ 5m 北方に竪穴建物 ST1730、4 ～ 5m 南方に

水場遺構 SX1565 が所在する。不整楕円形を呈する土坑

状の掘り込みで、検出面での規模は長軸 4 ～ 4.8m、短

軸 1.8 ～ 3m 前後を測る。東端は徐々に狭まって幅 0.8m

前後の溝 SD1502 に区切れなく移行しており、その一続

きの形態・構造や覆土の堆積状況から一体的な施設と捉

えて水場遺構 SX1522とした。

　断面形は緩やかな擂鉢状を呈し、検出面からの深さ

73cmを測る最深部で湧水が認められる。西側斜面には、

長さ1.8m 前後の２本の木材を30cm 間隔で平行に設置

しており、昇降時の足場にしたと考えられる。SX1522 の

西側には、東面庇をもつ掘立柱建物 SB2918 が隣接して

おり、西側を昇降口とするSX1522で行なう作業の関連

施設と目される。また SX1522 の南側には東西方向の柵

列 SA2910 が隣接し、目隠しなどの機能が想定される。

　SD1502 は SX1522 から東へ 15m ほど延びたところで

直角に折れて南へ直線的に延びている。検出面からの深

さは 10cm 前後で SX1522 の最深部より浅い。SX1522

に水を溜め、一定の水位に達したところで SD1502 から南

側の低湿地へ排水する構造と考えられる。また調査区東端

を南北方向に走る区画溝 SD1501と平行して南下すること

から、両者は同時期に併存したと理解できる。SD1502 が

最短距離で南側低湿地に至るルートをとらずに迂回してい

るのは、南側の掘立柱建物群などを避ける意図があった

と考えられるが、SD1501 へ接続させることなく南側低湿

地へ排水ルートを巡らせていることから、SD1501 に汚水

を流すことが意識的に忌避されたと推察される。SX1522

とこれに接続するSD1502 の類例として、宮城県刈田郡

蔵王町車地蔵遺跡 SX28（蔵王町教委 2006）などが挙

げられ、同様に洗い場としての機能が想定される。

　SX1522・SD1502 からは比較的多くの遺物が出土して

いるが、主体となるのは17 世紀後半～ 18 世紀前半の陶

磁器である。16 世紀末の景徳鎮青花 (402) や 17 世紀初

頭の肥前陶器小皿 (411)・擂鉢 (417)も出土しているが、

すべて小片で数も少なく、これらは中世の須恵器系陶器擂

鉢 (400)・青磁片 (401)とともに流れ込みの可能性が高い。

17 世紀前半の肥前磁器小皿 (420) は比較的残りが良い

が、伝世品の可能性も視野に入れ、遺構の帰属時期とし

ては18 世紀初頭前後を中心とした時期に位置づけたい。

水場遺構 SX1565、溝 SD1519・1735（第 69 図、写真

図版 42・43）

　Ｃ区南東端の856700グリッドに位置し、4 ～ 5m 北方

に水場遺構 SX1522 が所在する。長方形を呈する土坑状

の掘り込みで、検出面での規模は南北 3.9m ×東西 2.1m

を測る。調査区南壁沿いを東西方向に走る幅0.8～ 1.3m

の溝 SD1519 が南東隅に接続するほか、長軸方向を貫く

かたちで幅 0.6 ～ 0.8m の溝 SD1735 が走り、覆土の堆

積状況からこれらの溝と一体的な施設と捉えて水場遺構

SX1565とした。

　検出面から掘り込み底面までの深さは 20 ～ 30cm 前

後を測り、粗砂・偽礫を多く含む黒褐色シルトで全体を埋

めて平坦な整地面を造成している。掘方埋土の厚さは 10

～ 15cm 前後である。西側の掘方上端沿いには北西隅か

ら南西隅にかけて５本の柱穴が並び、東側の掘方上端沿

いにも北東隅からSD1519 接続部にかけて５本の柱穴が

認められる。北東隅を除く柱穴で直径 10 ～ 15cm 前後の

柱根が遺存し、SX1565 掘方と重複する同規模・同形態

の側柱構造をなしている（第 69 図右上の薄い実線表示）。

この側柱列に沿うように据えられた長手の木材や板材片も

検出され、これらを組み合わせた木枠状の水溜めが設置

されていたと考えられる。また北から３つ目の東西側柱

筋に２つ、同じく４つ目の東西側柱筋に３つの柱穴があ

り、これらを床束とする南北幅 70cm 前後の足場が架け

渡されていたようである（第 69 図右上の薄い点線表示）。

SX1565の整地面上からは陶磁器を中心とする多くの遺物

が出土しており、またSX1565 から３方に延びる溝のうち、

南方に延びるSD1735 の底面だけが SX1565 整地面より

も30cmほど高いことから、南側の低湿地から水を引き込

んで SX1565 に設置した木組みの水溜めへ流し入れ、陶

磁器類の洗い場として利用されたと想定される。東方へ延

びるSD1519とSD1735 の北方延長部分は排水路として

機能したのだろう。SX1565 周辺では多くの柱穴・ピット

が検出されており、柱通りの悪さから掘立柱建物としては

抽出できなかったが、SX1565 の覆い屋として簡易な小

Ⅲ　調査成果

1_八幡西遺跡（Ⅰ�Ⅲ章） _2021-02-28.indd   33 2021/02/26   15:51



34

屋組みが設けられていた可能性が高い。なお、側柱３本・

床束３本・SX1565 東側に近接する柱穴 SP2260 柱根の

計７点について樹種同定を行なった結果、すべてクリと判

明した（第Ⅳ章 2）。

　SX1565 から出土した陶磁器には 17 世紀初頭から18

世紀前半までの時期幅が認められる。このうち18 世紀前

半は北側の水場遺構 SX1522 の帰属時期に重なる可能

性が高いが、SX1522 に伴う溝 SD1502 は SX1565 に

伴う溝 SD1519を横切って南方へ延びており、少なくとも

SX1522 機能時には SD1519 が埋没していたことになる。

したがってSX1565 が水場遺構として機能していたのは

17 世紀代に限定でき、18 世紀前半になると廃棄土坑な

ど別の機能を果たしたと理解したい。

Ｉ　近世の区画溝

　近世の溝のうち、幅・深さなどの規模が比較的大きく、

Ｌ字形に屈曲して屋敷地を区画する役割を果たしたと考え

られる溝について取り上げる。なお、近世以降の遺構・

遺物図版は中世以前と同様の順番としており、溝は土坑・

ピットなどの後に続くが、ここでは近世屋敷地の主要な属

性である区画溝を先に記載する。

区画溝 SD4（第 31・76 図、写真図版 46）

　Ａ区西壁の中央南寄り（848848グリッド）から東へ

16m ほど延びたところで直角に折れ、約 20m 離れた調

査区南壁の中央付近（868836グリッド）に向かって直

線的に延びる。Ｌ字形のコーナー部周辺や南北方向に走

る部分の北側を中心として多くの遺構と重複関係にあり、

検出面での幅は 1 ～ 2.3mとばらつきが見られる。断面

形は緩やかな逆台形ないしＵ字状を呈し、深さは西壁で

45cm、南壁で70cmを測る。底面の標高が北側ほど高く

なっており、南下する水の流れを想定できる。南北方向に

走る部分の南半では覆土が自然堆積を示すことから比較

的長い時間をかけて埋没したと考えられるが、北半では底

面近くから偽礫を多く含む土で埋め立てられており、区画

溝として機能した期間はあまり長くないようである。

　覆土中から出土した陶磁器には 18 世紀前半の肥前磁

器碗 (581)・(582)・小猪口 (592)もあるが、18 世紀後

半～ 19 世紀前半のものが主体を占める。18 世紀後半～

末の竪穴建物 ST36の覆土を掘り込んでいることから、19

世紀前半に位置づけるのが妥当だろう。

区画溝 SD1001・1162・1501・1732（ 第 33・76 図、

写真図版 47）

　Ｃ区西壁の中央北寄り（828740グリッド）から東へ直

線的に延び、ちょうど東壁にあたる位置（816688グリッ

ド）で直角に折れて南へさらに延びる。一体の区画溝だ

が、東西方向に走る部分を SD1001とし、南北方向に走

る部分を SD1162（北側）・1501（南側）に分けて調査

している。またSD1001と平行して約 8 ～ 10m 南を東西

方向に走るSD1732 が SD1162に合流し、屋敷地の北側

を二重に区画するかたちとなる。

　北辺の外側を走るSD1001は、検出面での幅が 2.2 ～

2.7m、底面幅が 0.8 ～ 1.2mを測り、深さ約 1m の断面

逆台形を呈する。中央東寄りに溝の上端が南北に張り出

して斜面中ほどが平坦になる箇所（820700・820704グ

リッド）があり、そこに10 本以上の杭が打ち込まれてい

た。杭を下部構造とする橋状の横断施設が架けられてい

たと考えられ、この西脇でロクロかわらけ４点が出土した

ほか、溝底近くで長手の丸木群と建築部材 (638) が出土

した。なお、杭の樹種はクリと判明した（第Ⅳ章 2）。

　北辺の内側を走るSD1732は、検出面での幅が 2.1 ～

3.2m、底面幅が 0.3 ～ 0.7mを測り、深さ約 0.8m の断

面逆台形を呈する。近世の竪穴建物 ST1730 の北側を近

接して通り、西側では ST2187の南側を削っている。

　東辺を南北方向に走るSD1162・1501 は東側の立ち

上がりが未確認で、検出面での幅が 1.8m 以上を測る。

北側（SD1162）では下端が SD1001・1732 からスムー

ズに移行しており、斜面の勾配が同程度と見てとれるが、

南側（SD1501）では底面が広くなり斜面の勾配が緩やか

になる。検出面からの深さは約 50cmで、底面の標高は

SD1732と同程度だが、北辺の外側を走るSD1001と比

べると20 ～ 30cmほど高い。

　SD1001・1162・1501・1732 は、南側に広がる近

世屋敷地の区画溝と考えられるので、帰属時期は基本的

にこれらと同時期と捉えている。SD1001の杭が最終形成

年輪を残しており、放射性炭素年代測定の結果（第Ⅳ章 1）

から、SD1001 は 17 世紀中葉以降に位置づけられる可

能性が高い。また SD1001とSD1732 が併存したとする

と、SD1001 の横断施設を渡って屋敷地内に入ったところ

で SD1732に行く手を阻まれ、動線として不都合が生じる。

SD1732 が近世の竪穴建物 ST2187 の埋め立て後に掘削
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された点を勘案すると、当初は SD1732を除く溝が区画

溝として巡っていたが、ある段階にSD1001を埋め立てて

SD1732を新たに掘削し、区画を南側へずらしたと理解す

るのが適当だろう。

Ｊ　近世以降のその他の遺構

　報告書内で出土遺物を掲載した近世以降の遺物掲載遺

構のうち、調査で断面図が作成されているものについては

個別遺構図を掲載している。ここでは遺構自体に特記事項

があるものだけ取り上げる。

土坑 SK39，焼土遺構 SL803（第 70・75 図、写真図版

44・45）

　Ａ区南西側を巡るＬ字形区画溝 SD4 のコーナー部

分（848832グリッド）に隣接して所在し、東側の土

坑 SK39 は 2.7 × 2.5m の不整方形、西側の焼土遺構

SL803 は 1.4 × 0.9m の不整楕円形を呈する。SK39 は

検出面からの深さ45cmを測り、陶器片のほか、鞴
ふいご

羽口

片 (500)・(501)と砥石 (503) が揃って出土した。覆土に

焼土偽礫を含む SL803との関連性も視野に入れると、付

近で鍛冶を行なっていたと考えられ、SK39で出土した五

徳状の土師質土製品 (502)も鍛冶に使用された可能性が

ある。SK39・SL803 が重複するSD4 からも砥石 10 点が

出土しており、鍛冶を含む金属加工・修理の場として整備

されていた状況を想定すべきだろう。

　SK39・SL803 は SD4 覆土を掘り込んでいるが、SD4

の北半は底面近くから人為的に埋め立てられており、大き

な時期差を想定する必要はないだろう。SD4とともに19

世紀前半のなかにおさまると位置づけておきたい。

銭貨出土の土坑 SK405・406（第 71 図、写真図版 44）

　Ａ区北端の中央西寄り（816836グリッド）に隣接して

所在する楕円形の土坑で、西側の SK405は東西 0.8m ×

南北 0.5m、東側の SK406 は東西 0.7m ×南北 0.6mを

測る。検出面からの深さは SK405 が 20cm、SK406 が

12cmである。土坑の形状自体に特筆すべき点はないが、

SK405 から寛永通寳 6 枚と腐食の進んだ板材片（厚さ

1.2cm）1 枚、SK406 から寛永通寳 3 枚が出土しており、

土坑の平面形態・規模を勘案すると円形木棺（早桶）の

可能性が考えられる。なお SK405 底面出土の板材片は、

樹種同定の結果、スギと判明した（第Ⅳ章 2）。

木桶を埋設した土坑 SK456（第 73 図、写真図版 45）

　Ａ区中央の 836828グリッドに位置し、直径 1.64m の

不整円形を呈する。検出面からの深さは 40cmで、直径

130cm 前後、高さ55cmを測る大型の木桶が埋設されて

いた。桶内覆土中から陶器片・ガラス片・金属板が出土

したことに加え、底板上で見つかった素焼き陶器 (543) の

特徴から、近代の遺構と考えられる。なお、約 4m 東に

小型の木桶を埋設する土坑 2 基が所在し、遺物を欠くも

のの桶の遺存状態が同様に良好であることからSK456と

同時期と見られるが、SK456の北側に隣接するSK436（第

73 図、写真図版 44）は底板・側板が腐食・分解し箍
たが

の

み残存する遺存状況から近世に帰属する可能性が高い。

　SK456 の埋設木桶は検出時点で底板内面が青く発色

し、藍染桶の可能性が想定されていたが、調査から２年

後の整理作業時点では黒色の薄い膜状付着物として観察

された。そこで近代の藍染に使用された山形城三の丸跡

第 15 次 2 区出土陶器甕（山形埋文 2018）の内面付着

物を比較試料として、赤外分光分析・元素マッピング分析

を実施したところ、定量値に差があるものの、特徴的な成

分が共通して高く検出されたことから、SK456 試料も藍の

可能性が高いと結論づけられた（第Ⅳ章 7）。

木製品の廃棄土坑 SK523（第 73 図、写真図版 45）

　Ａ区中央北寄りの828828グリッドに位置し、直径1.8m

の不整円形を呈する。検出面からの深さは約70cmを測り、

地山偽礫を多く含む土で一度に埋め立てられた堆積状況

を示す。覆土中層から大量の木片・木製品 (546) ～ (550)

とともに鉄滓１点 (551) が出土し、陶磁器片が１点も含

まれないことから、不用品をまとめて廃棄した土坑と考え

られる。木製品の特徴は近世に位置づけられ、混入した

鉄滓が鍛冶滓と考えられることから（第Ⅳ章 4）、同時期

に付近で鍛冶が行なわれていたと想定される。SK523 の

8m 南西に位置する大型土坑 SK434で鞴羽口片 (527)

と砥石 4 点、8m 南東に位置する土坑 SK520で鞴羽口

片 (544) が出土している点からも上記の想定を追認でき、

SK39 周辺とは別の金属加工・修理の場と捉えておきたい。

畑 SN446（第 75 図、写真図版 46）

　Ａ区中央の東側（844824グリッド）に位置し、掘立柱

建物 SB530・580と重複する。南北 4.8m ×東西 4.4m

の範囲に東西方向に走る６条の畝が並ぶ。畝幅 0.3 ～

0.5m、畝間幅 0.2 ～ 0.6mを測り、検出面からの深さは

浅く10cm未満である。水場遺構 SX419に伴う溝 SD421
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の陶器小皿 (388) や区画溝 SD4 の肥前磁器碗 (581)と

接合する破片が出土したほか、これらと同時期と考えられ

る陶磁器片が出土しており、19 世紀前半の畑とみられる。

　なお、栽培種や周辺環境・植生に関する情報を得るた

め、畝上部を覆う堆積土（2 層）と畝間埋土（3 層）に

ついて微化石分析を行なっている（第Ⅳ章 8・9）。

水車状遺構 SX838（第 80 図、写真図版 50）

　Ａ区南東側の 856820グリッド付近に位置し、Ｂ区南

側を中心に広がる低湿地内に所在する。南北 5.1m ×東

西 0.6 ～ 0.9m の長方形を呈する土坑状の掘り込みで、

検出面での深さは最深部で70cmを測る。掘り込みの中

央底面に据えられた長板は長さ3.8m 以上、幅 14cm、厚

さ2.5cmを測り、上方へ緩やかに反って北端と南端が検

出面上に露出していた。弓なり状を呈する長板の両脇に

は３本ずつ 0.8m 間隔で杭が打ち込まれ、南端には南北

60 ×東西 35 ×高さ40cmの箱形に組まれた構造物が設

置されていた。以上の特徴から、土坑状の掘り込みは水

車坑と考えられ、弓なり状の長板が水を溜め込んで水車を

滑動させる底板、掘り込みの東側に接する直径 50cm 前

後のピットが軸受け台座の設置痕と想定される。南端の箱

状構造物を水車への水掛けにかかわる木組みと理解して

よければ、木樋で南側から導水する胸掛け水車ということ

になる。西側に隣接する掘立柱建物 SB630 は SX838 に

伴う可能性が高く、水車小屋と理解するのが適当だろう。

なお、SX838の各部材について樹種同定を行なった結果、

底板と箱状構造物の上蓋がスギで、杭と箱状構造物の側

板がマツ属複維管束亜属と判明した（第Ⅳ章 2）。

　SX838 からは遺物が出土していないが、箱状構造物の

側板が丸釘で固定されており、近代に位置づけられる。

3　遺　　物

A　概　　要

　出土した遺物（文化財認定箱数）は、第１次調査分が

50 箱、第２次調査分が 37 箱である。

　遺物は同種遺構の番号順に掲載し、同一遺構のなかで

は須恵器、土師器、陶器、磁器、瓦質・土師質土器、土

製品、木製品、石器・石製品、鉄製品、銅製品、銭貨、

遺構部材の順を原則としている。掲載した遺物の詳細に

ついては、表２・３の観察表も併せて参照されたい。

B　古代以前の遺物

古代の掘立柱建物出土遺物（第81 図1～12）

　1 ～ 11 はＢ区の SB195 出土遺物である。1 は構成柱

穴 EP344 から出土した須恵器甕の底部片で、外面に平

行タタキが認められる。2 ～ 11 は柱根で、樹種は 3 の

EP199 柱根のみマツ属複維管束亜属で、他はクリと判明

した（第Ⅳ章 2）。すべて下端を削り整えており、3 ～ 5

以外は先端が杭状に尖る。なお 5は検出時の状況（写真

図版 7）から4と同一個体の片割れと考えられる。

　12 はＢ区の SB310 の構成柱穴 EP312 柱抜取穴から

出土した内外面ハケメ調整の土師器小型甕で、底面に木

葉痕が認められる。口縁部を欠くが残存部分から判断して

そのまま緩やかに開く形状と考えられ、頸部に弱いナデを

巡らせている。栗囲式の甕には頸部に沈線状のナデや段

を施すものがあり、沈線が深いものから浅く不明瞭なもの

へ変化していく傾向がある。12 の特徴はこれが形骸化し

たものと考えられ、おおむね９世紀前半頃に位置づけられ

ると判断しておきたい。

古代の井戸出土遺物（第 82 図 13 ～第 89 図 66）

　13 ～ 20 はＡ区の SE33 の井戸枠内出土土器と井戸部

材である。13 は無段丸底の土師器坏で、体部下端に沈

線状の窪みが巡り、外面に手持ちヘラケズリ、内面にハケ

メ状のナデを施す。14 は土師器鉢で、底部から直線的に

開く器形である。外面にハケメ、内面にナデを施し、底部

外面に手持ちヘラケズリを加えている。15 は内外面ハケ

メ調整の土師器甕片で、外面に煤が付着する。16 ～ 20

の井戸部材の樹種はすべてスギで、16 の下端は断面Ｖ

字状に削られている。また他の部材より倍近く分厚い 19

は一部を斜めに切り落とした形状で、下端から15cm 上に

直径 5 ～ 6cmの穿孔があり、転用材と考えられる。

　21 ～ 66 はＢ区の SE104 の井戸枠内出土土器と掘方

埋土出土の木製品、および井戸部材である。21 ～ 24は

須恵器坏で、23・24 の底部片はいずれも回転糸切りで

ある。25は須恵器小型短頸壺で、仏教関係遺物として注

目される。26・27 は須恵器甕、28 は内面黒色処理を施

した底部回転糸切りの土師器坏片である。29は北面縦板

の外側で出土した円板状木製品で、曲物底板と考えられ、

樹種はスギと判明した。井戸部材の樹種はすべてスギで、

相欠き仕口の施された30・31 が横板組の井戸枠、目違
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いホゾの施された32 ～ 35 が井戸枠支持材の横桟、36

～ 65 が縦板組の井戸枠とその破片、66 が井戸枠南西隅

に立てられた棒状部材である。縦板のうち36・54・55

が西面、37・38・40 ～ 44・59 が東面、45 ～ 49 が南面、

50 ～ 53 が北面を構成し、西面縦板の 36と東面縦板の

44は下端が断面Ｖ字状に削られ、東面縦板の 40と南面

縦板の48は下端が片刃状に削られている。縦板には厚く

幅広い板と厚さ1cm 未満の幅狭い板があり、遺構の事実

記載に記したように井戸枠内側に厚板、外側に薄板を立

て分けていた。

古代の土坑出土遺物（第90 図 67 ～88）

　67 は底部回転糸切りの須恵器無台坏、68 は全体に煤

が付着した須恵器甕片で、Ａ区の SK3 から出土した。

　69はＡ区の SK402 から出土した土師器甕の肩部片で、

不明瞭ながら外面にハケメ調整が施される。

　70は土師器坏の口縁部片、71は土師器甕の胴部片で

Ａ区の SK433 から出土した。

　72 はＡ区の SK519 から出土した土師器甕の底部で、

外面にヘラケズリ、内面にハケメ調整が施される。

　73・74 はＢ区の SK116 から出土した内面黒色処理の

土師器坏で、外面に手持ちヘラケズリ、内面にミガキが施

される。無段平底の 73 は体部下端に沈線状の窪みが巡

るが、無段平底気味の74には認められない。

　75は須恵器坏の口縁部片、76は須恵器有台坏の底部

片、77 は須恵器甕の頸部片、78 ～ 80 は内外面ハケメ

調整の土師器甕片で、Ｂ区の SK131 から出土した。

　81・82はＢ区の SK160 から出土した須恵器無台坏で、

81 が回転ヘラケズリ、82 が回転糸切り後にナデを加える。

　83 ～ 87 はＢ区の SK167 から出土した須恵器甕片で、

肩部上方にあたる83はタタキ整形後に内外面カキメを施

す。底部近くの 87は格子目タタキ・当て具痕だが、その

他は平行タタキ・当て具痕である。

　88 はＣ区の SK2311 から出土した須恵器無台坏片で、

不明瞭ながら底部回転糸切り後にナデを施す。

古代の溝出土遺物（第 91 図 89 ～第 92 図 122）

　89 はＡ区の SD2 から出土した底部回転糸切りの須恵

器有台坏である。

　90 は底部回転糸切りの須恵器無台坏片、91 は底部回

転糸切り・高台付きの須恵器壺片、92は平行タタキ・当

て具痕の須恵器甕肩部片で、Ａ区の SD425 から出土した。

　93 ～ 104はＢ区の SD106 出土土器である。93 ～ 99

は須恵器で、93・94 が底部回転糸切りの無台坏、95

が坏口縁部片、96 が内外面にカキメを施す壺の肩部片、

97 ～ 99 が甕片である。100 ～ 103 は内面黒色処理の

土師器で、104 が内外面ハケメ調整・底面ムシロ痕の土

師器甕である。100 は脚部内外面にハケメ、坏部外面に

手持ちヘラケズリ、坏部内面にミガキを施す高坏である。

101・102 は内面にミガキを施す坏口縁部片で、厚みや

立ち上がりの角度が100と異なるため別個体とした。103

は有台坏で、表面の摩耗が著しく調整痕は確認できない。

　105 ～ 117 はＢ区の SD123 出土土器である。105 ～

113は須恵器で、105・106 が底部回転糸切りの無台坏、

107・108 が底部回転糸切りの有台坏、109 がロクロ成

形で外面に不規則な指ナデが見られることから壺胴部片と

判断し、110 が高台付きの壺底部片、111 が甕口頸部

片、112・113 が平行タタキ・当て具痕の甕胴部片であ

る。114 はロクロ整形の赤焼土器甕で、体部外面にケズ

リを施す。115～ 117は土師器で、115が内面黒色処理・

ミガキを施す土師器坏片、116 が黒色処理を施さず体部

下端にごく浅い段をもつ平底気味の土師器坏、117 が外

面ナデ・内面ハケメ調整の甕胴部片である。

　118は底部回転糸切りの須恵器無台坏、119は須恵器

甕の底部片、120・121は土師器甕片で、Ｂ区の SD136

から出土した。

　122 はＣ区の SD2300 から出土した内外面ハケメ調整

の土師器甕片で、外面に煤が付着する。

近世以降の遺構・遺構外で出土した古代以前の遺物（第

93 図 123 ～第 97 図 203）

　123 ～ 146 は須恵器坏で、有台の 142と台の有無が

不明な143 ～ 146 以外が無台坏である。このうちＢ区遺

構外出土の 123 が底部回転ヘラ切りであるほかはすべて

底部回転糸切りで、底径の小さいものが目立つ。この傾

向は遺構出土の須恵器坏にも当てはまり、遺跡全体として

９世紀代が主体を占めるようである。須恵器坏のなかで、

Ｃ区の流路跡 SG1105 から出土した126は、底面全体に

不明瞭ながら墨痕が認められ、墨書土器の可能性がある。

　147 ～ 149は須恵器蓋片、150 ～ 160は須恵器壺で、

152 の小型短頸壺が 25と同様に仏教関係遺物として注

目されるほか、口縁部から肩部にかけての形状がわかる

150 の広口壺や底部付近の 157、外面にカキメを施す高
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台付き底部片の160などが比較的大きな破片資料である。

161 ～ 188 は須恵器甕で、163までが口頸部、164・

165 が肩部、残りが胴部片である。ほとんどが平行タタキ・

当て具痕だが、164・170 ～ 172・174・178・180・

186には同心円状の当て具痕が認められる。

　189 ～ 195 は赤焼土器で、192までが坏、193 ～

195 が甕である。191・192 は有台坏で、器面の摩耗に

より調整の観察が困難だが、おそらく底部回転糸切りであ

ろう。193の体部外面にはヘラケズリが施される。

　196・197 は内面黒色処理の土師器高坏で、197 の

脚部には３方向にスリット状の透孔があけられる。198 ～

201 は土師器甕で、198 が口縁部、199 ～ 201 が底部

である。外面ナデ・内面ハケメ調整を施す 199 の底面に

は木葉痕、外面ハケメ・内面ナデ調整を施す200の底面

にはムシロ痕が認められる。

　202 は風字硯で、硯頭・硯尻ともに大部分が欠損して

いて脚も残存しない。硯頭側に縦方向の立ち上がりと考え

られる痕跡が確認でき、縦堤二面硯の可能性が高い。

　203は玉髄製の石匙で、素材剥片の打面側が折れてい

て反対側の両側縁に抉りを加え摘みが作り出されている。

主剥離面に小さな剥離を入れ、この剥離を打面として背

面側に内側まで伸びる剥離を加えて整形している。主剥離

面の右側縁に認められる広めの剥離は整形後に加えられ

た２次加工と考えられる。遺跡範囲北側の確認調査で縄

文時代早期の土器・石器が出土しており、これらと同時代

のものであろう。

C　近世以降の遺構出土遺物

近世の掘立柱建物・柵列出土遺物（第98 図204 ～第

103 図 233）

　204 はＡ区の SB530 の構成柱穴 EP527 から出土した

肥前染付小碗で、外面の網目文はやや丸みをもつ。

　205 ～ 226 はＢ区の SB243 の柱穴出土遺物で、

205・206 が EP282の掘方埋土から出土した磁器、207

～ 226 が各柱穴の底面に据えられた礎板・枕木である。

205は口縁が内湾気味におさまる磁器皿で、見込に「寿」

字が単体で大きく描かれる。高台内をヘラケズリした放射

状の痕跡が観察されることから景徳鎮青花と考えられ、小

野正敏（1982）分類の染付皿Ｅ群Ⅻ類に相当する。206

は口縁が強く内湾する肥前磁器小鉢で、口縁外面に鉄釉、

内面全体に透明釉を掛ける。礎板・枕木は、片面を平

滑に整えたEP281 礎板 (211) などの板材や EP284 礎板

(215) のような加工材片、ないし半割丸太がほとんどだが、

大型角材に方形孔を穿つ EP289 礎板 (216) や杭を半割

したEP291 枕木 (218)、仕口やホゾ穴を施す EP292 礎

板 (224) ～ (226) のような転用材もみられる。216 は土

台材、接合する224・225は垂直材の転用と考えられる。

　227 ～ 230 はＢ区の SB308 の柱穴出土遺物で、227

が EP305 出土の陶器鉄釉茶入、228 ～ 230 が EP307

の底面に重ねて据え置かれた礎板である。

　231 はＣ区南東隅の SB2902 の北西隅柱穴 EP1564

から出土した岸窯系陶器擂鉢で、口縁部に灰釉を掛ける。

また破断面には漆継ぎの痕跡が認められる。

　232はＣ区の SB2904の北西隅柱穴 EP1890に遺存し

ていた柱根で、底面が丸く削り整えられ、下端近くに木材

伐採後の牽引用に穿たれた鼻
はなぐり

繰が認められる。

　233はＣ区の柵列 SA2910の柱穴 EP1653 から出土し

た口縁内面に四方襷文がめぐる景徳鎮青花皿で、小野分

類の染付皿Ｂ2 群Ⅸ類に相当する。

近世の竪穴建物出土遺物（第104 図234 ～第 106 図

277）

　234 ～ 264 はＡ区の ST16 出土遺物で、234 ～ 248

が陶器、249 ～ 260 が磁器、261 が土師質火鉢、262

が石鉢片、263 が真鍮製の煙管吸口、264 がクリを用材

とする砧である。234・235 は灰釉丸碗、236 は灰釉腰

折碗、237 は灰釉・鉄釉掛け分け碗で、いずれも大堀相

馬焼と考えられる。238・239 は内面に銅緑釉を掛け見

込を蛇の目釉剥ぎした肥前・嬉野町内野山の皿である。

240 は口縁部と灯心受けにタール状付着物がみられる灰

釉秉
ひょうそく

燭、241は鉄釉火入、242・243は灰釉火入、244

は鉄釉鉢、245 は外面の一部に灰釉流し掛けを施す注口

付きの鉄釉小型壺で内面に円錐ピンらしき粘土滓が残る。

246は中世の須恵器系陶器擂鉢で、247は底部外面に指

頭圧痕を残す鉄釉擂鉢、248 は錆釉擂鉢である。249・

250 は 18 世紀前半の肥前染付碗で、丸に三階菱文を描

く249 の小碗は有田産とみられ、漆継ぎの痕跡が認めら

れる。251 ～ 254 はくらわんか手の波佐見系染付小碗

で、251に二重網目文、他 3 点に雪輪梅樹文が描かれる。

255・256 は 17 世紀前半の肥前染付小皿で、255 内面

に花束文、256 内面に草花文が描かれる。257は焼成不

Ⅲ　調査成果
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良の肥前染付小皿で、内側面に雪輪草文、外面に唐草文、

見込に五弁花文が施される。258 ～ 260 はくらわんか手

の波佐見系染付小皿で、内面に斜格子文が描かれる。

　265 ～ 275 はＡ区の ST36 出土遺物で、265 ～ 267

が陶器、268 ～ 272 が磁器、273 が内面に煤の付着す

る五徳状土製品、274 が「八幡神」と朱書きされた礫石、

275 が鉄釘である。265 は内面のみ灰釉を掛けた在地産

（成島系）の皿で、見込に方形の目跡が残る。266 は外

面に緑釉、内面の一部に錆釉が施された獅子頭の耳で、

瀬戸美濃の瓶掛と考えられる。267 は口縁部に灰釉を掛

けた鉄釉擂鉢である。268 は肥前染付小碗で、コンニャ

ク印判の井桁蔦文が施される。269・270 は蝙蝠文の染

付碗で、269 が見込に４つの目跡が残る端反碗、270 が

肥前系の深小丸碗である。271 は内面に山水文を描く染

付手塩皿、272は外面に梅樹文を描く肥前染付瓶である。

　276・277 はＣ区の ST1730 出土遺物で、276 が一

部灰釉流し掛けの肥前陶器鉄釉瓶、277 が軟質の瓦質土

器蓋である。276の内面には同心円状の当て具痕が残り、

外面釉薬に被熱が認められる。277は口端より約 1cm 上

の内面全体に被熱痕が認められることから、炭火の管理に

使用された火消壺の被せ蓋と考えられる。

近世の木棺墓出土遺物（第107 図278 ～第 111 図

359）

　278 ～ 324 はＣ区の SH1125 から出土した副葬品で、

278 が外面に菊花状の筋を型押し成形する肥前白磁紅

皿、279 ～ 317 がヤナギ属の丸木枝を裁断して両端に面

取り加工を加えた数珠 39 点、318 がニシキギ属を用材と

する串、319 ～ 324 が重なった状態で銹着していた六道

銭（古寛永 2・文銭 1・新寛永 3）である。木棺底板上

に伏せた状態で出土した278 内面には赤褐色土塊が付着

し、分析の結果、ベニバナを原料とする紅ではなく、ベン

ガラと判明した（第Ⅳ章 5・6・12）。1878 年の秋田県

六郷町（現・美郷町）では葬式に際して「朱
す さ
砂」を棺内

や遺体の口・鼻・耳に詰めたり、未亡人の唇に塗る習俗

があったようで（イザベラ2008、355・356 頁）、記載さ

れた表現通り辰
しんしゃ

砂（水銀朱）であったのか正確には不明

だが、利用形態から鉱物系の赤色顔料であった可能性が

高いと推察される。278 の内容物が紅の代用品としての

化粧料なのか、あるいは葬儀用に準備されたものなのか

定かでないものの、六郷における習俗との共通性を指摘し

ておきたい。278 の時期は、丸みを帯びた器形や外面筋

目の広さなどから18 世紀代と考えられ、口端面の特徴が

古段階のものではないと判断して18 世紀中葉としておく。

　325 ～ 338 は SH1125 の南側に隣接するSH1126 か

ら出土した副葬品で、325 ～ 328 が真鍮製の煙管、329

～ 338 が六道銭（文銭 1・新寛永 7・不明 3）である。

　339 ～ 359 は SH1125 の木棺部材で、339・340 が

蓋板、341 ～ 343 が南北側板、344 ～ 346 が東西側

板、347 が底板、348 ～ 359 が補強材である。樹種同

定試料による限り、基本的にはマツ属複維管束亜属で統

一され、表面には鋸痕が観察される。部材どうしの固定に

は木釘が用いられている。また２枚構成の底板 (347) の

うち、南側に敷かれた大型板材の上面には２箇所に墨痕

が認められ、判読困難であるものの複数の文字と見てとれ

た。石川県久
きゅうしょうじ

昌 寺遺跡 13 号・18 号木棺（金沢市埋文

2004）と同様、被葬者の着用した経
きょうかたびら

帷子ないし紙の経文

が鏡文字として転写されたものと考えられる。

近世以降の水場遺構出土遺物（第112 図360 ～第 122

図 492）

　360 ～ 366はＡ区の SX415 出土遺物で、360 が内面

に鉄絵を施す陶器輪花手塩皿、361 が４つの目跡を残す

陶器灰釉手塩皿、362 が型押し成形の陶器小坏、363 が

陶器灰釉仏飯器、364 が陶器灰釉鉢、365 が梵字文を描

く肥前染付小碗、366 が銅板転写の磁器手塩皿である。

　367 ～ 379 は SX419 出土遺物で、367 ～ 370 が陶

器灰釉手塩皿、371 が陶器鉄釉片口、372 が漆継ぎ痕

跡のある波佐見系染付小碗、373・374 が肥前系染付小

碗、375 が肥前染付火入、376 が肥前染付小皿、377・

378 が砥石、379 が寛永通寶（新寛永）である。367・

368 は内面に鉄絵を施し、370 は銅緑釉を流し掛ける。

372 には雪輪梅樹文、373 には菊花斜格子文、374 に

は格子文が描かれ、18 世紀後半から19 世紀前半の順に

並ぶ。372と同時期の375には竹文が描かれる。内面に

唐草文を描く376は 17 世紀前半に位置づけられる。

　380 ～ 383 は SX415 に伴う溝 SD408 出土遺物で、

380 が陶器灰釉小猪口、381 が陶器鉄釉擂鉢、382 が

ブナ属製の柄杓身部、383 が寛永通寶（新寛永）である。

　384 ～ 387 は SX419 に伴う溝 SD420 出土遺物で、

384 が陶器錆釉擂鉢、385 が肥前染付小碗、386 が肥

前系染付小碗、387 が肥前染付手塩皿である。385は外
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面に二重網目文、内面に網目文を描き、見込にコンニャ

ク印判の菊花文を施す。386 は外面に山水文、387 は外

面に唐草文、内側面に蛇籠流水文、見込に花卉文を描く。

　388 ～ 397 は SX419 に伴う溝 SD421 出土遺物で、

388 が銅緑釉流し掛けの陶器灰釉手塩皿、389 が外面に

海鼠釉を掛けた陶器鉢、390 が梵字文を描く肥前染付小

碗、391 ～ 394 が肥前系染付小碗、395 が瀬戸美濃染

付小碗、396 が肥前染付手塩皿、397 が在地産の磁器

染付手塩皿である。390は 365と類似し同時期に位置づ

けられるが、390 の方が作りがよく有田産と見られる。ま

た山水文を描く391の小丸碗は 386の作りと共通性が高

く近い窯の製品と考えられる。同様に山水文を描く393

の深小丸碗と山水人物文を描く394 の端反碗も、形態は

別として作りの共通性が高く近い窯の製品と考えられる。

395は輪郭をワリガキして中を太筆で塗るダミ手法で簡略

化された花唐草と宝珠文を描く。396 は内側面・外面に

唐草文を描き、見込にコンニャク印判の五弁花文を施す。

　398 ～ 410 はＣ区の SX1522 出土遺物で、398 が陶

器灰釉碗の底部、399 が灰釉を掛けた岸窯系陶器秉燭、

400 が須恵器系陶器擂鉢、401 が龍泉窯青磁稜花皿、

402 が同一個体と見られる景徳鎮青花皿片、403 が肥前

色絵碗、404・405 が肥前染付碗、406 が瀬戸美濃磁

器小碗、407 ～ 409 が砥石、410 が真鍮製の匙である。

402 の口縁内面には四方襷文がめぐり、見込に字款を描

くことから小野分類の染付皿Ｂ2 群Ⅹ類に相当する。403

には赤の地文と緑の草文、404 には雪輪葦文、405 には

梅竹文がそれぞれ描かれ、いずれも有田産と見られる。

　411 ～ 423 は SX1522 に伴う溝 SD1502 出土遺物で、

411 が肥前陶器鉄絵折縁皿、412 が陶器瓶口縁部片、

413 が灰釉を掛ける岸窯系陶器香炉、414・415 が口縁

部に灰釉を掛ける岸窯系陶器擂鉢、416 が陶器錆釉擂鉢

の口縁部片、417 が底面に籾殻状圧痕のある肥前陶器擂

鉢の底部片、418 が漳州青花皿片、419 が肥前染付碗、

420 が肥前染付小皿、421 が表面全体に膜状物質の付

着するかわらけ、422が銅製小柄、423が元豊通寶である。

419 は外面にコンニャク印判の菊花文を施し、420 は見

込に山水文を描き内側面に型打ちの陽刻文を施す。付着

範囲が破断面にまで及ぶ421の膜状物質は、分析の結果、

漆蝋が繰り返し付着したものと判明した（第Ⅳ章 11）。

　424～446・453～487はＣ区のSX1565出土遺物で、

424 ～ 436 が陶器、437 ～ 441 が肥前染付碗、442 が

小型曲物底ないし蓋と考えられるスギの円板状木製品、

443 ～ 446 が砥石、453 ～ 465 が青銅製品、466 ～

468 が近世初期の悪銭の一種である雁首銭、469 が銭貨

片が付着した円盤状製品、470～487が銭貨（元祐通寶1・

紹聖元寶 1・古寛永 7・文銭 7・新寛永 1・不明 1）であ

る。424・425 は肥前刷毛目碗、426 は内面に簡略化し

た花唐草文を描く肥前鉄絵皿で、見込には砂目積みの痕

跡が残る。427・428は岸窯系の灰釉折縁皿、429は灰

釉流し掛けを施す岸窯系の鉄釉大皿で、いずれも底部回

転糸切りである。430 は内面に同心円状の当て具痕を残

す肥前鉄釉瓶で、欠損部の補修ないし収納に伴う高さ調

整のためか焼成後に口端を擦り切り整形しており、また底

面に残る窯詰め時の粘土塊などに漆が付着している。431

～ 433は口縁部のみ灰釉を掛ける岸窯系の擂鉢で、431

には体部外面にはみ出す漆継ぎの痕跡、432 底部内面に

は重ね焼き時に挟み込まれた籾殻混じりの粘土塊が認め

られる。434 ～ 436 は鉄釉擂鉢の口縁部で、口唇部端

面が内側でなく外側に張り出す。437には松竹梅文、438

には山水帆掛け舟文、439には八つ橋草文がそれぞれ描

かれ、とくに作りのよい 437 が有田産と見られる。破片資

料の 440 には八つ橋草文、441 には千鳥文が確認でき

る。銅製品のうち453 ～ 455 以外は真鍮製で、453 が

小柄、455 ～ 457 が杓子、458 が折り返し部で折れた毛

抜き、459 ～ 465 が煙管である。脂
やに

返しが強く湾曲する

雁首 460 や肩付の雁首 461・462と吸口 464などは 17

世紀代に位置づけられる（江戸遺跡研究会 2001）。

　447 ～ 449 は SX1565 に伴う溝 SD1519 出土遺物で、

447 がコンニャク印判の若松文と草文を施す肥前染付小

碗、448 が小型曲物底ないし蓋と考えられるマツ属複維

管束亜属の円板状木製品、449 が銭貨（銭種不明）である。

　450 ～ 451 は SX1565 に伴う溝 SD1735 出土遺物で、

450 が瀬戸美濃陶器の志野菊皿、451 が砥石、452 が

永樂通寶である。

　488 ～ 492は SX1565に伴う多数の柱根のうち、加工

の認められるものである。490は下端をＶ字状に削ってい

るだけだが、他 4 点はホゾ穴やホゾをもつ転用材で、下

端を杭状に尖らせている。いずれも樹種はクリである。

近世以降の土坑出土遺物（第123 図493 ～第 129 図

562）

Ⅲ　調査成果
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　493 はＡ区の SK26 から出土したクリを用材とする脚部

で、ホゾ以外の部分をほとんど加工していないことから簡

易なつくりの台などに取り付けられたものと考えられる。

　494 ～ 496 はＡ区の SK37 出土遺物で、494 が見込

を蛇の目釉剥ぎした陶器灰釉皿、495 が陶器灰釉火入、

496 が肥前染付小碗、497 が鉄心を挟み込む板状鉄製

品である。496 は外面に二重網目文、内面に網目文が描

かれ、見込にはコンニャク印判の菊花文が施される。

　498 ～ 504 はＡ区の SK39 出土遺物で、498 が陶器

鉄釉鉢、499が陶器鉄釉脚付秉燭、500・501が鞴羽口片、

502が五徳状土製品、503 が砥石、504が環状の銅製品

である。500・501外面は大部分が被熱で灰色を呈する。

　505 ～ 513 はＡ区の SK42 出土遺物で、505 が方形

目跡を残す陶器鉢、506 が波佐見系染付小皿、507 が

染付小坏、508 が黒漆塗りの蓋、509 が木栓、510 が芯

材などの可能性がある棒状木製品、511 が杓子状木製品、

512 が折り曲げられた棒状鉄製品、513 が寛永通寶（新

寛永）である。樹種は 508 がブナ属、509 がスギ、510

がマツ属複維管束亜属、511 がアスナロと同定された。

　514 ～ 519はＡ区の SK405 から出土した寛永通寶（古

寛永 4・文銭 2）で、520 ～ 522 はＡ区の SK406 から

出土した寛永通寶（古寛永 1・新寛永 2）である。

　523 はＡ区の SK423 から出土した肥前系染付小碗で、

外面に宝文、見込に岩波文が描かれる。

　524 ～ 532はＡ区の SK434 出土遺物で、524 が陶器

片口、525 が陶器甕、526 が捻り文を描く磁器染付小坏、

527 が鞴羽口、528 が曲物側板、529 ～ 532 が砥石で

ある。524 は口縁外面に鉄釉、内面に灰釉を掛け、525

は外面に海鼠釉（大部分が被熱変色）、内面に鉄釉を掛

ける。528 の樹種はモミ属で、桜皮綴じ部の４つの小孔

は合わせ目を綴じる前に仮留めした痕跡と考えられる。

　533 ～ 540 はＡ区の SK436 出土遺物で、533 が口

縁部に鉄釉を掛けた陶器擂鉢、534 が混入品とみられる

17 世紀前半の肥前磁器染付小皿、535 が刷毛状木製品、

536 が曲物蓋、537 が曲物底板、538・539 が曲物側板、

540 が棒状木製品である。534 は内側面に梅文と地文青

海波、見込に唐草文を描く。樹種は 535 がブナ属、536

～ 538 がスギ、540 がコナラ属コナラ節と同定された。

　541 ～ 543はＡ区の SK456 出土遺物で、541 が口縁

部に灰釉を掛けた陶器擂鉢、542 が陶器灰釉小鉢、543

が口縁部に２条沈線をめぐらせる無釉の筒状陶器である。

　544はＡ区の SK520 から出土した鞴羽口片である。

　545 ～ 551はＡ区の SK523 出土遺物で、545 が漆塗

膳、546 が左下端に差し込み用のスリットが残存していた

火打金の柄部、547 が差歯下駄、548・549 が連歯下駄、

550 が縁辺に木釘を打たれた板材、551 が鉄滓である。

545・550 はマツ属複維管束亜属、546 はクリ、547 は

台部がトネリコ属シオジ節で歯がケヤキ、548・549 がモ

クレン属と同定された。545は四脚が遺存しないが外黒・

内朱に塗漆されていることから蝶足膳と考えられる。裏側

には漆塗りが剥げるほど密な刃物痕が認められ、脚をとっ

て俎板に転用されたと考えられる。547は樹種の違いから

擦り減った歯を差し替えたことがわかり、549も歯が顕著

に擦り減っているうえ補修の貝折れ釘が打たれている。箱

の部材と考えられる550には、鋸痕が明瞭に観察される。

　552 ～ 556 はＢ区の SK165 から出土した磁器で、

552・553 が形状・文様の共通する染付端反碗、554

は染付小猪口、555 は型押し成形の肥前染付輪花深皿、

556 は在地産とみられる染付瓶である。内面に山水文を

描く555は18世紀末～19世紀前半に位置づけられるが、

外面に楼閣山水文を描く556 は幕末以降に普及する燗徳

利で、552 ～ 554とともに近代の所産と考えられる。

　557 はＢ区の SK362 出土の福岡ないし肥前灰釉碗で、

見込に器体と別の粘土を使った胎土目積みの痕跡が残る。

　558・559 はＣ区の SK1572 から出土した岸窯系陶器

擂鉢で、558 が口縁部のみ灰釉、559 が全体に鉄釉を掛

け、559の見込・外面下端に重ね積みの痕跡も確認できる。

　560はＣ区の SK1749 から出土した鉄釉擂鉢である。

　561 はＣ区の SK2047 から出土したクリの加工木材片

で、ホゾ穴や一部面ケズリを施すことから何らかの部材と

考えられる。表面の大部分に樹皮を残す簡易なつくりで、

493との共通性がうかがえる。本来は長さのあるものを廃

棄時に短く裁断している可能性がある。

　562はＣ区の SK2500 から出土した石製硯である。

近世のピット出土遺物（第130 図563 ～568）

　563 はＡ区の SP45 底面で出土した鍬で、樹種はブナ

属と同定された。近隣の田制館跡で563より一回り小さ

い同形の鍬が出土している（川西町教委 1998）。

　564 はＡ区の SP557 から出土したサクラ属を用材とす

る容器部材で、表面をごく丁寧に加工して平滑にしている。
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　565はＣ区の SP1648 から出土した洪武通寶である。

　566・567 はＣ区の SP1649 から出土した内面に煤の

付着する龍泉窯青磁片で、566 が外面に被熱痕のある小

鉢、567 が水盤である。

　568 はＣ区の SP1881 から出土した瀬戸美濃の鉄釉天

目碗で、高台周辺の露胎部に漆を塗っているほか、破断

面に漆継ぎの痕跡も認められる。

近代の水田跡 SN337 出土遺物（第 130 図 569）

　Ｂ区南西隅の SN337 は新しい時期の陶磁器片が出土

した近代の遺構だが、ここから出土した16 世紀に位置づ

けられる瀬戸美濃の志野菊皿のみ取り上げた。

近世の区画溝出土遺物（第 131 図 570 ～第 138 図

648）

　570 ～ 633 はＡ区の SD4 出土遺物で、570 ～ 580

が 陶 器、581 ～ 598 が 磁 器、599・600 が 石 製 硯、

601 ～ 610 が砥石、611 が棒状鉄製品、612 が鉄板

片、613 ～ 616 が銅製品、617 ～ 633 が銭貨（古寛

永 5・文銭 1・新寛永 8・文久永寶 1・不明 2）である。

570 は銅緑釉流し掛けの灰釉丸碗で、大堀相馬焼と考え

られる。571・572 は灰釉手塩皿で、内面に鉄絵を施す

571 の胎土には会津本郷焼特有の黒色粒子が認められ、

古新製（砕石手）と考えられる。573 は外面鉄釉・内面

灰釉の輪花鉢、574・575 が鉄釉鉢、576 が鉄釉片口

で、576とつくりが近い 574・575も片口の可能性があ

る。また574 の底部外面には「成 」の刻字があり、成

島の窯印と考えられる。577 は大型の灰釉鉢で、口縁部

外面の一部に銅緑釉流し掛けが施される。578 は鉄釉擂

鉢、579 は鉄釉壺、580 は岸窯系陶器と考えられる灰釉

甕で、579 見込に4つの目跡、580 見込に５脚の窯道具

を用いた重ね積みの痕跡が残る。581は肥前染付小碗で、

外面に二重網目文、内面に網目文と見込に菊花文を描く。

582は肥前染付小碗で、外面に草文、見込に文字を描く。

１・２文字目の読み方次第だが、長崎県佐世保市の長葉

山窯を意味する「永葉山」、ないし同市の「木原山」と考

えられる。583・584はくらわんか手の波佐見系染付小碗

で、外面に雪輪梅樹文を描く。585 は肥前系染付碗で、

外面に草花文を描き、見込に推定 4つの目跡を残すほか、

外面に重ね焼きした別製品の口縁部が付着する。586 は

肥前染付小広東碗で、外面に格子文、見込に昆虫文を描

く。18 世紀後半～ 19 世紀初頭に位置づけられ、破断面

に漆継ぎの痕跡が認められる。587・588 は深小丸形の

染付小碗で、肥前系の 587には蝙蝠と草文、在地産とみ

られる588 には花唐草文を描く。589 ～ 591 は染付小

坏で、肥前の 589 が草文、肥前系の 590 が山水文、瀬

戸美濃の591が渦巻文を描く。592は肥前染付小猪口で、

草文を描く。593 は内面に折枝文を描く波佐見系染付小

皿、594 は波佐見系白磁小皿、595 は内面に松文を描く

焼成不良の肥前染付手塩皿、596・597は内面に山水文

を描く肥前系染付手塩皿で、593・595 の破断面には漆

継ぎの痕跡が認められる。598 は肥前系染付角皿で、内

面に山水文、内側面に花唐草文を描く。銅製品の613は

蓋、614は杓子、615は卸し金、616は煙管吸口である。

　634 ～ 638 はＣ区の SD1001 出土遺物で、634 ～

637 がロクロかわらけ、638 がホゾ穴をもつマツ属複維

管束亜属の水平材である。634 ～ 636 の内面には煤や

タール状付着物が認められ、灯明皿と考えられる。

　639 ～ 645 はＣ区の SD1501 出土遺物で、639 が砂

目積みの痕跡を残す肥前灰釉小皿、640・641 が陶器鉄

釉擂鉢、642 が小野分類の染付皿Ｂ2 群Ⅸ類に相当する

景徳鎮青花皿、643 が二重網目文の肥前染付小碗、644

がクリを用材とする編
あみおもり

錘、645 が石製硯である。

　646 ～ 648 はＣ区の SD1732 出土遺物で、646 が胎

土目積みの痕跡を残す肥前灰釉小皿、647 が須恵器系陶

器擂鉢、648 が鉄釉擂鉢である。646の口唇部には煤が

付着し、灯明皿として使用されたと考えられる。

近世以降の溝出土遺物（第 139 図 649 ～第 143 図

700）

　649 ～ 652 はＡ区の SD10 出土遺物で、649 が陶胎

染付鉢、650 が肥前染付輪花小皿、651 が肥前染付手

塩皿、652 が砥石である。在地産（平清水か）の 649

は内面に花卉文、有田産の可能性がある650は内面に梅・

流水文と見込五弁花文、外面に唐草文を描き、595と同形・

同文様の 651 は打ち欠いた口唇部に煤が付着することか

ら灯明皿として使用されたと考えられる。また650・651

の破断面には漆継ぎの痕跡が認められる。

　653 ～ 662 はＡ区の SD403 出土遺物で、653 が陶

器灰釉小猪口、654 が内面に鉄絵を施す陶器灰釉小皿、

655 が陶器灰釉灰落し、656 が口縁部に灰釉を掛けた陶

器鉄釉擂鉢、657が見込に推定6つの目跡を残す鉄釉甕、

658 が在地産の磁器染付小碗、659 が 397と同形・同

Ⅲ　調査成果
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Ⅲ　調査成果

文様で在地産と考えられる磁器染付手塩皿、660 が石製

硯、661 が砥石、662 が鉄釘である。

　663 ～ 668はＡ区の SD413 出土遺物で、663 が底面

に墨書のある陶器灰釉土瓶、664 が漳州青花小坏、665

が八つ橋梅樹文を描く肥前染付碗、666 が型紙摺絵の磁

器小碗、667 がクスノキ科の杓文字、668 が鉄製小刀で

ある。665 の破断面には漆継ぎの痕跡が認められる。ま

た666 高台内に統制番号「岐 342」の呉須印が付される。

　669はＡ区の SD416 から出土した陶器急須である。

　670 ～ 676はＡ区の SD441 出土遺物で、670 が瓦質

擂鉢、671 が自在鉤、672 がスライド蓋の刳
くりもの

物箱、673

が曲物底板、674 が円孔のあいた樽蓋、675 が杭、676

が鉄製蹄鉄である。樹種同定の結果、671 はクリ、672

はアスナロ、673・674はスギ、675はハンノキ属と判明

した。木製品は近世の所産と見られるが、676 について

は明治以前に馬草
わらじ
鞋が一般的である点を踏まえ、大正期

以降の農耕馬・荷馬などに装着されたものと考えられる。

　677 ～ 680 はＢ区の SD105 出土遺物で、677 が高

台付きの陶器鉄釉擂鉢、678 が陶器海鼠釉植木鉢、679

が銅板転写の磁器小皿、680 が土製焜炉である。

　681・682 はＢ区の SD115 出土陶器で、681 が錆釉

擂鉢、682 が大きく焼きひずむ無釉の匣
さや

鉢ないし水差と

考えられる。682 は内外面のロクロ目を明瞭に残し、口

端に粘土紐剥離痕が認められる。器面に長石が溶出する

特徴から信楽の可能性が指摘できる。

　683 ～ 685はＢ区の SD120 出土遺物で、683 が陶器

鉄釉壺、684 が陶器灰釉茶入、685 が環状鉄製品である。

　686 はＢ区の SD304 から出土した真鍮製の簪
かんざし

で、頂

部に耳掻きがつき、髪に指す部分が二股に分かれる。

　687 はＣ区の SD1004 から出土した肥前染付小碗で、

外面に二重網目文、内面に網目文が描かれ、見込にはコ

ンニャク印判の菊花文が施される。

　688 はＣ区の SD1015 から出土した在地産（成島系）

の陶器灰釉皿で、内面に鉄絵を施す。

　689はＣ区のSD1016から出土した肥前染付皿である。

　690・691はＣ区の SD1131 出土遺物で、690 が灰釉

を掛けた岸窯系陶器香炉、691 が真鍮製煙管雁首である。

　692 ～ 694 はＤ区の SD1151 出土遺物で、692 が底

部外面に指頭圧痕を残す岸窯系陶器鉄釉擂鉢、693 が銅

板転写の磁器小皿、694 が砥石である。

　695 ～ 967 はＣ区の SD2128 出土遺物で、695 が瓦

質土器盤、696 が行火、697 が棒状鉄製品である。

　698 ～ 700 がＣ区の SD2130 出土遺物で、698 が肥

前呉器手碗、699 が口縁部のみ灰釉を掛けた岸窯系陶器

擂鉢、700 が内面に煤の付着する石製容器である。698

は玉子手の釉調で、破断面に漆継ぎの痕跡が認められる。

流路跡 SG1105 出土遺物（第 143 図 701 ～ 707）

　701 は高台付きの陶器鉄釉擂鉢である。702 ～ 705

は磁器で、702 が在地産の染付碗、703 が波佐見系小皿、

704 が銅板転写の手塩皿、705 が銅板転写の燗徳利で

扇枠に地元酒蔵の銘柄「住吉」の字を描く。706 は鉄製

の柄部、707は袋式の鑿
のみ

で形状から向
むこうまち

待鑿と考えられる。

近世の性格不明遺構出土遺物（第 143 図 708 ～ 710）

　708・709 はＡ区の SX424 出土遺物で、708 が肥前

染付手塩皿、709 がスギを用材とする曲物底板である。

708は内側面に唐草文、外面に折松葉文を描き、破断面

に漆継ぎの痕跡が認められる。

　710 はＣ区の SX1532 から出土したロクロかわらけで、

内面に煤が付着し、灯明皿として使用されたと考えられる。

Ｄ　古代土器以外の遺構外遺物

　711 は B 区から出土した肥前鉄釉碗で、口縁部を欠く

ため定かでないが天目碗の可能性がある。

　712 はＢ区から出土した岸窯系陶器擂鉢で、口縁部の

み灰釉を掛けている。

　713はＢ区から出土した龍泉窯青磁小皿である。

　714はＣ区から出土した17 世紀前半の肥前筒形碗で、

破断面を意図的に打ち欠き整えている可能性がある。

　715はＣ区出土の瓦質土器火鉢で、口縁部外面に雷文

を施し、焼成前に溝を切って補強用の針金を巻いている。

　716はＢ区出土の土製品で、近世の焜炉類に似た形状

だが、出土層位はⅢ層で古代に帰属する可能性がある。

　717はＡ区撹乱出土の栓で樹種はカバノキ属である。

　718・719 はＡ区南端出土の石製品で、718 が硯、

719 が砥石である。

　720・721 はＣ区出土の鉄製品で、720 が板状、721

が鉄釘である。720は片側が薄く、何らかの刃物であろう。

　722はＡ区撹乱出土の銅製煙管吸口である。

　723 ～ 725 はＣ区出土の銭貨で、723 が元祐通寶、

724・725 が永樂通寶である。
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Ⅲ　調査成果

第 5 図　遺構配置図の割付
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Ⅲ　調査成果

第 26 図　井戸 SE33・104
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1 10YR1.7/1 黒色粘土質シルト，黄褐色

地山偽礫を 1％以下含む
2 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト
3 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地

山偽礫を 3％含む

SK131SK131

X=-216806
Y=-67771

a

a’

SK131
h=209.8m
a a’

1

2

3

石土器

土坑 SK134(a-a’)
1 10YR1.7/1 黒色シルト質粘土，褐鉄斑紋を 3％・

黄褐色地山粒を 1％含む，SD106
2 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，SK134

a’

1

SK134
h=209.2m
a

22

SK134SK134

X=-216828
Y=-67798

a

a’

SD106SD106

土坑 SK137(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色砂質シ

ルト，褐鉄斑紋・黄褐色地
山粒を 1％含む，SD109

2 10YR4/2 灰黄褐色砂質
シルト，黄褐色地山偽礫を
50％含む，以下 SK137

3 10YR2/1 黒色砂質シル
ト，褐鉄斑紋を 30％含む

4 10YR4/1 褐灰色粘土質
シルト，褐鉄斑紋を 40％
含むSK137

h=209.4m
a a’1 2 3

4

a

SK137SK137

X=-216824
Y=-67784

a’

SD109SD109

Ⅲ　調査成果

第 29 図　土坑 SK515・516・519・116・131・134・137
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1:40

0 2m

土坑 SK167(a-a’)
1 7.5YR4/2 灰褐色砂質シルト，褐鉄

斑紋を 50％含む，以下３層まで
SD106

2 10YR2/1 黒色シルト質粘土
3 10YR3/1 黒褐色粘土
4 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト，褐

鉄斑紋を 20％・黄褐色地山粒を
2％含む，以下 SK167

5 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，黄
褐色地山偽礫を 15％含む

a’
h=209.7m
a

SK167

3
2
14

5
a

a’ X=-216805

Y=-67753

SK167SK167

SD106SD106

SK171
h=209.8m
a a’

1

2

土坑 SK171(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト質

粘土，黄褐色地山粒を
1％含む

2 10YR3/2 黒褐色シルト
質粘土，黄褐色地山粒を
20％含む

SK171SK171
a

a’

X=-216804

Y=-67717

土坑 SK1049(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト
2 10YR3/3 暗褐色シルト，黄褐色地山偽礫

を 10％含む

a

a’

SK1049SK1049

X=-216800
Y=-67706

1

a’
h=209.8m
a

SK1049

2

石

土坑 SK160・SK161(a-a’)
1 10YR3/3 暗褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫・褐鉄斑紋を 10％含む，

SK161
2 10YR3/2 黒褐色砂質シルト，褐鉄斑紋を 50％以上・黄褐色地山偽礫を

1％含む，SK160
3 10YR1.7/1 黒色シルト質粘土，褐鉄斑紋を 3％・黄褐色地山粒を 1％含む，

SD106

SK160・SK161
h=209.6m
a

a’

2
1

3

X=-216804
Y=-67751

a’

a

SK160SK160

SK161SK161

SD106SD106

X=-216811
Y=-67758

SK158SK158

a

a’

SD172

1 2

3 4 6
5

木炭 焼骨（番号はⅣ章 13 に対応）

SK158
h=209.7m
a a’

1

土坑 SK158(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土

SK162SK162

a

a’

X=-216808
Y=-67768

SK162
h=209.7m
a a’1

土器

土坑 SK162(a-a’)　
1 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト，

黄褐色地山偽礫を 15％含む

SK164SK164

a

a’

X=-216808
Y=-67753

SK164
h=209.8m
a a’

1

土坑 SK164(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト質粘土，黄

褐色地山偽礫を 5％・褐鉄鉱を
1％以下含む

SK168SK168

a

a’

X=-216819
Y=-67764

1

a’
h=209.6m
a

SK168

土坑 SK168(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト質粘土，

黄褐色地山偽礫を 1％含む

Ⅲ　調査成果

第 30 図　土坑 SK158・160 ～ 162・164・167・168・171・1049
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1:1,200

0 60m

中世以前の溝 ( 断面図：第 34 図 ) 近世以降の溝・流路跡 ( 断面図：第 76 ～ 79 図 )

中世以前の溝 ( 断面図：第 34 図 )

近世以降の溝 ( 断面図：第 76・77 図 )
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Ⅲ　調査成果

第 31 図　溝の断面図作成位置 (A 区 )
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1:400

0 20m

中世以前の溝 ( 断面図：第 34 図 )

近世以降の溝 ( 断面図：第 77・78 図 )
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Ⅲ　調査成果

第 32 図　溝の断面図作成位置 (B 区 )
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Ⅲ　調査成果

第 33 図　溝・流路跡の断面図作成位置 (C 区・D 区 )
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中世以前の溝 ( 断面図：第 34 図 )

近世以降の溝・流路跡 ( 断面図：第 76・78・79 図 )
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1:40

0 2m

溝 SD2(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山

粒を 3％・白色粗粒砂を 5％含む，以下２
層まで SD1

2 10YR3/3 暗褐色粗粒砂，黄褐色地山粒を
15％含む

3 10YR2/3 黒褐色シルト質粘土，褐鉄斑紋・
黄褐色地山粒を 5％含む，以下 SD2

4 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，褐鉄斑紋・
黄褐色地山偽礫を 15％含む

34

a’
h=209.4m
a

SD2

1

2
溝 SD35(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，

褐鉄斑紋・白色粗粒砂・黄褐
色地山粒を 3％含む

a’
1

SD35
h=209.5m
a

溝 SD425（a-a’，b-b’）
1  10YR2/1 黒色シルト質粘土
2  10YR3/2 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山

粒を 5％含む

h=209.4m
b

SD425

2

1

b’a’21

SD425
h=209.4m
a

溝 SD457(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色粘土，褐鉄斑紋を 3％含む
2 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を

50％含む

h=209.3m
a a’

2

1

SD457

溝 SD106(a-a’)
1 10YR1.7/1 黒色シルト質粘土，

褐鉄斑紋を 3％・黄褐色地山粒
を 1％含む

溝 SD106(c-c’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を

40％含む，SD113
2 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山粒

を 1％含む，以下 SD106
3 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽

礫を 3％含む・上面に褐鉄床

溝 SD106(b-b’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽

礫を 1％含む，SD112
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，以下 SD106
3 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽

礫を 2％含む
4 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土

1

a’
h=209.7m
a

SD106

c’
h=209.7m
c

SD106

2

1

3

b’
h=209.7m
b

SD106

3

2

4

1

溝 SD109・SD110(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト質粘土，SD109
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，SD110

SD109・SD110
h=209.4m
a a’1

2

SD110・SD111
h=209.3m
a a’1 2

溝 SD110・SD111(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，SD111
2 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，SD110

溝 SD123（a-a’）
1 10YR2/1 黒色シルト質粘土
2 10YR3/3 暗褐色シルト質粘

土，黄褐色地山偽礫を 5％含む

溝 SD123（b-b’）
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 3％

含む，以下 2 層まで SK163
2 10YR4/1 褐灰色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫・黒色

シルト偽礫 25％含む
3 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，褐鉄斑紋を 40％・黄

褐色地山偽礫を 5％含む，以下 SD123
4 10YR2/1 黒色シルト質粘土

1

a’
h=209.7m
a

SD123

2

b’
h=209.7m
b

SD123

土器

1
2

3
4

SD155

a
h=209.6m

a’12

溝 SD155(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山

偽礫を 20％含む，SD124
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山

粒を 10％含む，SD155

SD136
h=209.5m
a a’

溝 SD2046(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫

を 2％含む

SD2046
h= 209.7m
a a’

1

h=209.7m
a a’

SD2074

2

1

溝 SD2074(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山粒を 1％

含む
2 10YR6/1 褐灰色シルト，黒色粘土ラミナ様

が発達，黄褐色地山偽礫層

Ⅲ　調査成果

第 34 図　溝 SD2・35・425・457・106・109 ～ 111・123・136・155・2046・2074
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Ⅲ　調査成果

第 35 図　掘立柱建物 SB510・530
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0 2m

1:40

EP526
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SD457
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1

23 3
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23 3
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1 1 2    
2

5

1

2
3

4 4

1

EP533
h=209.4m
a

EP534
h=209.4m
a

柱穴 EP533(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫

を 50％含む，柱抜取埋土
2 10YR2/1 黒色シルト，柱痕跡
3 10YR5/2 灰黄褐色中粒砂黒色シルト偽

礫・黄褐色地山偽礫を 10％含む，柱掘方

柱穴 EP534(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山

偽礫を 20％含む

EP527
h=209.4m
a

EP531
h=209.4m
a

EP532
h=209.4m
a

a’
a’

a’

柱穴 EP527(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 30％含む，柱抜取埋土
2 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む，柱抜取埋土
3 10YR3/3 暗褐色中粒砂，柱抜取埋土
4 10YR5/2 灰黄褐色粗粒砂，黄褐色地山偽礫・黒色シルト偽礫を 10％含む，柱掘方

柱穴 EP531(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト
2 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％含む，柱抜取埋土
3 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む，柱抜取埋土
4 10YR2/1 黒色シルト，柱痕跡
5 10YR6/2 灰黄褐色粘土，黒色シルト偽礫を 10％含む，柱掘方

柱穴 EP532(a-a’)
1 10YR3/3 暗褐色シルト，柱痕跡
2 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％含む，柱掘方

a’

a

EP525
h=209.4m

柱穴 EP525(a-a’)
1 10YR2/2 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％含む，柱抜取埋土
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h=209.5m
a a’

EP258
h=209.5m

EP258

X=-216835
Y=-67754

aa’

b

b’

柱穴 EP260(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下・褐鉄斑紋を 20％

以下含む，柱痕跡
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 5％以下含む，柱掘方

1
2

EP260
h=209.5m
a a’

EP260
X=-216838

Y=-67751
a

a’

1

柱穴 EP261(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋

を 10％以下含む，柱掘方
3 10YR1.7/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 2％含む，柱掘方

33

EP261
h=209.5m
a a’

2 2

EP261

X=-216838
Y=-67754

1 2 2

b’b

柱穴 EP264(a-a’,b-b’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を

5％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む，柱掘方

22 1

EP264
h=209.5m

EP264
h=209.5m

a’a

EP264

X=-216842
Y=-67753 b’

b

a’a
2

1

柱穴 EP265(a-a’,b-b’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋

を 10％以下含む，柱掘方

1

2

2

EP265
h=209.5m
a a’

EP265
h=209.5m
b b’

EP265

X=-216842
Y=-67752

b’

b

a’a

11

b b’

柱穴 EP266(a-a’,b-b’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む

EP266
h=209.5m

EP266
h=209.5m
a a’

EP266

X=-216843
Y=-67752

b’

b

a’a
1 1

b b’

柱穴 EP267(a-a’,b-b’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を

5％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む，柱掘方

22 22

EP267
h=209.5m

EP267
h=209.5m
a a’

EP267

a’a

b’

b

X=-216843
Y=-67753

a

a’
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0 2m

1:40

12 2

柱穴 EP269(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を

5％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む，柱掘方

EP269
h=209.5m
a a’

EP269

a’a

X=-216844
Y=-67756

a a’

4 3

柱穴 EP270・288(a-a,b-b’,c-c’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を 20％以下含む，EP270 柱痕跡
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 5％以下含む，EP270 柱掘方
3 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を 5％以下含む，EP288 柱痕跡
4 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，EP288 柱掘方

1

2 2
2

1

EP270・288
h=209.5m
c c’

EP270
h=209.5m

EP270

EP288

X=-216844
Y=-67758

a’a

c’

c

4

EP288
h=209.5m
b b’

b’b

柱穴 EP268(a-a’,b-b’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下・褐鉄斑紋を 20％以

下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋を

10％以下含む，柱掘方

EP268
h=209.5m
a a’

EP268
h=209.5m
b b’

2 2
22 1 1

EP268

X=-216843
Y=-67753

b’b

a’

a

2

柱穴 EP273(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋

を 20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐

鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

1

EP273
h=209.5m
a a’

EP273

X=-216844
Y=-67765

a’a
柱穴 EP274(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 5％以下含む，柱掘方

12

EP274
h=209.5m
a a’

EP274
X=-216844

Y=-67765

a’a

 2
柱穴 EP275(a-a’)
1 10YR6/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・黒褐色シル

ト偽礫を 1％含む，柱痕跡
2 10YR5/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 15％以下・黒褐色シル

ト偽礫を 5％含む，柱掘方

1 2

EP275
h=209.5m
a a’

EP275

X=-216844
Y=-67767

a’a

柱穴 EP276(a-a,b-b’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色

地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋
を 20％以下含む，柱痕跡

2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，
黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐
鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方11

2  2

EP276
h=209.5m
a a’

EP276
h=209.5m
b b’

EP276

X=-216844
Y=-67769

b’b

a’

a

柱穴 EP272(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む，柱掘方

1

2

EP272
h=209.5m
a a’

EP272

X=-216844
Y=-67763

a’a

柱穴 EP271(a-a’)
1 10YR6/3 にぶい黄橙色細礫，褐鉄斑紋を 2％以下含む
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄

斑紋を 10％以下含む

1

2

EP271
h=209.5m
a a’

EP271X=-216844
Y=-67760

a’a
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0 2m

1:40 柱根・礎板・木 石

209（S=1/20) 210（S=1/20)

214（S=1/20)215（S=1/20) 212（S=1/20)

213（S=1/20)

205
206

206（S=1/10)205（S=1/10)

柱穴 EP277(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・

褐鉄斑紋を 20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を

25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

1 2

 2

EP277
h=209.5m
a a’

EP277

X=-216838
Y=-67771

a’

a

3

柱穴 EP278(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下含む，柱痕跡
3 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄

斑紋を 10％以下含む，柱掘方

1

 3 2

EP278
h=209.5m
a a’

EP278
a’

a

1

柱穴 EP279(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を

25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

EP279
h=209.5m
a a’

EP279

X=-216836
Y=-67767

a’ a

1

柱穴 EP280(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋

を 10％以下含む，柱掘方

EP280
h=209.5m
a a’

EP280

X=-216836
Y=-67763

a’ a

211（S=1/20)

1

柱穴 EP283(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，

黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐
鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

EP283
h=209.5m
a a’

EP283

X=-216837
Y=-67756

a’ a

3

a a’

3
2

柱穴 EP284(a-a’,b-b)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％

以下・褐鉄斑紋を 20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を

5％以下含む，柱痕跡
3 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を

25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

 3 1

EP284
h=209.5m
b b’

EP284
h=209.5m
EP284
h=209.5m

EP284

a’
a

b

b’

12

柱穴 EP285(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地

山偽礫を 5％以下・褐鉄斑紋を
20％以下含む，柱痕跡

2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄
褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄
斑紋を 10％以下含む，柱掘方

EP285
h=209.5m
a a’

EP285

X=-216840
Y=-67754

a

a’

X=-216836
Y=-67755

柱穴 EP282(a-a’,b-b)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄

褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄
斑紋を 10％以下含む，柱掘方

1

EP282
h=209.5m
a a’

EP282
h=209.5m

1

b b’

EP282

X=-216837
Y=-67759

a’ a

b

b’

1

柱穴 EP281(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方

EP281
h=209.5m
a a’

EP281 X=-216837
Y=-67760

a’ a

X=-216836
Y=-67770
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90

0 2m

1:40 柱根・礎板

216（S=1/20)

225（S=1/20)224（S=1/20)

226（S=1/20)

219
（S=1/20)

220（S=1/20)

221（S=1/20)

222（S=1/20)

　 223
（S=1/20)

224

225

218217
217（S=1/20)

218（S=1/20)

226

1

3

2

a’a

柱穴 EP286(a-a’,b-b)
1 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下

含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％

以下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方
3 10YR1.7/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 2％含む，柱掘方

EP286
h=209.5m
b b’

EP286
h=209.5m

2
12

EP286

X=-216842
Y=-67753

a’a

b

b’

12

柱穴 EP287(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を 5％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋を 10％以下含

む，柱掘方
3 5Y8/1 灰白色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を 15％以下含む，柱掘方

3

EP287
h=209.5m
a a’

EP287

X=-216843
Y=-67755

a’a

22

3

1

柱穴 EP289(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シ

ルト，黄褐色地山偽
礫を 5％以下・褐
鉄斑紋を 20％以下
含む，柱痕跡

2 10YR2/2 黒褐色粘
土質シルト，褐鉄斑
紋を 5％以下含む，
柱掘方

3 5Y8/1 灰白色シル
ト，黄褐色地山偽礫
を 10％以下・褐鉄
斑紋を 15％以下含
む，柱掘方

EP289
h=209.5m
a a’

EP289

X=-216843
Y=-67761

a’a

柱穴 EP290(a-a’)
1 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色

地山偽礫を 5％以下含む，柱痕跡
2 10YR6/3 にぶい黄橙色細礫，褐鉄斑

紋を 2％以下含む，柱痕跡
3 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄

斑紋を 5％以下含む，柱掘方
4 5Y8/1 灰白色シルト，黄褐色地山偽

礫を 10％以下・褐鉄斑紋を 15％以
下含む，柱掘方

33
2

4

EP290
h=209.5m
a a’

EP290

X=-216843
Y=-67765

a’a

1

柱穴 EP291(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，

黄褐色地山偽礫を 5％以
下・褐鉄斑紋を 20％以
下含む，柱抜取埋土

2 10YR6/3 にぶい黄橙色
細礫，褐鉄斑紋を 2％以
下含む，柱抜取埋土

3 10YR2/3 黒褐色粘土質
シルト，黄褐色地山偽礫
を 25％以下・褐鉄斑紋
を 10％以下含む，柱掘方

1

EP291
h=209.5m
a a’

3

2

EP291

X=-216843
Y=-67765

a’a

b

1
2

3
柱穴 EP292(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄

斑紋を 10％以下含む，柱掘方
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 5％以下含む，柱掘方
3 5Y8/1 灰白色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を

15％以下含む，柱掘方

EP292
h=209.5m

a’

EP292

X=-216843
Y=-67769

a’a

柱穴 EP293(a-a’,b-b’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑紋

を 10％以下含む
2 10YR5/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 15％以下・黒褐色シルト偽礫

を 5％含む

1
1

22

EP293
h=209.5m
b b’

EP293
h=209.5m
a a’

EP293

X=-216843
Y=-67769

a’a

b’

a

Ⅲ　調査成果

第 51 図　掘立柱建物 SB243 の柱穴 5

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   90 2021/02/27   14:13



91

0 2m

1:40 柱根・礎板

1

柱穴 EP297(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以

下・褐鉄斑紋を 10％以下含む，柱掘方
2 5Y8/1 灰白色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑

紋を 15％以下含む，柱掘方
3 10YR1.7/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 2％含む，柱掘方

23

a’

EP297
h=209.5m
a

aa’

EP297

X=-216839
Y=-67768

a’

1

柱穴 EP298(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄斑

紋を 10％以下含む，柱掘方
2 5Y8/1 灰白色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％以下・褐鉄斑紋を 15％

以下含む，柱掘方
3 10YR1.7/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 2％含む，柱掘方

2
3

EP298
h=209.5m
a

EP298

X=-216839
Y=-67766

aa’ 4

3
2

柱穴 EP299(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％以下・褐鉄斑紋を

20％以下含む，柱痕跡
2 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％以下含む，柱痕跡
3 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 25％以下・褐鉄

斑紋を 10％以下含む，柱掘方
4 10YR1.7/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 2％含む，柱掘方
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Ⅲ　調査成果
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Ⅲ　調査成果
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Ⅲ　調査成果

第 65 図　竪穴建物 ST36
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Ⅲ　調査成果

第 66 図　竪穴建物 ST1730・2187
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補強材349

補強材348 補強材356

補強材352

南側板343
紅皿278

六道銭319～324

※SH1125・1126の墓坑平面図（上端・中端・下端）は完掘時に作成

本来の墓坑下端か
（想定ライン）

X=-216816
Y=-67712

a

a’

a

a’

SH1125SH1125

SH1126SH1126

SH1125
h=209.6m
a a’

1

2

補強材354・355

北側板

補強材356

南側板

本来の墓坑か
（想定ライン）

底板

3

4

5

木棺墓 SH1125（a-a’）
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む，後世の埋め立て土
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト ，黄褐色地山偽礫を 1％・黒色シルト偽礫を 3％含む，

崩落土
3 10YR3/3 暗褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％・ 黒色シルト偽礫を 1％含む，

木棺内流入土
4 10YR6/2 灰黄褐色シルト，地山（基本層序Ⅴb 層）
5 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘土質シルト，地山（基本層序Ⅵ層）

本来の墓坑か
（想定ライン）

a’

1 2

3

4

SH1126
h=209.6m
a

2

木棺墓 SH1126（a-a’）
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％含む，第２次埋め立て土
2 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む，第１次埋め立て土
3 10YR4/2 灰黄褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％・黒色シルト偽礫を 2％含む，

崩落土
4 10YR4/2 灰黄褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％・黒色シルト偽礫を 3％含む，

墓坑埋土か

SH1126蓋板断面は見通し

煙管（吸口）328
六道銭335・336
六道銭338
六道銭337

蓋板上出土

煙管（火皿）325
煙管（雁首）327
六道銭334
六道銭329～333

底板上出土

蓋板339

蓋板340

補強材354補強材354

底板347底板347

補強材353

補強材355補強材355

Ⅲ　調査成果

第 67 図　木棺墓 SH1125・1126
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1:60

0 2m
木 石

X=-216817
Y=-67819

SK423SK423

SD413SD413

SD403SD403

SD409SD409

SX415SX415

SX419SX419

SD420SD420

SD421SD421

SD408SD408

水場遺構 SX1522(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 5％・黄褐色地山偽礫を 15％・中礫を

1％含む
2 10YR2/3 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 2％含む

SX1522
h=209.3m
aa a’

1

2

SX1522SX1522 SD1502SD1502

SK1572SK1572

SP1575SP1575
SP1574SP1574

EP1652EP1652 SP1530SP1530

SP1648SP1648

SP1649SP1649

EP1646EP1646
EP1638EP1638

SX1532SX1532

EP2190EP2190

SP2192SP2192

EP1658EP1658 EP1653EP1653

EP2008EP2008 EP2222EP2222

SA2910SA2910

SB2914SB2914

a

a’ a’

a

X=-216844
Y=-67702

SD1502
h=209.0m
a a’

1 2

溝 SD1502(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，炭化物粒を 1％含む
2 10YR3/2 黒褐色シルト，炭化物粒を 5％含む

Ⅲ　調査成果

第 68 図　水場遺構 SX415・419・1522 および伴う溝
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1:60

0 2m

木 石炭化材

木枠状の水溜め
水溜めの足場

水場遺構 SX1565(a-a’,b-b’)
1 10YR5/2 灰黄褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 7％・炭化物粒を 5％含む
2 10YR3/1 黒褐色シルト，北側で中粒～粗粒砂の平行ラミナが発達，炭化物粒を 2％含む
3 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む，SP2231
4 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色極粗粒砂・黒色シルト偽礫を 25％含む，掘方埋土

1
2

SX1565
h=209.1m
b b’

1

3
4 4

SX1565
h=209.1m
a a’

1
2
4

溝 SD1519(a-a’)
1 10YR4/2 灰黄褐色シルト，焼土

粒を 3％・炭化物粒を 5％含む
2 10YR2/3 黒褐色シルト，焼土粒

を 5％・炭化物粒を 3％含む

SD1519
h=209.1m
a a’

1

2

溝 SD1735(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を

5％含む
2 10YR3/1 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を

2％・黄褐色地山偽礫を 3％含む
3 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト，中

粒砂を 50％含む

SD1735
h=209.7m
a a’

1 2

3

SP2231SP2231

Y=-67696
X=-216852

SD1735SD1735

SX1565SX1565

SD1735SD1735

SD1519SD1519

a’

a’

b

b’

a

a

a

a’

SP2233SP2233

SP2232SP2232

SP2260SP2260

SP2239SP2239SP2227SP2227

SP2225SP2225

遺物出土位置図遺物出土位置図

426426

427427

425425

430430

439439

438438

437437

432432

（遺物S＝1/10）

(杭S＝1/16)

【SP2233】490

【SP2225】491

【SP2232】489

【SP2227】488 492【SP2260】

Ⅲ　調査成果

第 69 図　水場遺構 SX1565 および伴う溝 SD1519・1735
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1:40

0 2m

木 石

土坑 SK34(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，以下 2 層まで SK34
2 10YR4/2 灰黄褐色砂質シルト，黄褐色地山偽礫を 30％含む
3 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％含む，SD4

h=209.3m
a a’

3

SK34

1
2

SK34SK34

SD10SD10
SD4SD4

a’

a

X=-216856
Y=-67834

h=
20

9.
3m

a
a’

5 6 7

3 
    

    
    

    
    

    
    

    
    

 

4
2

1

SK
37
・S
D4

土坑 SK37・区画溝 SD4(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色砂質シルト，黄褐色地山偽礫・

褐鉄斑紋を 10％含む，以下 4 層まで SD4
2 10YR3/2 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山粒・

褐鉄斑紋を 3％含む
3 10YR6/1 褐灰色シルト質粘土，黄褐色地山偽

礫を 30％含む
4 10YR5/1 褐灰色シルト質粘土，褐鉄斑紋を

10％含む
5 10YR3/1 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を

15％・褐鉄斑紋を 10％含む，以下 SK37
6 10YR2/2 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を

20％・褐鉄斑紋を 10％含む
7 5Y5/1 灰色粘土，黄褐色地山偽礫・黒色粘土

偽礫を 10％含む

SL803SL803

SK39SK39

SD4SD4

SK37SK37

a’

a

a

a’

X=-216845
Y=-67831

h=209.2m
a a’

1
2

SK39土坑 SK39(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，白色極粗粒砂を

7％・中礫を 1％含む，黄橙色粘土の平行ラ
ミナが発達

2 10YR4/2 灰黄褐色粘土，壁際で黄褐色地山
偽礫の平行ラミナが発達

Ⅲ　調査成果

第 70 図　土坑 SK34・37・39，区画溝 SD4
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1:40

0 2m

土坑 SK42(a-a’,b-b’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，炭化物粒・褐鉄斑紋・黄褐色地

山偽礫を 3％含む・黄褐色細粒砂ラミナ様が発達
2 10YR3/2 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫を 8％・褐鉄斑

紋を 3％含む
3 10YR6/5 にぶい黄褐色細粒砂，黒褐色粘土偽礫を 3％含む
4 10YR2/1 黒色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫を 10％含む
5 10YR4/1 褐灰色粘土，灰黄褐色細粒砂の平行ラミナが発達

SK42
h=209.3m
b b’

1
2

3

4

EP68EP68

SK42SK42

a’

a

b’

b

X=-216850
Y=-67824

SK42
h=209.3m
a a’

1
2

5
4

木・木製品

石・石製品

SK405
h=209.4m
a a’

1

土坑 SK405(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山

偽礫を 30％含むSK405SK405

a

a’

X=-216813
Y=-67835

SK406
h=209.6m
a a’1

土坑 SK406(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫

を 1％含む

X=-216812
Y=-67832

SK406SK406
a’

a

h=209.3m
a a’

SK427

1

土坑 SK427(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽

礫を 40％・焼土粒を 5％含む

X=-216830
Y=-67840

SK427SK427

a’

a

Ⅲ　調査成果

第 71 図　土坑 SK42・405・406・427
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1:40

0 2m

土坑 SK434(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫を 30％含む
2 10YR4/1 褐灰色粘土
3 10YR2/3 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を 5％含む
4 10YR2/2 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を 50％以上含む

X=-216836
Y=-67832

SK434SK434

a’

a

SD438SD438

SD441SD441

SK434
h=209.4m
a a’

1
2

3

4
木・木製品

Ⅲ　調査成果

第 72 図　土坑 SK434
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1:40

0 2m

X=-216833
Y=-67825

SK436SK436

a’

a

土坑 SK436(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，褐灰色粘土偽礫・黄褐色地山偽礫

を 30％・藍鉄鉱を 3％含む
2 10YR5/1 褐灰色シルト
3 10YR3/1 黒褐色粘土，暗灰色粘土粒を 30％含む，桶内埋土
4 10YR4/2 暗灰黄色粘土，黄褐色地山偽礫を 10％含む，桶掘方　

a
h=209.3m

a’

1

2 2

3
4

SK436

土坑 SK456(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，桶内埋土
2 2.5Y3/1 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を

30％含む，桶掘方

X=-216835
Y=-67828

SK456SK456

a’

a

SK456
h=209.3m
a a’

2 21 1

石木・木製品

SK521
h=209.6m
a a’

1
2

土坑 SK521(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫・黒色粘土偽礫を 5％含む
2 5BG1.7/1 青黒色シルト，白色地山偽礫を 20％含む

X=-216831
Y=-67824

SK521SK521

a’
a

土坑 SK523(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む

X=-216825
Y=-67825

SK523SK523

a’

a

550

546

548
549

547

h=209.5m
a a’

1

SK523

545

545

土坑 SK147(a-a’)
1 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 3％含む，SD117
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 50％，黄褐色地山粒を

1％以下含む，桶内埋土
3 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山粒を 5％含む，桶内埋土
4 10YR2/3 黒褐色シルト質粘土，黄褐色地山粒を 10％含む，桶掘方
5 10YR3/2 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を 50％含む，桶掘方

SK147 
h=209.6m
a a’

5

3

4
4

25

1

SK147SK147

X=-216812
Y=-67785

a

a’

SK116SK116

SD117SD117

Ⅲ　調査成果

第 73 図　土坑 SK436・456・521・523・147
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1:40

0 2m

SK165 
h=209.8m
a a’

1

5 3

4

6 2 6

土坑 SK165(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 40％・

炭化物粒を 1％含む，桶抜取穴埋土
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 30％・

黄褐色地山粒を 1％含む，桶抜取穴埋土
3 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，一部に黄褐色地山偽

礫を含む
4 10YR5/2 灰黄褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫層

を含む，桶内埋土
5 10YR2/1 黒色粘土，黄褐色中粒砂を含む，桶内埋土
6 2.5Y6/2 灰黄色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％含む，

桶掘方

SK165SK165

a

a’

X=-216803
Y=-67756

木・木製品土器

h=209.3m
a a’

SK1009

1

2

土坑 SK1009(a-a’)
1 10YR5/1 褐灰色シルト，褐鉄斑紋を 7％含む
2 10YR2/3 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む

X=-216824
Y=-67698

SK1009SK1009

a’

a

土坑 SK2047(a-a’)
1 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫

を 5％・褐鉄斑紋を 25％含む
2 10YR2/2 黒褐色粘土
3 10YR2/1 黒色粘土

SK2047
h=209.3m
a a’

1

2

3

X=-216853
Y=-67729

SK2047SK2047

a

a’

土坑 SK1749(a-a’)
1 10YR6/4 にぶい黄橙色シルト，黒色粘土偽礫を 10 ％・白色中礫を 7％含む
2 10YR3/1 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫を 5％含む

SK1749
h=209.8m
a a’

1
2

X=-216852
Y=-67709

SK1749SK1749
a a’

土坑 SK1572・ピット SP1575(a-a’) 
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 30％・炭化物粒を 3％含む，以下 2 層まで SK1572
2 10YR2/3 黒褐色シルト
3 10YR3/1 黒褐色シルト，焼土粒を 5％含む，SP1575

SK1572・SP1575
h=209.2m
a a’

1

2 3

X=-216845
Y=-67699

SK1572SK1572

a

SD1502SD1502

SP1574SP1574

SP1530SP1530

SP1575SP1575

a’

Ⅲ　調査成果

第 74 図　土坑 SK165・1009・1572・1749・2047
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Ⅲ　調査成果

1:40

0 2m

畑 SN446(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト
2 10YR2/3 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む，畝間溝直上層
3 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 20％含む，畝間溝埋土

X=-216844
Y=-67820

SN446SN446

a’

a

1
2

3
3

3
3

3

SN446
h=209.4 m
a

a’

3

ピットSP1649(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，炭化物を 2％・ 小礫を 2％・ 中

礫 2％含む
2 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む

SP1649
h=209.2m
a a’

1

2

石土器

X=-216845
Y=-67699

SP1649SP1649

a’
a

焼土遺構 SL803(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト質粘

土，焼土偽礫・黄褐色粘土偽
礫を 10％含む

1 a’

SL803
h=209.4m
a

SD4SD4

SL803SL803

a’

a

SK37SK37

X=-216848X=-216848
Y=-67832Y=-67832

第 75 図　焼土遺構 SL803, ピットSP1649, 畑 SN446
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1:40

0 2m

区画溝 SD4（b-b’）
1 10YR2/2 黒褐色粘土，黄褐色地山偽礫・黒褐色粘土偽礫を

30％含む
2 10YR4/1 褐灰色シルト，細粒砂（ラミナ様）を 3％含む

区画溝 SD4（a-a’）
1 2.5Y4/1 黄灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％・黒褐色土偽礫

を 5％含む
2 2.5Y3/1 黒褐色シルト

区画溝 SD4（c-c’）
1 2.5Y4/1 黄灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 2％含む
2 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト，黄褐色地山偽礫を 15％・黒色土偽礫

を 30％含む
3 2.5Y4/1 黄灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む
4 N4/0 灰色粘土，黄灰色細粒砂（ラミナ様）を含む

SD4
h=209.7m
a  a’

1

カクラン

2

b’

1
2

木

SD4
h=209.7m
b

SD4
h=209.7m
c c’

1
2
3
4

区画溝 SD1001(b-b’)
1 10YR4/2 灰黄褐色シルト，褐鉄斑紋を 30％含む，以

下 3 層まで SD1131
2 10YR3/1 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 20％含む
3 10YR5/2 灰黄褐色シルト
4 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％含む
5 10YR3/2 黒褐色シルト，灰黄褐色シルトの平行ラミナ

が発達
6 10YR2/2 黒褐色シルト，植物遺存体中量を含む

区画溝 SD1001(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％含む，b-b’4 層に対応
2 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％・褐鉄斑紋を 50％含む
3 10YR3/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 10％含む
4 10YR3/1 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 10％含む
5 10YR4/1 褐灰色シルト，褐鉄斑紋を 10％含む
6 5Y3/1 オリーブ黒色シルト，褐灰色シルトの平行ラミナが発達，b-b’5 層に対応 
7 2.5Y3/1  黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10％含む
8 10YR2/1 黒色シルト
9 5Y2/1 黒色シルト，植物遺存体中量を含む，b-b’6 層に対応

10 10YR3/2 灰黄褐色シルト，以下 SK1030
11 10YR1/1 黒褐色シルト 

1

2

3
3

表土（Ⅱ層）

4

5

6

SD1001
h=209.8m
b b’

12
3

4 5

6

5

9

7
7

8

11 10

SD1001
h=209.8m
a a’

1

SD1501
h=209.8m
a a’

1 2
3

4
5

6

区画溝 SD1501(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト，細粒砂を 40％・褐鉄

斑紋を 15％含む，旧表土（基本層序Ⅲ層）
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト，細粒砂を 7％・褐

鉄斑紋を 3％含む，以下 SD1501
3 10YR3/4 暗褐色シルト，細粒砂を 7％・褐鉄

斑紋を 2％含む
4 10YR4/2 灰黄褐色粘土，黒褐色シルト偽礫を

1％含む
5 10YR5/2 灰黄褐色粘土，褐鉄斑紋を 3％含む 
6 2.5Y3/3  暗オリーブ褐色粘土

区画溝 SD1732(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，SD2130
2 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む，以下 3 層までSD1732
3 10YR2/3 黒褐色シルト，北壁際で黄褐色地山偽礫の平行ラミナが発達
4 10YR3/1 黒褐色シルト，SD2206

42

3

h=209.8m
a a’

SD1732

1

Ⅲ　調査成果

第 76 図　区画溝 SD4・1001・1501・1732
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1:40

0 2m

1

SD10
h=209.2m
a a’

溝 SD10(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，黄褐色

地山偽礫を 10％・黒褐色粘土偽礫を
3％含む

SD413
h=209.9m
a a’

1

2

溝 SD413(a-a’)
1 7.5YR2/1 黒色粘土質シルト
2 10YR2/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 1％含む

木・木製品

1

2

SD429
h=209.5m
a a’

溝 SD429(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト
2 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 40％含む

h=209.4m
a a’

石
1
2

SD435

3 4

5

溝 SD435(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト質粘土，白色粗粒砂を 15％・黄褐色地山偽礫を

40％含む，以下 2 層まで SD435
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト質粘土，上部と下部の間に褐色の粘土間層を含む
3 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山の平行ラミナ・褐鉄斑紋を 5％

含む，以下 SK487
4 10YR4/3 褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫を 50％含む
5 10YR3/3 暗褐色粘土，褐灰色粘土粒を 5％含む

溝 SD441(a-a’)
1 10YR3/1 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％以上含む
2 10YR1.7/1 黒色粘土質シルト

SD441
h=209.7m
a a’

2

1

溝 SD103(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 10％含む
2 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，一部に黄褐色

地山偽礫を含む

溝 SD103(b-b’)
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 20％含む，以下 2 層ま

で SD103
2 10YR4/2 灰黄褐色シルト質粘土，褐鉄斑紋を 30％含む
3 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，以下 SD105
4 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，一部壁際に黄褐色地山偽礫を含む

SD103
h=209.5m
a a’

1
2

SE104

b
h=209.5m
SD103

b’

木
2

21
34

SD105
h=209.3m
a a’

木

1

23
1 2

SD105
h=209.3m
b b’

溝 SD105(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト
2 10YR2/3 黒褐色粘土質シルト
3 10YR3/3 暗褐色シルト，褐鉄斑紋を 50％ 含む

溝 SD105(c-c’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土

1

SD105
h=209.3m
c c’

溝 SD105(b-b’)
1 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を

10％含む，SD105
2 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を

15％含む，SD111

SD403
h=209.6m
a a’

1

2

3

4
溝 SD403（a-a’）
1 2.5Y6/1 黄灰色シルト，黄褐色地山をラミナ様に含む
2 2.5Y5/1 黄灰色シルト
3 7.5Y3/2 オリーブ黒色シルト
4 7.5Y3/1 オリーブ黒色シルト，黄褐色細粒砂をラミナ様に含む

Ⅲ　調査成果

第 77 図　溝 SD10・403・413・429・435・441・103・105
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1:40

0 2m

1

SD113 
h=209.7m
a a’

溝 SD113(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山粒を 1％含む 溝 SD115(a-a’)

1 10YR3/3 暗褐色シルト質粘土，黄褐色地山偽礫を 1％含む

SD115
h=209.5m
a a’

1

石

SD120 
h=209.7m
a a’

11 3

2

溝 SD120(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山粒を 1％含む，SD113
2 10YR2/3 黒褐色砂質シルト，黄褐色地山偽礫を 1％含む，以下 SD120
3 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む

1 a’
h=209.6m
a

SD124

2

溝 SD124(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 20％

含む，SD124
2 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 3％含む，

SD125

SD142 
h=209.7m

2

3

4

5

6

a’a

1

7

溝 SD142(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山粒を 1％含む，SD113
2 10YR3/4 暗褐色粘土質シルト，黄褐色地山粒を 5％含む，以下 5 層まで SD142
3 10YR3/2 黒褐色粘土質シルト
4 10YR5/4 にぶい黄褐色粘土質シルト，黒褐色シルト偽礫を 10％含む
5 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト
6 10YR3/3 暗褐色粘土質シルト，以下 SD117
7 10YR4/3 にぶい黄褐色シルト質粘土，黄褐色地山粒を 10％含む

溝 SD172(a-a’)
1 10YR3/2 黒褐色砂質シルト，褐鉄斑紋

を 20％含む，SD154
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト，黄褐色

地山粒を 1％含む，SD172

a’
h=209.6m
a

SD172

21

SD1004 
h=209.6m
a a’

1
3 2

溝 SD1004(a-a’,b-b’)
1 10YR4/3 にぶい黄褐色砂質シルト，褐鉄鉱を

7％含む
2 10YR3/4 暗褐色砂質シルト，褐鉄鉱を 5 ～

7％含む
3 10YR3/2 黒褐色砂質シルト，褐鉄斑紋を

50％・褐鉄鉱を 2％含む 
23

3

SD1004 
h=209.6m
b b’

SD1015
h=209.5m
c c’

2

SD1015
h=209.5m
a a’

1

溝 SD1015(a-a’,b-b’,c-c’)
1 10YR3/2 黒褐色砂質シルト，褐鉄斑紋を 10％含む，以

下 2 層まで SD1015
2 10YR5/1 褐灰色砂質シルト，褐鉄斑紋を 40 ～ 50％含む
3 10YR1.7/1 黒色シルト，黄褐色地山粒を 1％含む，

SP1019
2

SD1015
h=209.5m
b b’

3

溝 SD1016(a-a’,b-b’,c-c’)
1 10YR3/2 黒褐色砂質シルト，以下３層まで SP2182
2 10YR2/1 黒色砂質シルト，柱根跡
3 10YR3/1 黒褐色砂質シルト，黄褐色地山粒を 40％含

む，柱掘方埋土
4 10YR3/3 暗褐色砂質シルト，褐鉄斑紋 2 ～ 10％含む，

SD10162

SD1016
h=209.6m
a a’

3

44 1 4

SD1016
h=209.6m
b b’

44

SD1016
h=209.6m
c c’

4

Ⅲ　調査成果

第 78 図　溝 SD113・115・120・124・142・172・1004・1015・1016
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Ⅲ　調査成果

第 79 図　溝 SD1132・1151・2130, 流路跡 SG11051:40

0 2m

1

a’
h=209.7m
a

SD1132

2

溝 SD1132(a-a’)
1 10YR2/1 黒色シルト，黄褐色地山偽

礫を 30％・褐鉄斑紋を 7％含む
2 10YR2/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を

5％・褐鉄鉱を 20％含む

X=-216823

Y=-67733

a

a’

SD1132SD1132

SD1131SD1131

SD1151
h=209.4m
a a’

1

2

溝 SD1151(a-a’)
1 10YR3/2  黒褐色シルト，粗粒砂を 30％・炭化物

粒を 5％含む
2 7.5YR3/4 暗褐色シルト，褐鉄斑紋を 50％含む

溝 SD2130(a-a’)
1 10YR2/3 黒褐色シルト，細～中礫を 15％・褐鉄斑紋を 20％含む
2 10YR3/2 黒褐色シルト

1

2

a’a
h=209.5m
SD2130

SD2138SD2138

流路跡 SG1105(b-b’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 10 ～ 40％含む
2 2.5Y3/2 黒褐色シルト，植物遺存体を含む
3 2.5Y3/2 黒褐色シルト，褐鉄斑紋を 5％含む
4 2.5Y4/2 暗灰黄色シルト，褐鉄斑紋を 30％・褐鉄鉱を 5％含む
5 2.5Y5/3 黄褐色中粒砂，褐鉄鉱を 20％含む
6 10YR2/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％含む
7 10YR1.7/1 黒色粘土
8 2.5Y3/1  黒褐色シルト，黄褐色細粒砂の平行ラミナが発達
9 10YR5/4 にぶい黄褐色粗粒砂，黒褐色シルトの平行ラミナが発達

10 10YR2/2 黒褐色粘土
11 10YR4/6 褐色粗粒砂

流路跡 SG1105(a-a’)
1 10YR1.7/1 黒色粘土質シルト，褐鉄斑紋を 10％含む
2 10YR2/2 黒褐色粘土質シルト
3 10YR1.7/1 黒色粘土
4 10YR3/1 黒褐色シルト
5 10YR5/2 灰黄褐色中粒砂

3
4

4 5

1 表土（Ⅱ層）

2
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a’a
h=209.8m
SG1105

SG1105
h=209.8m
b b’
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1:40

0 2m

木 石

性格不明遺構 SX424(a-a’,b-b’)
1 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山偽礫を 50％・焼土偽礫を 20％・炭化物粒を 3％含む
2 10YR4/1 褐灰色シルト，柱抜取穴埋土
3 2.5Y8/1 灰白色粘土質シルト，褐鉄斑紋 10％を含む
4 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 7％含む
5 10YR2/1 黒色粘土，黄褐色地山偽礫を 3％含む
6 10YR4/1 褐灰色シルト，黄褐色地山偽礫を 1％含む
7 2.5Y8/1 灰白色粘土質シルト，黒褐色シルト偽礫を 2％含む
8 10YR2/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 3％含む
9 10YR3/1 黒褐色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む

SX424
h=209.4m
a a’

5

1

4
34 2

1
6 7

8
9 9

SX424
h=209.4m
b b’

SX424SX424a’
b’b’

a b

X=-216824

Y=-67840

水車状遺構 SX838(a-a’)
1 10YR2/2 黒褐色シルト質粘土，褐鉄斑紋を 30％含む
2 10YR3/4 暗褐色粘土，黄褐色地山偽礫を 50％含む
3 10YR3/1 黒褐色砂質シルト，黄褐色地山偽礫を 5％含む
4 10YR2/1 黒色シルト質粘土，褐灰色粘土偽礫を 20％，褐

鉄斑紋・白色粗粒砂を 10％含む
5 10YR1.7/1 黒色粘土質シルト，黄褐色地山偽礫・褐灰色

粘土偽礫を 15％・白色粗粒砂を 5％含む
6 10YR3/2 黒褐色シルト，黄褐色地山粒を 20％・褐鉄斑

紋・白色粗粒砂を 10％含む

SX838SX838

X=-216852
Y=-67820

a

a’

ｂ’

ｂ

h=208.9m
b b’
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Ⅲ　調査成果

第 80 図　性格不明遺構 SX424，水車状遺構 SX838
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Ⅲ　調査成果

第 81 図　古代の掘立柱建物出土土器・柱根
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Ⅲ　調査成果

第 82 図　井戸 SE33 出土の土器・部材
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Ⅲ　調査成果

第 83 図　井戸 SE104 出土の土器・木製品と井戸枠横板
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Ⅲ　調査成果

第 84 図　井戸 SE104 の横桟・井戸枠縦板    
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Ⅲ　調査成果

第 85 図　井戸 SE104 の井戸枠縦板（東面）    
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Ⅲ　調査成果

第 86 図　井戸 SE104 の井戸枠縦板（南面）
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Ⅲ　調査成果

第 87 図　井戸 SE104 の井戸枠縦板（北面）
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Ⅲ　調査成果

第 88 図　井戸 SE104 の井戸枠縦板
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Ⅲ　調査成果

第 89 図　井戸 SE104 の部材
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Ⅲ　調査成果

第 90 図　土坑出土の土器
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【SK167出土片と接合】
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Ⅲ　調査成果

第 91 図　溝 SD2・425・106 出土の土器
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【SK131出土片と接合】

Ⅲ　調査成果

第 92 図　溝 SD123・136・2300 出土の土器
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Ⅲ　調査成果

第 93 図　近世以降の遺構・遺構外出土の須恵器坏
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Ⅲ　調査成果

第 94 図　近世以降の遺構・遺構外出土の須恵器蓋・壺・甕
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Ⅲ　調査成果

第 95 図　近世以降の遺構・遺構外出土の須恵器甕
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Ⅲ　調査成果

第 96 図　近世以降の遺構・遺構外出土の須恵器甕
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Ⅲ　調査成果

第 97 図　近世以降の遺構・遺構外出土の赤焼土器・土師器・硯と石匙
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【SD441出土片と接合】

Ⅲ　調査成果

第 98 図　掘立柱建物 SB530・SB243 出土陶磁器・礎板
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Ⅲ　調査成果

第 99 図　掘立柱建物 SB243 礎板（EP284）
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Ⅲ　調査成果

第 100 図　掘立柱建物 SB243 礎板・枕木（EP289・291）
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Ⅲ　調査成果

第 101 図　掘立柱建物 SB243 枕木（EP290）

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   140 2021/02/27   14:13



141

0 20cm

1:6

224 224225 225

225224

226

【EP292】 【EP292】

【EP292】

Ⅲ　調査成果

第 102 図　掘立柱建物 SB243 礎板（EP292）
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Ⅲ　調査成果

第 103 図　掘立柱建物 SB308・2902・2904，柵列 SA2910 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 104 図　竪穴建物 ST16 出土の陶器
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Ⅲ　調査成果

第 105 図　竪穴建物 ST16 出土の磁器・土製品・石製品・金属製品
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Ⅲ　調査成果

第 106 図　竪穴建物 ST16 出土木製砧とST36・ST1730 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 107 図　木棺墓 SH1125・1126 出土の副葬品
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Ⅲ　調査成果

第 108 図　木棺墓 SH1125 蓋板・南北側板
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Ⅲ　調査成果

第 109 図　木棺墓 SH1125 東西側板
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Ⅲ　調査成果

第 110 図　木棺墓 SH1125 底板と木釘位置対応関係
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Ⅲ　調査成果

第 111 図　木棺墓 SH1125 木棺補強材
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Ⅲ　調査成果

第 112 図　水場遺構 SX415・419 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 113 図　水場遺構 SX415・419 に伴う溝 SD408・420・421 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 114 図　水場遺構 SX1522 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 115 図　水場遺構 SX1522 に伴う溝 SD1502 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 116 図　水場遺構 SX1565 出土の陶器碗・皿・瓶
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Ⅲ　調査成果

第 117 図　水場遺構 SX1565 出土の陶器擂鉢１
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Ⅲ　調査成果

第 118 図　水場遺構 SX1565 出土の陶器擂鉢 2

0 10cm

1:3

【整地面／
　SP1921出土片と接合】

434

【整地面／
　SD1519出土片と接合】

435

436

【整地面】

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   157 2021/02/27   14:13



158

0 10cm

1:3

砥面

砥面

C区_SD1519 C区_SD1735

C区_SX1565

【整地面】

438

437

439

441

440

444 446

445

443

442

【整地面】

【整地面】

【整地面】

447

448

450

452　(1：1)449　(1：1) 451　

Ⅲ　調査成果

第 119 図　水場遺構 SX1565 出土の磁器・木製品・砥石とSX1565 に伴う溝の出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 120 図　水場遺構 SX1565 出土の銅製品
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Ⅲ　調査成果

第 121 図　水場遺構 SX1565 出土の銭貨

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   160 2021/02/27   14:13



161

0 40cm

1:8

489
488

490 491

492

【SP2227】 【SP2232】

【SP2233】 【SP2225】

【SP2260】

Ⅲ　調査成果

第 122 図　水場遺構 SX1565 に伴う柱根
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Ⅲ　調査成果

第 123 図　土坑 SK26・37・39 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 124 図　土坑 SK42・405・406 出土遺物

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   163 2021/02/27   14:13



164

0 10cm

1:3

溶着滓

桜皮

砥面

A区_SK423 A区_SK434

【SK521出土片と接合】

【SD435出土片と接合】

523
524

525 526

527

528

529

530

531

532

Ⅲ　調査成果

第 125 図　土坑 SK423・434 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 126 図　土坑 SK436 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 127 図　土坑 SK456・520・523 出土遺物

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   166 2021/02/27   14:13



167

0 10cm

1:3
0 10cm

1:2

（551）

鉄釘●

木釘●

547

549

548

550

551

羽口片

Ⅲ　調査成果

第 128 図　土坑 SK523 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 129 図　土坑 SK165・362・1572・1749・2047・2500 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 130 図　ピットSP45・557・1648・1649・1881，水田跡 SN337 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 131 図　区画溝 SD4 出土の陶器
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Ⅲ　調査成果

第 132 図　区画溝 SD4 出土の陶磁器
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Ⅲ　調査成果

第 133 図　区画溝 SD4 出土の磁器
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Ⅲ　調査成果

第 134 図　区画溝 SD4 出土の石製硯・砥石
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Ⅲ　調査成果

第 135 図　区画溝 SD4 出土の金属製品
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Ⅲ　調査成果

第 136 図　区画溝 SD4 出土の銭貨

2_八幡西遺跡（Ⅲ章図版・観察表）_2021-02-28.indd   175 2021/02/27   14:13



176

0 10cm

1:3

0 40cm

1:8

（638）

634
【下層】

635

636

637 638

【下層】

【下層】

【下層】 【下層】

Ⅲ　調査成果

第 137 図　区画溝 SD1001 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 138 図　区画溝 SD1501・1732 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 139 図　溝 SD10・403 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 140 図　溝 SD413・416・441 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 141 図　溝 SD105・115・120・304 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 142 図　溝 SD1004・1015・1016・1131・1151・2128 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 143 図　溝 SD2130，流路跡 SG1105，性格不明遺構 SX424・1532 出土遺物
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Ⅲ　調査成果

第 144 図　遺構外出土遺物
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184

表 2　土器・陶磁器観察表

番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

1 81 51 須恵器 甕 Ｂ SB195(EP344) 器高 (39) 内 7.5YR7/1 明褐灰色
外 N6/0 灰色

12 81 51 土師器 小型甕 B SB310(EP312)
柱抜取穴 底径 79　器高 (99) 7.5YR7/4 にぶい橙色 底面木葉痕

13 82 52 土師器 坏 A SE33 枠内埋土 口径 (180)　器高 43
底径 (120) 10YR8/2 灰白色 無段丸底

14 82 52 土師器 鉢 A SE33 枠内埋土 口径 (244)　器高 103
底径 (102) 10YR8/3 浅黄橙色

15 82 52 土師器 甕 A SE33 枠内埋土 器高 (96) 10YR7/3 にぶい黄橙色 煤付着
21 83 53 須恵器 坏 B SE104 枠内埋土 器高 (38) 10YR8/1 灰白色
22 83 53 須恵器 坏 B SE104 枠内埋土 器高 (31) 2.5YR8/1 灰白色
23 83 53 須恵器 無台坏 B SE104 枠内埋土 底径 (54)　器高 (17) 10YR8/1 灰白色 回転糸切り
24 83 53 須恵器 無台坏 B SE104 枠内埋土 器高 (23) 5YR6/8 橙色 回転糸切り
25 83 53 須恵器 小型短頸壺 B SE104 枠内埋土 口径 (56)　器高 (35) N7/0 灰白色

26 83 53 須恵器 甕 B SE104 枠内埋土 器高 (100) 内 N7/0 灰白色
外 N3/0 暗灰色  

27 83 53 須恵器 甕 B SE104 枠内埋土 器高 (76) 外 N8/0 灰白色

28 83 53 土師器 無台坏 B SE104 枠内埋土 器高 (16) 内 N1.5/0 黒色
外 10YR7/2 にぶい黄橙色 内黒・回転糸切り

67 90 61 須恵器 無台坏 A SK3 底径 (61)　器高 (36) N4/0 灰色 回転糸切り

68 90 61 須恵器 甕 A SK3 器高 (100) 内 2.5YR5/4 にぶい赤褐色
外 5YR5/1 褐灰色 煤付着

69 90 61 土師器 甕 A SK402 器高 (54) 10YR8/6 黄橙色
70 90 61 土師器 坏 A SK433 器高 (27) 10YR7/3 にぶい黄橙色

71 90 61 土師器 甕 A SK433 器高 (42) 内 10YR1.7/1 黒色
外 10YR7/4 にぶい黄橙色

72 90 61 土師器 甕 A SK519 底径 (102)　器高 (27) 内 10YR7/3 にぶい黄橙色
外 2.5YR5/6 明赤褐色

73 90 61 土師器 坏 B SK116 検出面 口径 (166)　器高 36
底径 (104)

内 N1.5/0 黒色
外 10YR8/2 灰白色 内黒・無段平底

74 90 61 土師器 無台坏 B SK116 検出面 器高 (40) 内 N1.5/0 黒色
外 10YR8/2 灰白色 内黒・無段平底気味

75 90 62 須恵器 坏 B SK131 器高 (32) 5YR8/1 灰白色
76 90 62 須恵器 有台坏 B SK131 底径 (66)　器高 (17) 5YR8/1 灰白色
77 90 62 須恵器 甕 B SK131 器高 (36)  N6/0 灰色
78 90 62 土師器 甕 B SK131 器高 (88) 5YR7/8 橙色
79 90 62 土師器 甕 B SK131 器高 (121) 5YR8/4 淡橙色
80 90 62 土師器 甕 B SK131 器高 (23) 5YR8/4 淡橙色
81 90 62 須恵器 無台坏 B SK160 器高 (14) N6/0 灰色 回転ヘラケズリ
82 90 62 須恵器 無台坏 B SK160 器高 (13) 5Y7/1 灰白色 回転糸切り→ナデ

83 90 62 須恵器 甕 B SK167 器高 (27) 内 N5/0 灰色
外 5YR4/1 褐灰色

84 90 62 須恵器 甕 B SK167 器高 (28) 10YR7/1 灰白色
85 90 62 須恵器 甕 B SK167 器高 (55) N6/0 灰色

86 90 62 須恵器 甕 B SK167 器高 (59) 内 7.5YR5/2 灰褐色
外 N4/0 灰色

87 90 62 須恵器 甕 B SK167 器高 (39) 10YR8/3 浅黄橙色
88 90 62 須恵器 無台坏 C SK2311 器高 (16) 10YR7/3 にぶい黄橙色 回転糸切り→ナデ
89 91 63 須恵器 有台坏 A SD2 底径 (62)　器高 (25) N6/0 灰色 回転糸切り
90 91 63 須恵器 無台坏 A SD425 器高 (30) N5/0 灰色 回転糸切り
91 91 63 須恵器 台付壺 A SD425 器高 (26) N6/0 灰色 回転糸切り
92 91 63 須恵器 甕 A SD425 器高 (35) N6/0 灰色
93 91 63 須恵器 無台坏 B SD106 底径 (60)　器高 (18) 10YR7/1 灰白色 回転糸切り
94 91 63 須恵器 無台坏 B SD106 底径 (62)　器高 (25) N8/0 灰白色 回転糸切り
95 91 63 須恵器 坏 B SD106 器高 (35) 5Y7/1 灰白色
96 91 63 須恵器 壺 B SD106 器高 (30) 10YR7/1 灰白色

※計測値の列において、括弧が付く口径・底径は図上での反転復元値を表す。また、括弧が付く器高は残存高を表す。単位はミリメート
　ルである。

Ⅲ　調査成果
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

97 91 63 須恵器 甕 B SD106 器高 (58) 内 N8/0 灰白色
外 7.5Y5/3 灰オリーブ色

98 91 64 須恵器 甕 B SD106 器高 (78) 10YR7/1 灰白色
99 91 64 須恵器 甕 B SD106 器高 (25) 10YR7/1 灰白色

100 91 64 土師器 高坏 B SD106 口径 (207)　器高 (75) 内 N4/0 灰色
外 10YR7/4 にぶい黄橙色 内黒

101 91 64 土師器 坏 B SD106 器高 (52) 内 10YR5/1 褐灰色
外 10YR7/3 にぶい黄橙色 内黒

102 91 64 土師器 坏 B SD106 器高 (42) 内 N1.5/0 黒色
外 10YR7/2 にぶい黄橙色 内黒

103 91 64 土師器 有台坏 B SD106 底径 (74)　器高 (29) 内 N1.5/0 黒色
外 10YR8/4 浅黄橙色 内黒

104 91 64 土師器 甕 B SD106 検出面 底径 (79)　器高 (30) 7.5YR8/3 浅黄橙色 底面ムシロ痕
105 92 65 須恵器 無台坏 B SD123 底径 (60)　器高 (22) 10YR8/2 灰白色 回転糸切り
106 92 65 須恵器 無台坏 B SD123 底径 (60)　器高 (16) 10YR7/3 にぶい黄橙色 回転糸切り
107 92 65 須恵器 有台坏 B SD123 底径 (69)　器高 (25) N6/0 灰白色 回転糸切り

108 92 65 須恵器 有台坏 B SD123 底径 (65)　器高 (19) 内 10YR6/1 褐灰色
外 N4/0 灰色 回転糸切り

109 92 65 須恵器 壺 B SD123 器高 (57) N5/0 灰色
110 92 65 須恵器 台付壺 B SD123 底径 (102)　器高 (37) N4/0 灰色
111 92 65 須恵器 甕 B SD123 口径 (207)　器高 (59) N6/0 灰色

112 92 65 須恵器 甕 B SD123 器高 (117) 内 N7/0 灰白色
外 5YR7/1 明褐灰色

113 92 65 須恵器 甕 B SD123 器高 (102) N6/0 灰白色

114 92 66 赤焼土器 甕 B SD123 器高 (104) 内 10YR8/2 灰白色
外 10YR8/3 浅黄橙色

115 92 66 土師器 坏 B SD123 器高 (39) 内 10YR2/1 黒色
外 10YR6/4 にぶい黄橙色 内黒

116 92 66 土師器 坏 B SD123 底径 (92)　器高 (19) 10YR8/2 灰白色 有段平底気味
117 92 66 土師器 甕 B SD123 器高 (54.5) 5YR8/4 淡橙色

118 92 66 須恵器 無台坏 B SD136 口径 147　器高 38
底径 56 N7/0 灰白色 回転糸切り

119 92 66 須恵器 甕 B SD136 器高 (33) 10YR8/3 浅黄橙色

120 92 66 土師器 甕 B SD136 器高 (49) 内 10YR6/1 褐灰色
外 7.5YR8/3 浅黄橙色

121 92 66 土師器 甕 B SD136 器高 (23) 10YR8/3 浅黄橙色
122 92 66 土師器 甕 C SD2300 器高 (77) 10YR7/3 にぶい黄橙色 煤付着
123 93 67 須恵器 無台坏 B 864776 Ⅲ層 底径 (104)　器高 (18) N6/0 灰色 回転ヘラ切り

124 93 67 須恵器 無台坏 C SD1001 口径 (138)　器高 44
底径 (62) 10Y7/1 灰白色 回転糸切り

125 93 67 須恵器 無台坏 C SD1001 底径 (59)　器高 (28) N7/0 灰白色 回転糸切り
126 93 67 須恵器 無台坏 C SG1105 底径 (67)　器高 (27) 2.5Y6/1 黄灰色 回転糸切り・底面に墨痕
127 93 67 須恵器 無台坏 C SG1105 底径 (54)　器高 (30) N4/0 灰色 回転糸切り
128 93 67 須恵器 無台坏 C 824688 Ⅲ層 底径 (65)　器高 (30) N6/0 灰色 回転糸切り
129 93 67 須恵器 無台坏 B 860772 Ⅲ層 底径 (68)　器高 (27) 2.5Y6/1 黄灰色 回転糸切り
130 93 67 須恵器 無台坏 C 848724 検出面 底径 (60)　器高 (16) 5YR6/2 灰褐色 回転糸切り
131 93 68 須恵器 無台坏 A SD4 底径 (57)　器高 (18) N4/0 灰色 回転糸切り
132 93 68 須恵器 無台坏 B SD105 底径 (74)　器高 (19) N6/0 灰色 回転糸切り
133 93 68 須恵器 無台坏 B SD120 検出面 底径 (70)　器高 (15) 10YR7/4 にぶい黄橙色 回転糸切り
134 93 68 須恵器 無台坏 B 868788 Ⅲ層 底径 (60)　器高 (16) 2.5GY5/1 オリーブ灰色 回転糸切り
135 93 68 須恵器 無台坏 B 860760 Ⅲ層 底径 (72)　器高 (12) N6/0 灰色 回転糸切り

136 93 68 須恵器 無台坏 C 832700 検出面
836688 検出面 器高 (54) 10YR7/1 灰白色 回転糸切り

137 93 68 須恵器 無台坏 A SD429 器高 (11) 10YR7/2 にぶい黄橙色 回転糸切り
138 93 68 須恵器 無台坏 B SD103 器高 (21) N4/0 灰色 回転糸切り
139 93 68 須恵器 無台坏 B 852780 Ⅲ層 器高 (13) N6/0 灰色 回転糸切り
140 93 68 須恵器 無台坏 C 852780 器高 (17) 10YR7/1 灰白色 回転糸切り
141 93 68 須恵器 無台坏 C ST2187 器高 (11) N5/0 灰色 回転糸切り
142 93 68 須恵器 有台坏 B 852784 Ⅲ層 底径 (76)　器高 (21) N7/0 灰白色 回転糸切り
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考
143 93 68 須恵器 坏 A SD4 口径 (160)　器高 (40) 2.5YR7/1 灰白色
144 93 68 須恵器 坏 A SD444 器高 (27) 2.5Y6/1 黄灰色
145 93 68 須恵器 坏 C SG1105 器高 (32) N5/0 灰色
146 93 68 須恵器 坏 C ST2187 器高 (24) 2.5Y6/1 黄灰色
147 94 69 須恵器 蓋 A SD429 器高 (11) 7.5Y5/1 灰色
148 94 69 須恵器 蓋 B SD103 器高 (21) 2.5Y5/1 黄灰色
149 94 69 須恵器 蓋 B SD113 器高 (24) N7/0 灰白色
150 94 69 須恵器 広口壺 A 816848 検出面 口径 (152)　器高 (55) 10YR6/1 褐灰色
151 94 69 須恵器 壺 B 864784 Ⅲ層 口径 (128)　器高 (20) 7.5Y6/1 灰色
152 94 69 須恵器 小型短頸壺 C SG1105 器高 (31) N5/0 灰白色
153 94 69 須恵器 壺 C SK1009 器高 (24) N6/0 灰色
154 94 69 須恵器 壺 C ST2187 器高 (26) 10YR7/2 にぶい黄橙色
155 94 69 須恵器 壺 A SP535 器高 (55) 2.5Y6/2 灰黄色
156 94 69 須恵器 壺 A SD444 器高 (69) 5Y6/1 灰色
157 94 69 須恵器 壺 D SD1151 器高 (67) 5Y7/1 灰白色

158 94 69 須恵器 壺 C ST1730 器高 (33) 内 7.5YR7/6 橙色
外 N6/0 灰色

159 94 69 須恵器 壺 C 828688 Ⅲ層 底径 (58)　器高 (25) N6/0 灰色

160 94 69 須恵器 台付壺 C 860728 検出面 底径 (94)　器高 (40) 内 N7/0 灰白色
外 N3/0 暗灰

161 94 70 須恵器 甕 C SD1001 器高 (65) N8/0 灰白色

162 94 70 須恵器 甕 C 856740 検出面 器高 (53) 内 7.5YR6/1 褐灰色
外 N4/0 灰色

163 94 70 須恵器 甕 C SD1732 器高 (76) N8/0 灰白色
164 94 70 須恵器 甕 B SD142 器高 (27) N6/0 灰色
165 94 70 須恵器 甕 C SD1732 検出面 器高 (30) N5/0 灰色
166 94 70 須恵器 甕 C SG1105 器高 (58) N7/0 灰色
167 95 70 須恵器 甕 A ST16 器高 (56) 2.5Y5/1 黄灰色

168 95 70 須恵器 甕 B SD105 器高 (58) 内 N7/0 灰白色
外 5Y6/1 灰色

169 95 70 須恵器 甕 B 852780 Ⅲ層
856784 Ⅲ層 器高 (62) 内 N5/0 灰色

外 5YR4/1 褐灰色
170 95 71 須恵器 甕 C SD1001 器高 (72) N7/0 灰白色

171 95 71 須恵器 甕 C SG1105 器高 (110) 内 N6/0 灰色
外 10YR6/1 褐灰色

172 95 71 須恵器 甕 C SD1732 器高 (80) N7/0 灰白色
173 95 71 須恵器 甕 C 828688 Ⅲ層 器高 (68) N7/0 灰白色
174 95 71 須恵器 甕 A ST16 器高 (58) 2.5Y5/1 黄灰色
175 95 71 須恵器 甕 A SD413 器高 (64) N5/0 灰色
176 95 71 須恵器 甕 A SD429 器高 (87) 2.5Y5/1 黄灰色
177 95 71 須恵器 甕 B SD113 器高 (70) 2.5Y7/1 灰白色
178 96 71 須恵器 甕 B SK233 検出面 器高 (30) 2.5Y6/1 黄灰色

179 96 72 須恵器 甕 B 860756 Ⅲ層
864760 Ⅲ層 器高 (54) N4/0 灰色

180 96 72 須恵器 甕 C SG1105 器高 (66) N5/0 灰色

181 96 72 須恵器 甕 C SG1105
SD1502 器高 (40) N5/0 灰色

182 96 72 須恵器 甕 C SG1105 器高 (54) N6/0 灰色
183 96 72 須恵器 甕 C SP1613 掘方埋土 器高 (47) 10YR7/1 灰白色
184 96 72 須恵器 甕 C 824688 Ⅲ層 器高 (81) 5Y4/1 灰色
185 96 72 須恵器 甕 C SG1105 器高 (80) N5/0 灰色
186 96 72 須恵器 甕 C SG1105 器高 (105) N5/0 灰色

187 96 73 須恵器 甕 C SG1105 器高 (117) 内 7.5YR7/6 橙色
外 10YR8/4 浅黄橙色

188 96 73 須恵器 甕 B 860760 Ⅲ層 器高 (57) N6/0 灰色
189 97 73 赤焼土器 坏 B 848776 Ⅲ層 器高 (40) 7.5YR8/3 浅黄橙色
190 97 73 赤焼土器 無台坏 C SG1105 底径 (52)　器高 (16) 7.5YR8/3 浅黄橙色
191 97 73 赤焼土器 有台坏 C 出土地点不明 底径 (58)　器高 (25) 7.5YR8/4 浅黄橙色 回転糸切りか
192 97 73 赤焼土器 有台坏 C 852704 検出面 底径 (65)　器高 (29) 7.5YR8/4 浅黄橙色 回転糸切りか
193 97 73 赤焼土器 甕 B SD103 器高 (72) 7.5YR7/4 にぶい橙色
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番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

194 97 73 赤焼土器 甕 B SD115 器高 (42) 内 7.5YR8/2 灰白色
外 5YR7/6 橙色

195 97 73 赤焼土器 甕 C SD1162 器高 (27) 7.5YR8/4 浅黄橙色
196 97 73 土師器 高坏 C ST1730 器高 (39) 10YR8/2 灰白色 内黒

197 97 73 土師器 高坏 C 828688 Ⅲ層 器高 (27) 内 N1.5/0 黒色
外 10YR8/4 浅黄橙色 内黒・3 方透孔

198 97 74 土師器 甕 A SD413 器高 (33) 10YR3/2 黒褐色

199 97 74 土師器 甕 C SG1105 底径 (113)　器高 (68) 内 2.5YR5/1 黄灰色
外 10YR8/4 浅黄橙色 煤付着・底面木葉痕

200 97 74 土師器 甕 A 出土地点不明 底径 (93)　器高 (27) N1.5/0 黒色 底面ムシロ痕
201 97 74 土師器 甕 B 860788 Ⅲ層 器高 (21) 7.5YR7/3 にぶい橙色

204 98 75 肥前磁器 染付小碗 A SB530(EP527)
掘方埋土 口径 (90)　器高 (54) 10GY8/1 明緑灰色

205 98 75 青花 皿 B SB243(EP282)
掘方埋土

口径 (125)　器高 27
底径 (70) 7.5GY8/1 明緑灰色 景徳鎮

206 98 75 肥前磁器 小鉢 B SB243(EP282)
掘方埋土

口径 90　器高 47
底径 38

内 2.5GY7/1 明オリーブ灰色
外 5YR2/4 極暗赤褐色 口縁外面に鉄釉

227 103 79 陶器 茶入 B SB308(EP305)
掘方埋土 底径 (24)　器高 (26) 5YR4/3 にぶい赤褐色 鉄釉

231 103 79 岸窯系陶器 擂鉢 C SB2902(EP1564)
底面 口径 (254)　器高 (65) 7.5YR5/4 にぶい褐色 口縁に灰釉・漆継ぎ

233 103 79 青花 皿 C SA2910(EP1653)
掘方埋土 器高 28 7.5GY8/1 明緑灰色 景徳鎮・漆継ぎ

234 104 80 陶器 丸碗 A ST16 床面 口径 (100)　器高 57
底径 (34) 7.5Y6/2 灰オリーブ色 大堀相馬・灰釉

235 104 80 陶器 丸碗 A ST16 口径 (84)　器高 (47) 内 2.5Y7/1 灰白色
外 10YR7/2 にぶい黄橙色 大堀相馬・灰釉

236 104 80 陶器 腰折碗 A ST16 床面 口径 (84)　器高 44
底径 (36) 10GY7/1 明緑灰色 大堀相馬・灰釉

237 104 80 陶器 掛け分け碗 A ST16 下層 底径 (39)　器高 (25) 内 2.5GY7/1 明オリーブ灰色、
外 10YR2/3 黒褐色 大堀相馬・灰釉と鉄釉

238 104 80 肥前陶器 小皿 A ST16 床面 口径 (130)　器高 34
底径 46

内 7.5Y5/3 灰オリーブ色
外 2.5Y6/2 灰黄色

嬉野町内野山
銅緑釉・蛇の目釉剝ぎ

239 104 80 肥前陶器 皿 A ST16 床面 底径 68　器高 (24) 内 10Y4/1 オリーブ灰色
外 5Y7/2 灰白色

嬉野町内野山
銅緑釉・蛇の目釉剝ぎ

240 104 80 陶器 秉燭 A ST16 床面 口径 (82)　器高 29
底径 38 7.5Y5/2 灰オリーブ色 灰釉・タール状付着物

241 104 80 陶器 火入 A ST16 床面 口径 (110)　器高 73
底径 (64) 5YR4/6 赤褐色 鉄釉

242 104 80 陶器 火入 A ST16 口径 (114)　器高 62
底径 (63)

内 7.5YR7/1 明褐灰色
外 2.5Y6/3 にぶい黄色 灰釉

243 104 80 陶器 火入 A ST16 床面 底径 (58)　器高 (56) 10YR6/2 灰黄褐色 灰釉
244 104 81 陶器 鉢 A ST16 床面 口径 (170)　器高 (81) 7.5Y3/1 オリーブ黒色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

245 104 81 陶器 注口付壺 A ST16 下層 口径 (73)　器高 86
底径 (78)

内 2.5Y2/1 黒色
外 10YR2/3 黒褐色

鉄釉・一部灰釉流し掛け
口唇部釉剝ぎ

246 104 81 陶器 擂鉢 A ST16 器高 (44) N5/0 灰色 須恵器系
247 104 81 陶器 擂鉢 A ST16 器高 (131) 5YR4/3 にぶい赤褐色 鉄釉・底部指頭圧痕
248 104 81 陶器 擂鉢 A ST16 床面 器高 (116) 10YR4/3 にぶい赤褐色 錆釉・内面煤付着

249 105 82 肥前磁器 染付小碗 A ST16 床面 口径 (105)　器高 50
底径 (44) 5GY8/1 灰白色 有田・漆継ぎ

250 105 82 肥前磁器 染付碗 A ST16 口径 (116)　器高 (48) 10GY8/1 明緑灰色

251 105 82 肥前磁器 染付小碗 A ST16 下層 口径 (98)　器高 48
底径 (34) 5GY7/1 明オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

252 105   82 肥前磁器 染付小碗 A ST16 床面 口径 (95)　器高 52
底径 37 5GY7/1 明オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

裏銘「大明年製」崩し

253 105 82 肥前磁器 染付小碗 A ST16 床面 口径 91　器高 52
底径 36 2.5GY6/1 オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

裏銘不明文

254 105 82 肥前磁器 染付小碗 A ST16 下層 口径 94　器高 50
底径 39 5GY7/1 明オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

裏銘「大明年製」崩し
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番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

255 105 82 肥前磁器 染付小皿 A ST16 床面 口径 (136)　器高 36
底径 (58) 7.5Y7/1 灰白色

256 105 82 肥前磁器 染付小皿 A ST16 床面 底径 (49)　器高 (14) 5GY7/1 明オリーブ灰色

257 105 82 肥前磁器 染付小皿 A ST16 床面 口径 130　器高 34
底径 80 2.5Y8/1 灰白色 焼成不良・見込五弁花

258 105 83 肥前磁器 染付小皿 A ST16 床面 口径 125　器高 37
底径 43 5GY7/1 明オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

蛇の目釉剝ぎ

259 105 83 肥前磁器 染付小皿 A ST16 床面 口径 125　器高 38
底径 38 5G7/1 明オリーブ灰色 波佐見系・くらわんか手

蛇の目釉剝ぎ

260 105 83 肥前磁器 染付小皿 A ST16 上層 口径 (125)　器高 35
底径 44 5GY8/1 灰白色 波佐見系・くらわんか手

蛇の目釉剝ぎ

265 106 84 成島系陶器 皿 A ST36 床面 口径 (172)　器高 44
底径 (82)

内 10BG7/1 明青灰色
外 10YR6/3 にぶい黄橙色 灰釉・方形目跡

266 106 84 瀬戸美濃
陶器 瓶掛 A ST36 床面 器高 (42) 内 10YR8/2 灰白色

外 5G5/1 緑灰色
緑釉・内面錆釉
獅子頭の耳

267 106 84 陶器 擂鉢 A ST36 床面 器高 (85) 10YR3/4 暗褐色 鉄釉・口縁に灰釉

268 106 84 肥前磁器 染付小碗 A ST36 床面 口径 (85)　器高 39
底径 (34) 5GY8/1 灰白色

269 106 84 磁器 染付碗 A ST36 床面 口径 (108)　器高 61
底径 38 7.5GY8/1 明緑灰色 端反形・見込千鳥

270 106 84 肥前系磁器 染付小碗 A ST36 床面 口径 69　器高 59
底径 36 7.5GY8/1 明緑灰色 深小丸形

271 106 84 磁器 染付手塩皿 A ST36 床面 口径 101　器高 21
底径 47 5BG6/1 青灰色

272 106 84 肥前磁器 染付瓶 A ST36 床面 器高 (135) 内 5Y8/1 灰白色
外 7.5GY8/1 明緑灰色

276 106 85 肥前陶器 瓶 C ST1730 底径 (110)　器高 (41) 内 N6/0 灰色
外 10YR8/1 灰白色 鉄釉・一部灰釉流し掛け

277 106 85 瓦質土器 蓋 C ST1730 口径 (19)　器高 42 N3/0 暗灰色 火消し壺の被せ蓋

278 107 86 肥前磁器 白磁紅皿 C SH1125 口径 46　器高 16
底径 11

内 7.5YR7/3 にぶい橙色
外 7.5YR8/1 灰白色 型押し成形・ベンガラ塊

360 112 91 陶器 鉄絵輪花
手塩皿 A SX415 口径 93　器高 24

底径 41 10YR6/2 灰黄褐色 灰釉

361 112 91 陶器 手塩皿 A SX415 口径 92　器高 25
底径 40 2.5Y7/2 灰黄色 灰釉

362 112 91 陶器 小坏 A SX415 口径 54
器高 25 2.5Y7/1 灰白色 型押し成形

363 112 91 陶器 仏飯器 A SX415 口径 61　器高 60
底径 42 2.5Y7/2 灰黄色 大堀相馬か・灰釉

364 112 91 陶器 鉢 A SX415 口径 (163)　器高 98
底径 (66) 5Y6/2 灰オリーブ色 大堀相馬か・灰釉

365 112 91 肥前磁器 染付小碗 A SX415 口径 76　器高 37
底径 28 7.5GY8/1 明緑灰色 小広東形・見込寿字

366 112 91 磁器 手塩皿 A SX415 口径 (109)　器高 23
底径 (62) 5GY8/1 灰白色 銅板転写

367 112 91 陶器 鉄絵手塩皿 A SX419 口径 104　器高 25
底径 35 7.5Y7/1 灰白色 灰釉

368 112 91 陶器 鉄絵輪花
手塩皿 A SX419 口径 90　器高 20

底径 35 10YR7/2 にぶい黄橙色 灰釉

369 112 91 陶器 輪花手塩皿 A SX419 口径 99　器高 25
底径 41 7.5Y7/1 灰白色 灰釉・裏面に墨書

370 112 91 陶器 手塩皿 A SX419 口径 93　器高 18
底径 40 7.5Y7/1 灰白色 灰釉・銅緑釉流し掛け

371 112 92 陶器 片口 A SX419 口径 142　器高 89
底径 75 7.5YR1.7/1 黒色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

372 112 92 肥前磁器 染付小碗 A SX419 口径 92　器高 48
底径 (40) 2.5GY8/1 灰白色 波佐見系・くらわんか手

漆継ぎ
373 112 92 肥前系磁器 筒形碗 A SX419 口径 (70)　器高 (48) N8/0 灰白色

374 112 92 肥前系磁器 染付小碗 A SX419 口径 73　器高 58
底径 34 2.5GY8/1 灰白色 深小丸形
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番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

375 112 92 肥前磁器 染付火入 A SX419 口径 84　器高 43
底径 63 2.5Y8/1 灰白色 蛇の目凹形高台

376 112 92 肥前磁器 染付小皿 A SX419 口径 (118)　器高 26
底径 47 2.5GY7/1 明オリーブ灰色

380 113 93 陶器 小猪口 A SD408 口径 63　器高 43
底径 37 7.5Y6/3 オリーブ黄色 灰釉

381 113    93 陶器 擂鉢 A SD408 器高 (65) 5YR3/6 暗赤褐色 鉄釉
384 113 93 陶器 擂鉢 A SD420 底径 97　器高 (91) 2.5YR3/2 暗赤褐色 錆釉

385 113 93 肥前磁器 染付小碗 A SD420 口径 (91)　器高 50
底径 35 5GY8/1 灰白色

386 113 93 肥前系磁器 染付小碗 A SD420 口径 (77)　器高 54
底径 (28) N8/0 灰白色 小丸形・見込不明文

387 113 93 肥前磁器 染付手塩皿 A SD420 口径 97　器高 24
底径 54 N8/0 灰白色 焼成不良

388 113 94 陶器 手塩皿 A SD421 口径 94　器高 21
底径 38 7.5Y7/1 灰白色 灰釉・銅緑釉流し掛け

389 113 94 陶器 鉢 A SD421 口径 210　器高 (111) 7.5YR3/2 黒褐色 海鼠釉

390 113 94 肥前磁器 染付小碗 A SD421 口径 77　器高 37
底径 29 N8/0 灰白色 有田・小広東形

見込寿字

391 113 94 肥前系磁器 染付小碗 A SD421 口径 77　器高 54
底径 26 7.5GY8/1 明緑灰色 小丸形・見込不明文

392 113 94 肥前系磁器 染付小碗 A SD421 検出面 口径 69　器高 (56)
底径 34 5GY8/1 灰白色 深小丸形

393 113 94 肥前系磁器 染付小碗 A SD421 口径 (69)　器高 56
底径 (35) 5GY8/1 灰白色 深小丸形

394 113 94 磁器 染付小碗 A SD421 口径 (91)　器高 (39) 5GY8/1 灰白色 端反形

395 113 94 瀬戸美濃
磁器 染付小碗 A SD421 口径 90　器高 45

底径 37 5GY8/1 灰白色 端反形・見込不明文

396 113 94 肥前磁器 染付手塩皿 A SD421 口径 94　器高 26
底径 47 10GY8/1 明緑灰色 見込五弁花・裏銘不明文

397 113 94 磁器 染付手塩皿 A SD421 口径 91　器高 19
底径 48 N8/0 灰白色 在地・659 と類似

398 114 95 陶器 碗 C SX1522 底径 (44)　器高 (16) 10GY8/1 明緑灰色 会津本郷か・灰釉

399 114 95 岸窯系陶器 秉燭 C SX1522 口径 94　器高 33
底径 47 5Y4/3 暗オリーブ色 灰釉・タール状付着物

400 114 95 陶器 擂鉢 C SX1522 器高 (65) N5/0 灰色 須恵器系
401 114 95 青磁 稜花皿 C SX1522 器高 (19) 2.5GY6/1 オリーブ灰色 龍泉窯
402 114 95 青花 皿 C SX1522 口径 (138)　底径 (60) 10GY8/1 明緑灰色 景徳鎮
403 114 95 肥前磁器 色絵碗 C SX1522 上層 底径 (48)　器高 (31) 5GY5/1 灰白色 有田

404 114 95 肥前磁器 染付碗 C SX1522 上層 口径 99　器高 59
底径 42 10Y8/1 灰白色 有田か・裏銘「大明年製」

405 114 95 肥前磁器 染付碗 C SX1522 底面 口径 99　器高 56
底径 41 7.5GY8/1 明緑灰色 有田・裏銘「大明年製」

406 114 95 瀬戸美濃
磁器 染付小碗 C SX1522 上層 底径 29　器高 (23) N8/0 灰白色

411 115 96 肥前陶器 鉄絵折縁皿 C SD1502 器高 (25) 5Y3/2 オリーブ黒色 透明釉
412 115 96 陶器 瓶 C SD1502 口径 61　器高 (40) 10YR6/3 にぶい黄橙色 漆継ぎ

413 115 96 岸窯系陶器 香炉 C SD1502 口径 (161)　器高 60 内 7.5YR6/1 褐灰色
外 2.5Y4/3 オリーブ褐色 灰釉

414 115 96 岸窯系陶器 擂鉢 C SD1502 検出面 口径 (258)　器高 131
底径 (90) 2.5Y4/4 オリーブ褐色 口縁に灰釉

底部指頭圧痕
415 115 96 岸窯系陶器 擂鉢 C SD1502 口径 (268)　器高 (90) 2.5Y4/3 オリーブ褐色 口縁に灰釉
416 115 96 陶器 擂鉢 C SD1502 器高 (38) 2.5Y4/2 灰赤色 錆釉
417 115 96 肥前陶器 擂鉢 C SD1502 底径 (59)　器高 (27) N5/0 灰色 底面に籾殻状の圧痕
418 115 96 青花 皿 C SD1502 器高 (42) N8/0 灰白色 漳州
419 115 96 肥前磁器 染付碗 C SD1502 器高 (51) 5GY8/1 灰白色

420 115 96 肥前磁器 染付小皿 C SD1502 口径 (134)　器高 36
底径 (65) 7.5GY8/1 明緑灰色 内側面に型打ち陽刻文

421 115 96 土師質土器 かわらけ C SD1502 口径 95　器高 26
底径 61 10YR7/3 にぶい黄橙色 内外面に漆蠟付着
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番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

424 116 97 肥前陶器 刷毛目碗 C SX1565 整地面 口径 (103)　器高 59
底径 40 7.5YR6/4 にぶい橙色

425 116 97 肥前陶器 刷毛目碗 C SX1565 整地面 口径 111　器高 73
底径 49 7.5YR5/4 にぶい褐色 胴下半にエクボ

426 116 97 肥前陶器 鉄絵皿 C SX1565 整地面 口径 151　器高 42
底径 49 5Y6/2 灰オリーブ色 灰釉・砂目積み

427 116 97 岸窯系陶器 折縁皿 C SX1565 口径 132　器高 33
底径 55 2.5GY6/1 オリーブ灰色 灰釉

428 116 97 岸窯系陶器 折縁皿 C SX1565 整地面 口径 130　器高 35
底径 55 2.5YR4/8 赤褐色 灰釉

429 116 97 岸窯系陶器 大皿 C SX1565 口径 (259)　器高 68
底径 (122) 10YR3/4 暗褐色 鉄釉・灰釉流し掛け

430 116 97 肥前陶器 瓶 C SX1565 整地面 口径 53　器高 186
底径 (149) 10YR3/2 黒褐色 鉄釉・底面に粘土塊付着

内面に同心円状当て具痕

431 117 98 岸窯系陶器 擂鉢 C SX1565 整地面 口径 (264)　器高 95
底径 (116) 2.5YR4/1 赤灰色 口縁に灰釉・漆継ぎ

432 117 98 岸窯系陶器 擂鉢 C SX1565 整地面 口径 279　器高 138
底径 107 5Y5/3 灰オリーブ色 口縁に灰釉

底部指頭圧痕

433 117 98 岸窯系陶器 擂鉢 C SX1565 口径 290　器高 141
底径 101 5Y7/3 浅黄色 口縁に灰釉

底部指頭圧痕
434 118 98 陶器 擂鉢 C SX1565 整地面 口径 289　器高 (65) 2.5YR3/3 暗赤褐色 鉄釉
435 118 98 陶器 擂鉢 C SX1565 整地面 口径 (302)　器高 (56) 10YR3/2 暗赤褐色 鉄釉
436 118 98 陶器 擂鉢 C SX1565 整地面 器高 (116) 2.5Y3/2 暗赤褐色 鉄釉

437 119 99 肥前磁器 染付碗 C SX1565 整地面 口径 96　器高 50
底径 37 7.5GY8/1 明緑灰色 有田・裏銘渦福

438 119 99 肥前磁器 染付碗 C SX1565 整地面 口径 110　器高 64
底径 41 5GY7/1 明オリーブ灰色 裏銘「大明年製」崩し

439 119 99 肥前磁器 染付碗 C SX1565 整地面 口径 106　器高 62
底径 43 5GY7/1 明オリーブ灰色 裏銘「大明年製」

440 119 99 肥前磁器 染付碗 C SX1565 整地面 口径 (110)　器高 (45) 7.5GY8/1 明緑灰色
441 119 99 肥前磁器 染付碗 C SX1565 口径 (109)　器高 (47) 10GY8/1 明緑灰色

447 119 99 肥前磁器 染付小碗 C SD1519 口径 (84)　器高 50
底径 (34) 2.5GY8/1 灰白色

450 119 99 瀬戸美濃
陶器 志野菊皿 C SD1735 口径 (126)　器高 29

底径 66 5Y8/1 灰白色 長石釉

494 123 104 陶器 皿 A SK37 検出面 底径 (82)　器高 (25) 5Y6/2 灰オリーブ色 灰釉・蛇の目釉剝ぎ

495 123 104 陶器 火入 A SK37 検出面 底径 (53)　器高 (59) 内 7.5YR6/4 にぶい橙色
外 5Y6/6 オリーブ色 灰釉

496 123 104 肥前磁器 染付小碗 A SK37 検出面 口径 91　器高 51
底径 34 5GY8/1 灰白色

498 123 104 陶器 鉢 A SK39 口径 (139)　器高 76
底径 (92) 2.5Y2/1 黒色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

499 123 104 陶器 脚付秉燭 A SK39 底径 (51)　器高 (57) 10YR2/2 黒褐色 鉄釉

505 124 105 陶器 鉢 A SK42 口径 (198)　器高 97
底径 (94) 7.5Y8/1 灰白色 白土の上に透明釉

方形目跡
506 124 105 肥前磁器 染付小皿 A SK42 底径 43　器高 19 7.5GY8/1 明緑灰色 波佐見系・蛇の目釉剥ぎ

507 124 105 磁器 染付小坏 A SK42 口径 60　器高 43
底径 26 N8/0 灰白色 端反形

523 125 106 肥前系磁器 染付小碗 A SK423 口径 (78)　器高 58
底径 32 N8/0 灰白色 小丸形

524 125 106 陶器 片口 A SK434 口径 (167)　器高 102
底径 (76)

内 5Y7/3 浅黄色
外 2.5YR2/3 暗赤褐色

口縁外面に鉄釉
内面に灰釉

525 125 106 陶器 甕 A SK434 底径 (104)　器高 (102) 内 5YR4/6 赤褐色
外 10BG7/1 明青灰色

外面に海鼠釉
内面に鉄釉

526 125 106 磁器 染付小坏 A SK434 口径 70　器高 40
底径 26 N8/0 灰白色

533 126 107 陶器 擂鉢 A SK436 器高 (117) 10YR3/4 暗褐色 口縁に鉄釉

534 126 107 肥前磁器 染付小皿 A SK436 口径 (134)　器高 31
底径 (58) N8/0 灰白色

541 127 108 陶器 擂鉢 A SK456 枠内埋土 器高 (71) 5YR4/3 にぶい赤褐色 口縁に灰釉
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542 127 108 陶器 小鉢 A SK456 枠内埋土 器高 (41) 7.5Y7/3 浅黄色 灰釉

543 127 108 陶器 筒状 A SK456 底板上 口径 (140)
器高 (143) 2.5YR4/1 赤灰色 無釉

552 129 111 磁器 染付碗 B SK165 掘方埋土 口径 103　器高 54
底径 38 10Y8/1 灰白色 在地・端反形・見込千鳥

553 129 111 磁器 染付碗 B SK165 掘方埋土 口径 106　器高 55
底径 37 N8/0 灰白色 在地・端反形・見込千鳥

554 129 111 磁器 染付小猪口 B SK165 掘方埋土 口径 47　器高 53
底径 29 10Y8/1 灰白色 在地

555 129 111 肥前磁器 染付輪花深皿 B SK165 口径 (149)　器高 48
底径 90 5GY8/1 灰白色 型押し成形

蛇の目凹形高台
556 129 111 磁器 染付瓶 B SK165 掘方埋土 底径 (76)　器高 (177) 5GY8/1 灰白色 在地か・燗徳利

557 129 111 肥前陶器 碗 B SK362 底径 (46)　器高 (22) 5Y6/2 灰オリーブ色 福岡か・灰釉
胎土目積み

558 129 111 岸窯系陶器 擂鉢 C SK1572 口径 (270)　器高 (86) 5YR2/1 黒褐色 口縁灰釉

559 129 111 岸窯系陶器 擂鉢 C SK1572 底径 (137)　器高 (119) 5YR4/1 褐灰色 鉄釉
籾ダンゴ剝離痕

560 129 111 陶器 擂鉢 C SK1749 器高 (77) 10Y3/2 黒褐色 鉄釉
籾ダンゴ剝離痕

566 130 112 青磁 小鉢 C SP1649 柱抜取穴 器高 (38) 7.5GY6/1 緑灰色 龍泉窯・内面煤付着

567 130     112 青磁 水盤 C SP1649 掘方埋土 底径 (60)　器高 (29) 10Y6/2 オリーブ灰色 龍泉窯・内面煤付着

568 130 112 瀬戸美濃
陶器 天目碗 C SP1881 口径 (110)　器高 59

底径 35 10YR1.7/1 黒色 鉄釉・露胎部漆塗り
漆継ぎ

569 130 112 瀬戸美濃
陶器 志野菊皿 B SN337 器高 (11.5)　底径 (63.0) 内 10YR8/4 浅黄橙色

外 5Y8/1 灰白色 長石釉

570 131  113 陶器 丸碗 A SD4 口径 81　器高 57
底径 31 5Y7/3 浅黄色 大堀相馬・灰釉

銅緑釉流し掛け

571 131 113 陶器 鉄絵手塩皿 A SD4 口径 96　器高 22
底径 55 2.5Y7/2 灰黄色 会津本郷 ( 砕石手 )・灰釉

572 131 113 陶器 手塩皿 A SD4 口径 (100)　器高 27
底径 (42) 2.5Y7/1 灰白色 灰釉

573 131 113 陶器 輪花鉢 A SD4 口径 (152)　器高 72
底径 (66)

内 5Y7/2 灰白色
外 10YR4/4 褐色

相馬系か・外面鉄釉
内面灰釉

574 131 113 陶器 鉢 A SD4 口径 (140)　器高 84
底径 (76) 10YR4/4 褐色 成島・鉄釉・窯印

口唇部釉剝ぎ

575 131 113 陶器 鉢 A SD4 口径 (174)　器高 83
底径 (96) 10YR2/1 黒色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

576 131 113 陶器 片口 A SD4 口径 (179)　器高 (93) 2.5Y3/1 黒褐色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

577 131 113 陶器 鉢 A SD4 口径 (272)　器高 (121) 5Y7/1 灰白色 灰釉・口縁外面に銅緑釉
流し掛け

578 131 114 陶器 擂鉢 A SD4 口径 (289)　器高 153
底径 (114) 2.5YR3/3 暗赤褐色 鉄釉・底部指頭圧痕

579 131 114 陶器 壺 A SD4 検出面 口径 (94)　器高 171
底径 80 5YR1.7/1 黒色 鉄釉・口唇部釉剝ぎ

580 132 114 岸窯系陶器 甕 A SD4 口径 (229)　器高 228
底径 193 7.5Y2/2 オリーブ黒色 灰釉・5 脚の窯道具によ

る重ね焼き

581 132 115 肥前磁器 染付小碗 A SD4 口径 (95)　器高 51
底径 40 7.5GY8/1 明緑灰色 裏銘渦福

582 132 115 肥前磁器 染付小碗 A SD4 口径 79　器高 44
底径 31 5Y6/1 灰色 見込に染付文字

「永葉山」か「木原山」か

583 132 115 肥前磁器 染付小碗 A SD4 口径 91　器高 53
底径 36 5GY8/1 灰白色 波佐見系・くらわんか手

裏銘「大明年製」崩し

584 132 115 肥前磁器 染付小碗 A SD4 口径 95　器高 49
底径 33 7.5GY8/1 明緑灰色 波佐見系・くらわんか手

裏銘「大明年製」崩し

585 133 115 肥前系磁器 染付碗 A SD4 口径 113　器高 53
底径 (40) 7.5GY8/1 明緑灰色 端反形・重ね焼き

586 133 115 肥前磁器 染付小碗 A SD4 口径 (89)　器高 47
底径 (28) 7.5GY8/1 明緑灰色 小広東形・見込昆虫

漆継ぎ
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

587 133 115 肥前系磁器 染付小碗 A SD4 口径 (69)　器高 57
底径 33 5GY8/1 灰白色 深小丸形

588 133 115 磁器 染付小碗 A SD4 口径 67　器高 60
底径 34 5GY8/1 灰白色 在地・深小丸形

589 133 115 肥前磁器 染付小坏 A SD4 口径 73　器高 35
底径 25 5GY8/1 灰白色

590 133 115 肥前系磁器 染付小坏 A SD4 口径 71　器高 43
底径 30 5GY8/1 灰白色

591 133 115 瀬戸美濃
磁器 染付小坏 A SD4 口径 74　器高 37

底径 32 7.5GY8/1 明緑灰色 見込不明文

592 133 115 肥前磁器 染付小猪口 A SD4 口径 63　器高 44
底径 36 5GY8/1 灰白色

593 133 116 肥前磁器 染付小皿 A SD4 口径 124　器高 38
底径 40 7.5GY8/1 明緑灰色 波佐見系・蛇の目釉剝ぎ

漆継ぎ

594 133 116 肥前磁器 白磁小皿 A SD4 口径 97　器高 27
底径 39 7.5GY8/1 明緑灰色 波佐見系・蛇の目釉剝ぎ

高台無釉

595 133 116 肥前磁器 染付手塩皿 A SD4 口径 (97)　器高 27
底径 (59) 2.5GY8/1 灰白色 651 と類似・焼成不良

漆継ぎ

596 133 116 肥前系磁器 染付手塩皿 A SD4 口径 (92)　器高 21
底径 (55) 5GY8/1 灰白色 蛇の目凹形高台

597 133 116 肥前系磁器 染付手塩皿 A SD4 検出面 口径 (91)　器高 20
底径 63 7.5GY8/1 明緑灰色 蛇の目凹形高台

598 133 116 肥前系磁器 染付角皿 A SD4 口径 (186)　器高 31
底径 132 5GY8/1 灰白色 高台内にハリ支え（1 点）

634 137 120 土師質土器 ロクロ
かわらけ C SD1001 下層 口径 (109)　器高 25

底径 71 5YR7/4 にぶい橙色 灯明皿

635 137 120 土師質土器 ロクロ
かわらけ C SD1001 下層 口径 (110)　器高 25

底径 65 7.5YR8/3 浅黄橙色 灯明皿

636 137 120 土師質土器 ロクロ
かわらけ C SD1001 下層 口径 (110)　器高 25 

底径 63 5YR7/8 橙色 灯明皿

637 137 120 土師質土器 ロクロ
かわらけ C SD1001 下層 口径 (96)　器高 21

底径 58 7.5YR8/3 浅黄橙色

639 138 121 肥前陶器 小皿 C SD1501 器高 (23) 10YR7/3 にぶい黄橙色 灰釉・砂目積み

640 138 121 陶器 擂鉢 C SD1501 底面 口径 (272)　器高 128
底径 98 5YR4/2 灰褐色 鉄釉

外面に籾ダンゴ剝離痕

641 138 121 陶器 擂鉢 C SD1501 底面 口径 (294)　器高 (108) 5YR4/2 灰褐色 鉄釉

642 138 121 青花 小皿 C SD1501 口径 (118)　器高 35
底径 (64) 7.5GY8/1 明緑灰色 景徳鎮

643 138 121 肥前磁器 染付小碗 C SD1501 底径 (40)　器高 (47) 10GY8/1 明緑灰色

646 138 122 肥前陶器 小皿 C SD1732 口径 (101)　器高 29
底径 (45) 5Y5/3 灰オリーブ色 灰釉・胎土目積み

灯明皿
647 138 122 陶器 擂鉢 C SD1732 器高 (54) 10Y5/1 灰色 須恵器系
648 138 122 陶器 擂鉢 C SD1732 器高 (67) 7.5YR4/1 褐灰色 鉄釉

649 139 122 陶器 染付鉢 A SD10 口径 172　器高 70
底径 78 10YR8/2 灰白色 平清水か・陶胎染付

方形目跡

650 139     122 肥前磁器 染付輪花小皿 A SD10 口径 118　器高 25
底径 72 5GY8/1 灰白色 有田か・見込五弁花

漆継ぎ

651 139 122 肥前磁器 染付手塩皿 A SD10 口径 95　器高 29
底径 54 10Y7/1 灰白色 595 と類似・灯明皿

漆継ぎ

653 139 123 陶器 小猪口 A SD403 口径 (55)　器高 26
底径 (24) 2.5Y7/2 灰黄色 大堀相馬か・灰釉

654 139 123 陶器 鉄絵小皿 A SD403 口径 114　器高 29
底径 48 2.5Y6/2 灰黄色 灰釉

655 139 123 陶器 灰落し A SD403 口径 (51)　器高 58
底径 (50) 5Y7/1 灰白色 灰釉

656 139 123 成島系陶器 擂鉢 A SD403 器高 (82) 7.5YR3/3 暗褐色 鉄釉・口縁に灰釉

657 139 123 陶器 甕 A SD403 口径 (163)　器高 192
底径 144 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色 鉄釉

658 139 123 磁器 染付小碗 A SD403 口径 (72)　器高 (37) 2.5Y8/2 灰白色 在地・深小丸形
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種 区 遺構・グリッド 計測値 色調 備考

659 139 123 磁器 染付手塩皿 A SD403 口径 92　器高 20
底径 48 7.5Y8/1 灰白色 在地・397 と類似

663 140 124 陶器 土瓶 A SD413 底径 (70)　器高 (20) 5Y8/2 灰白色 内面灰釉・底面に墨書
外面煤付着

664 140 124 青花 小坏 A SD413 口径 (85)　器高 (29)
底径 (32) 10BG7/1 明青灰色 漳州

665 140 124 肥前磁器 染付碗 A SD413 口径 (101)　器高 (56)
底径 (39) 2.5GY8/1 灰白色 裏銘「大明年製」崩し

漆継ぎ

666 140 124 磁器 小碗 A SD413 口径 (82)　器高 49
底径 (27) N8/0 灰白色 統制陶器・型紙摺絵

669 140 124 陶器 急須 A SD416 口径 (75)　器高 (60) 2.5YR3/2 暗赤褐色
670 140 124 瓦質土器 擂鉢 A SD441 器高 (101) N1.5/0 黒色
677 141 126 陶器 擂鉢 B SD105 底径 (135)　器高 (85) 5YR4/3 にぶい赤褐色 鉄釉・高台付き

678 141 126 陶器 植木鉢 B SD105 口径 110　器高 96
底径 78 5B3/1 暗青灰色 海鼠釉

679 141 126 磁器 小皿 B SD105 口径 (128)　器高 27 
底径 (72) N8/0 灰白色 銅板転写

681 141 126 陶器 擂鉢 B SD115 器高 (65) 7.5YR4/1 褐灰色 錆釉
682 141 126 陶器 匣鉢か B SD115 器高 (116) 10YR6/2 灰黄褐色 信楽か・無釉
683 141 127 陶器 壺 B SD120 検出面 口径 (142)　器高 (42) 10YR2/3 黒褐色 鉄釉
684 141 127 陶器 茶入 B SD120 検出面 底径 44　器高 (24) 10YR7/2 にぶい黄橙色 灰釉
687 142 127 肥前磁器 染付小碗 C SD1004 底径 (38)　器高 (23) 5GY8/1 灰白色
688 142 127 成島系陶器 鉄絵皿 C SD1015 底径 (90)　器高 (24) 2.5Y7/2 灰黄色 灰釉
689 142 127 肥前磁器 染付皿 C SD1016 底径 (56)　器高 (27) 7.5GY8/1 明緑灰色

690 142 127 岸窯系陶器 香炉 C SD1131 器高 (41) 内 2.5Y6/4 にぶい黄色
外 2.5YR4/6 赤褐色 灰釉

692 142 127 岸窯系陶器 擂鉢 D SD1151 底径 (112)　器高 (60) 7.5YR4/3 褐色 鉄釉・底部指頭圧痕

693 142 127 磁器 小皿 D SD1151 口径 (124)　器高 23
底径 (68) 5Y7/1 灰白色 銅板転写

695 142 128 瓦質土器 盤 C SD2128 器高 (84) 5YR1.7/1 黒色 底面に足部剥落痕

698 143 128 肥前陶器 呉器手碗 C SD2130 底面 口径 107　器高 79
底径 48 2.5Y7/4 に浅黄色 灰釉 ( 玉子手 )・漆継ぎ

699 143 128 岸窯系陶器 擂鉢 C SD2130 器高 (90) 5Y5/3 灰オリーブ色 口縁に灰釉

701 143 129 陶器 擂鉢 C SG1105 口径 132　器高 63
底径 48 5YR3/3 暗赤褐色 鉄釉・高台付き

702 143 129 磁器 染付碗 C SG1105 口径 109　器高 58
底径 47 10GY8/1 明緑灰色 在地・端反形

703 143 129 肥前磁器 小皿 C SG1105 底径 44　器高 (18) 7.5GY8/1 明緑灰色 波佐見系・蛇の目釉剝ぎ

704 143 129 磁器 手塩皿 C SG1105 口径 (111)　器高 23
底径 58 10GY8/1 明緑灰色 銅板転写

705 143 129 磁器 瓶 C SG1105 底径 (62)　器高 (169) N8/0 灰白色 銅板転写・燗徳利

708 143 129 肥前磁器 染付手塩皿 A SX424 口径 (95)　器高 27
底径 (46) 7.5Y8/1 灰白色 漆継ぎ

710 143 130 土師質土器 ロクロ
かわらけ C SX1532 口径 (110)　器高 25

底径 72 10YR8/2 灰白色 灯明皿

711 144 130 肥前陶器 碗 B 848780 底径 (51)　器高 (28) 2.5Y4/1 黄灰色 鉄釉・天目の可能性
712 144 130 岸窯系陶器 擂鉢 B 852780 器高 (45) 5Y7/3 浅黄色 口縁に灰釉
713 144 130 青磁 小皿 B 856772 器高 (18) 5Y6/2 灰オリーブ色 龍泉窯
714 144 130 肥前磁器 染付筒形碗 C 852720 検出面 底径 57　器高 (26) 5GY8/1 灰白色
715 144 130 瓦質土器 火鉢 C 表土 器高 (116) 5YR2/1 黒褐色
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番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
2 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP198) 残存長 233　幅 57　厚さ 32 RW193，クリ（割れ）

3 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP199) 残存長 283　幅 95　厚さ 79 RW194
マツ属複維管束亜属（芯持丸木）

4 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP200) 残存長 447　幅 144　厚さ 82 RW195，クリ（芯去削出）
5 と同一個体か

5 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP200) 残存長 481　残存幅 51　残存厚さ 32 RW196，クリ（割れ）
4 と同一個体か

6 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP201) 残存長 569　幅 110　厚さ 82 RW197，クリ（芯去削出）
7 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP202) 残存長 250　幅 83　厚さ 33 RW198，クリ（割れ）
8 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP203) 残存長 248　幅 84　厚さ 45 RW199，クリ（芯去削出）
9 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP206) 残存長 398　幅 130　厚さ 74 RW200，クリ（芯去削出）

10 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP227) 残存長 330　幅 92　厚さ 59 RW201，クリ（芯去削出）
11 81 51 木製部材 柱根 B SB195(EP344) 残存長 358　幅 97　厚さ 58 RW235，クリ（芯去削出）

16 82 52 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) A SE33 残存長 192　幅 152　厚さ 22 RW72，スギ（柾目），西面
下端Ｖ字

17 82 52 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) A SE33 残存長 280　幅 196　厚さ 22 RW73，スギ（柾目），西面
18 82 52 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) A SE33 残存長 174　幅 168　厚さ 26 RW74，スギ（板目），北面

19 82 52 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) A SE33 残存長 467　幅 198　厚さ 54
穿孔径 62 × 47 RW76，スギ（柾目），東面，転用材

20 82 52 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) A SE33 残存長 155　幅 152　厚さ 19 RW75，スギ（柾目），北壁面沿い
29 83 53 木製品 曲物底板 B SE104 掘方埋土 推定直径 370　厚さ 8 RW64・ 65，スギ（板目）
30 83 54 木製部材 井戸枠 ( 横板 ) B SE104 残存長 646　残存幅 211　厚さ 41 RW264，スギ（板目），相欠き仕口
31 83 54 木製部材 井戸枠 ( 横板 ) B SE104 残存長 374　幅 230　厚さ 32 RW69，スギ（板目），相欠き仕口

32 84 54 木製部材 井戸横桟 B SE104 長さ 709　幅 213　厚さ 34
ホゾ幅 73（片側不明） RW262，スギ（板目），目違いホゾ

33 84 54 木製部材 井戸横桟 B SE104 長さ 709　幅 154　厚さ 46
ホゾ幅 69・79 RW269，スギ（板目），目違いホゾ

34 84 54 木製部材 井戸横桟 B SE104 長さ 640　幅 126　厚さ 33
ホゾ幅 62・67 RW268，スギ（板目），目違いホゾ

35 84 54 木製部材 井戸横桟 B SE104 長さ 635　幅 138　厚さ 34
ホゾ幅 72・78 RW263，スギ（板目），目違いホゾ

36 84 54 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 727　幅 214　厚さ 26 RW261，スギ（板目），西面外側
下端 V 字

37 84 54 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 658　幅 137　厚さ 22 RW256，スギ（板目），東面外側
38 84 54 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 574　幅 96　厚さ 11 RW254，スギ（板目），東面外側
39 84 54 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 551　幅 79　厚さ 14 RW259，スギ（板目）
40 85 55 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1956　幅 176　厚さ 31 東面内側，下端片刃状
41 85 55 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1740　幅 184　厚さ 33 東面内側
42 85 55 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1781　幅 123　厚さ 19 東面外側
43 85 55 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1601　幅 155　厚さ 20 東面外側
44 85 56 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1556　幅 174　厚さ 18 東面外側，下端 V 字
45 86 56 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1335　幅 205　厚さ 24 南面内側
46 86 56 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1299　幅 185　厚 35 南面内側
47 86 57 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1365　幅 215　厚さ 31 南面内側
48 86 57 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1754　幅 148　厚さ 12 南面外側，下端片刃状
49 86 57 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 2154　幅 140　厚さ 18 南面外側
50 87 58 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1513　幅 271　厚さ 32 北面内側
51 87 58 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1524　幅 244　厚さ 37 北面内側
52 87 58 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1438　幅 104　厚さ 11 北面外側
53 87 59 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1295　幅 135　厚さ 21 北面外側
54 88 59 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1481　幅 283　厚さ 45 西面内側
55 88 59 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1423　幅 230　厚さ 34 RW265，スギ（板目），西面
56 88 60 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1191　幅 170　厚さ 21
57 88 60 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1324　幅 109　厚さ 22 RW267，スギ（板目）
58 88 60 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1396　幅 106　厚さ 13 RW270，スギ（板目）
59 89 60 木製部材 井戸枠 ( 縦板 ) B SE104 残存長 1077　幅 74　厚さ 15 RW253，スギ（板目），東面外側
60 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 518　幅 186　厚さ 29 RW271，スギ（板目）
61 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 317　幅 164　厚さ 16 RW71，スギ（板目）
62 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 304　幅 119　厚さ 25 RW70，スギ（板目）
63 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 273　幅 69　厚さ 19 RW68，スギ（板目）
64 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 258　幅 65　厚さ 16 RW67，スギ（板目）
65 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 185　幅 56　厚さ 14 RW66，スギ（板目）
66 89 60 木製部材 井戸部材 B SE104 残存長 680　幅 60　厚さ 24 RW260，スギ（板目）

※計測値の単位はミリメートル、重量はグラムである。

表 3　土製品・木製品・木製部材・石製品・金属製品観察表

Ⅲ　調査成果
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番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
202 97 74 土製品 風字硯 A SK434 残存長 76　残存幅 66　厚さ 22 RP22

203 97 74 石器 石匙 A SK427 底面 残存長 68　幅 27　厚さ 10　摘み幅 19
重量 17.84 RQ29，玉髄

207 98 75 木製部材 礎板 B SB243(EP250) 長さ 171　幅 172　厚さ 78 RW204，ハンノキ属（みかん割り）

208 98 75 木製部材 礎板 B SB243(EP252) 長さ 186　幅 225　厚さ 122 RW207，ハンノキ属ハンノキ亜属
（みかん割り）

209 98 75 木製部材 礎板 B SB243(EP280) 長さ 337　幅 124　厚さ 35 RW209
ハンノキ属ハンノキ亜属（柾目）

210 98 75 木製部材 礎板 B SB243(EP280) 長さ 501　幅 178　厚さ 36 RW213
ハンノキ属ハンノキ亜属（柾目）

211 98 76 木製部材 礎板 B SB243(EP281) 長さ 472　幅 303　厚さ 56 RW214，ハンノキ属ハンノキ亜属
（みかん割り）

212 99 76 木製部材 礎板 B SB243(EP284) 長さ 391　幅 156　厚さ 66 RW217
ハンノキ属ハンノキ亜属（半割）

213 99 76 木製部材 礎板 B SB243(EP284) 長さ 544　幅 111　厚さ 62 RW216，ブナ属（半割）
214 99 76 木製部材 礎板 B SB243(EP284) 長さ 397　幅 54　厚さ 14 RW219，ブナ属（芯去削出）

215 99 76 木製部材 礎板 B SB243(EP284) 長さ 395　幅 173　厚さ 99 RW218
ハンノキ属ハンノキ亜属（追柾目）

216 100 76 木製部材 礎板 B SB243(EP289) 長さ 804　幅 246　厚さ 115 RW273，ブナ属（半割），転用材
217 100 77 木製部材 枕木 B SB243(EP291) 長さ 452　幅 98　厚さ 52 RW225，クリ（半割）

218 100 77 木製部材 枕木 B SB243(EP291) 長さ 605　幅 122　厚さ 59 RW275，カラマツ属（半割）
転用材

219 101 77 木製部材 枕木 B SB243(EP290) 長さ 465　幅 122　厚さ 57 RW222，クリ（半割）
220 101 77 木製部材 礎板 B SB243(EP290) 長さ 151　幅 105　厚さ 65 RW221

221 101 77 木製部材 枕木 B SB243(EP290) 長さ 551　幅 129　厚さ 63 RW223
ハンノキ属ハンノキ亜属（半割）

222 101 77 木製部材 枕木 B SB243(EP290) 長さ 703　幅 134　厚さ 63 RW274
ハンノキ属ハンノキ亜属（半割）

223 101 77 木製部材 枕木 B SB243(EP290) 長さ 427　幅 100　厚さ 55 RW224，ブナ属（芯持丸木）
224 102 78 木製部材 礎板 B SB243(EP292) 長さ 493　幅 179　厚さ 86 RW227，クリ（半割），転用材
225 102 78 木製部材 礎板 B SB243(EP292) 長さ 492　幅 176　厚さ 81 RW228，クリ（半割），転用材

226 102 78 木製部材 礎板 B SB243(EP292) 長さ 335　幅 183　厚さ 80
ホゾ穴 47 × 48 RW226，クリ（半割），転用材

228 103 79 木製部材 礎板 B SB308(EP307) 長さ 233　幅 90　厚さ 35 RW232
ハンノキ属ハンノキ亜属（板目）

229 103 79 木製部材 礎板 B SB308(EP307) 長さ 216　幅 118　厚さ 38 RW233
ハンノキ属ハンノキ亜属（板目）

230 103 79 木製部材 礎板 B SB308(EP307) 長さ 302　幅 168　厚さ 48 RW234
ハンノキ属ハンノキ亜属（板目）

232 103 79 木製部材 柱根 C SB2904(EP1890) 残存長 509　幅 299　厚さ 270 RW481，クリ（芯持丸木）
261 105 83 土製品 土師質火鉢 A ST16 残存長 129　残存幅 60　残存高 31 RP265

262 105 83 石製品 石鉢 A ST16 残存高 78　残存幅 106　厚さ 31
重量 346.59 RQ647，内面煤付着

263 105 83 銅製品 煙管（吸口） A ST16 残存長 31　羅宇口直径 11　吸口直径 5
重量 2.24 RM1190，真鍮

264 106 83 木製品 砧 A ST16 残存長 355　幅 55　柄幅 35 RW8，クリ（芯持丸木）
273 106 85 土製品 五徳状 A ST36 残存高 116　残存幅 116　厚さ 21 RP269，内面煤付着
274 106 85 石製品 朱書き礫石 A ST36 長さ 204　幅 145　厚さ 96　重量 43 RQ654，「八幡神」ほか朱文字
275 106 85 鉄製品 釘 A ST36 残存長 57　幅 6　厚さ 4　重量 10.70 RM1191
279 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 11　幅 7　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
280 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 11　幅 7　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
281 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 10　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
282 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 10　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
283 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 6 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
284 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
285 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 6 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
286 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 6 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
287 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 5　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
288 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 5　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
289 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 14　幅 5　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
290 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
291 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
292 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
293 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
294 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 5　厚さ 3 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
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番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
295 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
296 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
297 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 7　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
298 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
299 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
300 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
301 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
302 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
303 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
304 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
305 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
306 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
307 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
308 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 11　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
309 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 11　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
310 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 6　厚さ 5 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
311 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
312 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 7　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
313 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 5　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
314 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 13　幅 5　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
315 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 5　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
316 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 12　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
317 107 86 木製品 数珠 C SH1125 長さ 11　幅 6　厚さ 4 RW345，ヤナギ属（芯持丸木）
318 107 86 木製品 串 C SH1125 長さ 135　幅 5　厚さ 5 RW346，ニシキギ属（芯持丸木）
319 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 24.3　穿径 5.5　厚さ 1.2　重量 3.14 RM1118，古寛永，付着銭
320 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 23.8　穿径 5.5　厚さ 1.1　重量 2.88 RM1118，古寛永，付着銭
321 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 24.8　穿径 5.8　厚さ 1.3　重量 3.70 RM1118，文　銭，付着銭
322 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 24.2　穿径 6.5　厚さ 1.2　重量 2.71 RM1118，新寛永，付着銭
323 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 24.9　穿径 5.9　厚さ 1.2　重量 3.73 RM1118，新寛永，付着銭
324 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1125 外径 23.8　穿径 6.1　厚さ 1.1　重量 2.64 RM1118，新寛永，付着銭
325 107 86 銅製品 煙管（火皿） C SH1126 火皿径 16　火皿高 9　重量 1.25 RM1138，真鍮
326 107 86 銅製品 煙管（雁首） C SH1126 残存長 46　羅宇口直径 11　重量 5.66 RM1141，真鍮

327 107 86 銅製品 煙管（吸口） C SH1126 全長 53　羅宇口直径 11　吸口直径 5
重量 3.95 RM1142，真鍮

328 107 86 銅製品 煙管 ( 吸口 ) C SH1126 蓋板上 残存長 24　羅宇口直径 6　重量 0.73 RM1144，純銅
329 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 22.0　穿径 6.1　厚さ 0.8　重量 1.58 RM1139，新寛永，付着銭
330 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 23.0　穿径 6.1　厚さ 1.3　重量 3.15 RM1139，新寛永，付着銭
331 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 25.1　穿径 5.9　厚さ 1.3　重量 2.99 RM1139，文　銭，付着銭
332 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 20.9　穿径 6.4　厚さ 1.0　重量 1.72 RM1139，新寛永，付着銭
333 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 21.3　穿径 6.4　厚さ 0.9　重量 1.87 RM1139，新寛永，付着銭
334 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 外径 22.9　穿径 5.7　厚さ 1.2　重量 1.76 RM1140，新寛永
335 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 蓋板上 外径 23.2　穿径 6.1　厚さ 0.9　重量 1.69 RM1143，新寛永
336 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 蓋板上 外径 23.3　穿径 6.0　厚さ 1.4　重量 2.75 RM1143，新寛永
337 107 86 銭貨 寛永通寳 C SH1126 蓋板上 外径 25.4　穿径 6.0　厚さ 1.6　重量 1.46 RM1137，新寛永？
338 107 86 銭貨 不明 C SH1126 蓋板上 外径 23.3　厚さ 2.4　 重量 0.77 RM1136，付着銭（2 枚）
339 108 87 木製部材 蓋板 ( 北側 ) C SH1125 残存長 199　残存幅 429　厚さ 9 RW356
340 108 87 木製部材 蓋板 ( 南側 ) C SH1125 残存長 460　残存幅 348　厚さ 7 RW352，マツ属複維管束亜属（柾目）
341 108 87 木製部材 北側板 C SH1125 残存高 106　残存幅 236　厚さ 6 RW365
342 108 87 木製部材 北側板 C SH1125 残存高 200　幅 606　厚さ 8 RW366 ～ 368

343 108 87 木製部材 南側板 C SH1125 残存高 350　幅 442　厚さ 10 RW363・364
マツ属複維管束亜属（柾目）

344 109 88 木製部材 西側板 C SH1125 長さ 718　残存高 229　厚さ 9 RW369 ～ 371
345 109 88 木製部材 東側板（上部） C SH1125 残存長 628　残存高 178　厚さ 7 RW353 ～ 355
346 109 88 木製部材 東側板（下部） C SH1125 長さ 700　残存高 294　厚さ 8 RW359

347 110 89 木製部材 底板 C SH1125 北：長さ 200　幅 437　厚さ 11
南：長さ 469　幅 431　厚さ 7

RW374・375，2 箇所に墨痕
マツ属複維管束亜属（柾目）

348 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 620　幅 27　厚さ 8 RW379
349 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 長さ 647　幅 27　厚さ 8 RW362，マツ属複維管束亜属（柾目）
350 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 331　幅 27　厚さ 7 RW348
351 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 301　幅 28　厚さ 7 RW350・351
352 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 長さ 650　幅 23　厚さ 8 RW378
353 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 632　幅 22　厚さ 6 RW381
354 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 長さ 457　幅 27　厚さ 9 RW376

355 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 長さ 457　幅 30　厚さ 11 RW377
マツ属複維管束亜属（追柾目）
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番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
356 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 415　幅 31　厚さ 9 RW380
357 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 361　幅 30　厚さ 8 RW347
358 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 418　幅 30　厚さ 9 RW358・360
359 111 90 木製部材 補強材 C SH1125 残存長 52　幅 28　厚さ 8 RW382
377 112 92 石製品 砥石 A SX419 長さ 112　幅 41　厚さ 36　重量 266.28 RQ663
378 112 92 石製品 砥石 A SX419 長さ 115　幅 36　厚さ 27　重量 101.49 RQ663
379 112 92 銭貨 寛永通寳 A SX419 外径 22.8　穿径 6.4　厚さ 0.7　重量 1.30 RM1202，新寛永
382 113 93 木製品 柄杓 ( 身部 ) A SD408 直径 85　高さ 20 RW86，ブナ属（横木取り）
383 113 93 銭貨 寛永通寳 A SD408 外径 23.3　穿径 6.0　厚さ 1.4　重量 2.75 RM1199，新寛永
407 114 95 石製品 砥石 C SX1522 長さ 84　幅 29　厚さ 11　重量 41.52 RQ1076
408 114 95 石製品 砥石 C SX1522 長さ 92　幅 54　厚さ 17　重量 104.37 RQ1077
409 114 95 石製品 砥石 C SX1522 長さ 167　幅 50　厚さ 42　重量 608.85 RQ1077
410 114 95 銅製品 匙 C SX1522 長さ 143　匙幅 24　厚さ 2　重量 5.16 RM1123，真鍮
422 115 96 銅製品 小柄 C SD1502 長さ 51　幅 14　厚さ 6　重量 11.42 RM1124，純銅，文様あり
423 115 96 銭貨 元豊通寳 C SD1502 外径 23.6　穿径 6.4　厚さ 1.1　重量 1.82 RM1121，行書，1078 年初鋳
442 119 99 木製品 円板状 C SX1565 推定直径 90　厚さ 5　 RW435，スギ（柾目）
443 119 99 石製品 砥石 C SX1565 長さ 128　幅 31　厚さ 26　重量 108.91 RQ1083
444 119 99 石製品 砥石 C SX1565 長さ 88　幅 45　厚さ 37　重量 100.26 RQ1078
445 119 99 石製品 砥石 C SX1565 長さ 53　幅 37　厚さ 18　重量 67.22 RQ1081
446 119 99 石製品 砥石 C SX1565 長さ 51　幅 34　厚さ 8　重量 26.82 RQ1079
448 119 99 木製品 円板状 C SD1519 直径 62　厚さ 5 RW432，マツ属複維管束亜属（柾目）
449 119 99 銭貨 不明 C SD1519 厚さ 1.0　重量 0.93 RM1122，2/3 欠損
451 119 99 石製品 砥石 C SD1735 長さ 123　幅 62　厚さ 32　重量 321.90 RQ1085
452 119 99 銭貨 永樂通寳 C SD1735 外径 24.8　穿径 5.5　厚さ 1.5　重量 3.19 RM1125，1408 年初鋳
453 120 100 銅製品 小柄 C SX1565 長さ 31　幅 13　重量 3.17 RM1157，鉛を含む青銅
454 120 100 銅製品 留め金 C SX1565 長さ 23　幅 19　厚さ 1　重量 2.21 RM1163，純銅
455 120 100 銅製品 杓子 C SX1565 長さ 49　幅 28　柄幅 8　重量 4.36 RM1163，純銅
456 120 100 銅製品 杓子 ( 柄部 ) C SX1565 覆土 長さ 139　幅 7　重量 6.74 RM1152，真鍮
457 120 100 銅製品 杓子 ( 柄部 ) C SX1565 長さ 136　幅 5　重量 4.83 RM1157，真鍮
458 120 100 銅製品 毛抜き C SX1565 長さ 77　幅 5 ～ 11　重量 3.90 RM1157，真鍮
459 120 100 銅製品 煙管（火皿） C SX1565 火皿径 16　火皿高 11　重量 2.16 RM1150，真鍮
460 120 100 銅製品 煙管（雁首） C SX1565 整地面 残存長 27　羅宇口直径 6　重量 1.41 RM1149，真鍮

461 120 100 銅製品 煙管（雁首） C SX1565 整地面 残存長 27　羅宇口直径 11　羅宇長 55
重量 3.58

RM1150，真鍮，肩付
羅宇に漆膜残存

462 120 100 銅製品 煙管（雁首） C SX1565 整地面 残存長 28　羅宇口直径 11　羅宇長 27
重量 3.22 RM1151，真鍮，肩付

463 120 100 銅製品 煙管（吸口） C SX1565 全長 43　羅宇口直径 10　吸口直径 4
重量 3.29 RM1158，真鍮

464 120 100 銅製品 煙管（吸口） C SX1565 残存長 34　羅宇口直径 8　吸口直径 4
重量 2.00 RM1159，真鍮，肩付

465 120 100 銅製品 煙管（吸口） C SX1565 残存長 26　羅宇口直径 5　吸口直径 3
重量 0.64 RM1160，真鍮

466 120 101 銅製品 雁首銭 C SX1565 直径 22　重量 1.30 RM1156
467 120 101 銅製品 雁首銭 C SX1565 整地面 直径 22 × 17　重量 2.30 RM1154，真鍮
468 120 101 銅製品 雁首銭 C SX1565 整地面 直径 21 × 16　重量 1.39 RM1153，真鍮
469 120 101 銅製品 円盤状 C SX1565 整地面 直径 27 × 28　重量 2.44 RM1148，純銅，銭貨片付着
470 121 101 銭貨 元祐通寳 C SX1565 整地面 外径 23.7　穿径 6.6　厚さ 1.3　重量 2.85 RM1146，篆書，1086 年初鋳
471 121 101 銭貨 紹聖元寳 C SX1565 外径 23.0　穿径 6.1　厚さ 1.2　重量 2.49 RM1162，篆書，1094 年初鋳
472 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.9　穿径 6.4　厚さ 1.0　重量 2.31 RM1163，古寛永
473 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.4　穿径 5.4　厚さ 1.2　重量 2.70 RM1163，古寛永
474 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.9　穿径 5.6　厚さ 1.4　重量 3.42 RM1156，古寛永
475 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.2　穿径 5.9　厚さ 1.2　重量 2.25 RM1163，古寛永
476 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 整地面 外径 24.7　穿径 6.1　厚さ 1.0　重量 1.86 RM1155，古寛永
477 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.4　穿径 5.5　厚さ 1.2　重量 2.88 RM1163，古寛永
478 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 24.7　穿径 5.5　厚さ 1.2　重量 2.13 RM1161，古寛永
479 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 25.2　穿径 5.8　厚さ 1.4　重量 3.83 RM1164，文　銭
480 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 25.1　穿径 5.8　厚さ 1.5　重量 3.85 RM1163，文　銭
481 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 25.0　穿径 6.1　厚さ 1.2　重量 3.03 RM1163，文　銭
482 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 25.2　穿径 5.6　厚さ 1.3　重量 3.07 RM1164，文　銭
483 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 25.1　穿径 5.5　厚さ 1.5　重量 3.68 RM1163，文　銭
484 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 整地面 外径 24.8　穿径 5.7　厚さ 1.3　重量 3.34 RM1145，文　銭
485 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 整地面 外径 25.4　穿径 5.7　厚さ 1.4　重量 3.46 RM1147，新寛永
486 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 外径 22.8　穿径 6.6　厚さ 1.0　重量 2.00 RM1163，古寛永？
487 121 101 銭貨 寛永通寳 C SX1565 厚さ 1.1　重量 0.76 RM1160，2/3 欠損
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
488 122 102 木製部材 柱根 C SP2227 残存長 697　幅 136　厚さ 108 RW492，クリ（芯持丸木），転用材
489 122 102 木製部材 柱根 C SP2232 残存長 732　幅 164　厚さ 120 RW496，クリ（芯持丸木），転用材

490 122 103 木製部材 柱根 C SP2233 残存長 574　幅 132　厚さ 96 RW497，クリ（芯持丸木）
下端Ｖ字

491 122 103 木製部材 柱根 C SP2225 残存長 583　幅 130　厚さ 126
ホゾ穴 124 × 40 RW490，クリ（芯持丸木），転用材

492 122 103 木製部材 柱根 C SP2260 残存長 677　幅 144　厚さ 128 RW507，クリ（芯持丸木），転用材
493 123 104 木製品 台 ( 脚部 ) A SK26 高さ 189　幅 71　厚さ 45 RW63，クリ（芯持丸木）
497 123 104 鉄製品 板状 A SK37 長さ 55　幅 25　厚さ 5　重量 6.18 RM1192
500 123 104 土製品 鞴羽口 A SK39 残存長 107　残存幅 74　厚さ 31 RP146
501 123 104 土製品 鞴羽口 A SK39 残存長 82　残存幅 53　厚さ 28 RP150
502 123 104 土製品 五徳状 A SK39 高さ 79　厚さ 14 RP147・333
503 123 104 石製品 砥石 A SK39 長さ 113　幅 30　厚さ 22　重量 97.46 RQ656
504 123 104 銅製品 環状 A SK39 環状最大幅 83　直径 4　重量 12.20 RM1193
508 124 105 木製品 漆塗蓋 A SK42 残存径 126　残存高 14　摘み径 57 RW46，ブナ属（横木取り）
509 124 105 木製品 栓 A SK42 長さ 63　幅 16　厚さ 15 RW49，スギ（芯去削出）

510 124 105 木製品 棒状 A SK42 長さ 83　幅 7　厚さ 5 RW47
マツ属複維管束亜属（芯去削出）

511 124 105 木製品 杓子状 A SK42 残存長 120　残存最大幅 61　厚さ 11 RW51，アスナロ（芯去削出）
512 124 105 鉄製品 棒状 A SK42 残存長 41　幅 24　厚さ 8　重量 6.64 RM1195
513 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK42 穿径 5.9　厚さ 1.2　重量 1.09 RM1117，新寛永
514 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 24.8　穿径 6.0　厚さ 1.0　重量 2.97 RM1197，古寛永，付着銭
515 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 24.3　穿径 5.3　厚さ 1.5　重量 4.02 RM1197，古寛永，付着銭
516 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 25.2　穿径 5.7　厚さ 1.3　重量 3.44 RM1197，文　銭，付着銭
517 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 24.2　穿径 5.5　厚さ 1.2　重量 3.01 RM1197，古寛永，付着銭
518 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 25.2　穿径 5.7　厚さ 1.2　重量 3.28 RM1197，文　銭，付着銭
519 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK405 外径 25.2　穿径 5.7　厚さ 1.0　重量 2.19 RM1197，古寛永
520 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK406 外径 23.4 　穿径 6.6　厚さ 1.1　重量 1.91 RM1198，新寛永
521 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK406 外径 21.9　穿径 6.6　厚さ 1.0　重量 1.25 RM1198，新寛永
522 124 105 銭貨 寛永通寳 A SK406 外径 24.4　穿径 6.0　厚さ 1.2　重量 2.26 RM1198，古寛永

527 125 106 土製品 鞴羽口 A SK434 残存長 65　残存幅 78　厚さ 35
推定内径 25 RP174・670

528 125 106 木製品 曲物側板 A SK434 直径 169 × 131　高さ 78 RW96，モミ属（板目）
529 125 106 石製品 砥石 A SK434 長さ 81　幅 33　厚さ 23　重量 57.83 RQ666
530 125 106 石製品 砥石 A SK434 長さ 86　幅 37　厚さ 26　重量 139.33 RQ665
531 125 106 石製品 砥石 A SK434 長さ 103　幅 33　厚さ 22　重量 131.91 RQ667
532 125 106 石製品 砥石 A SK434 長さ 113　幅 34　厚さ 22　重量 102.96 RQ666
535 126 107 木製品 刷毛状 A SK436 残存長 144　残存最大幅 99　柄幅 32 RW117，ブナ属（柾目）
536 126 107 木製品 曲物蓋 A SK436 直径 95　厚さ 4 RW115，スギ（柾目）
537 126 107 木製品 曲物底板 A SK436 直径 144 × 135　厚さ 8 RW114，スギ（板目）
538 126 107 木製品 曲物側板 A SK436 直径 179　残存高 15　 RW112，スギ（柾目）
539 126 107 木製品 曲物側板 A SK436 残存幅 154　残存高 62　厚さ 4 RW113
540 126 107 木製品 棒状 A SK436 長さ 304　幅 28　厚さ 11 RW118，コナラ属コナラ節（柾目）
544 127 108 土製品 鞴羽口 A SK520 残存長 61　残存幅 37　厚さ 26 RP198

545 127 108 木製品 漆塗膳 A SK523 長さ 300　幅 303　厚さ 8 RW159
マツ属複維管束亜属（横木取り）

546 127 108 木製品 火打金柄部 A SK523 長さ 124　幅 41　厚さ 18 RW137，クリ

547 128 109 木製品 差歯下駄 A SK523 台部長さ 243　台部幅 73　高さ 114
歯部残存幅 132

RW160・161，歯：ケヤキ（柾目）
台トネリコ属シオジ節 ( 板目）

548 128 109 木製品 連歯下駄 A SK523 台部幅 71　高さ 78　歯部幅 122 RW148，モクレン属（板目）
549 128 110 木製品 連歯下駄 A SK523 長さ 136　幅 72　高さ 15 RW151，モクレン属（板目）
550 128 110 木製品 箱部材 ( 板材 ) A SK523 長さ 232　幅 149　厚さ 16 RW141，マツ属複維管束亜属（柾目）
551 128 110 鉄製品 鉄滓 A SK523 長さ 77　幅 60　厚さ 42　重量 117.95 RM1126，羽口片付着
561 129 112 木製品 加工材 C SK2047 下層 長さ 141　幅 54　高さ 56 RW454，クリ（芯持丸木）
562 129 112 石製品 硯 C SK2500 残存長 96　幅 62　厚さ 16　重量 97.62 RQ1090

563 130 112 木製品 鍬 A SP45 底面 長さ 285　幅 135　厚さ 19
柄孔 103 × 38

RW58 ～ 62，ブナ属（柾目）
礎板転用か

564 130 112 木製品 容器部材 A SP557 長さ 185　幅 55　厚さ 16 RW171，サクラ属（横木取り）
565 130 112 銭貨 洪武通寳 C SP1648 外径 20.3　穿径 5.6　厚さ 0.8　重量 1.02 RM1126，1368 年初鋳
599 134 117 石製品 硯 A SD4 残存長 63　幅 75　厚さ 19　重量 96.97 RQ640
600 134 117 石製品 硯 A SD4 残存長 54　残存幅 19　厚さ 6　重量 9.11 RQ643
601 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 54　幅 38　厚さ 8　重量 19.98 RQ640，仕上げ砥
602 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 155　幅 61　厚さ 17　重量 194.68 RQ640
603 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 116　幅 42　厚さ 17　重量 84.50 RQ642
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考
604 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 121　幅 38　厚さ 27　重量 182.71 RQ643
605 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 92　幅 37　厚さ 22　重量 106.12 RQ941
606 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 111　幅 33　厚さ 23　重量 120.27 RQ643
607 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 108　幅 34　厚さ 30　重量 104.82 RQ643
608 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 105　幅 39　厚さ 28　重量 143.89 RQ643
609 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 110　幅 41　厚さ 26　重量 129.13 RQ643
610 134 117 石製品 砥石 A SD4 長さ 49　幅 34　厚さ 16　重量 46.88 RQ640
611 135 118 鉄製品 棒状 A SD4 長さ 138　幅 16　厚さ 8　重量 33.08 RM1173
612 135 118 鉄製品 板状 A SD4 長さ 50　幅 33　厚さ 4　重量 5.61 RM1183
613 135 118 銅製品 蓋 A SD4 直径 96　高さ 22　重量 38.45 RM1175，純銅

614 135 118 銅製品 杓子 A SD4 残存長 232　残存最大幅 72　柄幅 8
重量 22.01 RM1184，純銅

615 135 118 銅製品 卸し金 A SD4 残存長 43　残存幅 29　重量 2.37 RM1177，純銅

616 135 118 銅製品 煙管（吸口） A SD4 全長 59　羅宇口直径 9　吸口直径 4
重量 3.26 RM1174，真鍮

617 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.8　穿径 5.7　厚さ 1.4　重量 2.88 RM1180，古寛永
618 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.1　穿径 6.3　厚さ 1.1　重量 2.03 RM1180，古寛永
619 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 23.9　穿径 5.3　厚さ 1.2　重量 2.32 RM1188，古寛永
620 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.2　穿径 5.9　厚さ 1.3　重量 2.26 RM1186，古寛永
621 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 穿径 6.0　厚さ 1.0　重量 1.12 RM1180，古寛永，一部欠損
622 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.8　穿径 5.9　厚さ 1.2　重量 2.03 RM1181，文　銭
623 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.1　穿径 6.2　厚さ 1.1　重量 2.39 RM1182，新寛永，一部欠損
624 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 24.5　穿径 5.8　厚さ 1.1　重量 2.19 RM1180，新寛永
625 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 22.7　穿径 6.6　厚さ 1.0　重量 1.83 RM1187，新寛永
626 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 23.4　穿径 6.8　厚さ 1.0　重量 1.74 RM1178，新寛永
627 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 21.0　穿径 6.6　厚さ 0.9　重量 1.39 RM1180，新寛永
628 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 22.3　穿径 6.9　厚さ 0.8　重量 1.65 RM1185，新寛永
629 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 22.1　穿径 6.2　厚さ 0.9　重量 1.60 RM1179，新寛永
630 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 外径 23.8　穿径 7.7　厚さ 1.0　重量 0.95 RM1183，新寛永，４分割
631 136 119 銭貨 寛永通寳 A SD4 穿径 6.2　厚さ 0.8　重量 (0.68) RM1180，1/2 欠損
632 136 119 銭貨 文久永寳 A SD4 外径 26.8　穿径 6.7　厚さ 1.3　重量 3.16 RM1176，草文，1863 年初鋳
633 136 119 銭貨 不明 A SD4 厚さ 0.9　重量 (0.54) RM1180，1/2 欠損

638 137 120 木製部材 水平材 C SD1001 下層 残存長 1814　幅 113　厚さ 69
ホゾ穴 64 × 34 RW464，マツ属複維管束亜属（角材）

644 138 121 木製品 編錘 C SD1501 長さ 203　幅 46　厚さ 41 RW427，クリ（芯持丸木）
645 138 121 石製品 硯 C SD1501 残存長 81　幅 60　厚さ 14　重量 49.59 RQ1074
652 139 122 石製品 砥石 A SD10 長さ 60　幅 46　厚さ 37　重量 161.26 RQ644

660 139 123 石製品 硯 A SD403 残存長 51　残存幅 39　厚さ 21
重量 33.48 RQ659

661 139 123 石製品 砥石 A SD403 長さ 69　幅 27　厚さ 20　重量 44.50 RQ659
662 139 123 鉄製品 釘 A SD403 残存長 46　幅 10　厚さ 7　重量 2.99 RM1196
667 140 124 木製品 杓文字 A SD413 長さ 215　幅 66　柄幅 19　厚さ 6 RW88，クスノキ科（芯去削出）
668 140 124 鉄製品 小刀 A SD413 残存長 97　幅 21　厚さ 5　重量 19.16 RM1200

671 140 124 木製品 自在鉤 A SD441 長さ 139　幅 73　厚さ 44
ホゾ穴 12 × 13 RW108，クリ（芯持丸木）

672 140 124 木製品 刳物箱 A SD441 長さ 130　幅 73　高さ 39
内側長 98　内側幅 50　内側高 30 RW104，アスナロ（横木取り）

673 140 125 木製品 曲物底板 A SD441 直径 174　厚さ 8 RW103，スギ（板目）
674 140 125 木製品 樽蓋 A SD441 直径 135　厚さ 9　孔径 27 RW102，スギ（柾目）
675 140 125 木製品 杭 A SD441 残存長 158　幅 36　厚さ 28 RW111，ハンノキ属（芯持削出）
676 140 125 鉄製品 蹄鉄 A SD441 残存長 136　幅 26　厚さ 6　重量 125.13 RM1123
680 141 126 土製品 焜炉 B SD105 残存長 153　残存幅 103　厚さ 41 RP353，外面煤付着
685 141 127 鉄製品 環状 B SD120 環状最大幅 52　厚さ 8　重量 18.74 RM1208
686 141 127 銅製品 簪 B SD304 復元全長 170　幅 10　重量 9.60 RM1210，真鍮

691 142 127 銅製品 煙管 ( 雁首 ) C SD1131 全長 43　火皿径 13　羅宇口直径 9
重量 5.96 RM1119，真鍮

694 142 127 石製品 砥石 D SD1151 長さ 78　幅 64　厚さ 12　重量 116.67 RQ1071

696 142 128 土製品 行火 C SD2128 残存幅 197　残存奥行き 185　残存高 163
側面孔推定径 80 RP838

697 142 128 鉄製品 棒状 C SD2128 長さ 38　幅 6　厚さ 5　重量 1.31 RM1130

700 143 128 石製品 容器 C SD2130 残存長 128　幅 115　厚さ 38　高さ 71
深さ 38　重量 919.33 RQ847，内面煤付着

706 143 129 鉄製品 柄部 C SG1105 残存長 119　幅 10　重量 9.75 RM1116
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Ⅲ　調査成果

番号 図版 写真 種別 器種・形状 区 遺構・グリッド 計測値 備考

707 143 129 鉄製品 鑿 C SG1105 長さ 163　刃幅 15　刃部厚さ 7
基部径 13　重量 118.98 RM1114

709 143 129 木製品 曲物底板 A SX424 直径 240　厚さ 11.5 RW169，スギ（柾目）

716 144 130 土製品 焜炉状 B 848772 Ⅲ層
856772 Ⅲ層

幅 195　奥行き 167　高さ 134
頂部孔径 80 RP3 ～ 5

717 144 131 木製品 栓 A 攪乱 長さ 94　幅 12　厚さ 9 RW124，カバノキ属（芯去削出）
718 144 131 石製品 硯 A 南端 長さ 52　幅 53　厚さ 16　重量 56.97 RQ325
719 144 131 石製品 砥石 A 南端 長さ 89　幅 36　厚さ 16　重量 68.81 RQ325
720 144 131 鉄製品 板状 C 848696 長さ 119　幅 42　厚さ 6　重量 34.68 RM1133
721 144 131 鉄製品 釘 C 攪乱 長さ 65　幅 7　厚さ 5　重量 5.65 RM1117

722 144 131 銅製品 煙管 ( 吸口 ) A 攪乱 全長 68　羅宇口直径 9　吸口直径 5
重量 4.99 RM1125

723 144 131 銭貨 元祐通寳 C 848700 外径 24.2　穿径 6.8　厚さ 1.3　重量 2.95 RM1132，篆書，1086 年初鋳
724 144 131 銭貨 永樂通寳 C 遺構外 外径 22.2　穿径 5.3　厚さ 0.9　重量 1.01 RM1128，一部欠損，1408 年初鋳
725 144 131 銭貨 永樂通寳 C 856712 穿径 5.5　重量 0.91 RM1135，周縁欠損，1408 年初鋳
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Ⅳ　理化学分析

1　放射性炭素年代測定
パレオ・ラボ AMS 年代測定グループ

伊藤　茂・佐藤正教・廣田正史・山形秀樹

Zaur Lomtatidze・小林克也

A　は じ め に

山形県東置賜郡川西町に位置する八幡西遺跡の第 2

次発掘調査で出土した試料について、加速器質量分析法

（AMS 法）による放射性炭素年代測定を行った。なお、

一部の試料については樹種同定および種実同定も行われ

ている（第Ⅳ章２・３参照）。

B　試料と方法

試料は合計 35 試料で、A 区からは生材が 6 試料、生

の種実が 4 試料、炭化材が 2 試料、漆塗膜が 2 試料

の 14 試料、B 区からは生材が 5 試料生の種実が 2 試

料、炭化材が 2 試料の 9 試料、C 区からは生材が 6 試

料、生の種実が 4 試料、土器付着物が 1 試料、獣骨が

1 試料の 12 試料である。試料 No.2018-11、2018-14、

2018-15 についてはウィグルマッチング法を用いた放射性

炭素年代測定を行ない、他の試料については単体での放

射性炭素年代測定を行なった。測定試料の情報、調製デ

ータは表 4・5・6 のとおりである。

ウィグルマッチング法を行なった 3 試料の情報は、以下

のとおりである。

B 区 の EP200（SB195） か ら 出 土 し た 試 料

No.2018-11 は、年輪数が 40 年で、樹種はクリ、最終形

成年輪は残っていなかった。測定試料は、外側から 1 年

輪 目（PLD-37134）、20 年 輪 目（PLD-37135）、40 年

輪目（PLD-37136）の 3 か所から採取した。

C 区 の EP1848（SB2904） か ら 出 土 し た 試 料

No.2018-14 は、年輪数が 20 年で、樹種はクリ、最終形

成年輪は残っていなかったが、辺材部が残っていた。測

定試料は、外側から 1 年輪目（PLD-37139）、10 年輪目

（PLD-37140）、20 年 輪 目（PLD-37141） の 3 か 所 か

ら採取した。

C 区 の EP1858（SB2904） か ら 出 土 し た 試 料

No.2018-15 は、年輪数が 17 年で、樹種はクリ、最終

形成年輪が残っていた。測定試料は、外側から 1 年輪

目（PLD-37142）、7 年輪目（PLD-37143）、17 年輪目

（PLD-37144）の 3 か所から採取した。

単体の放射性炭素年代測定を行なった試料の情報は、

以下のとおりである。

A 区 の 試 料 は、ST16 の 炭 化 材 が 2 点（ 試 料

No.2018-1、2018-2：PLD-37124、37125）、ST36

の 枝 片 が 1 点（ 試 料 No.2018-19：PLD-37148）、

SX838 の 杭 が 1 点（ 試 料 No.2018-3：PLD-37126）、

SK523 から杭と枝片あわせて 3 点（試料 No.2018-20 ～

2018-22：PLD-37149 ～ 37151）と塗膜が 1 点（試料

No.2018-5：PLD-37128）、SK42 から塗 膜 が 1 点（試

料 No.2018-4：PLD-37127）、SD4 の生の種実が 2 点（試

料 No.2019-2、2019-6：PLD-38806、38807）、SK42

の 生 の 種 実 が 2 点（ 試 料 No.2019-8、2019-9：PLD-

38808、38809）、東北隅の遺構外の生材が 1 点（試料

No.2019-103：PLD-38816）である。木材試料は、いず

れも最終形成年輪が残っていた。

B 区 の 試 料 は、SK158 の 炭 化 材 が 2 点（ 試 料

No.2018-6、2018-7：PLD-37129、37130）、SB195

の EP199 と EP201 から柱根が各 1 点（試料 No.2018-

10、2018-12：PLD-37133、37137）、SB243 の EP250

と EP247 から柱根と礎板が各 1 点（試料 No.2018-8、

2018-9：PLD-37131、37132）、SK147 から動 物 骨 が

1 点（試料 No.2018-23：PLD-37152）と竹片が 1 点（試

料 No.2018-24：PLD-37153）、遺構外の古代包含層で

ある黒色土層から生の種実が 2 点（試料 No.2019-31、

2019-32：PLD-38810、38811）である。SB195 では、

EP200 の柱根もウィグルマッチングによる年代測定試料で

ある。試料 No.2018-6、2018-7、2018-9 は最終形成年

輪が、試料 No.2018-8 は辺材部が残っていたが、試料

No.2018-10、2018-12 は最終形成年輪が残っていなか

った。動物骨については超音波洗浄を行い、その後コラ
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ーゲンを抽出した。抽出したコラーゲンは、炭素窒素比（C/

N 比）の測定も行った（表 11）。

C 区 の 試 料 は、EP1530（SA2934） の 柱 根 が 1 点

（ 試 料 No.2018-13：PLD-37138）、SP2231（SX1565）

の 柱 根 が 1 点（ 試 料 No.2018-17：PLD-37146）、

SD1001 の杭が 1 点（試料 No.2018-16：PLD-37145）、

SD1502 か ら 出 土 し た 土 器 の 付 着 物 が 1 点（ 試 料

No.2018-18：PLD-37147）、SD1501 の生の種実が 2 点

（ 試 料 No.2019-33、2019-34：PLD-38812、38813）、

SX1565 の生の種実が 2 点（試料 No.2019-50、2019-

52：PLD-38814、38815）である。木材試料では、試

料 No.2018-16 に最終形成年輪が、試料 No.2018-13 と

2018-17 には辺材部が残っていた。

試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コ

ンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）を用いて測定した。得

られた 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行った

後、14C 年代、暦年代を算出した。

C　結　　果

表 7 ～ 10 に同位体分別効果の補正に用いる炭素同位

体比（δ 13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正

に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用

に従って年代値と誤差を丸めて表示した 14C 年代を、表 7

～ 9 にはさらにウィグルマッチング結果を、第 145 図にマ

ルチプロット図を、第 146 図にウィグルマッチング結果を、

第 147 ～ 150 図に単体測定試料の暦年較正結果をそれ

ぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下 1 桁を丸めてい

ない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの

年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。
14C 年代は AD1950 年を基点にして何年前かを示した

年代である。14C 年代（yrBP）の算出には、14C の半減期

として Libby の半減期 5568 年を使用した。また、付記し

た 14C 年代誤差（± 1 σ）は、測定の統計誤差、標準偏

差等に基づいて算出され、試料の 14C 年代がその 14C 年

代誤差内に入る確率が 68.2％であることを示す。

なお、暦年較正、ウィグルマッチング法の詳細は以下の

とおりである。

[ 暦年較正 ]

暦年較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が

5568 年として算出された 14C 年代に対し、過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、

および半減期の違い（14C の半減期 5730 ± 40 年）を

較正して、より実際の年代値に近いものを算出することで

ある。
14C 年代の暦年較正には OxCal4.3（較正曲線データ：

IntCal13）を使用した。なお、1 σ暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する

68.2％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に 2 σ暦年代

範囲は 95.4％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味す

る。グラフ中の縦軸上の曲線は 14C 年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。

[ウィグルマッチング法 ]

ウィグルマッチング法とは、複数の試料を測定し、それ

ぞれの試料間の年代差の情報を用いて試料の年代パター

ンと較正曲線のパターンが最も一致する年代値を算出する

ことによって、高精度で年代値を求める方法である。測定

では、得られた年輪数が確認できる木材について、1 年

毎或いは数年分をまとめた年輪を数点用意し、それぞれ

年代測定を行う。個々の測定値から暦年較正を行い、得

られた確率分布を最外試料と当該試料の中心値の差だけ

ずらしてすべてを掛け合わせることにより最外試料の確率

分布を算出し、年代範囲を求める。

D　考　　察

以下、2 σ暦年代範囲（確率 95.4％）に着目して、試

料 No.2019-31 および 2019-103 を除いた測定結果を暦

年代の古い順に遺構ごとにマルチプロット図に示し（第

145 図）、結果を整理する。

A 区北西隅の遺構外から出土した試料 No.2019-103

（PLD-38816）は、702-696 cal BC (0.7%) および 541-

397 cal BC (94.7%) で、紀元前 8 世紀末～ 7 世紀初頭お

よび紀元前 6 世紀中頃～ 4 世紀初頭の暦年代を示した。

これは、小林（2017）を参照すると、縄文時代晩期後

葉に相当する。なお、試料は最終形成年輪が残っており、

測定結果は木の枯死もしくは伐採年代に相当する。

B 区の SB195 では、EP201 の試料 No.2018-12（PLD-

37137）が 681-771 cal AD (95.4%) で、7 世紀後半～ 8

世紀後半の暦年代を示した。また、EP200 のウィグルマ

ッチング測定試料である試料 No.2018-11（PLD-37134
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～ 37136）が 700-740 cal AD (72.3%) および 762-778 

cal AD (23.1%) で、7 世紀代の暦年代を示した。いず

れも、飛鳥時代～奈良時代の暦年代である。EP199 の

試 料 No.2018-10（PLD-37133） は 680-779 cal AD 

(83.3%)、791-829 cal AD (7.1%)、838-865 cal AD 

(5.1%) で、7 世紀後半～ 9 世紀後半の暦年代を示した。

これは、飛鳥時代～平安時代前期に相当する。

木材の場合、最終形成年輪部分を測定すると枯死もし

くは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると、

最終形成年輪から内側であるほど古い年代が得られる（古

木効果）。SB195 の試料は、いずれも最終形成年輪が残

っていなかったため、測定結果は古木効果の影響を受け

ていると考えられ、実際に枯死もしくは伐採された年代は、

測定結果よりも新しい年代であると考えられる。

B 区の遺構外の黒色土層（古代包含層）から出土した

試 料 No.2019-32（PLD-38811） は、1442-1511 cal 

AD (86.5%) および 1601-1616 cal AD (8.9%) で、15 世

紀中頃～ 16 世紀前半および 17 世紀初頭～前半の暦年

代を示した。これは、室町時代～江戸時代前期の暦年代

である。なお、試料はいずれも生の種実であり、測定結

果は結実年代を示す。

B 区 の SK158 の 試 料 No.2018-6（PLD-37129） は

1489-1604 cal AD (76.2%) お よ び 1610-1640 cal AD 

(19.2%) で、15 世紀後半～ 17 世紀前半の暦年代を示

した。また、 試 料 No.2018-7（PLD-37130） は 1492-

1602 cal AD (74.7%) および 1615-1645 cal AD (20.7%)

で、15 世紀末～ 17 世紀中頃の暦年代を示した。いずれ

も室町時代～江戸時代前期の暦年代である。この 2 試料

はいずれも最終形成年輪が残っており、測定結果は枯死

もしくは伐採年代を示す。

B 区の SB243 では、EP250 の試料 No.2018-8（PLD-

37131） が 1521-1575 cal AD (41.7%)、1585-1590 

cal AD (0.6%)、1626-1664 cal AD (53.1%) で、16 世

紀前半～ 17 世紀後半の暦年代を示した。これは、室町

時代～江戸時代前期の暦年代である。一方、EP247 の

試 料 No.2018-9（PLD-37132） は 1640-1669 cal AD 

(68.2%)、1781-1798 cal AD (25.3%)、1945-1951 cal 

AD (1.9%) で、17 世紀前半～ 18 世紀末および 20 世紀

中頃の暦年代を示した。これは、江戸時代前期～後期お

よび昭和時代に相当する。試料 No.2018-9 は最終形成

年輪が残っており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を

示す。試料 No.2018-8 は辺材部が残っており、測定結果

は枯死もしくは伐採年代に近い年代を示している。試料

No.2018-8 と 2018-9 は、同じ時期に伐採された木材で

あったとすれば、測定結果が重複する 1640 ～ 1664 cal 

AD 頃が枯死もしくは伐採年代であった可能性がある。た

だし、試料 No.2018-8 が転用材であった可能性など、ほ

かの可能性も考えられるため、遺構の配置や遺物の出土

状況なども合わせた慎重な検討が必要である。

C 区の SD1501 出土の試料 No.2019-33（PLD-38812）

は、1642-1667 cal AD (73.8%) および 1782-1797 cal 

AD (21.6%) で、17 世紀中頃～後半および 18 世紀後半

～末の暦年代を示した。これは、江戸時代前期～後期

の暦年代である。また試料 No.2019-34（PLD-38813）

は、1641-1670 cal AD (61.2%)、1779-1799 cal AD 

(30.3%)、1942-1951 cal AD (3.7%)、1953-1953 cal 

AD (0.2%) で、17 世紀中頃～後葉、18 世紀後半～末、

20 世紀中頃の暦年代を示した。これは、江戸時代前期～

後期および昭和時代の暦年代である。試料はいずれも生

の種実であり、測定結果は結実年代を示す。

C 区の SB2904 では、ウィグルマッチング測定試料で

ある SP1858 の試料 No.2018-15（PLD-37142 ～ PLD-

37144） が 1670-1692 cal AD (46.0%) お よ び 1800-

1815 cal AD (49.4%) で、17 世紀後半～末および 19 世

紀初頭～前半の暦年代を示した。同じくウィグルマッチン

グ試料である SP1848 の試料 No.2018-14（PLD-37139

～ 37141） が、1671-1694 cal AD (45.7%)、1752-

1788 cal AD (32.3%)、1799-1815 cal AD (17.4%) で、

17 世紀後半～末および 18 世紀中頃～ 19 世紀前半の

暦年代を示した。いずれも江戸時代前期～後期の暦年代

である。なお、試料 No.2018-15 は最終形成年輪が残っ

ており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を示す。試料

No.2018-14 は辺材部が残っており、測定結果は枯死もし

くは伐採年代に近い年代を示している。

C 区 の EP1530(SA2934) の 試 料 No.2018-13（PLD-

37138）、A 区の ST16 の試料 No.2018-2（PLD-37125）

と 試 料 No.2018-1（PLD-37124）、A 区 の SD4 の 試

料 No.2019-2（PLD-38806）と試 料 No.2019-6（PLD-

38807）、B 区の SK147 の試料 No.2018-23（PLD-37152）

と 試 料 No.2018-24（PLD-37153）、A 区 の SK42 の 試

3_八幡西遺跡（Ⅳ�Ⅵ章）_2021-02-26.indd   203 2021/02/27   12:31



204

参考文献

Bronk Ramsey, C., van der Plicht, J., and Weninger, B. (2001)  'Wiggle matching' radiocarbon dates. Radiocarbon, 43(2A), 381-389.
Bronk Ramsey, C. (2009) Bayesian Analysis of Radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
DeNiro, M. J.（1985）Postmortem preservation and alteration of in vivo bone collagen isotope ratios in relation to palaeodietary   
 reconstruction. Nature 317: 806-9.
小林謙一（2017）縄文時代の実年代―土器型式編年と炭素 14 年代―．263p，同成社．
中村俊夫（2000）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の 14C 年代編集委員会編「日本先史時代の 14C 年代」：3-20，日本第四紀学会．
 Reimer, P.J., Bard, E., Bayliss, A., Beck, J.W., Blackwell, P.G., Bronk Ramsey, C., Buck, C.E., Cheng, H., Edwards, R.L.,   
 Friedrich, M., Grootes, P.M., Guilderson, T.P., Haflidason, H., Hajdas, I., Hatte, C., Heaton, T.J., Hoffmann, D.L., Hogg,  
 A.G., Hughen, K.A., Kaiser, K.F., Kromer, B., Manning, S.W., Niu, M., Reimer, R.W., Richards, D.A., Scott, E.M., Southon,  
 J.R.,  Staff, R.A., Turney, C.S.M., and van  der Plicht, J.(2013) IntCal13 and Marine13 Radiocarbon Age Calibration  
 Curves 0–50,000 Years cal BP. Radiocarbon, 55(4), 1869-1887.

料 No.2019-8（PLD-38808）と試 料 No.2019-9（PLD-

38809）、A 区の SX838 の試料 No.2018-3（PLD-37126）、

C 区 の SP2231(SX1565) の 試 料 No.2018-17（PLD-

37146）、A 区の SK42 の試料 No.2018-4（PLD-37127）、

C 区 の SD1001 の 試 料 No.2018-16（PLD-37145）、C

区の SD1502 の試 料 No.2018-18（PLD-37147）、C 区

の SX1565 の 試 料 No.2019-52（PLD-38815）と試 料

No.2019-50（PLD-38814） の 測 定 結 果 は、1646 ～

1955 cal AD の範囲に収まる暦年代を示した。これは、

江戸時代前期～昭和時代に相当する。

な お、 こ れ ら の 試 料 の うち、 生 材 で あ る 試 料

No.2018-1、2018-2、2018-3、2018-16 は 最 終 形 成

年輪が残っており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を

示す。また、試料 No.13 は辺材部が残っており、測定結

果は枯死もしくは伐採年代に近い年代を示している。試

料 No.2018-24 はタケ亜科で、測定結果は枯死または

伐採年代を示す。試料 No.2019-2、2019-6、2019-8、

2019-9、2019-50、2019-52 は生の種実であり、測定

結果は結実年代を示す。試料 No.2018-18 は土器付着漆

蝋であり、測定結果はウルシ蝋が採取された時期を示す。

試料 No.2018-23 は、カモシカの右寛骨であった。コ

ラーゲン収率は 16.1％、コラーゲンの C/N 比は 3.19 で

あった（表 7）。コラーゲンの C/N 比は、コラーゲンの

保存状態を評価する指標として用いられ、一般的に骨コ

ラーゲンの C/N 比は 2.9 ～ 3.6 の間に収まる（DeNiro, 

1985）。試料 No.2018-23 の C/N 比およびコラーゲン収

率に問題はみられず、試料のコラーゲンは深刻な劣化や

変質を被っていないと考えられる。

A 区の SK523 の試料 No.2018-5（PLD-37128）と試

料 No.2018-20（PLD-37149） は、1667 ～ 1954 cal 

AD の範囲に収まる暦年代を示した。これは、江戸時代前

期～昭和時代の暦年代である。一方、試料 No.2018-21

（PLD-37150） と 試 料 No.2018-22（PLD-37151） は、

1693 ～ 1955 cal AD の範囲に収まる暦年代を示した。

これは、江戸時代中期～昭和時代に相当する。

A 区の ST36 の試 料 No.2018-19（PLD-37148） は、

1694 ～ 1955 cal AD で、江戸時代中期～昭和時代の暦

年代を示した。試料 No.2018-19 は最終形成年輪が残っ

ており、測定結果は枯死もしくは伐採年代を示す。

生材である試料 No.2018-20、2018-21、2018-22 は

最終形成年輪が残っており、測定結果枯死もしくは伐採年

代を示す。試料 No.2018-5 は漆塗膜であり、測定結果は

ウルシ液が採取された年代を示す。

B 区の遺構外から出土した試料 No.2019-31（PLD-

38810）は、1957-1957 cal AD (6.7%)、2002-2002 cal 

AD (0.7%)、2002-2005 cal AD (88.0%) で 20 世紀中頃

および 21 世紀初頭の暦年代を示した。これは、現代の

暦年代である。試料は生の種実であり、測定結果は結実

年代を示す。

Ⅳ　理化学分析
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表 4　ウィグルマッチング測定試料および処理
第 145 図　試料 No.2019-31 および 2019-103 を除いたマルチプロット図

測定番号 遺跡・試料データ 採取データ 前処理

PLD-37134
試料 No.2018-11
遺物 No.RW195
調査区：B 区
遺構：EP200(SB195)
器種：柱根
種類：生材（クリ）
年輪数：40 年
試料の性状：最終形成年輪以外 部位不明
状態：wet

採取位置：外側から 1 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37135 採取位置：外側から 20 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37136 採取位置：外側から 40 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37139
試料 No.2018-14
遺物 No.RW476
調査区：C 区
遺構：EP1848(SB2904)
器種：柱根
種類：生材（クリ）
年輪数：20 年
試料の性状：辺材部
状態：wet

採取位置：外側から 1 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37140 採取位置：外側から 10 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37141 採取位置：外側から 20 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37142
試料 No.2018-15
遺物 No.RW477
調査区：C 区
遺構：EP1858(SB2904)
器種：柱根
種類：生材（クリ）
年輪数：17 年
試料の性状：最終形成年輪
状態：wet

採取位置：外側から 1 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37143 採取位置：外側から 7 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）

PLD-37144 採取位置：外側から 17 年輪目
超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2N,
水酸化ナトリウム：1.0N, 塩酸：1.2N）
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表 5　単体測定試料および処理
測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-37124　　　　　　　
試料 No.2018-1
調査区：A 区
遺構：ST16

種類：炭化材（スギ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37125
試料 No.2018-2
調査区：A 区
遺構：ST16

種類：炭化材（モクレン属）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37126
試料 No.2018-3
遺物 No.RW243
調査区：A 区
遺構：SX838

種類：生材（マツ属複維管束亜属）
試料の性状：最終形成年輪
器種：杭
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37127
試料 No.2018-4
遺物 No.RW46
調査区：A 区
遺構：SK42

種類：塗膜
器種：漆塗皿
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37128
試料 No.2018-5
遺物 No.RW159
調査区：A 区
遺構：SK523

種類：塗膜
器種：漆塗盆
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37129
試料 No.2018-6
調査区：B 区
遺構：SK158

種類：炭化材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37130
試料 No.2018-7
調査区：B 区
遺構：SK158

種類：炭化材（コナラ属コナラ節）
試料の性状：最終形成年輪
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37131
試料 No.2018-8
遺物 No.RW205
調査区：B 区
遺構：EP250(SB243)

種類：生材（クリ）
試料の性状：辺材部
器種：柱根
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37132
試料 No.2018-9
遺物 No.RW203
調査区：B 区
遺構：EP247(SB243)

種類：生材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪
器種：礎板
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37133
試料 No.2018-10
遺物 No.RW194
調査区：B 区
遺構：EP199(SB195)

種類：生材（マツ属複維管束亜属）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：柱根
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37137
試料 No.2018-12
遺物 No.RW197
調査区：B 区
遺構：EP201(SB195)

種類：生材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明
器種：柱根
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37138
試料 No.2018-13
遺物 No.RW468
調査区：C 区
遺構：SP1530(SA2934)

種類：生材（クリ）
試料の性状：辺材部
器種：柱根
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37145
試料 No.2018-16
遺物 No.RW288
調査区：C 区
遺構：SD1001

種類：生材（クリ）
試料の性状：最終形成年輪
器種：杭
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37146
試料 No.2018-17
遺物 No.RW495
調査区：C 区
遺構：SP2231(SX1565)

種類：生材（クリ）
試料の性状：辺材部
器種：柱根
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37147
試料 No.2018-18
遺物 No.RP746
調査区：C 区
遺構：SD1502

種類：土器付着物
器種：漆蝋付着皿
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37148
試料 No.2018-19
遺物 No.RW26
調査区：A 区
遺構：ST36

種類：生材
試料の性状：最終形成年輪
器種：枝片
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37149
試料 No.2018-20
遺物 No.RW131
調査区：A 区
遺構：SK523

種類：生材
試料の性状：最終形成年輪
器種：杭
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
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PLD-37150
試料 No.2018-21
遺物 No.RW154
調査区：A 区
遺構：SK523

種類：生材
試料の性状：最終形成年輪
器種：枝片
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37151
試料 No.2018-22
遺物 No.RW156
調査区：A 区
遺構：SK523

種類：生材
試料の性状：最終形成年輪
器種：枝片
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-37152
試料 No.2018-23
遺物 No.RN1217
調査区：C 区
遺構：SK147

種類：獣骨（カモシカ）
部位：右寛骨
状態：dry

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
コラーゲン抽出

PLD-37153
試料 No.2018-24
遺物 No.RW189
調査区：C 区
遺構：SK147

種類：生材（タケ亜科）
器種：竹片
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

表 6　測定試料および処理
測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-38806
試料 No.2019-2
調査区：A 区
遺構：SD4
遺物 No.RW2

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38807
試料 No.2019-6
調査区：A 区
遺構：SD4
遺物 No.RW44

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38808
試料 No.2019-8
調査区：A 区
遺構：SK42
遺物 No.RW57

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38809
試料 No.2019-9
調査区：A 区
遺構：SK42
遺物 No.RW57

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38810

試料 No.2019-31
調査区：B 区
遺構：遺構外
層位：黒色土層（古代包含層）
遺物 No.RW184

種類：生の種実（オニグルミ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38811

試料 No.2019-32
調査区：B 区
遺構：遺構外
層位：黒色土層（古代包含層）
遺物 No.RW185

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38812
試料 No.2019-33
調査区：C 区
遺構：SD1501
遺物 No.RW428

種類：生の種実（スモモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38813
試料 No.2019-34
調査区：C 区
遺構：SD1501
遺物 No.RW428

種類：生の種実（スモモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38814
試料 No.2019-50
調査区：C 区
遺構：SX1565
遺物 No.RW436

種類：生の種実（オニグルミ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38815
試料 No.2019-52
調査区：C 区
遺構：SX1565
遺物 No.RW438

種類：生の種実（モモ核）
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-38816

試料 No.2019-103
調査区：A 区
位置：北西隅
遺構：遺構外
遺物 No.RW281
器種：自然木

種類：生材（コナラ属クヌギ節）
試料の性状：最終形成年輪
状態：wet

超音波洗浄
有機溶剤処理：アセトン
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L,
水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）
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表 7　試料 No.2018-11 の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37134
試料 No.2018-11
外側から 1 年輪目

-24.71 ± 0.27 1248 ± 20 1250 ± 20
695-701 cal AD ( 5.2%) 
710-746 cal AD (51.7%) 
764-773 cal AD (11.3%)

680-779 cal AD (86.5%)
791-805 cal AD ( 2.7%)
811-828 cal AD ( 2.3%)
839-864 cal AD ( 3.9%)

PLD-37135
試料 No.2018-11

外側から 20 年輪目
-24.41 ± 0.23 1343 ± 20 1345 ± 20 655-676 cal AD (68.2%) 647-690 cal AD (93.8%)

752-760 cal AD ( 1.6%)

PLD-37136
試料 No.11

外側から 40 年輪目
-25.56 ± 0.26 1280 ± 21 1280 ± 20 686-716 cal AD (38.2%) 

743-766 cal AD (30.0%) 672-770 cal AD (95.4%)

最外年輪の年代 709-735 cal AD (52.7%) 
766-774 cal AD (15.5%) 

700-740 cal AD (72.3%)
762-778 cal AD (23.1%)

表 8　試料 No.2018-14 の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37139
試料 No.2018-14
外側から 1 年輪目

-24.11 ± 0.28 172 ± 20 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1669-1682 cal AD (13.0%) 
1736-1758 cal AD (20.2%) 
1760-1781 cal AD (19.6%) 
1798-1805 cal AD ( 6.2%) 
1936-1945 cal AD ( 8.4%) 
1951-1952 cal AD ( 0.9%)

Post-bomb NH2 2013:
1665-1691 cal AD (17.4%)
1728-1785 cal AD (46.8%)
1795-1811 cal AD ( 9.9%)
1920-1954 cal AD (21.3%)

PLD-37140
試料 No.2018-14

外側から 10 年輪目
-24.55 ± 0.26 168 ± 19 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1670-1683 cal AD (11.9%) 
1736-1780 cal AD (42.0%) 
1799-1805 cal AD ( 6.2%) 
1935-1943 cal AD ( 7.3%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%)

Post-bomb NH2 2013:
1666-1692 cal AD (16.8%)
1728-1784 cal AD (47.4%)
1796-1811 cal AD (10.0%)
1920-1954 cal AD (21.2%)

PLD-37141
試料 No.2018-14

外側から 20 年輪目
-22.44 ± 0.37 207 ± 21 205 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1656-1673 cal AD (20.9%) 
1779-1799 cal AD (34.1%) 
1941-1951 cal AD (13.3%)

Post-bomb NH2 2013:
1650-1681 cal AD (29.2%)
1738-1755 cal AD ( 5.1%)
1762-1803 cal AD (44.7%)
1937-1954 cal AD (16.4%)

最外年輪の年代
1675-1690 cal AD (38.8%) 
1758-1774 cal AD (17.0%) 
1803-1812 cal AD (12.4%) 

1671-1694 cal AD (45.7%)
1752-1788 cal AD (32.3%)
1799-1815 cal AD (17.4%)

表 9　試料 No.2018-15 の放射性炭素年代測定、暦年較正、ウィグルマッチングの結果

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37142
試料 No.2018-15
外側から 1 年輪目

-24.80 ± 0.22 157 ± 19 155 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1675-1686 cal AD ( 8.5%) 
1730-1768 cal AD (32.7%) 
1771-1778 cal AD ( 5.5%) 
1800-1809 cal AD ( 7.8%) 
1927-1941 cal AD (12.4%) 
1951-1953 cal AD ( 0.9%) 
1953-1954 cal AD ( 0.4%)

Post-bomb NH2 2013:
1667-1695 cal AD (15.8%)
1726-1782 cal AD (43.0%)
1797-1814 cal AD (10.5%)
1837-1844 cal AD ( 1.3%)
1852-1868 cal AD ( 3.1%)
1873-1876 cal AD ( 0.5%)
1918-1954 cal AD (21.2%)

PLD-37143
試料 No.2018-15
外側から 7 年輪目

-22.05 ± 0.24 159 ± 19 160 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1675-1685 cal AD ( 8.0%) 
1731-1769 cal AD (33.0%) 
1770-1778 cal AD ( 6.7%) 
1799-1808 cal AD ( 7.4%) 
1927-1941 cal AD (11.9%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%) 
1953-1954 cal AD ( 0.3%)

Post-bomb NH2 2013:
1667-1695 cal AD (15.9%)
1726-1783 cal AD (44.2%)
1797-1813 cal AD (10.4%)
1837-1843 cal AD ( 1.0%)
1852-1867 cal AD ( 2.4%)
1874-1875 cal AD ( 0.2%)
1918-1954 cal AD (21.2%)

PLD-37144
試料 No.2018-15

外側から 17 年輪目
-23.09 ± 0.26 224 ± 19 225 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1653-1666 cal AD (34.1%) 
1784-1796 cal AD (34.1%)

Post-bomb NH2 2013:
1645-1674 cal AD (46.3%)
1769-1770 cal AD ( 0.2%)
1779-1799 cal AD (41.4%)
1941-1951 cal AD ( 7.1%)
1952-1954 cal AD ( 0.3%)

最終形成年輪の年代 1676-1683 cal AD (28.2%) 
1803-1811 cal AD (40.0%) 

1670-1692 cal AD (46.0%)
1800-1815 cal AD (49.4%)
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表 10　単体測定試料の放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37124
試料 No.2018-1

A 区 ST16
-24.52 ± 0.24 168 ± 21 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1670-1683 cal AD (11.6%) 
1735-1780 cal AD (40.0%) 
1799-1806 cal AD ( 6.0%) 
1930-1933 cal AD ( 2.0%) 
1934-1943 cal AD ( 7.8%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%)

Post-bomb NH2 2013:
1665-1694 cal AD (17.1%)
1727-1786 cal AD (45.7%)
1794-1813 cal AD (10.2%)
1839-1842 cal AD ( 0.3%)
1854-1858 cal AD ( 0.4%)
1863-1866 cal AD ( 0.4%)
1918-1954 cal AD (21.3%)

PLD-37125
試料 No.2018-2

A 区 ST16
-23.92 ± 0.24 204 ± 19 205 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1661-1675 cal AD (18.6%) 
1778-1799 cal AD (34.7%) 
1941-1951 cal AD (14.8%)

Post-bomb NH2 2013:
1652-1681 cal AD (27.0%)
1738-1754 cal AD ( 4.8%)
1762-1802 cal AD (45.7%)
1937-1954 cal AD (17.9%)

PLD-37126
試料 No.2018-3

A 区 SX838
-27.37 ± 0.27 135 ± 20 135 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1682-1697 cal AD (10.8%) 
1724-1737 cal AD ( 8.3%) 
1756-1762 cal AD ( 2.6%) 
1803-1815 cal AD ( 7.6%) 
1835-1878 cal AD (24.9%) 
1917-1937 cal AD (13.5%) 
1952-1952 cal AD ( 0.2%) 
1954-1954 cal AD ( 0.3%)

Post-bomb NH2 2013:
1677-1710 cal AD (15.3%)
1717-1767 cal AD (20.5%)
1772-1778 cal AD ( 1.2%)
1800-1829 cal AD (12.0%)
1831-1891 cal AD (29.0%)
1909-1941 cal AD (16.2%)
1951-1954 cal AD ( 1.2%)

PLD-37127
試料 No.2018-4

A 区 SK42
-26.51 ± 0.27 100 ± 19 100 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1696-1726 cal AD (23.3%) 
1814-1836 cal AD (17.0%) 
1844-1851 cal AD ( 4.1%) 
1869-1872 cal AD ( 1.9%) 
1877-1893 cal AD (12.9%) 
1906-1917 cal AD ( 9.0%)

Post-bomb NH2 2013:
1691-1729 cal AD (26.6%)
1811-1921 cal AD (68.5%)
1923-1924 cal AD ( 0.1%)
1954-1955 cal AD ( 0.2%)

PLD-37128
試料 No.2018-5

A 区 SK523
-26.67 ± 0.25 160 ± 20 160 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1673-1684 cal AD ( 8.9%) 
1732-1779 cal AD (39.6%) 
1799-1808 cal AD ( 7.1%) 
1928-1941 cal AD (11.5%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%) 
1954-1954 cal AD ( 0.3%)

Post-bomb NH2 2013:
1667-1695 cal AD (16.1%)
1726-1783 cal AD (43.7%)
1797-1814 cal AD (10.3%)
1837-1843 cal AD ( 1.1%)
1852-1868 cal AD ( 2.6%)
1873-1876 cal AD ( 0.4%)
1918-1954 cal AD (21.2%)

PLD-37129
試料 No.2018-6

B 区 SK158
-24.14 ± 0.26 329 ± 19 330 ± 20

1514-1529 cal AD (11.1%) 
1544-1600 cal AD (43.4%) 
1617-1634 cal AD (13.6%)

1489-1604 cal AD (76.2%)
1610-1640 cal AD (19.2%)

PLD-37130
試料 No.2018-7

B 区 SK158
-23.47 ± 0.26 314 ± 21 315 ± 20

1522-1575 cal AD (50.6%) 
1585-1590 cal AD ( 3.7%) 
1625-1641 cal AD (13.8%)

1492-1602 cal AD (74.7%)
1615-1645 cal AD (20.7%)

PLD-37131
試料 No.2018-8

B 区 EP250(SB243)
-21.66 ± 0.26 277 ± 19 275 ± 20 1529-1544 cal AD (21.9%) 

1634-1653 cal AD (46.3%)
1521-1575 cal AD (41.7%)
1585-1590 cal AD ( 0.6%)
1626-1664 cal AD (53.1%)
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測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37132
試料 No.2018-9

B 区 EP247(SB243)
-23.01 ± 0.29 243 ± 21 245 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1646-1664 cal AD (58.2%) 
1787-1792 cal AD (10.0%)

Post-bomb NH2 2013:
1640-1669 cal AD (68.2%)
1781-1798 cal AD (25.3%)
1945-1951 cal AD ( 1.9%)

PLD-37133
試料 No.2018-10

B 区 EP199(SB195)
-25.94 ± 0.29 1248 ± 22 1250 ± 20 693-747 cal AD (57.5%) 

763-773 cal AD (10.7%)
680-779 cal AD (83.3%)
791-829 cal AD ( 7.1%)
838-865 cal AD ( 5.1%)

PLD-37137
試料 No.2018-12

B 区 EP201(SB195)
-23.30 ± 0.23 1269 ± 19 1270 ± 20

690-723 cal AD (44.7%) 
740-751 cal AD (15.0%) 
760-767 cal AD ( 8.5%)

681-771 cal AD (95.4%)

PLD-37138
試料 No.2018-13

C 区
SP1530(SA2934)

-23.63 ± 0.27 223 ± 19 225 ± 20
Post-bomb NH2 2013:

1654-1667 cal AD (32.6%) 
1783-1796 cal AD (35.6%)

Post-bomb NH2 2013:
1646-1675 cal AD (45.0%)
1768-1771 cal AD ( 0.6%)
1778-1799 cal AD (41.9%)
1941-1952 cal AD ( 7.6%)
1952-1954 cal AD ( 0.3%)

PLD-37145
試料 No.2018-16

C 区 SD1001
-26.00 ± 0.25 99 ± 21 100 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1696-1726 cal AD (22.7%) 
1814-1836 cal AD (16.6%) 
1844-1851 cal AD ( 4.6%) 
1869-1872 cal AD ( 2.1%) 
1876-1894 cal AD (12.9%) 
1905-1917 cal AD ( 9.3%)

Post-bomb NH2 2013:
1691-1729 cal AD (26.1%)
1810-1925 cal AD (69.1%)
1954-1955 cal AD ( 0.2%)

PLD-37146
試料 No.2018-17

C 区
SP2231(SX1565)

-23.84 ± 0.24 106 ± 19 105 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1695-1713 cal AD (13.3%) 
1715-1726 cal AD ( 8.0%) 
1813-1837 cal AD (17.0%) 
1843-1853 cal AD ( 6.6%) 
1860-1861 cal AD ( 0.5%) 
1867-1874 cal AD ( 4.3%) 
1875-1891 cal AD (11.5%) 
1908-1918 cal AD ( 6.9%)

Post-bomb NH2 2013:
1687-1730 cal AD (27.1%)
1809-1896 cal AD (55.6%)
1902-1926 cal AD (12.5%)
1954-1955 cal AD ( 0.2%)

PLD-37147
試料 No.2018-18

C 区 SD1502
-25.03 ± 0.26 98 ± 20 100 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1696-1726 cal AD (23.1%) 
1814-1836 cal AD (16.8%) 
1845-1851 cal AD ( 3.7%) 
1869-1871 cal AD ( 1.4%) 
1877-1894 cal AD (13.4%) 
1904-1917 cal AD ( 9.8%)

Post-bomb NH2 2013:
1691-1729 cal AD (26.4%)
1811-1921 cal AD (68.6%)
1923-1924 cal AD ( 0.1%)
1954-1955 cal AD ( 0.2%)

PLD-37148
試料 No.2018-19

A 区 ST36
-26.76 ± 0.28 87 ± 21 85 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1698-1722 cal AD (20.4%) 
1817-1834 cal AD (14.5%) 
1879-1916 cal AD (33.2%) 
1954-1954 cal AD ( 0.1%)

Post-bomb NH2 2013:
1694-1727 cal AD (25.6%)
1812-1864 cal AD (29.1%)
1865-1919 cal AD (40.4%)
1954-1955 cal AD ( 0.3%)
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測定番号 δ 13C
（‰）

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
（yrBP ± 1 σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-37149
試料 No.2018-20

A 区 SK523
-25.21 ± 0.27 126 ± 19 125 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1684-1699 cal AD (10.4%) 
1703-1706 cal AD ( 1.0%) 
1720-1733 cal AD ( 8.2%) 
1807-1818 cal AD ( 7.0%) 
1833-1880 cal AD (32.1%) 
1915-1929 cal AD ( 9.2%) 
1954-1954 cal AD ( 0.2%)

Post-bomb NH2 2013:
1681-1738 cal AD (27.5%)
1746-1747 cal AD ( 0.2%)
1751-1763 cal AD ( 2.4%)
1802-1892 cal AD (49.9%)
1907-1938 cal AD (14.5%)
1952-1954 cal AD ( 0.8%)

PLD-37150
試料 No.2018-21

A 区 SK523
-26.88 ± 0.32 89 ± 21 90 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1698-1723 cal AD (21.2%) 
1816-1834 cal AD (14.9%) 
1878-1916 cal AD (32.1%)

Post-bomb NH2 2013:
1693-1727 cal AD (25.7%)
1812-1919 cal AD (69.5%)
1954-1955 cal AD ( 0.3%)

PLD-37151
試料 No.2018-22

A 区 SK523
-21.55 ± 0.27 34 ± 21 35 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1894-1905 cal AD (60.8%) 
1954-1955 cal AD ( 7.4%)

Post-bomb NH2 2013:
1700-1702 cal AD ( 0.5%)
1706-1719 cal AD ( 6.9%)
1819-1833 cal AD ( 5.1%)
1880-1915 cal AD (75.1%)
1954-1955 cal AD ( 7.8%)

PLD-37152
試料 No.2018-23

C 区 SK147
-19.94 ± 0.35 169 ± 22 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1669-1683 cal AD (11.8%) 
1735-1780 cal AD (39.5%) 
1798-1806 cal AD ( 6.1%) 
1930-1933 cal AD ( 1.9%) 
1934-1944 cal AD ( 8.1%) 
1951-1952 cal AD ( 0.9%)

Post-bomb NH2 2013:
1664-1694 cal AD (17.2%)
1727-1787 cal AD (45.0%)
1793-1813 cal AD (10.4%)
1838-1842 cal AD ( 0.5%)
1853-1858 cal AD ( 0.5%)
1862-1867 cal AD ( 0.5%)
1918-1954 cal AD (21.3%)

PLD-37153
試料 No.2018-24

C 区 SK147
-26.02 ± 0.31 165 ± 22 165 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1670-1683 cal AD (10.9%) 
1734-1780 cal AD (38.7%) 
1799-1807 cal AD ( 6.5%) 
1929-1943 cal AD (11.0%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%) 
1954-1954 cal AD ( 0.2%)

Post-bomb NH2 2013:
1665-1695 cal AD (16.7%)
1726-1785 cal AD (43.8%)
1795-1814 cal AD (10.3%)
1837-1843 cal AD ( 0.9%)
1852-1868 cal AD ( 2.2%)
1873-1876 cal AD ( 0.3%)
1918-1954 cal AD (21.2%)

PLD-38806
試料 No.2019-2

A 区 SD4
-26.92 ± 0.28 169 ± 21 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1669-1683 cal AD (12.0%) 
1736-1780 cal AD (40.2%) 
1798-1805 cal AD ( 6.1%) 
1931-1932 cal AD ( 1.1%) 
1935-1944 cal AD ( 7.9%) 
1951-1952 cal AD ( 0.9%)

Post-bomb NH2 2013:
1665-1694 cal AD (17.2%)
1727-1786 cal AD (45.8%)
1794-1813 cal AD (10.3%)
1839-1841 cal AD ( 0.2%)
1854-1857 cal AD ( 0.3%)
1864-1866 cal AD ( 0.2%)
1918-1954 cal AD (21.4%)

PLD-38807
試料 No.2019-6

A 区 SD4
-24.75 ± 0.16 200 ± 21 200 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1662-1678 cal AD (18.0%) 
1765-1772 cal AD ( 5.9%) 
1777-1800 cal AD (29.3%) 
1940-1952 cal AD (15.0%)

Post-bomb NH2 2013:
1653-1682 cal AD (24.8%)
1736-1758 cal AD ( 9.0%)
1761-1805 cal AD (43.3%)
1936-1954 cal AD (18.4%)

PLD-38808
試料 No.2019-8

A 区 SK42
-23.20 ± 0.13 138 ± 18 　140 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1681-1696 cal AD (11.5%) 
1725-1738 cal AD ( 8.9%) 
1754-1762 cal AD ( 4.3%) 
1802-1814 cal AD ( 8.3%) 
1836-1845 cal AD ( 5.1%) 
1850-1869 cal AD (11.2%) 
1871-1877 cal AD ( 2.9%) 
1917-1938 cal AD (15.2%) 
1952-1953 cal AD ( 0.4%) 
1954-1954 cal AD ( 0.4%) 

Post-bomb NH2 2013:
1676-1708 cal AD (15.3%)
1719-1768 cal AD (22.6%)
1770-1778 cal AD ( 1.6%)
1799-1827 cal AD (11.7%)
1832-1888 cal AD (25.6%)
1912-1941 cal AD (17.2%)
1952-1955 cal AD ( 1.4%)
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Ⅳ　理化学分析

測定番号 δ 13C
(‰ )

暦年較正用年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代
(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲

PLD-38809
試料 No.2019-9

A 区 SK42
-27.51 ± 0.22 161 ± 18 160 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1675-1684 cal AD ( 7.9%) 
1733-1768 cal AD (33.7%) 
1770-1778 cal AD ( 7.0%) 
1799-1807 cal AD ( 7.0%) 
1928-1941 cal AD (11.6%) 
1951-1952 cal AD ( 0.8%) 
1954-1954 cal AD ( 0.2%)

Post-bomb NH2 2013:
1667-1694 cal AD (16.1%)
1727-1783 cal AD (46.4%)
1796-1813 cal AD (10.4%)
1838-1841 cal AD ( 0.4%)
1854-1857 cal AD ( 0.4%)
1863-1866 cal AD ( 0.4%)
1918-1954 cal AD (21.3%)

PLD-38810
試料 No.2019-31

B 区遺構外
-26.74 ± 0.14

-568 ± 20
F14:1.0733 ±

0.0027
-570 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
2003-2003 cal AD (13.5%) 
2003-2004 cal AD (54.7%)

Post-bomb NH2 2013:
1957-1957 cal AD ( 6.7%)
2002-2002 cal AD ( 0.7%)
2002-2005 cal AD (88.0%)

PLD-38811
試料 No.2019-32

B 区遺構外
-23.12 ± 0.18 398 ± 19 400 ± 20 1448-1481 cal AD (68.2%) 1442-1511 cal AD (86.5%)

1601-1616 cal AD ( 8.9%)

PLD-38812
試料 No.2019-33

C 区 SD1501
-25.09 ± 0.20 245 ± 19 245 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1646-1664 cal AD (66.4%) 
1788-1789 cal AD ( 1.8%)

Post-bomb NH2 2013:
1642-1667 cal AD (73.8%)
1782-1797 cal AD (21.6%)

PLD-38813
試料 No.2019-34

C 区 SD1501
-29.25 ± 0.25 238 ± 22 240 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1648-1665 cal AD (49.5%) 
1786-1794 cal AD (18.7%)

Post-bomb NH2 2013:
1641-1670 cal AD (61.2%)
1779-1799 cal AD (30.3%)
1942-1951 cal AD ( 3.7%)
1953-1953 cal AD ( 0.2%)

PLD-38814
試料 No.2019-50

C 区 SX1565
-31.43 ± 0.17 169 ± 21 170 ± 20

Post-bomb NH2 2013:
1669-1683 cal AD (12.0%) 
1736-1780 cal AD (40.2%) 
1798-1805 cal AD ( 6.1%) 
1931-1932 cal AD ( 1.1%) 
1935-1944 cal AD ( 7.9%) 
1951-1952 cal AD ( 0.9%)

Post-bomb NH2 2013:
1665-1694 cal AD (17.2%)
1727-1786 cal AD (45.8%)
1794-1813 cal AD (10.3%)
1839-1841 cal AD ( 0.2%)
1854-1857 cal AD ( 0.3%)
1864-1866 cal AD ( 0.2%)
1918-1954 cal AD (21.4%)

PLD-38815
試料 No.2019-52

C 区 SX1565
-25.80 ± 0.20 74 ± 16 75 ± 15

Post-bomb NH2 2013:
1708-1718 cal AD (12.8%) 
1826-1832 cal AD ( 6.6%) 
1887-1914 cal AD (48.4%) 
1954-1955 cal AD ( 0.4%)

Post-bomb NH2 2013:
1696-1725 cal AD (21.7%)
1814-1836 cal AD (15.1%)
1844-1851 cal AD ( 1.7%)
1877-1917 cal AD (56.3%)
1954-1955 cal AD ( 0.5%)

PLD-38816
試料 No.2019-103

東北隅　遺構外
-30.13 ± 0.18 2391 ± 25 2390 ± 25 486-404 cal BC (68.2%) 702-696 cal BC ( 0.7%)

541-397 cal BC (94.7%)

表 11　コラーゲン抽出結果と C/N 比

測定番号
コラーゲン抽出結果 EA での測定結果

処理した骨重量
(mg)

抽出コラーゲン量
(mg)

コラーゲン収率
(%)

炭素含有量
(%)

窒素含有量
(%)

C/N 比
（モル比）

PLD-37152 1511.6 242.7 16.1 46.4 17.0 3.19 
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Ⅳ　理化学分析

1. 試料 No.2018-11　採取位置図（PLD-37134 ～ 37136） 
2. 試料 No.2018-11　ウィグルマッチング結果

3. 試料 No.2018-14　採取位置図（PLD-37137 ～ 37139） 
4. 試料 No.2018-14　ウィグルマッチング結果

5. 試料 No.2018-15　採取位置図（PLD-37140 ～ 37142） 
6. 試料 No.2018-15　ウィグルマッチング結果

第 146 図　ウィグルマッチングを行なった試料（ピンの間隔は 5 年） 

5 6

43

1 2
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Ⅳ　理化学分析

第 147 図　単体測定試料の暦年較正結果（1）
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Ⅳ　理化学分析

第 148 図　単体測定試料の暦年較正結果（2）
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Ⅳ　理化学分析

第 149 図　単体測定試料の暦年較正結果（3）
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Ⅳ　理化学分析

第 150 図　単体測定試料の暦年較正結果（4）
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Ⅳ　理化学分析

2　樹 種 同 定
小林克也（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡で出土した木材について、樹種同定を行な

った。なお、一部の試料については放射性炭素年代測定

も行われている（第Ⅳ章１参照）。

B　試料と方法

試料は、竪穴建物や柱穴、土坑などから出土した生の

木製品 156 点と、炭化材 4 点の、計 160 点である。た

だし分析 No.136と137 は同一試料について切片採取を

行なっているため、同定試料数は 161 点となる。各試料

について、切片採取前に木取りの確認を行なった。

生材の樹種同定では、材の横断面（木口）、接線断面（板

目）、放射断面（柾目）について、カミソリで薄い切片を

切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラートを

作製した。その後乾燥させ、光学顕微鏡にて検鏡および

写真撮影を行なった。

炭化材の樹種同定では、まず試料を乾燥させ、材の横

断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）に

ついて、カミソリと手で割断面を作製し、整形して試料台

にカーボンテープで固定した。その後イオンスパッタにて

金蒸着を施し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE 社製　VE-

9800）にて検鏡および写真撮影を行なった。

C　結　　果

同定の結果、針葉樹ではモミ属とカラマツ属、マツ属

複維管束亜属、スギ、アスナロの 5 分類群、広葉樹では

モクレン属とクスノキ科、サクラ属、ケヤキ、クリ、ブナ属、

コナラ属クヌギ節（以下、クヌギ節）、コナラ属コナラ節（以

下、コナラ節）、カバノキ属、ハンノキ属、ハンノキ属ハ

ンノキ亜属（以下、ハンノキ亜属）、ニシキギ属、ヤナギ

属、ミズキ属、トネリコ属シオジ節（以下、シオジ節）の

15 分類群の、計 20 分類群がみられた。クリが 51 点、

スギが 47 点、マツ属複維管束亜属が 21 点、ハンノキ亜

属が 11 点、ブナ属が 8 点、コナラ節が 3 点、アスナロと

モクレン属、サクラ属、ケヤキ、ハンノキ属が各 2 点、そ

れ以外の分類群は各 1 点であった、同定結果を表 12に、

一覧を表 14に示す。

以下に、同定された材の特徴を記載し、第 151 図に光

学顕微鏡・走査型電子顕微鏡写真を示す。

（1）モミ属　Abies　マツ科　第 151 図 1a-1c(No.22)
仮道管と放射組織で構成される針葉樹である。晩材部

は厚く、早材から晩材への移行は緩やかである。放射組

織は単列で、高さ1 ～ 8 列となる。分野壁孔は小型のス

ギ型で、1 分野に2 ～ 4 個みられる。また、放射組織の

末端壁は数珠状に肥厚する。

モミ属には高標高域に分布するシラビソ、オオシラビソ、

ウラジロモミと、低標高域に分布するモミなどがあり、い

ずれも常緑高木である。材はやや軽軟で、切削その他の

加工は容易、割裂性も大きい。

（2）カラマツ属　Larix　マツ科　第 151 図 2a-2c(No.80)
仮道管と垂直および水平樹脂道、放射組織、放射仮道

管からなる針葉樹である。早材から晩材への移行は比較

的緩やかで、晩材部は広い。大型の樹脂道を薄壁のエピ

セリウム細胞が囲んでいる。分野壁孔は小型のヒノキ型で、

1 分野に4 ～ 5 個みられる。また放射組織は数珠状末端

壁を有し、放射組織の上下には放射仮道管がある。

表 12　八幡西遺跡出土木製品の樹種同定結果

歯 台
側
板

蓋
? 蓋

底
板

杓
子
状 杭

板
材

部
材

横
木

桟
木

上
蓋

側
板

底
板

モミ属 1 1
カラマツ属 1 1
マツ属複維管束亜属 1 1 1 1 2 1 2 1 2 2 1 3 2 1 21
スギ 1 2 5 1 1 1 32 2 1 1 47
アスナロ 1 1 2
モクレン属 2 2
クスノキ科 1 1
サクラ属 1 1 2
ケヤキ 2 2
クリ 1 1 1 1 1 1 27 1 6 1 8 1 1 51
ブナ属 1 1 1 1 2 2 8
コナラ属クヌギ節 1 1
コナラ属コナラ節 1 1 1 3
カバノキ属 1 1
ハンノキ属 1 1 2
ハンノキ属ハンノキ亜属 9 2 11
ニシキギ属 1 1
ヤナギ属 1 1
ミズキ属 1 1
トネリコ属シオジ節 1 1

合計 1 1 1 1 2 2 1 2 1 2 5 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 30 1 19 4 1 1 32 2 1 4 1 10 1 2 2 2 1 3 2 1 4 1 160

木
棺
部
材
?

炭
化
材

根
株
材 合計

板
材

水車状
遺構

杭
杭
?

棒
状

木棺部材

礎
板

礎
板
?

根
固
め
？

水
平
材

井
戸
部
材

木
栓

自
在
鉤

火
打
金
柄
部

柱
根

柱
根
?

漆
塗
膳

台
？
（

脚
部
）

調
度
品
部
材

数
珠 栓

桶
底
板

容
器
部
材

杓
文
字

柄
杓 串

連
歯
下
駄

差歯
下駄 曲物

刳
物
箱

漆
塗
蓋樹種/器種 砧

刷
毛
状 鍬

編
錘
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Ⅳ　理化学分析

カラマツ属にはカラマツなどがみられ、カラマツは温帯

に分布する落葉高木で、自生では宮城県・新潟県以南か

ら中部山岳地帯の日当たりの良い山地に生育する。材は

水湿に強い。

（3）マツ属複維管束亜属　Pinus subgen. Diploxylon 　

マツ科　第 151 図 3a-3c(No.2)

仮道管と垂直および水平樹脂道、放射柔細胞および放

射仮道管で構成される針葉樹である。放射組織は放射柔

細胞と放射仮道管によって構成される。放射仮道管の内

壁の肥厚は鋸歯状であり、分野壁孔は窓状となる。

マツ属複維管束亜属には、アカマツとクロマツがある。

どちらも温帯から暖帯にかけて分布し、クロマツは海の近

くに、アカマツは内陸地に生育しやすい。材質は類似し、

重硬で切削等の加工は容易である。

（4）スギ　Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don 　ヒノキ科

第 151 図 4a-4c(No.116)

道管と放射組織、樹脂細胞で構成される針葉樹である。

晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩やかである。

放射組織は単列で、高さ2 ～ 15 列となる。分野壁孔は

孔口が大きく開いた大型のスギ型で、1 分野に普通 2 個

みられる。

スギは大高木へと成長する常緑針葉樹で、天然分布は

東日本の日本海側に多い。比較的軽軟で、切削などの加

工が容易な材である。

（5）アスナロ　Thujopsis dolabrata (L.f.) Siebold et 
Zucc. 　ヒノキ科　第 151 図 5a-5c(No.40)

仮道管と放射組織、樹脂細胞で構成される針葉樹であ

る。晩材部は薄く、早材から晩材への移行はやや急である。

放射組織は単列で、高さ2 ～ 13 列となる。分野壁孔は

小型のヒノキ～スギ型で、1 分野に2 ～ 4 個みられる。

アスナロは温帯に分布する常緑高木の針葉樹である。

針葉樹の中では比較的軽軟で、切削等の加工は比較的容

易である。また、精油分が多く、耐朽性に優れている。

（6） モ クレ ン 属　Magnolia 　 モ クレ ン 科　 第 151 図

6a-6c(No.27)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合してやや密に散

在する散孔材である。道管は単穿孔を有し、道管交互壁

孔は階段状となる。放射組織は上下端 1 列が直立する異

性で、幅 1 ～ 2 列となる。

モクレン属にはホオノキ、コブシなどがある。代表的な

ホオノキは、山間の肥沃なところに散生する落葉高木の広

葉樹で、材は軽軟で堅くなく、切削その他の加工は極めて

容易である。

（7）クスノキ科　Lauraceae 　第 151 図 7a-7c(No.37)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合し、やや密に散

在する散孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。道

管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、幅 1 ～ 2 列と

なる。木部繊維内には、油細胞が認められる。

クスノキ科にはニッケイ属やタブノキ属、クロモジ属な

どがあり、暖帯を中心に分布する、主に常緑性の高木ま

たは低木である。

（8）サクラ属（広義）　Prunus s.l. 　バラ科　第 151 図

8a-8c(No.35)

小型の道管が単独ないし数個、放射方向または斜め方

向に複合してやや密に散在する散孔材である。道管は単

穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織

は上下端 1 列が直立する異性で、1 ～ 5 列幅となる。

広義のサクラ属には、モモ属とスモモ属、アンズ属、サ

クラ属、ウワミズザクラ属、バクチノキ属がある。樹種同

定ではモモ属とバクチノキ属以外は他のサクラ属と識別で

きないため、広義のサクラ属とはモモ属とバクチノキ属を

除くサクラ属を指す。

（9）ケヤキ　Zelkova serrata (Thunb.) Makino 　ニレ科

第 151 図 9a-9c(No.32)

年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 2 列並び、晩材部

では急に径を減じた道管が多数複合し、接線～斜線方向

に配列する環孔材である。軸方向柔組織は周囲状となる。

道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚がみ

られる。放射組織は上下端 1 列が方形となる異性で、1

～5列となる。放射組織の上下端には、結晶が認められる。

ケヤキは温帯から暖帯にかけての肥沃な谷間などに好

んで生育する落葉高木の広葉樹である。材はやや重くて

硬いが、切削などの加工はそれほど困難ではない。

（10）クリ　Castanea crenata Siebold. et Zucc. 　ブナ科

第 151 図 10a-10c(No.134)

年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 3 列並び、晩材部で

は徐々に径を減じる道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状である。道管は単穿孔

を有する。放射組織は同性で、単列である。

クリは、北海道の石狩、日高地方以南の温帯から暖帯
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にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で、耐朽性が高い。

（11）ブナ属　Fagus 　ブナ科　第 151 図 11a-11c(No.70)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合して密に散在す

る散孔材である。道管は単穿孔を有する。放射組織は同

性で、幅 1 ～ 10 列である。

ブナ属にはブナとイヌブナがあり、冷温帯の山林に分布

する落葉高木の広葉樹である。代表的なブナの材は、重

硬で強度があるが、切削加工は困難ではない。

（12）コナラ属クヌギ節　Quercus sect. Aegilops 　ブナ科

第 151 図 12a-12c(No.48)

年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 3 列並び、晩材部

では急に径を減じた、厚壁で丸い道管が放射方向に配列

する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のもの

と広放射組織がみられる。

コナラ属クヌギ節にはクヌギとアベマキがあり、温帯か

ら暖帯にかけて分布する落葉高木の広葉樹である。材は

重硬で、切削などの加工はやや困難である。

（13）コナラ属コナラ節　Quercus sect. Prinus 　ブナ科　

第 151 図 13a-13c(No.119)

年輪のはじめに大型の道管が 1 ～ 2 列並び、晩材部で

は急に径を減じた、薄壁で角張った道管が火炎状に配列

する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のもの

と広放射組織がみられる。

コナラ属コナラ節にはコナラやミズナラなどがあり、温

帯から暖帯にかけて広く分布する落葉高木の広葉樹であ

る。代表的なミズナラの材は、やや重く強靭で、切削加

工はやや難しい。

（14） カ バ ノ キ 属　Betula 　 カ バ ノ キ 科　 第 151 図

14a-14c(No.24)

中型の道管が単独または2 ～ 4 個放射方向に複合して

やや密に散在する散孔材である。軸方向柔組織は短接線

状となる。道管は 10 ～ 20 段程度の階段穿孔を有する。

放射組織は同性で、幅 1 ～ 4 列である。

カバノキ属にはマカンバやダケカンバ、ウダイカンバな

どがあり、代表的なマカンバは北海道から本州北中部の

温帯の、日当たりの良い場所に生育する落葉高木の広葉

樹である。材はやや重硬で強靭だが、切削加工は容易で

ある。

（15） ハ ンノ キ 属　Alnus 　 カ バ ノ キ 科　 第 151 図

15a-15c(No.62)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合して密に散在す

る散孔材である。道管は 10 ～ 20 段程度の階段穿孔を

有する。放射組織は同性で単列となるが、試料が小さか

ったために集合放射組織の有無が確認できなかった。し

たがって、ハンノキ亜属とヤシャブシ亜属の識別ができず、

ハンノキ属とした。

ハンノキ属にはハンノキ亜属とヤシャブシ亜属がある。

ハンノキ亜属の代表種であるハンノキは平地の湿地や河

川などの湿潤地に多い落葉高木の広葉樹で、ヤシャブシ

亜属の代表種であるヤシャブシは本州、北海道などの温

帯から亜寒帯にかけて分布する落葉小高木の広葉樹であ

る。

（16）ハンノキ属ハンノキ亜属　Alnus subgen. Alnus　カ

バノキ科　第 151 図 16a-16c(No.68)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合してやや密に

散在する散孔材である。軸方向柔組織は短接線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のもの

と集合放射組織がみられる。

ハンノキ属ハンノキ亜属にはヤマハンノキやハンノキな

どがあり、温帯から暖帯に分布する落葉高木の広葉樹で

ある。ヤマハンノキは山林部に、ハンノキは平地の湿地や

河川などの湿潤地に多い。材の重さは中庸で、切削加工

なども容易である。

（17）ニシキギ属　Euonymus 　ニシキギ科　第 151 図

17a-17c(No.138)

小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。道管

は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射

組織は上下端 1 列が直立する異性で、単列となる。

ニシキギ属にはニシキギやマユミなどがあり、代表的な

マユミは、北海道から九州までの山地にみられる落葉高木

または小高木の広葉樹である。材は強靭で、靭性がある。

(18) ヤ ナ ギ 属　Salix 　 ヤ ナ ギ 科　 第 151 図

18a-18c(No.137)

小型の道管が単独ないし2 ～ 3 個複合し、やや密に散

在する散孔材である。道管は単穿孔を有し、道管放射組

織間壁孔は円形の単壁孔状となる。放射組織は上下端 1

～ 3 列が直立する異性で、単列となる。
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ヤナギ属にはタチヤナギやバッコヤナギなどがあり、水

湿に富んだ日当たりのよい土地を好む落葉大高木～灌木

の広葉樹である。材は軽軟で強度が強く、切削加工など

は容易である。

（19） ミ ズ キ 属　Cornus 　 ミ ズ キ 科　 第 151 図

19a-19c(No.3)

小型の道管がほぼ単独で散在する散孔材である。晩材

部では、道管の径が減じる傾向がみられる。道管は 20

～ 40 段程度の階段穿孔を有する。放射組織は上下端 1

～ 3 列が直立ないし方形となる異性で、4 ～ 8 列となる。

ミズキ属にはミズキやクマノミズキなどがあり、丘陵地

や平地に分布する落葉中高木の広葉樹である。代表的な

ミズキの材は、やや硬いが、切削加工は容易である。

（20）トネリコ属シオジ節　Fraxinus sect. Fraxinuster 　

モクセイ科　第 151 図 20a-20c(No.31)

年輪の始めに大型で丸い道管が 3 ～ 4 列並び、晩材

部では小型の道管が単独ないし2 個複合する環孔材であ

る。軸方向柔細胞は周囲型である。道管は単穿孔を有する。

放射組織は同性で、幅 1 ～ 3 列である。

トネリコ属シオジ節にはシオジとヤチダモがあり、現在

の植生ではシオジは関東以西の温帯に、ヤチダモは中部

以西の亜寒帯から温帯の河岸や湿地などの肥沃な湿潤地

に分布する、落葉高木の広葉樹である。材の性質はどちら

も中庸ないしやや重硬で、乾燥は比較的容易、切削加工

等も容易である。

D　考　　察

以下、時期ごとに考察を行う（表 13）。

遺構外で出土した古代以前の根株材は、コナラ属クヌ

ギ節であった。遺跡内に生育していたクヌギ節が、枯死も

しくは伐採され、根株材のみが埋没したと考えられる。

古代の曲物底板と井戸部材はスギ、杭？はクリ、柱根

はマツ属複維管束亜属とスギ、クリ、コナラ節であった。

スギは真っすぐで加工性が良く、マツ属複維管束亜属は

針葉樹の中では比較的硬く、耐水性が高い。またクリとコ

ナラ節は堅硬な樹種である（伊東ほか，2012）。耐久性

が必要な柱根には堅硬な樹種が利用されたと考えられる。

山形県域の古墳時代～平安時代前期の曲物底板と井戸部

表 13　時期別樹種同定結果

時期
古代
以前

中世～
近世

樹種 器種
蓋
?

底
板

横
木

桟
木

上
蓋

側
板

底
板

カラマツ属 1 1
マツ属複維管束亜属 1 1 1 2 2 1 3 2 13
スギ 1 32 1 1 1 36
サクラ属 1 1
クリ 8 1 1 1 1 15 1 5 1 6 40
ブナ属 2 2 4
コナラ属クヌギ節 1 1
コナラ属コナラ節 1 1 2
カバノキ属 1 1
ハンノキ属 1 1
ハンノキ属ハンノキ亜属 9 2 11
ニシキギ属 1 1
ヤナギ属 1 1

合計 1 1 32 11 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 15 1 18 4 1 1 6 2 2 1 3 2 1 113

杭

木棺部材 木
棺
部
材
?

柱
根

柱
根
?

礎
板

礎
板
?

根
固
め
？

水
平
材

古代 近世

合計

根
株
材

曲
物
底
板

井
戸
部
材

柱
根

杭
?

炭
化
材 砧

編
錘

曲物

容
器
部
材 串

数
珠

木
栓

時期
近代
以降 不明

歯 台
側
板 蓋

底
板

杓
子
状 杭

板
材

部
材

モミ属 1 1
マツ属複維管束亜属 1 2 1 2 1 1 8
スギ 1 2 3 1 2 1 1 11
アスナロ 1 1 2
モクレン属 2 2
クスノキ科 1 1
サクラ属 1 1
ケヤキ 2 2
クリ 1 1 1 1 1 2 3 1 11
ブナ属 1 1 1 1 4
コナラ属コナラ節 1 1
ハンノキ属 1 1
ミズキ属 1 1
トネリコ属シオジ節 1 1

合計 1 2 2 1 2 2 3 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 1 4 1 3 2 2 3 1 1 1 1 47

水車状
遺構

桶
底
板 鍬杭

棒
状

炭
化
材

柱
根

礎
板 杭栓

自
在
鉤

火
打
金
柄
部

柱
根

板
材樹種

近世～近代 近世？

総計器種

刷
毛
状

連
歯
下
駄

差歯
下駄 曲物

刳
物
箱

漆
塗
蓋

杓
文
字

柄
杓

漆
塗
膳

台
？
（

脚
部
）

調
度
品
部
材
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材ではスギの利用が多く、柱材もクリが多く確認されており

（伊東・山田編，2012）、傾向は一致する。

中世～近世の炭化材は、クリとコナラ節であった。試料

は土坑からの出土であり、用途は不明である。クリとコナ

ラ節は共に薪炭材として普通に利用される樹種で、遺跡周

辺に生育可能な樹種であり（伊東ほか，2011）、遺跡周

辺の樹木が伐採利用された可能性がある。

近世の砧、編錘、柱根および柱根？、根固め？、杭は、

いずれもクリであった。堅硬なクリが選択利用されたと考

えられる。山形県域の江戸時代の柱材にはクリが多く利用

されており（伊東・山田編，2012）、傾向は一致する。

礎板および礎板？では、カラマツ属とクリ、ブナ属、ハ

ンノキ属、ハンノキ亜属といった多様な広葉樹がみられ、

柱材のようにクリのみを利用するような傾向はみられなか

った。

曲物の底板はスギ、蓋？はマツ属複維管束亜属であっ

た。山形県域では中世以降の曲物にスギが多く利用され

ている（伊東・山田編，2012）。

また、水平材はマツ属複維管束亜属、串はニシキギ属、

数珠はヤナギ属であった。ヤナギ属の数珠は、樹芯を残

した丸木状の 1 年生の枝を短くカットし、両端を加工して

作製された数珠玉と考えられる。近世の日本各地の数珠

にはモチノキ属やサクラ属の利用が多くみられるが、ヤナ

ギ属を使用した数珠の確認例は 2 例のみである（伊東・

山田編，2012）。

容器部材はサクラ属、木栓はカバノキ属、杭はクリであ

った。

木棺部材は、いずれもマツ属複維管束亜属であった。

耐水性が高いマツ属複維管束亜属が選択利用されていた

と考えられる。山形県域では渋江遺跡で江戸時代後半の

棺材にマツ属複維管束亜属とモミ属、スギが利用されてい

る（伊東・山田編，2012）。なお、木棺部材？はスギであり、

ほかの木棺部材とは用材傾向が異なっていた。

近世～近代の杓子状はアスナロ、杓文字はクスノキ科

であった。アスナロおよびクスノキ科は加工性が比較的良

くて耐朽性が高い（伊東ほか，2011）。そのため、杓子

状および杓文字にはアスナロとクスノキ科が利用されてい

たと考えられる。

連歯下駄歯はモクレン属、差歯下駄の歯はケヤキ、台

はシオジ節であった。山形県域の下駄では、連歯下駄に

キリとサワグルミ、差歯下駄の台にウコギ属、歯にカツラ

属とモクレン属が確認されている。

曲物では、側板にモミ属とスギ、蓋および底板にスギ

が利用されていた。山形県域では中世以降の曲物にスギ

が多く利用されており（伊東・山田編，2012）、傾向は

一致する。

水車状遺構の杭にはマツ属複維管束亜属、板材にはマ

ツ属複維管束亜属とスギ、部材にはスギが利用されてい

た。加工性の良い樹種が利用されたと考えられる。

刷毛状と漆塗蓋、柄杓にはブナ属が、台？（脚部）と

調度品部材、自在鉤、柱根にはクリが利用されていた。

堅硬な樹種が選択されたと考えられる。また、刳物箱はア

スナロ、漆塗膳と棒状はマツ属複維管束亜属、栓はスギで、

加工性の良い樹種が利用されていた。

杭はクリとハンノキ属であった。クリは堅硬な樹種だが、

ハンノキ属は軽軟な樹種種である（伊東ほか，2011）。

クリの杭とハンノキ属の杭は、異なる用途で利用されてい

た可能性が考えられる。

また、火打金柄部はクリ、板材はマツ属複維管束亜属、

棒状の木製品はコナラ節であった。

炭化材はマツ属複維管束亜属とミズキ属であった。これ

らの試料は竪穴建物 ST16 から出土しており、焼けた建築

材の可能性が考えられている。共に小径の炭化材であり、

遺跡周辺に生育する樹木が伐採利用されたと考えられる。

近世？の柱根と礎板はクリ、杭はサクラ属であった。サ

クラ属も比較的堅硬な樹種であり、堅硬な樹種を選択して

いたと考えられる。

近代以降の桶底板は、スギであった。真っすぐで加工

性の良いスギが利用されたと考えられる。また、時期不明

の鍬はブナ属であった。堅硬なブナが利用されたと考えら

れる。
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表 14　八幡西遺跡出土木材の樹種同定結果一覧
分析
No.

試料 No.
取上げ
No.

調査
区

出土遺構 器種 樹種 木取り 備考 年代測定番号 時期

1 2018-25 RW8 A 区 ST16 砧 クリ 芯持丸木 近世
2 2018-1 - A 区 ST16 炭化材 マツ属複維管束亜属 割れ PLD-37124 江戸前期～昭和
3 2018-2 - A 区 ST16 炭化材 ミズキ属 割れ PLD-37125 江戸前期～昭和
4 2019-60 RW72 A 区 SE33 井戸部材 スギ 柾目 古代
5 2019-61 RW73 A 区 SE33 井戸部材 スギ 柾目 古代
6 2018-35 RW74 A 区 SE33 井戸部材 スギ 板目 古代
7 2019-62 RW75 A 区 SE33 井戸部材 スギ 柾目 古代
8 2018-36 RW76 A 区 SE33 井戸部材 スギ 柾目 古代
9 2018-42 RW112 A 区 SK436 曲物側板 スギ 柾目 近世以降
10 2018-43 RW114 A 区 SK436 曲物底板 スギ 板目 近世以降
11 2018-44 RW115 A 区 SK436 曲物蓋 スギ 柾目 近世以降
12 2018-45 RW117 A 区 SK436 刷毛状 ブナ属 柾目 近世以降
13 2018-46 RW118 A 区 SK436 棒状 コナラ属コナラ節 柾目 近世以降

14 2018-26 RW14 A 区 SX838
水車状遺構
板材

スギ 板目 江戸前期～昭和

15 2018-27 RW16 A 区 SX838
水車状遺構
板材

マツ属複維管束亜属 追柾目 江戸前期～昭和

16 2018-28 RW17 A 区 SX838
水車状遺構
部材

スギ 板目 江戸前期～昭和

17 2018-3 RW243 A 区 SX838 水車状遺構杭 マツ属複維管束亜属 芯持丸木 PLD-37126 江戸前期～昭和

18 2018-29 RW278 A 区 SX838
水車状遺構
板材

スギ 柾目 江戸前期～昭和

19 2018-30 RW282 A 区 SX838
水車状遺構
板材

マツ属複維管束亜属 柾目 江戸前期～昭和

20 2018-37 RW63 A 区 SK26 台？（脚部） クリ 芯持丸木 脚部 近世以降
21 2018-38 RW83 A 区 SK405 底面 木棺部材 ? スギ 板目 近世
22 2018-41 RW96 A 区 SK434 曲物側板 モミ属 板目 近世以降
23 2018-52 RW280 A 区 SK456 桶底板 スギ 板目 近代以降
24 2019-53 RW124 A 区 撹乱 木栓 カバノキ属 芯去削出 近世
25 2019-54 RW137 A 区 SK523 火打金柄部 クリ 柾目 江戸中期～昭和
26 2019-55 RW141 A 区 SK523 板材 マツ属複維管束亜属 柾目 江戸中期～昭和
27 2018-53 RW148 A 区 SK523 連歯下駄 モクレン属 板目 江戸中期～昭和
28 2018-54 RW151 A 区 SK523 連歯下駄 モクレン属 板目 江戸中期～昭和
29 2019-56 RW158 A 区 SK523 板材 マツ属複維管束亜属 柾目 江戸中期～昭和
30 2018-5 RW159 A 区 SK523 漆塗膳 マツ属複維管束亜属 横木取り PLD-37128 江戸中期～昭和
31 2018-55-1 RW160 A 区 SK523 差歯下駄台 トネリコ属シオジ節 板目 江戸中期～昭和
32 2018-55-2 RW160 A 区 SK523 差歯下駄前歯 ケヤキ 柾目 江戸中期～昭和
33 2019-57 RW161 A 区 SK523 差歯下駄後歯 ケヤキ 柾目 江戸中期～昭和
34 2018-56 RW169 A 区 SX424 曲物底板 スギ 柾目 近世以降
35 2019-58 RW171 A 区 SK557 容器部材 サクラ属 横木取り 近世
36 2018-39 RW86 A 区 SD408 柄杓 ブナ属 横木取り 近世以降
37 2018-40 RW88 A 区 SD413 杓文字 クスノキ科 芯去削出 近世以降
38 2018-47 RW102 A 区 SD441 曲物蓋 スギ 柾目 近世以降
39 2018-48 RW103 A 区 SD441 曲物底板 スギ 板目 近世以降
40 2018-49 RW104 A 区 SD441 刳物箱 アスナロ 横木取り 近世以降
41 2018-50 RW108 A 区 SD441 自在鉤 クリ 芯持削出 近世以降
42 2018-51 RW111 A 区 SD441 杭 ハンノキ属 芯持削出 近世以降

43 2018-34
RW58 ～

62
A 区 SP45 鍬 ブナ属 柾目 不明

44 2018-4 RW46 A 区 SK42 漆塗蓋 ブナ属 横木取り PLD-37127 江戸中期～昭和
45 2018-31 RW47 A 区 SK42 棒状 マツ属複維管束亜属 芯去削出 江戸中期～昭和
46 2018-32 RW49 A 区 SK42 栓 スギ 芯去削出 江戸中期～昭和
47 　　　　2018-33 RW51 A 区 SK42 杓子状 アスナロ 芯去削出 江戸中期～昭和
48 2019-103 RW281 A 区 遺構外：北西隅 根株材 コナラ属クヌギ節 芯持丸木 根株材、樹皮有 PLD-38816 古代以前
49 2018-61 RW192 B 区 EP186(SB174) 柱根 スギ 割れ 古代
50 2018-62 RW193 B 区 EP198(SB195) 柱根 クリ 割れ 飛鳥～奈良
51 2018-10 RW194 B 区 EP199(SB195) 柱根 マツ属複維管束亜属 芯持丸木 PLD-37133 飛鳥～平安前期
52 2018-11 RW195 B 区 EP200(SB195) 柱根 クリ 芯去削出 PLD-37134 ～ 37136 飛鳥～奈良
53 2018-63 RW196 B 区 EP200(SB195) 柱根 クリ 割れ 飛鳥～奈良
54 2018-12 RW197 B 区 EP201(SB195） 柱根 クリ 芯去削出 PLD-37137 飛鳥～奈良
55 2018-64 RW198 B 区 EP202(SB195) 柱根 クリ 割れ 飛鳥～奈良
56 2018-65 RW199 B 区 EP203(SB195) 柱根 クリ 芯去削出 飛鳥～奈良
57 2018-66 RW200 B 区 EP206(SB195) 柱根 クリ 芯去削出 飛鳥～奈良
58 2018-67 RW201 B 区 EP207(SB195) 柱根 クリ 芯去削出 飛鳥～奈良
59 2018-68 RW235 B 区 EP344(SB195) 杭 ? クリ 芯去削出 飛鳥～奈良
60 2019-87 RW202 B 区 EP222(SB216) 柱根 コナラ属コナラ節 半割 古代
61 2018-9 RW203 B 区 EP247(SB243) 礎板 クリ 芯持丸木 PLD-37132 江戸前期？

62 2018-69 RW204 B 区 EP250(SB243) 礎板 ハンノキ属
みかん割
り

江戸前期

63 2018-8 RW205 B 区 EP250(SB243) 柱根 クリ 芯持丸木 PLD-37131 江戸前期？
64 2018-70 RW206 B 区 EP252(SB243) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期

65 2018-71 RW207 B 区 EP252(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

みかん割
り

江戸前期

66 2018-72 RW208 B 区 EP270(SB243) 柱根 ? クリ 割れ 江戸前期

67 2018-73 RW209 B 区 EP280(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

柾目 江戸前期

68 2018-74 RW213 B 区 EP280(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

柾目 江戸前期

69 2018-75 RW214 B 区 EP281(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

みかん割
り

江戸前期

70 2018-76 RW216 B 区 EP284(SB243) 礎板 ? ブナ属 半割 江戸前期

71 2018-77 RW217 B 区 EP284(SB243) 礎板 ?
ハンノキ属ハンノキ
亜属

半割 江戸前期

72 2018-78 RW218 B 区 EP284(SB243) 礎板 ?
ハンノキ属ハンノキ
亜属

追柾目 江戸前期

73 2018-79 RW219 B 区 EP284(SB243) 礎板 ? ブナ属 芯去削出 江戸前期
74 2018-80 RW273 B 区 EP289(SB243) 礎板 ブナ属 半割 土台を転用 江戸前期
75 2018-81 RW222 B 区 EP290(SB243) 礎板 クリ 半割 江戸前期
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76 2018-82 RW223 B 区 EP290(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

半割 江戸前期

77 2018-83 RW224 B 区 EP290(SB243) 礎板 ブナ属 芯持丸木 江戸前期

78 2018-84 RW274 B 区 EP290(SB243) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

半割 江戸前期

79 2018-85 RW225 B 区 EP291(SB243) 礎板 クリ 半割 江戸前期
80 2018-87 RW275 B 区 EP291(SB243) 礎板 カラマツ属 半割 杭を転用 江戸前期
81 2018-86 RW226 B 区 EP292(SB243) 礎板 クリ 半割 江戸前期
82 2018-88 RW227 B 区 EP292(SB243) 礎板 クリ 半割 垂直材を転用 江戸前期
83 2018-89 RW228 B 区 EP292(SB243) 礎板 クリ 半割 垂直材を転用 江戸前期
84 2019-88 RW230 B 区 EP302(SB243） 柱根（北） クリ 芯持丸木 江戸前期
85 2019-89 RW231 B 区 EP302(SB243） 柱根（南） クリ 芯持丸木 江戸前期
86 2019-90 RW237 B 区 EP302(SB243） 根固め？ クリ 芯持丸木 江戸前期

87 2019-91 RW232 B 区 EP307(SB308) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

板目 江戸前期

88 2019-92 RW233 B 区 EP307(SB308) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

板目 江戸前期

89 2019-93 RW234 B 区 EP307(SB308) 礎板
ハンノキ属ハンノキ
亜属

板目 江戸前期

90 2018-57 RW64・65 B 区 SE104 曲物底板 スギ 板目 古代
91 2019-63 RW66 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
92 2019-64 RW67 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
93 2019-65 RW68 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
94 2019-66 RW69 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
95 2019-67 RW70 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
96 2019-68 RW71 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
97 2019-69 RW251 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
98 2019-70 RW252 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
99 2019-71 RW253 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
100 2019-72 RW254 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
101 2019-73 RW255 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
102 2019-74 RW257 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
103 2019-75 RW258 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
104 2019-76 RW259 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
105 2019-77 RW260 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
106 2019-78 RW261 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
107 2019-79 RW263 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
108 2019-80 RW265 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
109 2019-81 RW266 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
110 2019-82 RW267 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
111 2019-83 RW268 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
112 2019-84 RW269 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
113 2019-85 RW270 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
114 2019-86 RW271 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
115 2018-58 RW256 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
116 2018-59 RW262 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
117 2018-60 RW264 B 区 SE104 井戸部材 スギ 板目 古代
118 2018-6 - B 区 SK158 炭化材 クリ 半割 PLD-37129 室町～江戸前期

119 2018-7 - B 区 SK158 炭化材 コナラ属コナラ節
みかん割
り

PLD-37130 室町～江戸前期

120 2019-96 RW469 C 区 EP1542(SB2903) 柱根 クリ 芯持丸木 近世？
121 2019-95 RW448 C 区 EP1665(SB2915) 柱根 クリ 芯持丸木 近世？
122 2019-94 RW445 C 区 EP1657(SB2914) 柱根 サクラ属 芯持丸木 表面炭化 近世？
123 2018-14 RW476 C 区 EP1848(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 PLD-37139 ～ 37141 江戸前期～後期
124 2018-15 RW477 C 区 EP1858(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 PLD-37142 ～ 37144 江戸前期～後期
125 2018-107 RW478 C 区 EP1870(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期～後期
126 2018-108 RW479 C 区 EP1871(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
127 2018-109 RW480 C 区 EP1872(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
128 2018-110 RW481 C 区 EP1890(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
129 2018-111 RW482 C 区 EP1905(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
130 2018-112 RW484 C 区 EP1953(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
131 2018-113 RW485 C 区 EP1954(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
132 2018-114 RW486 C 区 EP2151(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
133 2018-115 RW487 C 区 EP2152(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
134 2018-116 RW488 C 区 EP2153(SB2904) 柱根 クリ 芯持丸木 江戸前期か後期
135 2018-13 RW468 C 区 SP1530 柱根 クリ 芯持丸木 PLD-37138 江戸前期～昭和
136 2018-91 RW345 C 区 SH1125 数珠 広葉樹 芯持丸木 39 点中 1点 近世
137 2019-59 RW345 C 区 SH1125 数珠 ヤナギ属 芯持丸木 39 点中 1点 近世
138 2018-92 RW346 C 区 SH1125 串 ニシキギ属 芯持丸木 近世
139 2018-93 RW352 C 区 SH1125 木棺部材上蓋 マツ属複維管束亜属 柾目 近世
140 2018-94 RW362 C 区 SH1125 木棺部材桟木 マツ属複維管束亜属 柾目 東縦 近世
141 2018-95 RW377 C 区 SH1125 木棺部材横木 マツ属複維管束亜属 追柾目 底 近世
142 2018-96 RW363 C 区 SH1125 木棺部材側板 マツ属複維管束亜属 柾目 南 近世
143 2018-97 RW374 C 区 SH1125 木棺部材底板 マツ属複維管束亜属 柾目 近世
144 2018-98 RW421 C 区 SH1126 木棺部材桟木 マツ属複維管束亜属 柾目 南 近世
145 2018-99 RW416 C 区 SH1126 木棺部材側板 マツ属複維管束亜属 板目 西 近世
146 2018-100 RW418 C 区 SH1126 木棺部材側板 マツ属複維管束亜属 追柾目 北 近世
147 2018-101 RW409 C 区 SH1126 木棺部材横木 マツ属複維管束亜属 柾目 底 近世
148 2018-102 RW408 C 区 SH1126 木棺部材底板 マツ属複維管束亜属 追柾目 底板 近世
149 2018-105 RW435 C 区 SX1565 曲物底板 スギ 柾目 近世
150 2019-97 RW490 C 区 SP2225(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 転用材 近世
151 2019-98 RW492 C 区 SP2227(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 転用材 近世
152 2018-17 RW495 C 区 SP2231(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 PLD-37146 江戸中期～昭和
153 2019-99 RW496 C 区 SP2232(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 転用材 近世
154 2019-100 RW497 C 区 SP2233(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 近世
155 2019-101 RW502 C 区 SP2239(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 近世
156 2019-102 RW507 C 区 SP2260(SX1565) 杭 クリ 芯持丸木 転用材 近世
157 2018-106 RW454 C 区 SK2047 下層 調度品部材 クリ 芯持丸木 近世以降
158 2018-16 RW288 C 区 SD1001 杭 クリ 芯持丸木 PLD-37145 江戸中期～昭和
159 2018-90 RW464 C 区 SD1001 水平材 マツ属複維管束亜属 角材 近世
160 2018-103 RW427 C 区 SD1501 編錘 クリ 芯持丸木 近世
161 2018-104 RW432 C 区 SD1519 曲物蓋 ? マツ属複維管束亜属 柾目 近世
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a: 横断面（スケール =250 µm）
b: 接線断面（スケール =100 µm）

1c-5c: 放射断面（スケール =  25 µm）
6c-20c: 放射断面（スケール =100 µm）

1. モミ属（No.2018-41）、2. カラマツ属（No.2018-87）、3. マツ属複維管束亜属（No.2018-1）、4. スギ（No.2018-59）、5. アスナロ（No.2018-49）、6. モクレン属（No.2018-53）、7. ク

スノキ科（No.2018-40）、8. サクラ属（No.2019-58）、9. ケヤキ（No.2018-55-2）、10. クリ（No.2018-116）、11. ブナ属（No.2018-76）、12. コナラ属クヌギ節（No.2019-103）、

13. コナラ属コナラ節（No.2018-7）、14. カバノキ属（No.2019-53）、15. ハンノキ属（No.2018-69）、16. ハンノキ属ハンノキ亜属（No.2018-74）、17. ニシキギ属（No.2018-92）、

18. ヤナギ属（No.2019-59）、19. ミズキ属（No.2018-2）、20.トネリコ属シオジ節（No.2018-55-1）

第 151 図　八幡西遺跡出土木材の光学顕微鏡・走査型電子顕微鏡写真
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3　大型植物遺体の同定
バンダリ スダルシャン（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

　ここでは、八幡西遺跡の近世遺構を主体として回収され

た大型植物遺体の同定結果を報告し、当時の食性の一端

について検討する。なお、一部の試料については放射性

炭素年代測定も行われている（第Ⅳ章１参照）。

B　試料と方法

　試料は、肉眼で確認され、遺物番号を付けて取り上げ

られた 52 試料で、山形県埋蔵文化財センターによって採

取された。内訳は、A 区の区画溝 SD4 から採取された 7

試料、土坑 SK42 から採取された 23 試料、B 区の遺構

外から採取された 2 試料、C 区の区画溝 SD1501 から採

取された 20 試料である。考古学的な所見による試料の推

定時期は、B 区の遺構外の試料が古代で、それ以外は近

世であるが、種実の放射性炭素年代測定の結果、SD4 出

土の 2 点はそれぞれ江戸時代前期～昭和時代と、江戸時

代前期～後期および昭和時代、SK42 出土の 2 点はいず

れも江戸時代前期～昭和時代、遺構外出土の 2 点はそれ

ぞれ昭和時代～平成時代と、室町時代および安土桃山時

代～江戸時代前期、SD1501 出土の 3 点はそれぞれ江戸

時代前期および江戸時代後期と、江戸時代前期～後期お

よび昭和時代、江戸時代前期～昭和時代の暦年代を示し

た（第Ⅳ章１参照）。

　大型植物遺体の同定および計数は、肉眼および実体顕

微鏡下で行った。計数の方法は、完形または一部が破損

していても 1 個体とみなせるものは完形として数え、1 個

体に満たないものは破片とした。モモとスモモ、オニグル

ミについては、さらに完形（一部破損を含む）、加工品 ?、

半割、破片に分類した。また、完形もしくは高さ方向の残

存状態が比較的良好な試料については、デジタルノギス

を用いて計測した。試料は、山形県埋蔵文化財センター

に保管されている。

C　結　　果

　同定の結果、木本植物で広葉樹のモモ核とスモモ核、

オニグルミ核の 3 分類群が得られた。表 15 に遺構別の

同定結果を、表 17 に同定結果一覧を示す。

　以下に、産出した大型植物遺体について、遺構別に記

載する。

　区画溝 SD4：モモ（完形 3、一部破損 3、半割 1）が

わずかに得られた。

　土坑 SK42：少量のモモ（完形 10、一部破損 3、半割

10）が得られた。

　遺構外：モモとオニグルミ（完形 1 点ずつ）がわずか

に得られた。

　区画溝 SD1501：スモモが少量（完形 12、破片 5）、

モモ（完形 1、半割 1）とオニグルミ（加工品 ?）がわず

かに得られた。

　次に、得られた分類群の記載を行い、第 152 図に写真

を示して同定の根拠とする。なお、分類群の学名は米倉・

梶田（2003-）に準拠し、APG Ⅲリストの順とした。

（1）モモ　Amygdalus persica L. 　核　バラ科

　黄褐色～茶褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観

は楕円形で先が尖る。下端に大きな着点がある。表面に

不規則な深い皺がある。また、片側側面には縫合線に

表 15　八幡西遺跡から出土した大型植物遺体（括弧内は破片数）
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沿って深い溝が入る。完形個体は、高さ31.6mm、幅

22.3mm、 厚 さ 16.6mm（SK42、RW57、No.2019-8、

PLD-38808、 第 152 図 -1）、 高 さ 30.0mm、 幅

20.8mm、 厚 さ 14.2mm（SD4、RW2、No.2019-2、

PLD-38806、 第 152 図 -2）、 高 さ 25.0mm、 幅

22.0mm、厚さ15.7mm（SD1501、RW438、No.2019-

52、PLD-38815、 第 152 図 -3）、 高 さ25.7mm、 幅

17.9mm、 厚 さ 13.1mm（SK42、RW57、No.2019-9、

PLD-38809、 第 152 図 -4）、 高 さ 24.3mm、 幅

17.6mm、厚さ13.2mm（遺構外、RW185、No.2019-

32、PLD-38811、 第 152 図 -5）。 一 部 破 損 の 個 体

は、高さ31.5mm、幅 21.3mm、厚さ16.2mm（SD4、

RW2、No.2019-4、第 152 図 -6）、高さ30.7mm、幅

19.8mm、 厚 さ 14.6mm（SD4、RW2、No.2019-3、

第 152 図 -7）、高さ30.2mm、残存幅 18.3mm、厚さ

13.5mm（SD4、RW44、No.2019-6、PLD-38807、 第

152 図 -8）。半割の個体は、高さ31.2mm、幅 22.7mm、

残存厚 8.5mm（SK42、RW57、No.2019-28、 第 152

図 -9）。SD4とSK42 から出土した15 点のモモ核の大き

さを表 16に示した。

（2）スモモ　Prunus salicina Lindl. 　核　バラ科

　淡褐色で、上面観は両凸レンズ形、側面観はいびつ

な楕円形。縫合線に沿ってやや深い溝が入る。表面は

平滑だが、臍付近に縦方向の不規則な皺がある。高

さ 14.9mm、 幅 11.5mm、 厚 さ 7.7mm（SD1501、

RW428、No.2019-33、PLD-38812、 第 152 図 -10）、

高 さ 15.2mm、 幅 12.3mm、 厚 さ 7.7mm（SD1501、

RW428、No.2019-34、PLD-38813、第 152 図 -11）。

（3） オ ニ グ ル ミ　Juglans mandshurica Maxim. var. 
sachalinensis (Komatsu) Kitam. 　核　クルミ科

　茶褐色～赤褐色で、側面観は卵形～広卵形。木質で、

壁は厚くて硬く、ときどき空隙がある。表面に縦方向の浅

い縫合線があり、浅い溝と凹凸が不規則に入る。断面は

角が尖るものが多い。内部は二室に分かれる。完形個体

の大きさは、高さ31.3mm、幅 29.7mm、厚さ27.8mm

（ 遺 構 外、RW184、No.2019-31、PLD-38810、 第

152 図 -12）、加工品の可能がある個体の大きさは、残

存高 20.6mm、幅 24.2mm、厚さ23.5mm（SD1501、

RW436、No.2019-50、PLD-38814、第 152 図 -13）。

D　考　　察

　八幡西遺跡において、肉眼で確認され、取り上げられ

た大型植物遺体を同定した結果、モモとスモモ、オニグル

ミが得られた。

　室町時代および安土桃山時代～江戸時代前期、昭和時

代～平成時代の B 区の遺構外からは、栽培植物で果樹の

モモと、野生植物で食用可能なオニグルミが産出した。

　江戸時代前期および江戸時代後期と、江戸時代前期～

後期および昭和時代、江戸時代前期～昭和時代の区画溝

SD4と、土坑 SK42、区画溝 SD1501 からは、栽培植物

で果樹のモモとスモモ、野生植物で食用可能なオニグル

ミが産出した。モモとスモモの核は、果肉を食べた後に、

溝に捨てられた可能性がある。モモは食用のほか、祭祀

に伴って溝に堆積した可能性もある。モモには、打撃痕が

ないため、自然に半分に割れた可能性が高い。SD1501

出土のオニグルミは、人間が関与している加工品の可能

性があり、内部の子葉を利用するために切られた可能性

がある。

　モモ核は、山梨県内の遺跡から出土したモモ核の事例

を集成した新津（1999）によると、時代ごとに大きさや

形状が変化しており、弥生時代には比較的大きくかつ丸味

が強い核が多いのに対し、平安時代から近世には縦長に

なる傾向があるという。また、鎌倉時代では大きさの変異

幅が大きく、江戸時代後期になると大型になり、平均核長

2.69cm、最大で3.8cm 程度の核がみられるという。今回

表 16　モモ核の大きさ（単位：㎜）
遺構    高さ     幅 厚さ

29.7 20.3 14.9
30.0 20.8 14.2
30.7 19.8 14.6
31.5 21.3 16.2
26.5 19.3 13.0

土坑SK42 31.6 22.3 16.6
25.7 17.9 13.1
25.2 15.0 11.5
25.8 18.4 13.4
26.1 17.6 14.3
28.7 18.9 15.3
28.0 19.3 14.7
28.7 18.5 14.5
32.1 21.8 17.7
32.6 22.8 17.0

最小 25.2 15.0 11.5
最大 32.6 22.8 17.7
平均 28.9 19.6 14.7

2.6 2.0 1.7

区画溝SD4
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の八幡西遺跡から産出した完形のモモ核の大きさは、高

さ平均 2.89 ± 0.26cm、幅平均 1.96 ± 0.2cm、厚さ平

均 1.47 ± 0.17cm で、江戸時代後期のモモ核の平均値よ

りもやや大きめであった。

引用文献

新津　健（1999）遺跡から出土するモモ核について―山梨県内の 
 事例から―．山梨考古学論集 IV，361-374， 
 山梨県考古学協会．
米倉浩司・梶田　忠（2003-）BG Plants 和名－学名インデックス 
 （YList），http://ylist.info

試料 No. 取上げ
No. 調査区 出土遺構 備考 同定結果 年代測定番号

分類群 部位 備考
2019-1 RW1

A 区

区画溝 SD4
遺構西側の

近世屋敷地区画

モモ 核 完形
2019-2

RW2

モモ 核 完形 PLD-38806
2019-3 モモ 核 核（完形、一部破損）
2019-4 モモ 核 核（完形、一部破損）
2019-5 モモ 核 完形
2019-6

RW44
モモ 核 核（完形、一部破損） PLD-38807

2019-7 モモ 核 半割
2019-8

RW57 土坑 SK42
近世の陶磁器片
・木製品出土

モモ 核 完形 PLD-38808
2019-9 モモ 核 完形 PLD-38809
2019-10 モモ 核 完形
2019-11 モモ 核 完形
2019-12 モモ 核 完形
2019-13 モモ 核 完形
2019-14 モモ 核 完形
2019-15 モモ 核 完形
2019-16 モモ 核 完形
2019-17 モモ 核 完形
2019-18 モモ 核 核（完形、一部破損）
2019-19 モモ 核 核（完形、一部破損）
2019-20 モモ 核 半割
2019-21 モモ 核 半割
2019-22 モモ 核 半割
2019-23 モモ 核 半割
2019-24 モモ 核 核（完形、一部破損）
2019-25 モモ 核 半割
2019-26 モモ 核 半割
2019-27 モモ 核 半割
2019-28 モモ 核 半割
2019-29 モモ 核 半割
2019-30 モモ 核 半割
2019-31 RW184

B 区 遺構外
古代遺物
包含層出土

オニグルミ 核 完形 PLD-38810
2019-32 RW185 モモ 核 完形 PLD-38811
2019-33

RW428

C 区 区画溝 SD1501
遺跡東側の

近世屋敷地区画

スモモ 核 完形 PLD-38812
2019-34 スモモ 核 完形 PLD-38813
2019-35 スモモ 核 完形
2019-36 スモモ 核 完形
2019-37 スモモ 核 完形
2019-38 スモモ 核 完形
2019-39 スモモ 核 完形
2019-40 スモモ 核 完形
2019-41 スモモ 核 完形
2019-42 スモモ 核 完形
2019-43 スモモ 核 完形
2019-44 スモモ 核 完形
2019-45 スモモ 核 破片
2019-46 スモモ 核 破片
2019-47 スモモ 核 破片
2019-48 スモモ 核 破片
2019-49 スモモ 核 破片
2019-50 RW436 オニグルミ 核 核（完形、加工品 ?） PLD-38814
2019-51 RW437 モモ 核 半割
2019-52 RW438 モモ 核 完形 PLD-38815

表 17　同定結果一覧
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1. モモ核（完形）（SK42、RW57、No.2019-8、PLD-38808）
2．モモ核（完形）（SD4、RW2、No.2019-2、PLD-38806）

3．モモ核（完形）（SD1501、RW438、No.2019-52、PLD-38815）
4．モモ核（完形）（SK42、RW57、No.2019-9、PLD-38809）

5．モモ核（完形）（遺構外、RW185、No.2019-32、PLD-38811）
6．モモ核（一部破損）（SD4、RW2、No.2019-4）
7．モモ核（一部破損）（SD4、RW2、No.2019-3）

8．モモ核（一部破損）（SD4、RW44、No.2019-6、PLD-38807）
9．モモ核（半割）（SK42、RW57、No.2019-28）

10．スモモ核（SD1501、RW428、No.2019-33、PLD-38812）
11．スモモ核（SD1501、RW428、No.2019-34、PLD-38813）

12．オニグルミ核（完形）（遺構外、RW184、No.2019-31、PLD-38810）
13．オニグルミ核（加工品 ?）（SD1501、RW436、No.2019-50、PLD-38814）

第 152 図　八幡西遺跡から出土した大型植物遺体
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4　鉱滓の自然科学分析
竹原弘展（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡より出土した鉱滓について、遺跡で行われ

た金属生産活動の調査を目的として、断面観察および X

線分析を行い、材質を検討した。

B　試 料 と 方 法

分析対象は、 A 区の SK523 から出土した近世の鉱滓 1

点（分析 No.1）である（表 18、第 153 図 -1）。不定形

で、羽口の小片が付着する。また、強い磁着が認められた。

分析試料の観察、測定面には、比較的磁着の強い箇所を

選び、断面試料を作製して観察、分析を行った。

まず、試料の一部を岩石カッターで切り取り、超音波洗

浄後、断面の蛍光 X 線分析（エスアイアイ・ナノテクノロ

ジー株式会社製 SEA1200VX、照射径 8mm：以後 XRF）

を行い、採取部位の化学組成を調べた。続いて、この試

料片を注型用高透明エポキシ樹脂で包埋した。第 153

図 -1 の遺物写真に採取部位を示す。包埋試料は、ディ

スコプランで研磨した後、超精密研磨フィルムの #1000、

4000、8000 の順で研磨し、観察、分析面とした。走査

型電子顕微鏡（日本電子株式会社製 JSM-5900LV、以後

SEM）による反射電子像の観察および付属するエネルギ

ー分散型 X 線分析装置（同 JED-2200、以後 EDS）によ

る鉱物組織の定性分析を行った。

C　結果および考察

XRF 分析による半定量値を表 19 に示す。また、SEM

反射電子像を第 153 図 -3 に、SEM 反射電子像に示した

a ～ c のポイントの EDS 分析結果を表 20 に示す。

XRF 分析では、鉄が酸化物（Fe2O3）換算で約 75% と

高い割合で検出されたが、チタン（TiO2）含有量は少な

かった（表19）。SEM反射電子像観察およびEDS分析では、

ウスタイト（第 153 図 -3 の a）、ファイヤライト（第 153

図 -3 の b）、ガラス質（第 153 図 -3 の c）が確認された。

チタン含有量が少なく、チタンを含む結晶鉱物はみら

れない、ウスタイトが多く晶出しているなどの特徴より、

鍛錬鍛冶滓と推定される。

引用文献

村上　隆（2003）金工技術（日本の美術 No.443）．98p，至文堂．
中井　泉編（2005）蛍光 X 線分析の実際．242p，朝倉書店．
大澤正己・鈴木瑞穂（2005）中道東山西山遺跡出土鍛冶関連遺 
 物の金属学的調査．鳥取県教育文化財団埋 
 蔵文化財センター編「中道東山西山遺跡」： 
 149-173，鳥取県教育文化財団．
大澤正己・鈴木瑞穂（2013）石塚遺跡（第 2 次）の鍛冶滓等の 
 自然科学分析．萩原義彦・伊藤裕偉編「石 
 塚遺跡（第 1・2 次）・高樋遺跡（第 1・2 次）
 発掘調査報告」：49-65，三重県埋蔵文化財 
 センター．
材料技術教育研究会編（2008）組織検査用試料のつくり方．  
 226p，大河出版．
材料技術教育研究会編（2015）標準顕微鏡組織 第 1 類（炭素鋼・
 鋳鉄編）改定 8 版．128p，山本科学工具研 
 究社．

表 18　分析対象 表 19　XRF 分析による鉄滓の半定量値（mass％）

表 20　EDS 分析結果

第 153 図　鉱滓の断面組織

分析
No. 調査区 出土

遺構 備考

1 A 区 SK523 羽口小片付着

分析
No. MgO Al2O3 SiO2 P2O5 SO3 K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3 Rb2O SrO ZrO2 BaO

1 0.60 3.90 17.60 0.49 0.30 2.00 0.78 0.24 0.06 73.99 0.01 0.01 0.01 0.01 

分析 No. ポイント 検出元素 組織 所見

1
a O,Fe ウスタイト

鍛錬鍛冶滓かb O,Si,Fe ファイヤライト
c O,Al,Si,K,Ca,Fe ガラス質

1：遺物写真　2・3：SEM 反射電子像

1 2

3

a・ ・

・b

c
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5　紅皿内容物の花粉分析
森　将志（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡では、近世木棺墓から紅皿が出土した。こ

の遺物には赤色土が入っており、ベニバナの染料の可能

性が疑われたため、紅皿の内容物の花粉分析を実施した。

以下では、内容物について行った花粉分析の結果を示し、

考察した。なお、同一試料を用いて蛍光 X 線分析も行わ

れている（第Ⅳ章６参照）。

B　試 料 と 方 法

分析試料は、近世木棺墓から出土した紅皿の内容物（赤

色土）1 点である。この試料について、以下の手順で分

析を行った。

試料（湿重量約 2g）を遠沈管にとり、10% 水酸化カリ

ウム溶液を加え 10 分間湯煎する。水洗後、46% フッ化

水素酸溶液を加え 1 時間放置する。水洗後、比重分離（比

重 2.1 に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離）を行い、

浮遊物を回収し水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続

いてアセトリシス処理（無水酢酸 9：濃硫酸 1 の割合の混

酸を加え 20 分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグリセリ

ンを滴下し、保存用とする。検鏡は、この残渣よりプレパ

ラートを作製して行った。プレパラートは樹木花粉が 200

を超えるまで検鏡し、その間に現れる草本花粉・胞子を

全て数えた。さらに、保存状態の良好な花粉を選んで単

体標本（PLC.2698 ～ 2704）を作製し、写真を第 155

図に載せた。

C　結　　果

検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉 18、

草本花粉 11、形態分類のシダ植物胞子 2 の、総計 31

である。これらの花粉・胞子の一覧表を表 21 に、花粉分

布図を第 154 図に示した。花粉分布図において、樹木花

粉の産出率は樹木花粉総数を、草本花粉・胞子の産出率

は産出花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。ま

た、図表においてハイフン (-) で結んだ分類群は、それら

の分類群間の区別が困難なものを示す。

D　考　　察

検鏡の結果、ベニバナ属花粉は検出されなかったため、

紅皿の内容物とベニバナの関連性を指摘するのは難しい。

産出した分類群では、トウヒ属やカバノキ属、ハンノキ

属、イネ科などの産出が目立つ。こうした分類群から古植

生を推測するためには、紅皿内容物が自然堆積物か、人

為的に詰め込まれた物かなど、内容物の堆積過程を検討

する必要がある。

表 21　産出花粉胞子一覧表
学名 和名

樹木
Podocarpus マキ属 1
Abies モミ属 5
Tsuga ツガ属 15
Picea トウヒ属 69
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 1
Cryptomeria スギ属 1
Pterocarya － Juglans サワグルミ属－クルミ属 1
Carpinus － Ostrya クマシデ属－アサダ属 12
Betula カバノキ属 51
Alnus ハンノキ属 37
Fagus ブナ属 2
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 4
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 1
Castanea クリ属 1
Ulmus － Zelkova ニレ属－ケヤキ属 1
Rhus － Toxicodendron ヌルデ属－ウルシ属 1
Callicarpa ムラサキシキブ属 1
Viburnum ガマズミ属 1
草本
Typha ガマ属 6
Alisma サジオモダカ属 1
Gramineae イネ科 105
Cyperaceae カヤツリグサ科 13
Chenopodiaceae － Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 3
Thalictrum カラマツソウ属 1
Sanguisorba ワレモコウ属 1
Solanum ナス属 1
Artemisia ヨモギ属 4
Tubuliflorae キク亜科 2
Liguliflorae タンポポ亜科 1
シダ植物
monolete type spore 単条溝胞子 54
trilete type spore 三条溝胞子 15

Arboreal pollen 樹木花粉 205
Nonarboreal pollen 草本花粉 138
Spores シダ植物胞子 69
Total Pollen ＆ Spores 花粉・胞子総数 412

unknown 不明 4
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樹木花粉は樹木花粉総数、草本花粉・胞子は産出花粉胞子総数を基数として百分率で算出した。

第 154 図　花粉分布図

1.トウヒ属（PLC.2698）、2. ツガ属（PLC.2699）、3. カバノキ属（PLC.2700）
4.コナラ属コナラ亜属（PLC.2701）、5. ハンノキ属（PLC.2702）

6. ガマ属（PLC.2703）、7. イネ科（PLC.2704）

第 155 図　産出した花粉化石

1

3

6 7

4 5

2
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6　紅皿内容物の蛍光X線分析
竹原弘展（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡より出土した赤色物について、蛍光 X 線分

析を行い、材質について検討した。

B　試 料 と 方 法

分析対象は、近世の木棺墓 SH1125に副葬された紅皿

に入れられていた赤色物である（表 22、第 156 図 -1）。

実体顕微鏡下で、極微量の赤色物をデザインナイフの刃

先で採取して、セロハンテープに貼り付け、分析試料とし

た。なお、赤色物が紅である可能性を想定して、別途花

粉分析を行ったものの、ベニバナ花粉は検出されなかった

（第Ⅳ章５参照）。

分析装置は、エネルギー分散型蛍光 X 線分析装置であ

る（株）堀場製作所製分析顕微鏡 XGT-5000Type Ⅱを

使用した。装置の仕様は、X 線管が最大 50kV･1mA の

ロジウムターゲット、X 線ビーム径が 100 μ mまたは 10

μ m、検出器は高純度 Si 検出器である。検出可能元素

はナトリウム～ウランであるが、ナトリウム、マグネシウム

といった軽元素は蛍光 X 線分析装置の性質上、検出感度

が悪い。

本分析での測定条件は、50kV、1.00mA（自動設定に

よる）、ビーム径 100 μ m、測定時間 500s に設定した。

定量分析は、標準試料を用いないファンダメンタル ･パラ

メータ法（FP 法）による半定量分析を装置付属ソフトで

行った。

さらに、蛍光 X 線分析用に採取した試料を観察試料と

して、生物顕微鏡で赤色顔料の粒子形状を確認した。

C　結　　果

分析により得られたスペクトルおよび FP 法による半定

量分析の結果を第 157 図に示す。鉄（Fe）、ケイ素（Si）、

硫黄（S）が主に検出され、他にリン（P）、カリウム（K）、

カルシウム（Ca）が検出された。また、生物顕微鏡観察

により得られた画像を第 156 図 -2 に示す。

D　考　　察

赤色顔料の代表的なものとしては、朱（水銀朱）と鉛

丹、ベンガラが挙げられる。水銀朱は硫化水銀（HgS）

で、鉱物としては辰砂と呼ばれ、産出地はある程度限定さ

れる。鉛丹は四酸化三鉛（Pb3O4）で、人工顔料である。

ベンガラは狭義には三酸化二鉄（Fe2O3、鉱物名は赤鉄

鉱）を指すが、広義には鉄（Ⅲ）の発色に伴う赤色顔料

全般を指し（成瀬，2004）、広範な地域で採取可能である。

また、古代以前のベンガラにおいては、鉄バクテリア起源

試料 調査区 出土遺構 備考

赤色物 C 区 SH1125 近世木棺墓に副葬された
紅皿の内容物 ( 赤色 ･ 塊状 )

表 22　分析対象

1. 分析対象試料　2. 赤色物の生物顕微鏡写真

第 156 図　分析対象試料および赤色物の生物顕微鏡写真

1 2
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岡田文男（1997）パイプ状ベンガラ粒子の復元．日本文化財科学会第 14 回大会研究発表要旨集，38-39．

第 157 図　赤色物の蛍光 X 線分析結果

の直径約 1 μ m のパイプ状の粒子形状からなるものも多

く報告されている（岡田，1997）。

今回分析した試料は、ケイ素など土中成分に由来する

と考えられる元素は検出されたものの、水銀や鉛は検出

されなかった。鉄が極めて多く検出されており、赤い発色

は鉄によると推定できる。すなわち、顔料としてはベンガ

ラにあたる。生物顕微鏡観察では、1 μ m 未満の比較的

均質で不純物が少なく、赤みの強い赤色粒子が観察された

（第 156 図 -2）。

E　お わ り に

近世の木棺墓 SH1125に副葬された紅皿内の赤色物に

ついて蛍光 X 線分析を行った結果、鉄が多く検出され、鉄

（Ⅲ）による発色と推定された。顔料としてはベンガラに

あたる。
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7　歯・桶底板の付着物分析
藤根　久（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡の調査では、歯が残存する木棺墓や藍色

の染料が残存する桶が検出された。ここでは、歯冠～歯

根表面の黒色付着物と桶底板表面の付着物の特徴を調べ

た。なお、山形城三の丸跡第 15 次調査 2 区の遺構外か

ら出土した藍甕内面の付着物についても比較検討した。

B　試 料 と 方 法

試料は、歯冠～歯根表面の黒色付着物と桶底板表面、

山形城三の丸跡第 15 次調査 2 区の遺構外から出土した

藍甕内面の付着物である（表 23、第 158 図）。分析は、

これら付着物について赤外分光分析と蛍光Ｘ線分析を行

った。

赤外分光分析は、大臼歯表面と桶底板および藍甕内面

の付着物から手術用メスを用いて薄く削り取った後、厚さ

1mm 程度に裁断した臭化カリウム（KBr）結晶板に挟み、

油圧プレス器を用いて約 7トンで加圧整形した。測定は、

フーリエ変換型顕微赤外分光光度計（日本分光株式会社

製 FT/IR-410、IRT-30-16）を用いて、透過法により赤外

吸収スペクトルを測定した。なお、お歯黒成分としてタン

ニン酸（和光純薬工業株式会社）、タバコのヤニ成分とし

てタバコタール（市販の日本たばこから燃焼して回収）の

赤外分光分析をそれぞれ行って比較・検討した。

蛍光Ｘ線分析は、元素マッピング分析を行った後、特

徴的な元素が分布する部分について点分析を行った。測

定は、Ｘ線分析顕微鏡（株式会社堀場製作所製 XGT-

5000Type Ⅱ）を用いた。元素マッピングの測定条件は、

Ｘ線導管径 100 μ m、電圧 50KV、電流自動設定、測

定時間 10,000sec である。点分析の測定条件は、Ｘ線導

管径 100 μ m、電圧 50KV、電流自動設定、測定時間

500sec である。定量計算は、標準試料を用いない FP（フ

ァンダメンタルパラメータ）法で半定量分析を行った。

中間層の黄白色結晶集合物についてＸ線回折分析を行

った。試料は、白色部を削り出してアルミナ製乳鉢で軽く

粉砕し、無反射ホルダに充填して不定方位試料として測定

した。

分析は、株式会社リガク製Ｘ線回折装置（MiniFlex600）

を使用した。装置は、Ｘ線管が銅（Cu）ターゲット、検

出器が一次元半導体検出器（D/teX Ultra）を使用してい

る。測定条件は、40kV、15mA、走査速度 2deg/min、

ステップ幅 0.02deg、走査範囲 3 ～ 65deg、蛍光Ｘ線軽

減モードに設定し、試料を回転させつつ測定した。

C　結　　果

以下に、歯冠～歯根表面の黒色付着物、桶底板表面と

藍甕内面の付着物について、赤外分光分析および蛍光Ｘ

線分析の結果について述べる。

［大臼歯の黒色付着物（大臼歯 a：分析No.1、大臼歯 b：

分析No.2）］

大臼歯 a と大臼歯 b は、いずれも歯冠～歯根にかけて、

やや光沢のある黒色物が肥厚して付着している（第 158

図 -1a,1b,2a,2b）。

歯冠に付着する黒色物の赤外分光分析では、大臼歯 a

と大臼歯 b はいずれも同様のスペクトルが得られた。両

者とも炭化水素の吸収 2925cm-1 や 1643 cm-1 あるいは

1038 cm-1 に若干の吸収が見られた。ただし、タンニン

酸の吸収 No.2 ～ No.9 とは一致しなかった（表 24、第

159 図 -1 の点線）。また、タバコタールとの比較では、

吸収 No.2 ～ No.5、No.8、No.11、No.14 で一致した（表

25、第 159 図 -2 の点線）。

蛍光Ｘ線分析では、歯冠～歯根において歯の成分を反

映してリン (P) とカルシウム (Ca) の輝度の高く、表面に付

分析 No. 試料 No. 遺跡 遺物 対象 遺構 時期 備考

1
3

八幡西遺跡

大臼歯 a 黒色付着物
SH1126 近世

歯冠～歯根にかけて肥厚して付着

2 大臼歯 b 黒色付着物 歯冠～歯根にかけて肥厚して付着（内側にも一部付着）

3 4 桶底板 黒色付着物 SK456 近代 木胎の表面に黒色薄層、さらに一部表面に褐色物が付着

4 5 山形城三の丸跡
第 15 次 2 区 藍甕 内面付着物 遺構外 近代 藍色、肥厚、サンドイッチ構造（表面：藍色層、中間層：

黄白色の結晶集合、付着側：硬質の褐色層）

表 23　分析試料とその詳細
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着する黒色物に対応してイオウ（S）の輝度が著しく高く、

鉄（Fe）の輝度もやや高い（第 161 図 -4 ～ 8、第 162

図 -4 ～ 8）。点分析では、大臼歯 a（分析 No.1）では、

酸化イオウ（SO3）が 0.69 ～ 25.77%、酸化鉄（Fe2O3）

が 0.44 ～ 7.30%、 大臼歯 b（分析 No.2）では、 酸化

イオウ（SO3）が 0.26 ～ 19.92%、 酸化鉄（Fe2O3）が

0.83 ～ 2.05% であった（表 28）。

［桶底板表面の黒色付着物（分析No.3）］

黒色付着物は、 木胎の表面に黒色薄層として付着

し、一部ではその表面に褐色物が付着する（第 158 図

-3a,3b）。なお、この付着物は、出土時には青色を発色し

ていた。

吸収
№

タンニン酸（和光純薬㈱製）

位置（cm-1） 位置（μ m） 強度 成分

1 341 1.46 2.93 91.9651 γ OH, γ NH（炭化水素）

2 1722.12 5.81 94.6694 γ C=O

3 1614.13 6.20 94.8566 

4 1533.13 6.52 96.2604 

5 1444.42 6.92 95.9349 δ CH2, δ CH3

6 1321.00 7.57 94.0121 

7 1201.43 8.32 93.2744 

8 1087.66 9.19 95.4276 

9 1031.73 9.69 95.0511 

表 24　タンニン酸の赤外吸収位置とその強度

表 25　タバコタールの赤外吸収位置とその強度

吸収
№

タバコタール（市販日本たばこのタール）

位置（cm-1） 位置（μ m） 強度 成分

1 3380.60 2.96 37.9398 γ OH, γ NH（炭化水素）

2 2962.13 3.38 45.8567 

3 2927.41 3.42 45.5097 

4 2877.27 3.48 47.8765 

5 2850.27 3.51 48.4664 

6 1743.33 5.74 45.9526 

7 1700.91 5.88 44.4728 

8 1648.84 6.06 41.3068 

9 1592.91 6.28 40.0856 

10 1384.64 7.22 42.1573 

11 1232.29 8.11 45.6964 

12 1168.64 8.56 47.7800 

13 1108.87 9.00 47.2115 

14 1047.16 9.55 46.8926 

15 873.60 11.42 52.9036 

この黒色付着物の赤外分光分析では、15 ヶ所の赤外

吸収が見られた（表 26、第 159 図 -3 の実線）。これら

の吸収のうち、吸収 No.1、No.2、No.7、No.13、No.14

は粘土鉱物のカオリンに由来する吸収である。なお、No.4

と No.5 は、メチル基（CH3）またはメチレン基（CH2）

の吸収である。

元素マッピング分析では、黒色付着物に対応してケイ

素（Si）の輝度が特に高く、アルミニウム（Al）の輝度も

若干高い。また、褐色部に対応して鉄（Fe）において輝

度が高い（第 163 図）。点分析では、酸化ケイ素（SiO2）

が 13.20 ～ 70.11%、酸化カルシウム（CaO）が 0.54 ～

14.76%、 酸化イオウ（SO3）が 1.56 ～ 43.14%、 酸化

吸収
№

藍甕の藍色部

位置（cm-1） 位置（μ m） 強度 成分

1 3698.80 2.70 64.2148 カオリン（粘土鉱物）
2 3623.59 2.76 38.2404 カオリン（粘土鉱物）
3 3396.03 2.95 25.5648 γ OH, γ NH（炭化水素）
4 2925.48 3.43 48.2294 メチル基（CH3）または

メチレン基（CH2）5 2854.13 3.51 59.2233 
6 1633.41 6.12 25.4019 
7 1538.92 6.50 36.7222 カオリン（粘土鉱物）
8 1455.99 6.87 43.0199 
9 1417.42 7.04 41.6020 

10 1376.93 7.26 41.7297 
11 1035.59 9.66 4.4039 
12 912.17 10.94 31.4735 
13 798.39 12.52 38.3091 カオリン（粘土鉱物）
14 779.10 12.83 40.2220 カオリン（粘土鉱物）
15 694.25 14.40 41.8274 

表 26　桶底板付着物の赤外吸収位置とその強度

吸収
№

藍甕の藍色部

位置（cm-1） 位置（μ m） 強度 成分
1 3405.67 2.93 85.7804 γ OH, γ NH（炭化水素）
2 2979.48 3.36 94.4621 メチル基（CH3）または

メチレン基（CH2）3 2875.34 3.48 94.8163 
4 2512.79 3.97 92.8327 
5 1797.33 5.57 87.5464 カルシウム
6 1629.55 6.13 76.4274 
7 1612.20 6.20 76.0675 
8 1415.49 7.06 5.1337 
9 1199.51 8.34 87.6778 

10 1174.44 8.51 86.4462 
11 1128.15 8.86 86.5880 
12 1076.08 9.29 82.3309 
13 873.60 11.45 32.3839 カルシウム
14 848.53 11.79 92.7556 
15 713.53 14.01 79.4006 カルシウム

表 27　藍甕付着物（青色部）の赤外吸収位置とその強度
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鉄（Fe2O3）が 2.92 ～ 56.52% などであった。なお、特

徴的な元素として、銅（CuO）が最大 0.04%、鉛（PbO）

が最大 0.37% 検出された（表 28）。

［藍甕の付着物（分析No.4）］

藍色を呈する付着物は、肥厚した付着物であり、サンド

イッチ構造を呈し、表面が藍色層、中間が黄白色で団粒

状物の集合物、付着側が硬質の褐色層からなる（第 158

図 -4a,4b）。

藍色付着物（青色部）の赤外分光分析では、15 ヶ所

の赤外吸収が見られた（表 27、第 159 図 -3 の点線）。

これらの吸収のうち、吸収 No.5、No.13、No.15 はカル

シウムに由来する吸収である。なお、No.2 と No.3 は、メ

チル基（CH3）またはメチレン基（CH2）の吸収である。

なお、褐色層も同様の赤外吸収スペクトルが得られた。

元素マッピング分析では、藍色層に対応してケイ素（Si）、

リン（P）、イオウ（S）、カルシウム（Ca）、鉄（Fe）、亜

鉛（Zn）、鉛（Pb）の輝度が高い。また、褐色層に対応

してケイ素（Si）、リン（P）、鉄（Fe）などの輝度が特に

高い（第 164 図）。藍色層の点分析では、酸化カルシウム

（CaO）が 76.24%、酸化ケイ素（SiO2）が 10.41%、酸

化イオウ（SO3）が 4.36%、酸化鉄（Fe2O3）が 2.26%、

酸化亜鉛（ZnO）が 1.73%、酸化鉛（PbO）が 0.03% で

あった。なお、その他の場所における特徴的な元素として、

酸化カルシウム（CaO）が最大 92.4%、銅（CuO）が最

大 0.07%、亜鉛（ZnO）が最大 18.01%、鉛（PbO）が

最大 2.33% 検出された（表 28）。

中間層の黄白色の結晶集合物（第 160 図 -4b）は、

偏光顕微鏡において虹色を呈する方解石結晶が見られた

ことから、さらにＸ線回折分析を行った。その結果、中

間層の黄白色結晶集合物のＸ線回折分析では、方解石

（Calcite; CaCO3）のみの複数ピークが明瞭に検出された

（第 160 図）。

分析 No. 試料 点 No. 注目元素 MgO Al2O3 SiO2 P2O5 SO3 K2O CaO TiO2 MnO2 Fe2O3 CuO ZnO SrO PbO 合計

1 大歯
黒色付着物

1 Si 0.86 7.71 18.61 22.03 9.54 0.13 39.58 0.14 0.12 1.17 0.02 0.08 0.02 - 100.01 

2 S 0.22 4.16 7.29 16.84 25.77 0.09 44.23 0.05 0.11 0.95 0.15 0.10 0.03 - 99.99 

3 Fe 0.05 2.27 1.45 34.63 1.12 0.03 53.00 0.21 0.67 6.32 0.02 0.19 0.05 - 100.01 

4 Fe 1.14 3.13 3.37 38.85 4.66 0.09 40.65 0.23 0.39 7.30 0.05 0.11 0.03 - 100.00 

5 Zn 0.27 0.77 0.67 44.84 0.69 0.00 51.51 0.06 0.16 0.44 0.01 0.56 0.03 - 100.01 

最小値 0.05 0.77 0.67 16.84 0.69 0.00 39.58 0.05 0.11 0.44 0.01 0.08 0.02 -

最大値 1.14 7.71 18.61 44.84 25.77 0.13 53.00 0.23 0.67 7.30 0.15 0.56 0.05 -

2 小歯
黒色付着物

1 Si 0.32 4.98 28.48 25.73 1.35 0.28 37.51 0.16 0.24 0.83 0.01 0.10 0.02 - 100.01 

2 S 2.58 3.33 0.90 21.98 19.92 0.00 49.54 0.10 0.15 1.12 0.22 0.13 0.03 - 100.00 

3 Fe 0.98 11.91 42.09 13.75 0.26 0.66 26.86 0.44 0.96 2.05 0.00 0.03 0.01 - 100.00 

4 Fe 0.78 5.50 26.49 27.29 1.07 0.26 36.50 0.15 0.26 1.56 0.02 0.09 0.02 - 99.99 

5 S 0.94 4.40 3.42 26.58 15.09 0.03 48.22 0.05 0.17 0.94 0.04 0.12 0.03 - 100.03 

最小値 0.32 3.33 0.90 13.75 0.26 0.00 26.86 0.05 0.15 0.83 0.00 0.03 0.01 -

最大値 2.58 11.91 42.09 27.29 19.92 0.66 49.54 0.44 0.96 2.05 0.22 0.13 0.03 -

3 桶底板
黒色付着物

1 Si 0.00 17.93 69.73 0.34 3.52 1.99 1.12 0.68 0.12 4.54 0.01 0.01 0.00 0.00 99.99 

2 P 0.37 6.45 25.58 5.27 17.76 1.89 2.15 1.53 0.25 38.48 0.04 0.02 0.01 0.21 100.01 

3 S,Ca 1.98 7.53 24.62 0.00 43.14 1.16 14.76 0.48 0.12 6.18 0.00 0.01 0.00 0.00 99.98 

4 K 0.05 16.17 70.11 0.45 1.56 7.86 0.54 0.28 0.05 2.92 0.00 0.00 0.00 0.00 99.99 

5 Fe 0.07 3.89 13.20 4.51 17.65 0.99 1.67 0.81 0.26 56.52 0.03 0.02 0.00 0.37 99.99 

最小値 0.00 3.89 13.20 0.00 1.56 0.99 0.54 0.28 0.05 2.92 0.00 0.00 0.00 0.00 

最大値 1.98 17.93 70.11 5.27 43.14 7.86 14.76 1.53 0.26 56.52 0.04 0.02 0.01 0.37 

4 藍甕
付着物

1 Si 1.80 18.62 61.87 0.57 0.12 0.33 15.48 0.09 0.10 0.78 0.00 0.14 0.09 0.01 100.00 

2 S 1.18 2.58 10.41 0.11 4.36 0.00 76.24 0.96 0.06 2.26 0.05 1.73 0.03 0.03 100.00 

3 P,Ca 3.55 0.58 1.02 0.20 0.90 0.03 92.40 0.06 0.07 0.17 0.03 0.82 0.18 0.00 100.01 

4 Ca 1.34 1.70 9.70 0.28 1.18 0.06 80.29 0.17 0.09 2.03 0.03 2.73 0.06 0.33 99.99 

5 Mn,Fe 2.49 5.30 16.87 2.03 0.89 0.22 31.31 4.20 1.66 34.22 0.03 0.69 0.08 0.01 100.00 

6 Zn 2.14 1.72 20.35 0.77 0.73 0.12 49.34 0.12 0.15 5.48 0.04 18.01 0.22 0.79 99.98 

7 Pb 2.70 1.03 4.98 0.57 0.54 0.03 75.46 0.04 0.19 1.68 0.07 10.07 0.30 2.33 99.99 

最小値 1.18 0.58 1.02 0.11 0.12 0.00 15.48 0.04 0.06 0.17 0.00 0.14 0.03 0.00 

最大値 3.55 18.62 61.87 2.03 4.36 0.33 92.40 4.20 1.66 34.22 0.07 18.01 0.30 2.33 

表 28　付着物の無機成分（単位 :％）
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1a-1b. 大臼歯 a（分析 No.1）、2a-2b. 大臼歯 b（分析 No.2）、3a-3b. 桶底板の付着物（分析 No.3）、4a-4c. 藍甕の付着物（分析 No.4：4b. 中間層　4c. 断面）

第 158 図　分析試料の実体顕微鏡写真

第 159 図　付着物の赤外分光スペクトル図

第 160 図　藍甕付着物の中間層のＸ線回折図

1. 大臼歯の黒色付着物
実線：a
一点鎖線：b
点線と数字：タンニン酸とその吸収位置

2. 大臼歯の黒色付着物
実線：a
一点鎖線：b
点線と数字：タバコタールとその吸収位置

3. 桶底板・藍甕の付着物
実線：桶底板
点線：藍甕
数字：藍甕の赤外吸収位置
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1. マッピング位置
○：赤外分光分析採取位置

1. マッピング位置

第 161 図　大臼歯 a（分析 No.1）の元素マッピング図 第 162 図　大臼歯 b（分析 No.2）の元素マッピング図

第 163 図　桶内面付着物の断面の元素マッピング図 第 164 図　藍甕内面の付着物断面の元素マッピング図

2. 透過像 3. ケイ素（Si）

4. リン（P） 5. イオウ（S） 6. カルシウム（Ca）

7. マンガン（Mn） 8. 鉄（Fe） 9. 亜鉛（Zn）

D　考　　察

歯冠～歯根表面の黒色付着物、桶底板表面および藍甕

内面の付着物について調べた。

歯冠～歯根に付着する黒色物（分析 No.1、No.2）は、

やや光沢のある肥厚した黒色物である。イオウ（S）のマ

ッピング図では黒色物に対応して輝度が高く、酸化イオウ

（SO3）が高く検出された。また、鉄（Fe）のマッピング

図では黒色物に対応してやや輝度が高く、酸化鉄（Fe2O3）

がやや多く検出された。この歯冠～歯根に付着する黒色

物は、イオウ（S）と鉄（Fe）を主な成分とする付着物で

ある。イオウ（S）は、主に歯石成分である可能性が考え

られる。

2. アルミニウム（Al） 3. ケイ素 (Si)

7. カルシウム（Ca）

4. リン（P）

8. チタン（Ti）

5. イオウ（S）

9. 鉄（Fe）

6. カリウム（K）

1. マッピング位置 2. 透過像 3. ケイ素（Si）

4. リン（P） 5. イオウ（S） 6. カルシウム（Ca）

7. マンガン（Mn） 8. 鉄（Fe） 9. 亜鉛（Zn）

1. マッピング位置 2. ケイ素（Si） 3. リン（P）

4. イオウ（S） 5. カルシウム（Ca） 6. マンガン（Mn）

7. 鉄（Fe） 8. 亜鉛（Zn） 9. 鉛（Pb）
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この黒色付着物は、赤外分光分析でタンニン酸の吸収

が確認できなかったこと、お歯黒としては肥厚が大きいこ

と、大臼歯 b（分析 No.2）では内面にも同様の黒色物が

付着することから、お歯黒の可能性は低いと考えられる。

また、タバコタールの赤外線吸収スペクトルとは比較的類

似し、タバコタールの可能性が考えられる。ただし、肥厚

した黒色物が歯根部まで付着するため、別の原因による

付着を考えた方が良い。これらの黒色物は、歯石成分中

のイオウと埋葬後に土中の鉄分が結合してできた鉄硫化物

の一種と考えられる。

お歯黒は、少なくとも平安時代以降、明治時代まで続

いた風習であるが、お歯黒に用いる原料は、鉄漿水（か

ねみず）と呼ばれる液体と、五倍子粉（ふしこ）と呼ばれ

る粉末からなる。五倍子粉はヌルデ（ウルシ科ヌルデ属の

落葉広葉樹）の葉に五倍子虫が産みつけた卵がかえって

生じる没食子（こぶ形）と呼ばれるものを粉末にしたもので、

タンニンを約 70% 含んでいる。鉄漿水は、一般的なもの

としては、酒、または水と酢を混ぜたものを壺や瓶に入れ、

古釘などの鉄片を入れて発酵させ、加熱沸騰させたもの

を用いていた（江連ほか，1987）。なお、人間を含め動

物の骨や歯を構成する主要な無機成分は、水酸アパタイト

（ハイドロキシアパタイト：Ca10(PO4)6(OH)2）からなり（例

えば、澤村，2016）、酸化リン（P2O5）と酸化カルシウ

ム（CaO）がほぼ等量含まれる。蛍光Ｘ線分析において、

リンとカルシウムが高く検出されたのは、歯の成分である。

山形城三の丸跡第 15 次調査 2 区の遺構外から出土し

た藍甕内面の付着物の分析では、藍色を呈する肥厚した

付着物が見られた。この付着物は、サンドイッチ構造を呈

し、表面が藍色層、中間層が黄白色で結晶の集合物、付

着側が硬質の褐色層からなる。藍色付着物の赤外分光分

析では、15 ヶ所において赤外吸収が見られたが、染料の

インジゴ成分は検出されなかった。なお、藍甕内面の付

着物中間層のＸ線回折分析では、方解石の複数ピークが

明瞭に検出された。

藍は、青色の色素であるインジゴを含んでいる植物の

総称であり、タデ科の蓼藍、キツネノマゴ科の琉球藍、マ

メ科のインド藍、アブラナ科の大青などの複数の種類があ

り、古来より世界各地で気候に適した植物が自生または栽

培され、染料として利用されてきた（瀬戸，2018）。また、

天然染料のインジゴ成分は、もともとの藍葉の中にはなく、

インジカンという物質が葉中に存在する。このインジカン

が酵素の働きでインドキシルとブドウ糖に分解された後、

空気に触れて酸化してインジゴが生成される（村田ほか，

2003）。

藍染めの前工程の藍建は、タデ藍の葉を乾燥させて藍

甕に移して灰汁を加えて練る工程である。日本の伝統的な

藍建は、薪による保温、石灰による中和法の改良、麬（ふ

すま）による醗酵の速進で、中世には藍染の専門職―紺

屋が生まれた（荒井，1978）。

藍甕内面に付着する肥厚した藍色付着物は、酸化カル

シウム（CaO）の含有量が高く、中間層に方解石（CaCO3）

の結晶集合層が見られたことから、この藍建の工程で付着・

残存したと考えられる。

桶底板表面の黒色付着物（分析 No.3）は、藍甕内面

に付着する肥厚した藍色付着物は見られなかったが、酸

化カルシウム（CaO）が比較的高く検出され、酸化イオウ

（SO3）や鉛（PbO）が同様に検出された。酸化イオウ（SO3）

や鉛（PbO）は、一般的に土壌中において非常に少ない

元素であることから、桶底板表面の黒色付着物は、藍成

分が付着していたと考えられる。この付着物は、出土時に

は青色に発色していたことからも、藍の可能性が高い。

なお、伝承品のように比較的保存状態の良い染料の同

定では、反射分光分析法や蛍光Ｘ線分析法を用いた分析

法が行われている（佐々木ほか，2000）。
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8　花粉、プラント ･オパール分析
森　将志（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡において、近世の畑の可能性がある畝状遺

構から土壌試料が採取された。以下では、試料について

行った花粉分析とプラント ･ オパール分析の結果を示し、

畝状遺構の性格や遺跡周辺の古植生などについて検討し

た。なお、同一試料を用いて、珪藻分析も行われている（第

Ⅳ章９参照）。

B　試 料 と 方 法

分析試料は、A区のSN446の畝上部を覆う堆積物（2層）

と畝間埋土（3 層）の各層から採取された堆積物 2 点で

ある（表 29）。これらの試料について、以下の処理を施し、

分析を行った。

　花粉分析　試料（湿重量約 3g）を遠沈管にとり、10%

水酸化カリウム溶液を加え、10 分間湯煎する。水洗後、

46% フッ化水素酸溶液を加え、1 時間放置する。水洗後、

比重分離（比重 2.1 に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心

分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢

酸処理を行い、続いてアセトリシス処理（無水酢酸 9：濃

硫酸 1 の割合の混酸を加え20 分間湯煎）を行う。水洗後、

残渣にグリセリンを滴下し、保存用とする。検鏡は、この

残渣より適宜プレパラートを作製して行った。プレパラート

は樹木花粉が 200 を超えるまでカウントし、その間に現れ

る草本花粉・胞子を全て数えた。また、単体標本（PLC.2705

～ 2711）を作製し、写真を第 167 図に載せた。

　プラント･オパール分析　秤量した試料を乾燥後、再

び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約 1g（秤量）

をトールビーカーにとり、約 0.02g のガラスビーズ（直径

約 0.04mm）を加える。これに 30% の過酸化水素水を

約 20 ～ 30cc 加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を

加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法により

0.01mm 以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリン

を用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡した。同定およ

び計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパー

ルについて、ガラスビーズが 300 個に達するまで行った。

また、植物珪酸体の写真を撮り、第 168 図に載せた。

C　結　　果

　花粉分析　2 試料から検出された花粉・胞子の分類群

数は樹木花粉 17、草本花粉 14、形態分類のシダ植物胞

子 2 の、総計 33 である。これらの花粉・胞子の一覧表

を表 30 に、花粉ダイアグラムを第 165 図に示した。花粉

ダイアグラムにおいて、樹木花粉の産出率は樹木花粉総

数を基数とした百分率、草本花粉、胞子の産出率は産出

花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。また、図

および表においてハイフン (-) で結んだ分類群は、それら

の分類群間の区別が困難なものを示す。

検鏡の結果、2 試料ともに同様の花粉組成を示し、樹

木花粉ではハンノキ属とクリ属 - シイノキ属の産出が、草

本花粉ではイネ科の産出が目立つ。

　プラント･オパール分析　同定・計数された各植物のプ

ラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料

1g 当りの各プラント・オパール個数を求め（表 31）、分

布図に示した（第 166 図）。

検鏡の結果、イネ機動細胞珪酸体とササ属型機動細胞

珪酸体、ヨシ属機動細胞珪酸体、シバ属機動細胞珪酸体、

キビ族機動細胞珪酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体、ジ

ュズダマ属機動細胞珪酸体の 7 種類の機動細胞珪酸体の

産出が確認できた。その他にも、イネ穎破片の産出が確

認できた。

D　考　　察

　花粉分析の結果では、両試料ともに樹木花粉において

ハンノキ属の産出が目立つ。よって、遺跡周辺の低地な

どにはハンノキ属からなる湿地林が存在していた可能性が

ある。また、草本花粉ではサジオモダカ属やオモダカ属と

いった抽水植物の花粉も得られており、水分条件の良好

な場所に生育していたと思われる。さらには、プラント ･

オパール分析において、抽水植物のヨシ属機動細胞珪酸

体が得られており、湿地的環境にはヨシ属も生育していた

と思われる。水分条件の良好な場所の周辺には、サワグ

ルミ属 - クルミ属やニレ属 - ケヤキ属といった落葉広葉樹

調査区 遺構 層位 時期 土質

A 区 SN446
2 層（畝上部を覆う堆

積物） 近世
オリーブ黒色（5Y 3/2）粘土

3 層（畝間埋土） 黒褐色（2.5Y 3/1）粘土（塊状の
褐色粘土を含む）

表 29　分析試料一覧
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林も分布していたと思われる。やや標高の高い場所には、

ブナ属やカバノキ属といった冷温帯性の落葉広葉樹林も

広がっていたであろう。

　その他には、両試料でクリ属 - シイノキ属の産出も目立

つ。ここで産出しているのがクリ属かシイノキ属かの判断

は難しいが、試料採取地点の周辺にはクリ属かシイノキ属

が生育していたと思われる。プラント ･ オパール分析では

ササ属型やキビ族、ウシクサ族といった機動細胞珪酸体が

得られており、落葉広葉樹林の下草などとしてササ属が広

がり、明るい開けた場所などにはキビ族やウシクサ族が分

布を広げていた可能性がある。ウシクサ族については、オ

ギといった湿地的環境に生育する種も含まれている可能性

もある。

　以上、遺跡周辺に広がる古植生について述べたが、試

料採取地点は畝状遺構であり、栽培植物が存在したと推

測される。花粉分析で産出が確認できた栽培植物が含ま

れる分類群としては、カブや大根などが含まれるアブラナ

科や、メロンやキュウリなどが含まれるキュウリ属、ソバが

含まれるソバ属が挙げられる。これらの分類群には野生種

も含まれており、花粉の形態で栽培種と野生種を区別する

のは難しいものの、畝状遺構で栽培されていた分類群の

可能性がある。

プラント ･ オパール分析では、イネ機動細胞珪酸体が

産出している。イネ機動細胞珪酸体の産出量について

は、試料 1g 当り 5,000 個以上検出された地点の分布範

囲と、実際の発掘調査で検出された水田址の分布がよく

対応する結果が得られており（藤原，1984）、試料 1g 当

り5,000 個が水田土壌か否かを判断する目安とされてい

る。この目安に照らし合わせると、両試料から産出するイ

ネ機動細胞珪酸体の産出量は、水田土壌の目安を大幅に

上回るため、畝状遺構にイネの葉身が多く堆積していた状

況が推測される。畝状遺構からイネ機動細胞珪酸体が産

出する背景として、陸稲が栽培されていた可能性や、防寒

や堆肥の目的で畑に稲藁が持ち込まれていた可能性、畑

の造成に水田土壌が利用された可能性などが考えられる。

引用文献

藤原宏志（1984）プラント・オパール分析法とその応用－先史 
 時代の水田址探査－．考古学ジャーナル，  
 227，2-7．

両試料からは、イネの葉身ばかりではなく、イネ穎破片も

多く産出しており、イネの籾殻も多く堆積していたと思われ

る。また、プラント ･ オパール分析で同定された分類群の

うち、栽培植物が含まれる分類群には、キビ族（ヒエやア

ワ、キビが含まれる）とジュズダマ属（ハトムギが含まれる）

がある。機動細胞珪酸体の形態で野生種と栽培種の区別

や、栽培植物の特定はできないものの、こうした分類群の

栽培植物が畑で栽培されていた可能性もある。

　なお、今回の分析試料は、畝間埋土と畝上部を覆う堆

積物の 2 箇所で採取されているが、花粉分析とプラント ･

オパール分析ともに両試料間に顕著な組成の相違は見出

せなかった。

学名 和名 2 層 3 層
樹木
Abies モミ属 1 1
Tsuga ツガ属 - 1
Picea トウヒ属 1 6
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 1 7
Pinus subgen. Haploxylon マツ属単維管束亜属 1 -
Cryptomeria スギ属 4 6
Pterocarya － Juglans サワグルミ属－クルミ属 2 4
Carpinus － Ostrya クマシデ属－アサダ属 3 1
Betula カバノキ属 8 2
Alnus ハンノキ属 80 50
Fagus ブナ属 2 6
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 4 1
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 1 1
Castanea-Castanopsis クリ属 - シイノキ属 86 117
Ulmus － Zelkova ニレ属－ケヤキ属 6 3
Aesculus トチノキ属 1 -
Parthenocissus ツタ属 - 1
草本
Alisma サジオモダカ属 - 1
Sagittaria オモダカ属 1 1
Gramineae イネ科 127 43
Fagopyrum ソバ属 2 2
Chenopodiaceae － Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 16 4
Caryophyllaceae ナデシコ科 4 1
Thalictrum カラマツソウ属 3 -
Brassicaceae アブラナ科 3 5
Haloragis アリノトウグサ属 1 -
Apiaceae セリ科 5 1
Cucumis キュウリ属 - 1
Artemisia ヨモギ属 10 5
Tubuliflorae キク亜科 1 -
Liguliflorae タンポポ亜科 5 10
シダ植物
monolete type spore 単条溝胞子 1 4
trilete type spore 三条溝胞子 1 -

Arboreal pollen 樹木花粉 201 207
Nonarboreal pollen 草本花粉 178 74
Spores シダ植物胞子 2 4
Total Pollen ＆ Spores 花粉・胞子総数 381 285

unknown 不明 1 1

表 30　産出花粉胞子一覧表

イネ
（個 / ｇ）

イネ穎破片
（個 / ｇ）

ササ属型
（個 / ｇ）

ヨシ属
（個 / ｇ）

シバ属
（個 / ｇ）

キビ族
（個 / ｇ）

ウシクサ族
（個 / ｇ）

ジュズダマ属
（個 / ｇ）

不明
（個 / ｇ）

2 層 94,100 36,900 24,200 11,400 2,500 47,000 11,400 0 0 

3 層 64,900 36,900 34,300 11,400 0 40,700 22,900 1,300 1,300 

表 31　試料 1 ｇ当たりのプラント・オパール個数
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樹木花粉は樹木花粉総数、草本花粉・胞子は産出花粉胞子総数を基数として百分率で算出した。

第 165 図　花粉分布図

第 166 図　植物珪酸体分布図

第 167 図　産出した花粉化石 第 168 図　3 層から産出した植物珪酸体

1. ハンノキ属（PLC.2705 3 層）　2. アリノトウグサ属（PLC.2706 2 層）
3. サジオモダカ属（PLC.2707 3 層）　4. アブラナ科（PLC.2708 3 層）

5. キュウリ属（PLC.2709 3 層）　6. ソバ属（PLC.2710 3 層）
7. タンポポ亜科（PLC.2711 3 層）

1. イネ機動細胞珪酸体　2. イネ機動細胞珪酸体　3. シバ属機動細胞珪酸体
4. イネ穎破片　5. ウシクサ族機動細胞珪酸体　6. ササ属型機動細胞珪酸体

7. キビ族機動細胞珪酸体　8. キビ族機動細胞珪酸体
9. ジュズダマ属機動細胞珪酸体　10. ヨシ属機動細胞珪酸体

a: 断面　b: 側面

7b 8b

9a 9b

7a 8a

10a

1a 3a 5a

2a 4 6a

1

2

3
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9　堆積物中の珪藻化石群集
野口真利江（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

珪藻は、10 ～ 500 μ m ほどの珪酸質殻を持つ単細胞

藻類で、殻の形や刻まれた模様などから多くの珪藻種が

調べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群

が設定されている（小杉，1988；安藤，1990）。一般的

に、珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、

中には河川や沼地などの水成環境以外の陸地においても、

わずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境（例え

ばコケの表面や湿った岩石の表面など）に生育する珪藻

種が知られている。こうした珪藻群集の性質を利用して、

堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆

積環境について知ることができる。

ここでは、八幡西遺跡において採取された土層の堆積

物試料中の珪藻化石群集を調べ、堆積環境について検討

した。

B　試 料 と 方 法

試料は、A 区の SN446 から堆積土から採取された土層

堆積物 2 点である（表 32）。なお、同一試料を用いて花

粉分析およびプラントオパール分析も行われている（詳細

は、第Ⅳ章８参照）。

各試料について以下の処理を行い、珪藻分析用プレパ

ラートを作製した。

（1）湿潤重量約 1.0g を取り出し、秤量した後ビーカー

に移して 30% 過酸化水素水を加え、加熱・反応させ、有

機物の分解と粒子の分散を行った。（2）反応終了後、水

を加え 1 時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイ

ドを捨てる。この作業を 13 回ほど繰り返した。（3）懸濁

残渣を遠心管に回収し、マイクロピペットで適量取り、カ

バーガラスに滴下し乾燥させた。乾燥後は、マウントメデ

ィアで封入し、プレパラートを作製した。

作製したプレパラートを顕微鏡下 600 ～ 1000 倍で観

察し、珪藻化石 200 個体以上について同定・計数した。

珪藻殻は、完形と非完形（原則として半分程度残ってい

る殻）に分けて計数し、完形殻の出現率として示した。さ

らに、試料の処理重量とプレパラート上の計数面積から堆

積物 1g 当たりの殻数を計算した。また、保存状態の良好

な珪藻化石を選び、写真を第 170 図に載せた。

Ｃ　珪藻化石の環境指標種群

珪藻化石の環境指標種群は、主に小杉（1988）およ

び安藤（1990）が設定し、千葉・澤井（2014）により

再検討された環境指標種群に基づいた。なお、環境指標

種群以外の珪藻種については、海水種は海水不定・不

明種（?）として、淡水種は広布種（W）として、その他

の種はまとめて不明種（?）として扱った。また、破片の

ため属レベルの同定にとどめた分類群は、その種群を不明

（?）として扱った。以下に、小杉（1988）が設定した

海水～汽水域における環境指標種群のうち海水域におけ

る環境指標種群と、安藤（1990）が設定した淡水域にお

ける環境指標種群の概要を示す。

［外洋指標種群（A）］：塩分濃度が 35 パーミル以上の外

洋水中を浮遊生活する種群である。

［内湾指標種群（B）］：塩分濃度が 26 ～ 35 パーミルの

内湾水中を浮遊生活する種群である。

［海水藻場指標種群（C1）］：塩分濃度が 12 ～ 35 パーミ

ルの水域の海藻や海草（アマモなど）に付着生活する種

群である。

［海水砂質干潟指標種群（D1）］：塩分濃度が 26 ～ 35

パーミルの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付着生活

する種群である。この生育場所には、ウミニナ類、キサゴ

類、アサリ、ハマグリ類などの貝類が生活する。

［海水泥質干潟指標種群（E1）］：塩分濃度が 12 ～ 30 パ

ーミルの水域の泥底に付着生活する種群である。この生

育場所には、イボウミニナ主体の貝類相やカニなどの甲殻

類相が見られる。

［上流性河川指標種群（J）］：河川上流部の渓谷部に集中

して出現する種群である。これらは、殻面全体で岩にぴっ

たりと張り付いて生育しているため、流れによってはぎ取

られてしまうことがない。

［中～下流性河川指標種群（K）］：河川の中～下流部、す

なわち河川沿いで河成段丘、扇状地および自然堤防、後

分析
No. 調査区 遺構 層位 時代 堆積物の特徴

1
A 区 SN446

2 層（畝上部を覆う堆
積物）

近世
オリーブ黒色（5Y 3/2）粘土

2 3 層（畝間埋土） 黒褐色（2.5Y 3/1）粘土（塊状の褐
色粘土を含む）

表 32　堆積物の特徴
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背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種

群である。これらの種には、柄またはさやで基物に付着し、

体を水中に伸ばして生活する種が多い。

［最下流性河川指標種群（L）］：最下流部の三角州の部分

に集中して出現する種群である。これらの種には、水中を

浮遊しながら生育している種が多い。これは、河川が三

角州地帯に入ると流速が遅くなり、浮遊生の種でも生育で

きるようになるためである。

［湖沼浮遊生指標種群（M）］：水深が約 1.5m 以上で、岸

では水生植物が見られるが、水底には植物が生育してい

ない湖沼に出現する種群である。

［湖沼沼沢湿地指標種群（N）］：湖沼における浮遊生種と

しても、沼沢湿地における付着生種としても優勢な出現が

見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大き

い種群である。

［沼沢湿地付着生指標種群（O）］：水深 1m 内外で、一

面に植物が繁殖している所および湿地において、付着の

状態で優勢な出現が見られる種群である。

［高層湿原指標種群（P）］：尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原な

どのように、ミズゴケを主とした植物群落および泥炭層の

発達が見られる場所に出現する種群である。

［陸域指標種群（Q）］：上述の水域に対して、陸域を生息

地として生活している種群である（陸生珪藻と呼ばれてい

る）。

［陸生珪藻Ａ群（Qa）］：耐乾性の強い特定のグループで

ある。

［陸生珪藻Ｂ群（Qb）］：Ａ群に随伴し、湿った環境や水

中にも生育する種群である。

Ｄ　結　　果

堆積物から検出された珪藻化石は、海水種が 1 分類群

1 属、淡水種が 42 分類群 26 属 23 種 1 変種であった（表

33）。これらの珪藻化石は、淡水域における 8 環境指標

種群（J、K、M、N、O、P、Qa、Qb）に分類された（第

169 図）。

以下では、各試料における珪藻化石の特徴とその堆積

環境について述べる。

3 層（分析No.2）：畝間埋土

堆積物 1g 中の珪藻殻数は 4.0 × 105 個、完形殻の出

現率は 54.6% である。淡水種のみが検出された。堆積物

中の珪藻殻数は多い。環境指標種群では、陸生珪藻Ａ

群（Qa）が多く、高層湿原指標種群（P）を伴い、中～

下流性河川指標種群（K）、湖沼沼沢湿地指標種群（N）、

湖沼浮遊生指標種群（M）、陸生珪藻Ｂ群（Qb）などを

わずかに伴う。

環境指標種群の特徴から、中～下流性河川や高層湿原

などを伴うジメジメとした陸域環境が推定される。

2 層（分析No.1）：畝上部を覆う堆積土

堆積物 1g 中の珪藻殻数は 2.0 × 105 個、完形殻の出

現率は 60.1% である。主に淡水種からなり、海水種が 1

個体のみ検出された。堆積物中の珪藻殻数は多い。環境

指標種群では、陸生珪藻Ａ群（Qa）が多く、湖沼沼沢湿

地指標種群（N）、中～下流性河川指標種群（K）、高層

湿原指標種群（P）、陸生珪藻Ｂ群（Qb）などをわずか

に伴う。

環境指標種群の特徴から、中～下流性河川や湖沼沼沢

湿地などを伴うジメジメとした陸域環境が推定される。

E　考　　察

畝状遺構覆土の堆積物 2 点は、ともに陸生珪藻Ａ群

（Qa）が特徴的で、河川性指標種群や湖沼沼沢湿地指

標種群、高層湿原指標種群などを伴う群集組成であった。

第一優占種群は陸生珪藻Ａ群（Qa）であるため、基本的

にはジメジメとした陸域環境が優勢で、畝を維持するため

に周辺の土が混ざりやすい堆積環境であったと推測され

る。よって、第二優占種群以下の一部は、畝周辺の堆積

環境を反映している可能性がある。ここで、試料ごとに第

二優占種以下を詳しくみていくと、3 層は高層湿原指標種

群（P）がやや多く、湖沼浮遊生指標種群（M）がわず

かに検出された。一方、2 層は湖沼沼沢湿地指標種群（N）

と中～下流性河川指標種群（K）がやや多く、湖沼浮遊

生指標種群（M）は検出されなかった。湖沼浮遊生指標

種群（M）は水深が割合ある環境を指標し、湖沼沼沢湿

地指標種群（N）で優占する Fragilaria capucina は、貧

栄養湖での出現報告がある種である（渡辺ほか、2005）。

よって、湖沼浮遊生指標種群（M）の産出状況から、3

層堆積時の方が遺構周辺に水が豊富にあった可能性があ

る。また、河川性指標種群と湖沼沼沢湿地指標種群の産

出状況から、2 層、3 層ともに、河川から引いてきた水を

一時的に溜めて利用していた可能性などが考えられる。
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引用文献

安藤一男（1990）淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環 
 境復元への応用．東北地理，42，73-88．
千葉　崇・澤井裕紀（2014）環境指標種群の再検討と更新．  
 Diatom，30，7-30．
小杉正人（1988）珪藻の環境指標種群の設定と古環境復元への 
 応用．第四紀研究，27，1-20．
渡辺仁治・浅井一視・大塚泰介・辻彰洋・伯耆晶子（2005）淡 
 水珪藻生態図鑑　群集解析に基づく汚濁指 
 数 DAIpo，pH 耐性能．784p，内田老鶴圃．

No. 分類群 種群 1 2 
1 Actinocyclus spp. ? 1 
2 Achnanthes spp. ? 4 3 
3 Achnanthidium convergens J 1 2 
4 A. minutissimum Qb 1 
5 Amphora copulata W 1 
6 A. montana Qa 3 
7 A. spp. ? 1 
8 Aulacoseira crenulata W 1 
9 A. granulata M 2 

10 A. spp. ? 2 
11 Caloneis spp. ? 1 6 
12 Cocconeis placentula W 3 5 
13 Cymbella tumida W 1 
14 C. turgidula K 2 4 
15 C. spp. ? 1 7 
16 Diadesmis contenta Qa 3 
17 Diploneis spp. ? 1 
18 Epithemia spp. ? 4 2 
19 Eunotia spp. ? 3 3 
20 Fragilaria brevistriata N 1 
21 F. capucina N 10 4 
22 F. vaucheriae K 5 1 
23 F. spp. ? 5 5 
24 Frustulia spp. ? 1 
25 Gomphonema spp. ? 7 12 
26 Hantzschia amphioxys Qa 28 26 
27 Luticola mutica Qa 14 9 
28 Navicula elginensis O 1 
29 N. spp. ? 2 2 
30 Neidium alpinum Qa 1 
31 N. ampliatum P 1 
32 N. spp. ? 5 9 
33 Nitzschia spp. ? 15 6 
34 Pinnularia borealis Qa 1 1 
35 P. subcapitata Qb 4 6 
36 P. subcapitata var. 

elongata P 4 19 
37 P. spp. ? 48 52 
38 Planothidium lanceolatum K 2 
39 Reimeria sinuata K 1 
40 Rhoicosphenia spp. ? 1 
41 Rhopalodia gibba W 1 
42 Stauroneis spp. ? 1 2 
43 Surirella spp. ? 6 3 
44 Unknown ? 15 5 

海水不定・不明種 ? 1 
上流性河川 J 1 2 

中～下流性河川 K 9 6 
湖沼浮遊生 M 2 

湖沼沼沢湿地 N 11 4 
沼沢湿地付着生 O 1 

高層湿原 P 5 19 
陸生Ａ群 Qa 49 37 
陸生Ｂ群 Qb 4 7 
広布種 W 4 8 

淡水不定・不明種 ? 103 117 
その他不明種 ? 15 5 

海水種 1 
淡水種 186 202 
合　計 202 207 

完形殻の出現率 (%) 60.1 54.6 
堆積物 1g 中の殻数 ( 個 ) 2.0E+05 4.0E+05

1.Pinnularia subcapitata(No.2)　2.Neidium alpinum(No.1)
3.Navicula elginensis(No.1)　4.Luticola mutica(No.1)　5.Fragilaria vaucheriae(No.1)

6.Pinnularia subcapitata var. elongata(No.2)　7.Cymbella turgidula(No.2)
8.Pinnularia borealis(No.2)　9.Hantzschia amphioxys(No.1)

10.Epithemia spp.(No.1)　11.Fragilaria brevistriata(No.1)
12.Achnanthidium convergens (No.2)　13.Diadesmis contenta(No.1)

14.Reimeria sinuata(No.2)　15.Planothidium lanceolatum(No.1)

第 170 図　堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真（括弧内の数字は分析 No. を示す）

第 169 図　堆積物中の珪藻化石分布図（主な分類群を表示）

表 33　堆積物中の珪藻化石産出表
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10　八幡西遺跡のテフラ分析
藤根　久・鈴木正章（パレオ・ラボ）

A　は じ め に

八幡西遺跡第 2 次発掘調査では、C 区北東隅北壁Ⅸ層

において黒褐色（10YR 2/3）の弱分解質の草本質泥炭

が検出された。この泥炭層中には、灰黄色（10YR 7/2）

の粘土質のレンズ状の薄層が検出された。ここでは、この

試料について、鉱物組成や火山ガラスの形態分類および

屈折率測定を行った。

B　試 料 と 方 法

分析試料は、C 区北東隅北壁Ⅸ層の草本質泥炭の 1 点

である（表 34）。

試料は、以下の方法で処理した。

湿 潤 重 量 62.99g を 秤 量した後、1 φ（0.5mm）、2

φ（0.25mm）、3 φ（0.125mm）、4 φ（0.063mm）、

4.5 φ（0.044mm）の 5 枚の篩を重ね、湿式篩分けをした。

これとは別に 10g 程度を、恒温乾燥機 105 度、24 時間

で乾燥して含水率を求めた。

4 φ篩残渣について、重液（テトラブロモエタン、比重

2.96）を用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。軽鉱物は、

水浸の簡易プレパラートを作製し、軽鉱物組成と火山ガラ

スの形態分類を行った。火山ガラスの形態は、町田・新

分析
No. 調査区 位置 試料

No. 層位 堆積物の色調

1 C 区北東隅 北壁 試料 8 Ⅸ層
黒褐色（10YR 2/3）弱分解質
の草本質泥炭、灰黄色（10YR 
7/2）レンズ状粘土層を挟む

表 34　分析試料とその特徴

井（2003）の分類基準に従って、バブル型平板状（b1）、

バブル型Ｙ字状（b2）、軽石型繊維状（p1）、軽石型ス

ポンジ状（p2）、急冷破砕型フレーク状（c1）、急冷破砕

型塊状（c2）に分類した。

重鉱物は、封入剤レークサイドセメントを用いてプレパ

ラートを作製し、斜方輝石（Opx）、単斜輝石（Cpx）、角

閃石（Ho）、カンラン石（Ol）、磁鉄鉱（Mg）を同定・

計数した。

4 φ残渣中の火山ガラスは、横山ほか（1986）に従っ

て温度変化型屈折率測定装置を用いて屈折率測定を行っ

た。

C　結　　果

以下に、試料の含水率、粒度組成の概略、重鉱物およ

び軽鉱物の組成、火山ガラスの形態分類、火山ガラスお

よび斜方輝石の屈折率測定結果について述べる。

［分析 No.1（C 区北東隅北壁Ⅸ層の草本質泥炭）］

試料は、黒褐色（10YR 2/3）の弱分解質の草本質泥

炭であり、灰黄色（10YR 7/2）のレンズ状の粘土層を挟む。

含水率は、67.17% である。粒度組成は、全体的に少なく、

3 φ篩残渣が多い。重液分離では軽鉱物の割合が高い（表

35）。

軽鉱物は、長石（Pl）が多く少量の石英を伴うが、火

山ガラスは極わずかである。火山ガラスは、バブル型平

板状ガラス（b1）と急冷破砕型フレーク状ガラス（c1）

である。重鉱物は、カンラン石（Ol）が最も多く、斜方輝

石（Opx）も多い（表 36）。

火山ガラスの屈折率測定では、辛うじて屈折率を測定

することができ、範囲 1.4985-1.5039（平均 1.5008）で

ある（第 171 図）。

分析 No.処理重量（g）乾燥重量（g）含水率（%）
砂粒分の粒度組成（重量 g） 軽・重鉱物組成（重量 g）

1 φ 2 φ 3 φ 4 φ 4.5 φ 軽鉱物 重鉱物

1 58.91 19.34 67.17 - 0.00 0.01 0.09 0.03 0.07 0.02 

分類群

石英
(Qu)

長石
(Pl)

不明
(Opq)

火山ガラス

ガラス
合計

軽鉱物
合計

重鉱物
重鉱物
の合計

バブル（泡）型 軽石型 急冷破砕型

平板状
(b1)

Y 字状
(b2)

繊維状
(p1)

スポンジ状
(p2)

フレーク状
(c1)

塊状
(c2)

斜方輝石
(Opx)

単斜輝石
(Cpx)

角閃石
(Ho)

ジルコン
(Zr)

磁鉄鉱
(Mg)

不明
(Opq)分析№

1 33 319 52 1 1 2 406 106 267 13 14 400 

表 35　テフラ試料の湿式篩分け・重液分離の結果

表 36　4 φ篩残渣中の鉱物組成
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D　考　　察

弱分解質の草本質泥炭試料中の軽鉱物は、火山ガラス

が非常に少なく、火山灰の可能性は低い。火山ガラスの

屈折率は、例えば肘折尾花沢テフラ（Hj-O；肘折カルデ

ラから噴出、11 ～ 12 ka）の火山ガラスの屈折率の範囲

に近く、斜方輝石や角閃石あるいは石英が主な鉱物として

含まれている（町田・新井，2003）。ただし、肘折カル

デラは、遺跡から北北東約 55 km に位置するカルデラで

第 171 図　火山ガラスの屈折率測定結果

引用文献

町田 洋・新井房夫（2003）新編火山灰アトラス．東京大学出版会，
 336．
豊島正幸（1980）山形盆地東縁部における洪積世末期のテフラ 
 と河成段丘の形成時期．東北地理，32，  
 203-210．
横山卓雄・檀原　徹・山下　透（1986）温度変化型屈折率測  
 定装置による火山ガラスの屈折率測定．第
 四紀研究，25，21-30．

1.4 φ篩残渣中の軽鉱物　2.4 φ篩残渣中の軽鉱物（直交ニコル）　3. バブル（泡）型平板状ガラス
4. 急冷破砕型フレーク状ガラス　5. 斜方輝石　6. 斜方輝石　7. 磁鉄鉱

あり、遺跡は軽石分布の南限よりさらに南に位置する（豊

島，1980）。

第 172 図　試料中の粒子の偏光顕微鏡写真
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11　漆関連資料の塗膜分析
本多貴之・増田隆之介・阿部芳郎（明治大学）

A　は じ め に

八幡西遺跡では、近世の漆関連資料とみられる遺物が

比較的多く出土している。2 点の遺物に付着した漆膜を取

り上げて分析を行い、漆利用の実態について検討した。

B　試 料 と 方 法

分析対象の 1 点目は、近世の掘立柱建物 SB2902 の

柱穴 EP1564 から出土した陶器擂鉢の破断面に付着して

いた塗膜で、接着に利用されていた（試料 1）。2 点目は

近世の水場遺構 SX1522 に伴う溝 SD1502 から出土した

カワラケの表面全体に付着していた塗膜である（試料 2）。

これらの試料について、以下の分析を行った。

クロスセクション分析 (C.S.)

試料薄片の作成手順としては試料をプラスチックサン

プルクリップ (Buehler) で挟んで垂直に立て、透明な 53 

型埋込用エポキシ樹脂 (Pelnox) で包埋した。次に 27 

× 46 mm スライドガラス ( 松浪工業株式会社 ) に接着

し、粒度の異なる耐水性サンドペーパー (Buehler, #400, 

600, 800) とアルミナ パウダ ー MasterPrep Polishing 

Suspension 0.05 µm (Buehler) を 用 い て 自 動 研 磨 機 

AutoMet 250 (Buehler) で層構造が観察できるまで研磨し

た。その後、透過光、反射光、偏光下での断面の光学像

を得るために偏光顕微鏡 Eclipse LV 100 POL (Nikon) に

接続されたデジタルカメラ α 7 (SONY) を用いた。倍率は

試料の大きさによって 50 － 500 倍まで適宜変更した。偏

光下での観察では 波長 530 nm の偏光板 (Nikon) を顕微

鏡に挿入した。

熱分解ガスクロマトグラフィー質量分析 (Py-GC/MS)

試料に含まれる材料および漆の詳細な成分分析を行う

ために Py-GC/MS 分析を行った。この測定に供した試料

は 0.1―0.3 mg 程度である。測定に使用したのは熱分

解装置 PY-3030D ( 株式会社フロンティアラボ ) を接続し

たガスクロマトグラフ質量分析計 6890N/5875 GC/MS 

system (Agilent Technologies) である。使用カラムは 30 

m × 0.25 mm × 0.25 mm の Ultra ALLOY-1 (MS/HT) (

株式会社フロンティアラボ ) である。測定はスプリットモー

ドで行い、スプリット比は 20 : 1 とした。インジェクション

温度とインタフェース温度は共に 280°C で維持し、オー

ブン温度は 40°C で 2 分間保持した後、12°C /min で昇

温、320°C に達した後 10 分間保持した。キャリアガスと

してヘリウムを用いて、一定流量として 1.0 mL/min を保

った。測定範囲は m/z  29―800 で、イオン化法は EI で

ある。得られたデータは解析ソフト MSD ChemStation で

解析した。

C　結　　果

試料 1 のクロスセクション分析の結果を第 175 図に示

す。分析の結果 a,b の 2 層構造であることが確認された。

a,b ともに夾雑物が混ざっていることが確認でき、b に関し

ては偏光下で白く光るものを確認できたため、鉱物等の結

晶構造を有する物が混入していると考えられる。

Py-GC/MS を行った結果、m/z  108 のイオンクロマト

内側 外側

サンプル（内）

内面 外面

内面サンプル（内）

第 173 図　試料 1 写真 第 174 図　試料 2 写真
外面サンプル（内）

サンプル位置

サンプル

位置

サンプル（外） 外面サンプル（外）

内面サンプル（外）

黒色部

黄色部
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Py-GC/MS を 行 っ た 結 果、m/z  108 か ら は P7 

(3-heptylphenol) を中心とした山型のピーク群を確認する

ことができなかったが、一部漆と類似した結果を得ること

ができた。そこで、漆蝋との分析結果の比較を行ったとこ

ろ、類似した結果を得ることができた。よって、この資料

は漆蝋の使用が推測された。

D　ま　と　め

今回 2 点の分析を行った結果、試料 1 は漆、試料 2

は漆蝋の使用が推測された。試料 2 に関しては C.S. の結

果と合わせると漆蝋用の容器であると考えられる。

グラフにおいて P7 (3-heptylphenol) を中心とした山型の

ピーク群ならびに P15 (3-pentadecphenol) を確認でき

た。このことにより、試料 1 には漆の使用が明らかになり

漆の樹種は日本・中国・韓国に生育するToxicodendron 

vernicifl uum であることが示唆された。

試料 2 の内面サンプル黒色部ならびに外面サンプル黄

色部の断面を観察したところ、多くの夾雑物が含まれてお

り複雑な層構造をしていた。しかし、黄色部の断面図から

は似た層のくりかえしを確認することができた。このことよ

り、この資料は何かしら同じものをくり返し使用するための

容器であると推測された。

第 175 図　試料 1 の断面観察　（左）透過光・（右）反射偏光

a

b

第 176 図　Py-GC/MS による漆に関する分析結果 ( 上：漆膜単体・下：試料 1)
5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min] 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min] 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min]

5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min] 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min] 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min] 5.00 10.00 15.00 20.00 25.00 30.00R.T. [min]

第 177 図　試料 2 黒色部の断面観察　（左）透過光（右）反射偏光

第 178 図　試料 2 黄色部の断面観察　（左）透過光（右）反射偏光

第 179 図　 Py-GC/MS による漆蝋に関する分析結果 ( 上：漆蝋単体・下：試料 2 黒色部 )

m/z  108 m/z  91 m/z  57

m/z  108 m/z  91 m/z  60 m/z  57
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12　紅皿内容物の分析
株式会社伊勢半 研究本部

鈴木幸司・矢野正博

A　は じ め に

八幡西遺跡より、近世木棺墓が発見された。木棺内か

らは、紅皿が発見され、その紅皿には赤褐色の土状物質

が付着していた。この赤褐色土状物質を分析することは、

当時の文化を知る上で有益な情報となる。今回、ベニバ

ナ色素の研究において実績がある当社にて、ベニバナ赤

色色素の有無を確認するとともに赤褐色土状物質の分析

を行う。

B　試 料 と 方 法

分析試料は、近世木棺墓より出土した紅皿に付着した

赤褐色土状物質である。（第 180 図）

この試料について以下の処理を施し、分析を行った。

走査型電子顕微鏡による観察

試料を粉状に粉砕後、カーボン両面テープにて試料台

に固定後、走査型電子顕微鏡（以下 SEM）により観察を

行った。分析装置は、走査型電子顕微鏡 SU-3500（日立

ハイテクノロジーズ社製）を使用した。

走査型電子顕微鏡 /エネルギー分散型 X線分光法による

元素分析

SEM にて観察を行い、同時にエネルギー分散型 X 線

分光法（以下 SEM-EDX）により元素分析を実施した。分

析装置は、エネルギー分散型 X 線分析装置 X-MAX 50 

136　（Oxford 社製）を使用した。

分光光度計による色素の定性試験

試料をスピッツ管に適量取り、水に溶解後、分光光度

計により吸光度曲線を測定する。分析装置は、分光光度

計 U-3900H（日立ハイテクノロジーズ社製）を使用した。

C　結　　果

走査型電子顕微鏡による観察

　250 倍画像より、様々な粒径の粉体が観察されるが、

20,000倍まで拡大するとナノオーダーの粒子が観察できる

（第 181 図）。250 倍で観察された粉体は、すべてナノオー

ダーの粒子の集合体であることが分かった。

走査型電子顕微鏡 /エネルギー分散型 X線分光法による

元素分析

　表 37 に元素分析結果を示す。鉄（Fe）と酸素（O）

で 90% 近い含有量であった。ケイ素（Si）は土壌に多

検出元素
質量 %

1 回目 2 回目 3 回目 平均

C 8.77 6.84 7.96 7.86

O 26.54 26.45 29.31 27.4

Al 0.9 0.99 0.69 0.86

Si 2.81 3.15 4.58 3.51

P 0.18 0.27 0.17 0.21

Fe 60.8 62.31 57.29 60.1

第 181 図　電子顕微鏡画像

表 37　元素分析結果

250 倍 1.000 倍 20.000 倍

第 180 図　分析試料

3_八幡西遺跡（Ⅳ�Ⅵ章）_2021-02-26.indd   251 2021/02/27   12:32



252

Ⅳ　理化学分析

く含まれる成分である。また、元素マッピングを実施し

た（第 182 図）。

分光光度計による色素の定性試験

　試料を水に分散した様子を第 183 図に示す。水には

溶解することができなかったため、分光光度計による測

定が実施不可能であった

D　考　　察

今回発掘された赤褐色の土状物質は、元素分析の結

果、酸化鉄（ベンガラ）である可能性が非常に高い。そ

の他の元素として、約 3.5% のケイ素が検出されている。

ケイ素は土壌中に広く分布している元素であり、採掘場

所や精製工程によっては純度の低いベンガラであれば混

入している可能性は非常に高い。

また、天然由来の色素（ベニバナの赤色色素）の可

能性も考えた。ベニバナ赤色素は水に良く溶けるが、今

回の試料は水に不溶であったため、その可能性は低いと

判断した。

第 182 図　元素マッピングの画像（参考）

第 183 図　水に分散した様子

3_八幡西遺跡（Ⅳ�Ⅵ章）_2021-02-26.indd   252 2021/02/27   12:32



253

Ⅳ　理化学分析

13　八幡西遺跡出土人骨について
谷畑美帆（1）・三谷智広（2）・米田恭子（2）

1：明治大学　2：パレオ・ラボ

A　は じ め に

八幡西遺跡では土坑および木棺墓から人骨とみなさ

れる骨の破片および歯牙がいつくか出土している。しか

し歯牙以外は、いずれもオリジナルの形態を保持してお

らず、部位の特定および種の同定が困難な状況である。

以下、３つの遺構から出土した資料に関する所見を記述

する。

B　試 料 と 方 法

土坑 SK158 出土資料

合計 8 点の資料が取り上げられているが、すべて焼

成（白色および黒色を呈する）されている（表 38）。マ

クロ観察では種の同定および部位の特定は困難である。

比較的形態を保っている資料についても焼成のため変形

しており、人骨かどうかの判断が難しくなっている。そ

のため、ここでは資料の一部（緻密質と海綿体の観察か

ら、管状骨（＝長骨）と思われる骨 1・4・6・7 を抽出）

を下記のような試料調整を実施し、顕微鏡観察が可能な

No. 遺構名 状態 部位 サイズ (cm) 重量 (g) 備考

RN1218( 骨１） SK158F 焼骨 亀裂あり 管状骨（脛骨？） 1 × 2 1.5216白色

RN1219（骨２） SK158F 焼骨 亀裂あり 管状骨 2 × 4 2.2019白色、土付き、状態悪い 

RN1220（骨３） SK158F 焼骨 管状骨？ 1 × 0.8 0.1362白色

RN1221（骨４） SK158F 焼骨 管状骨 1.5 × 1.3 0.3707白色

RN1222（骨５） SK158F 焼骨 管状骨？ 0.6 × 0.6 0.0515白色

RN1223（骨６） SK158F 焼骨 亀裂あり 管状骨 2 × 0.5 0.2974白色

RN1224（骨７） SK158F 焼骨 亀裂あり 管状骨 1 × 0.5 0.1263白色

RN1225（骨一括） SK158F 焼骨 管状骨（大腿骨？） 1.3 × 0.8 0.1733黒色

状態にする。観察に際しては、下記の手順で作業を実施

した（以下の試料調整作業および写真撮影はパレオ・ラ

ボ三谷・米田による）。

試料をエポキシ樹脂に包埋する。このとき真空デシケー

ター脱泡後 60℃で硬化をまつ。硬化後、管状骨長軸に対

して垂直となるように、岩石カッターにて切断した。包埋

試料を厚さ約 5 ㎜に切り出し、プレパラートに接着し、研

磨機にて平滑面を出して観察試料とした。

　観察面は、1000 番、2000 番、4000 番を使用して鏡

面研磨し、走査電子顕微鏡（低真空で観察）で写真撮影

をしたが良い像は得られなかったため、透過光の観察へ

切り替えた。

電子顕微鏡観察用に作製したプレパラートを用いて、厚

さ 50 μ m ほどの薄片試料を作製し、光学顕微鏡による

観察（接眼レンズ 10・20 倍、対物レンズ 4・10 倍を使

用）後、写真撮影を実施した（掲載している写真はいず

れも接眼レンズ 20 倍、対物レンズ 10 倍を使用したもの）。

電子顕微鏡観察では、良い像が得られなかったが、光

学顕微鏡では細胞観察が可能な箇所があった（第 184

図）。いずれの試料も焼成により変形しているが、ハバー

ス管とオステオンの面積を計算し、比を算出するとヒトと

みなされる数値が得られる骨片があった１）。

 

表 38　SK158 出土資料

第 184 図　骨片の顕微鏡観察
骨片 No.1 骨片 No.4 骨片 No.6 骨片 No.7
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木棺墓 SH1125 出土資料

木棺墓 SH1125 から出土している資料は、歯牙（歯冠

のみ）および歯牙片（歯冠のみ）となっている（表 39）。

いずれの歯牙においても咬耗が確認できないため、萌出し

ていないと考えられる。上顎左第一切歯の歯冠唇側面に

は周波条が確認されており、エナメル質減形成（EHP）の

所見も観察される（第 185 図）。この他、大臼歯の破片お

よび歯種を同定できない歯牙の破片が数点出土している。 

木棺墓 SH1126 出土資料

木棺墓 SH1126 から出土している資料は、歯牙片（歯

冠のみ）となっている（表 40）。歯牙の咬耗はエナメル

質のみにとどまる（Broca のⅠ）。この他、大臼歯の破片

および歯種を同定できない歯牙の破片が数点出土してい

る。

D　ま　と　め

以上３つの遺構から出土している資料についての観察

を実施した。

土坑 SK158 出土資料はいずれも焼成されており、肉眼

観察及び顕微鏡観察も困難な状態であった。しかし、ヒト

由来の骨資料と推定している。また低い温度（黒色を呈

する）および高い温度（白色を呈する）で焼成されている

ものが観察されている。部位の選択制の有無については

不明であるが、焼成されている骨の色調がさまざまである

ことから、本資料は肉の付いた状態で焼成されたことがわ

かる２）。骨にみられる亀裂の入り方および今回実施した肉

眼・顕微鏡観察から、それぞれの土坑から出土している

骨資料はいずれもヒトと推定される。

この他の木棺墓から出土している歯牙はいずれも黒ず

んでおり、未萌出の歯牙も含まれていたが、これは周辺

環境である土壌などの影響を受けたことによるとみなされ

る。歯牙の咬耗が観察されないことから幼児（6 歳未満、

SH1125）とみなされる個体および壮年（20 代後半から

30 代、SH1126）個体が出土している。

参考文献

澤田　純明，奈良貴史，中嶋友文，斉藤慶吏 ，百々幸雄 ，平田和明（2010）「骨組織形態学的方法による骨小片の人獣鑑別： 東北北部 
 の平安時代遺跡から出土した焼骨の分析」Anthropological Science (Japanese Series) Vol. 118(1)
谷畑美帆（1995）「出土焼骨の特性について」（東京芸術大学美術研究科提出修士論文）
楢崎修一郎 （2007） 「火葬人骨と考古学」『墓と葬送の中世』狭川真一編
Brothwell,D.（1981）Digging up Bones,　British Museum of Natural History 

歯種について 備考

上顎左第一切歯 歯冠のみ、周波条　EHP

上顎左第二切歯 歯冠のみ　シャベル型切歯　EHP

上顎左第一大臼歯 歯冠のみ

下顎左第二小臼歯 歯冠のみ

下顎右第一大臼歯 歯冠のみ

歯種について 備考

下顎右第一切歯 歯冠のみ、EHP 

下顎左犬歯 歯冠のみ

下顎左第二小臼歯 歯冠のみ

下顎小臼歯 歯冠のみ（咬頭の形態不明）

表 39　木棺墓 SH1125 出土歯牙について

表 40　木棺墓 SH1126 出土歯牙について

第 185 図　上顎左第一切歯

注

１）　　　比率が 5.4~7.3 を呈する場合、ヒトとみなされる（澤田
純明ほか 2010）。

２）　　　火葬骨については様々な研究があり、焼成温度が 500
度前後では黒色、600 度から 900 度の場合、灰色から白色、
900 度以上では白色や淡黄色となることがわかっている。
また古人骨の場合は 700 度以上では亀裂や収縮が起きる
ことが多く、亀裂の方向等は実験にて実施した資料（トリや
イノシシの骨）と出土人骨とでは異なる（谷畑 1995）が、
焼成により10. － 20.％程度の収縮が生じることがある

（Brothwell 1981, 楢崎 2007）。
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Ⅴ　八幡西遺跡で検出された掘立柱建物跡の評価

1　序
本稿は八幡西遺跡（以下本遺跡）で検出された掘立柱

建物跡の特徴について整理を行ったものである。本遺跡

で検出された建物の具体を検証することによって、当該地

域における古代から近世の建築水準の一端を明らかにす

ることが本稿の目的である。

2　検出された掘立柱建物の傾向
　復元の結果、31 棟の掘立柱建物が検出された（第

186・187 図）。ここでは本遺跡で検出された掘立柱建物

の特徴について概要の整理を行う。

A　推定される帰属年代

　本遺跡で検出された掘立柱建物の帰属年代は、古代か

ら中世の一群と、近世以降の一群に大別できる。またこれ

に帰属年代が不明な建物群を加えると、下の通りに分類

できる。

a 群　＝古代から中世の掘立柱建物　９棟

SB174A・B、SB195、SB208、SB216、

SB310、SB352、SB620、SB2912、SB2913

b 群　＝近世以降の掘立柱建物　21 棟

SB234、SB243、SB308、SB309、SB510、SB530、

SB580、SB590、SB630、SB640、SB650、SB660、

SB2901、SB2902、SB2903、SB2904、SB2914、

SB2915、SB2916、SB2917、SB2918

不明　＝帰属年代が不明な建物　１棟

SB610

全体の比率としては近世以降への帰属が比定されるb

群の掘立柱建物が最も多い。次いで古代から中世への帰

属が比定されるa群の掘立柱建物がこれに続く。調査区ご

との内訳は下記の通りである。Ａ区・Ｃ区では b 群が主

体となり、Ｂ区では a 群が主体となる。

　Ａ区　＝ a 群１棟、b 群８棟、不明１棟

　Ｂ区　＝ a 群６棟、b 群４棟

　Ｃ区　＝ a 群１棟、b 群９棟

　Ｄ区　＝ a 群１棟

B　構造形式による分類

検出された掘立柱建物を構造形式によって分類し、そ

の傾向を把握したい。分類基準は第 188 図のとおりで

ある。分類の指標は身舎梁間の間数と、庇ないしは下屋

の有無などである。なお、見かけ上の梁間が一間にな

る建物であっても、実際の身舎梁間の寸法が二間相当

（12.0 尺程度）になるような場合には、身舎梁間二間の

建物として分類するのが適当である。以上の理由からこ

こでは柱配置に基づいた相対的な間数によって建物を分

類することはせず、身舎梁間長さによって建物を分類し

ている。なお、以下で構造不明とした建物の全ては、建

物の主体が調査区外に伸びる蓋然性が高く、その全容が

明らかではないものである。

・a群の掘立柱建物の構造

2.0 類　＝ SB208、SB216、SB352、SB620、

SB2912、SB2913

3.0 類　＝ SB195

3.1 類　＝ SB174A・B

不明　＝ SB310

古代から中世への帰属が想定される一群の掘立柱建物

である。身舎梁間二間で庇や下屋を持たない 2.0 類の掘

立柱建物が主体をなす。３類の掘立柱建物も少数存在す

るが、いずれも庇や下屋を廻すようなものではないな

ど、建物の内部空間を拡充させようという狙いがみられ

ない。また身舎内部に間仕切り列と比定しうる柱列が確

認されることもない。

間尺は梁間桁行とも不定であるが、梁間は一間 8.5 尺

前後、桁行は一間 6.0 尺前後のものが多い。一般に多雪

Ⅴ　八幡西遺跡で検出された掘立柱建物跡の評価
中村隼人（八戸市博物館）
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Ⅴ　八幡西遺跡で検出された掘立柱建物跡の評価
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第 186 図　本遺跡で検出された掘立柱建物（1）
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第 187 図　本遺跡で検出された掘立柱建物（2）
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庇 庇身舎

C C'

3.1＋3.1類

C C'
庇 身舎 庇

3.1類

3.1類

4.2類　　二重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間四間の直屋
不明　　　 構造の具体が不明な建物

4.1類　　一重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間四間の直屋
4.0類　　　庇や下屋を持たない身舎梁間四間の直屋
3.2類　　二重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間三間の直屋
3.1類　　一重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間三間の直屋
3.0類　　　庇や下屋を持たない身舎梁間三間の直屋
2.2類　　二重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間二間の直屋
2.1類　　一重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間二間の直屋

1.2類　　二重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間一間の直屋
2.0類　　　庇や下屋を持たない身舎梁間二間の直屋

1.1類　　一重の庇ないし下屋を持つ身舎梁間一間の直屋
1.0類　　　庇や下屋を持たない身舎梁間一間の直屋

④　二つの直屋を平行させて連結③　二つの直屋を直行させて連結①　庇も下屋もない直屋 ②　庇を廻した直屋
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分　類　　　　　　　　　 　　内　容
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第 188 図　掘立柱建物の分類
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地方の掘立柱建物は梁間の間尺に比して桁行の間尺が短

くなる傾向があるが、a 群の掘立柱建物でも同様の特徴

が確認できる。構造面で特筆すべき掘立柱建物は無い。

・b群の掘立柱建物の構造

1.0 類　＝ SB308

2.0 類　＝ SB234、SB309、SB519、SB580、

SB590、SB630、SB2904

2.1 類　＝ SB530、SB640、SB650、SB2903、

SB2916、SB2917

3.0 類　＝ SB2914

3.1 類　＝ SB660、SB2901、SB2915

3.2 類　＝ SB243

　近世以降への帰属が想定される一群の掘立柱建物であ

る。２類が主体をなすが、３類も一定数検出されてい

る。庇ないし下屋を持つ掘立柱建物の比率が上がるなど、

a 群に比して検出される掘立柱建物の形状に大小のバリ

エーションが認められる。３類の掘立柱建物はいずれも

桁行方向に長く、一間の庇ないしは下屋を廻すものが大

半である。この他にも身舎内部に間仕切り列と比定しう

る柱列が確認できるなど、一部の大型掘立柱建物は意識

的に内部空間を拡充させようと意図があったことがわか

る。

間尺は不定であるが梁間では６尺代半ばから７尺程度

の寸法に納まるものが多い。特に３類に属する大型の掘

立柱建物は比較的間尺のバラつきが少なくなるなど、建

物の規格化が進んでいった様相がうかがえる。特筆すべ

き建物としては 17 世紀前半から中頃の民家主屋として

比定できる SB243 がある。これについては本稿の後段

で詳述したい。

C　年代比定の妥当性

次に東北地方の掘立柱建物全体の変遷について概要を

示し、この中に本遺跡の a・b 両群の掘立柱建物を位置

づけることによって、その年代比定の妥当性を評価した

い。

①．間尺の長短

　梁間桁行とも、一間の間尺は古い時代の方が長い。古

代には 8.0 尺から 7.0 尺程度の間尺を基調とすることが

多いが、中世後期段階になると 6.6 尺から 6.3 尺程度に

まで短くなる。

間尺のバラつきは古代の方が大きく、時代が新しくな

るごとに少なくなる。特に２類の掘立柱建物の中でも庇

や下屋を持つものや、３類の掘立柱建物など、遺跡内で

も比較的大型に属する掘立柱建物はこの傾向が顕著であ

る。中世後期の城館遺跡や、近世の在方集落の主屋クラ

スの掘立柱建物全般で確認できるこの傾向は、掘立柱建

物に、徐々に設計という概念が導入され、間尺の規格化

が進行し、施工精度の向上が図られたことを意味してい

る。

②．建物のバリエーションの有無

　古い時代の方が掘立柱建物の構造や規模にバリエーシ

ョンが少ない。遺跡の性格にもよるが、古代の段階では

３類の掘立柱建物はあまり存在しない。この他にも、遺

跡内での建物の規模に大小の差があまりみられないこと

が多い。庇や下屋を廻す掘立柱建物も例外的にしか存在

しないなど、建物の構造や規模にバリエーションが少な

い。

これが中世後期になると、同一遺跡内の掘立柱建物で

あっても規模や構造に明確な差がみられるようになる。

３類の掘立柱建物の比率が増加するほか、身舎梁間の全

長が大型化した掘立柱建物の多くで、身舎周囲に庇や下

屋が作られるようになる。この他にも大型の掘立柱建物

の桁行長さが長大化するなど、平面積の拡大傾向が顕著

になる。また、庇や下屋を廻す掘立柱建物の比率が増加

したということは、同時に身舎梁間の全長が大型化した

一部の掘立柱建物の身舎の桁位置が段階的に高くなって

いったことを意味している。建物内部の平面積の拡張と

並行し、屋内空間の高さも上がるなど、一部大型掘立柱

建物に限定すれば、内部空間の拡充は段階的に進行した

と考えられる。

　庶民層の住様式の主体が竪穴建物から掘立柱建物へと

移行するのに合わせ、掘立柱建物のみで、複数の用途の

建物を作り分ける必要性が生じた。このような機能分化

の要求の中で、掘立柱建物の平面規模の大小や、施工精

度の高低などの使い分けが生まれ、バリエーションの増

加が起きたと解釈できる。

なお、全時代を通し、身舎梁間が四間以上になる掘立

柱建物（４類）はほぼ確認できないわけだが、これは梁
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として使われる松の特性に起因したものである。松は長

大なものでも三間程度ものしか採れない。四間を超す長

大材を大量に揃えることは全時代を通し困難であった。

③．間仕切り列の有無

　古代から中世前期の掘立柱建物の身舎内部は基本的に

大型の一室で構成される。内部に間仕切りと比定しうる

柱穴列が確認されることはほぼ無い。

　対して中世後期以降の掘立柱建物の中でも、主屋クラ

スと比定できる身舎梁間が大型化した掘立柱建物の多く

では、身舎内部に間仕切り列と比定しうる柱穴列が確認

できる。つまりこの段階から、身舎内部は大型の一室で

構成されるのではなく、桁行二から三間を一単位とする

部屋を連続させて、続き間を作る構成へと変化していっ

た。

中世後期以降の貴族や武士が暮らしたいわゆる上層住

宅は、住宅建築の様式上では「書院造」段階のものとし

て理解される。この段階の上層住宅は前時代までの住宅

とは異なり、身舎内部に間仕切りを設け、続き間を作る

点に特徴がある。上層住宅で生じた生活様式の変化は、

多少の時間差を持って庶民層にも受容されていった。事

実中世後期段階の城館遺跡や集落遺跡で検出される主屋

クラスの比較的大型な掘立柱建物も、この頃から徐々に

身舎内部に間仕切り列がみられるようになる。

　以上、ここでは①．間尺、②．建物のバリエーション、

③．間仕切り列の有無という三つの視点によって、東北

地方の掘立柱建物の変遷について概要を示した。いずれ

の項目においても、中世後期を画期とし掘立柱建物の具

体が変化していく過程が確認できるわけだが、これらの

特徴は、本遺跡で検出された古式の一群（a 群、古代か

ら中世の帰属）が持つ特徴と、新式の一群（b 群、近世

以降の帰属）が持つ特徴にそのままあてはまる。

　本稿内で行った a・b 両群の分類は、多少の曖昧さを

含むものである。遺構内遺物や AMS 分析の結果の反映

など掘立柱建物の成立ないしは廃絶時の絶対年代によっ

て年代特定を行ったものが大半ではあるが、一部掘立柱

建物に関しては重複する遺構との新旧関係や隣接する遺

構群との組み合わせなどによる推論など相対的な理由に

よって年代を比定した場合もある。

しかしここで行ったように東北地方全体の掘立柱建物

の変遷の傾向の中で、本遺跡で検出された a・b 両群の

掘立柱建物を位置づけた場合、いずれも想定される帰属

年代の掘立柱建物が持つ固有の特徴を多く有している。

類比よる分類ではあるが、これまでの考察の内容から考

えると、a 群を古式（古代から中世の帰属）とし、b 群

を新式（近世以降の帰属）とする年代比定は、高い蓋然

性を持っていると評価して良いだろう。

3　近世の掘立柱建物群の評価
　次に本遺跡内の掘立柱建物の中でも特筆すべき存在で

ある SB243 について言及したい。SB243 は遺構内遺物

の年代などから 17 世紀前半から中頃の成立が想定でき

る。平面の規模と間取りの特徴から近世前期段階の在方

集落の住宅主屋と想定できる遺構である。

A　近世前期段階の米沢藩内の建築文化

　はじめに近世段階の当該地方の建築景観について整理

を行い、これと SB243 を比較したい。なお今回の原稿

を執筆するにあたり、これら資料類の原本の調査は行っ

ていない。以下に挙げる内容はあくまでも既刊報告書類

に記載された内容の転載である。

・資料１　長沼太沖『牛之涎』文政二年（1819）（東置

賜郡史転載）

　成田村（現在の長井市成田）に傳造なるものあり。明

和年間（1764-1772）其家断絶して子孫途絶えたり。

此傳造はふるき家柄にて、此斗は礎に柱を建てけり。そ

の他の家は掘立柱にて、石上に柱を建てる家一軒もなか

りしに、五十年の内に家作立派になりて、今文政二年

（1819）に至りては、掘立柱の家は一宇もなし。

・資料２　『資料名不明』　寛永十六年（1639）（白鷹町

史上巻転載）

　留　荒戸ノ内石那田村（現在の白鷹町荒砥甲）百姓共、

極月十四日之晩火事ニ逢申ニ付て、材木申請事　一、十

弐本者長さ壱丈一尺柱　一、六本者同弐間梁　一、八本

ハ同九尺ノさす　一、四本ハ二間角木　一、弐本ハ長さ

九尺ノムナキ　一、廿本ハ同ほそ木二間　〆六十二本ハ

次助本百姓五間道具　一、六十二本ハ内蔵助同理　一、

八本ハ長さ壱丈柱　一、四本ハ同二間梁　一、壱本ハ同

二間棟木　一、廿五本ハ同二間ほそ木　〆四十六本ハ藤
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七郎水吞但し三間道具　一、四十六本ハ満七右同　一、

四十六本ハ二郎兵へ右同　一、四十六本ハ助次郎右同　

合三百八本嶋田近藤木敷大小　右通長原御林ニ而可被下

候　仍如件

・資料３　藁科立遠『管見談第二』寛政二年（1790）（山

形県史資料編四転載）

　一、諸士の儀は慶長六年（1601）御入国の節は宅地

も定らさる故皆仮屋住居にて送りし処同十五年（1610）

屋敷割あり宅地を賜りし故始て住居を定めたりこの時の

住居は掘立柱に藁葺にて内は葭簀にて仕切土間にて藁筵

を敷て住居し事なりといへり知行に糠藁代といふのある

は此故なりとかや百姓共か一年に一度つゝ糠藁を持来り

て葺を葺替へ下敷を敷替へて古物共を持返て田畑の糞と

せしと云えり（中略）侍組の居宅も始は仮住居にて追々

建替へし事なるへし都而六七十年迄（1720-1730 頃）

に建たる家は多くは土間にて座敷計を板敷にし柱は釘打

なり座敷ということは昔は土間にて藁筵を敷て置し故客

の来るときは別に座を設けたるか中古より一間を客の間

にして常に座を敷て置しより座敷と名付つけし事なるへ

し（後略）

資料１では、米沢藩内の在方集落における住宅主屋の

礎石建物化の経過が読み取れる。18 世紀中頃段階まで

はその殆どは掘立柱で、これが 19 世紀初頭段階になる

と礎石化したということが分かる。SB243 も柱脚部を

掘立柱とする建物であるが、これは近世前期段階の在方

集落の住宅主屋の建物としては平均的な状態であったと

いうことがわかる。

資料２は、寛永十六年（1639）十二月十四日におき

た民家火災に際し、被害者が村の肝煎に住宅再建に掛か

る材木の支給を申請した資料である。これによると本百

姓の住宅主屋は身舎梁間二間桁行五間で庇や下屋は無

い。また水吞百姓の住宅主屋は身舎梁間二間桁行三間で

こちらも庇や下屋が無い。なお平面規模に比して、柱長

さが長大に過ぎるわけだが、これは同柱が掘立柱建物で

あり、相当の長さが土中に埋まる前提で木取りされてい

ることが理由であろう。床組を構成する大引、根太、板

床などに関する記載がないことから考えると、17 世紀

中頃段階の本百姓・水吞百姓の住宅に板床は無く、その

主体は土間ないしは土座であったということも読み取れ

る。資料２とほぼ同時代の成立が想定される SB243 は、

身舎梁間三間（18.7 尺）で、桁行は八間（52.7 尺）で

ある。梁間桁行とも本百姓・水吞百姓クラスの住宅主屋

よりも格段に大きく、使用者の階層の高さをうかがわせ

る。

なお、他藩の例になるが、正徳元年（1711）の会津藩『家

世実記九十七』には次の記載がある。

（前略）扨首向後百姓屋作之規被相定候次第ハ　其一、

高壱石ゟ五石迄弐間梁或いは弐間半梁、行間六間迄限り、

下屋幷弐間ニ弐間之厩中門、但山郷ハ行間迄限之、其ニ、

高六石ゟ拾石迄弐間半梁八間迄、山郷ともニ但し下屋・

厩中門、右同断之旨、其三、高拾壱石ゟ弐重石迄弐関半梁、

拾間迄、但下屋・厩中等右同断、且拾五石以上之者は三

間梁共ニ許容之、所ニ寄拾三石以上も吟味之上用捨之、

行間ハ右之限りに不可過旨、其四、高弐拾石以上ハ梁間

弐間半、三間梁之内、任望行間拾弐間迄を可限、但下屋・

厩中門右同断之旨、其五、建直し家は梁間・行間共に右

に準、御定之五品材木許可被下旨、其六、駅所ハ専ら他

所通之宿其外致人宿候間、高を不限前々之通家作材木可

被下旨、其七、湯本村、熱塩村、柳津村之儀ハ、作事共

ニ別段所ニ候得は、是又右駅所と同断、前々之通材木可

能被下旨、其八、肝煎之儀ハ、高ニ不拘行間拾三間迄、

但御用ニ付座敷無之候而ハ難成候間、八畳敷座敷弐ツ分、

板敷・根太・尾引・戸板迄前々之通可被下旨、其九、郷

頭之儀は所ニ寄、吟味之上前々之通可被下旨、右之通持

高之多少を以難相定候、定之梁間、行間ニ家作難致候ハ

分際次第ニ屋材木可被下候、且余力有之、自分足材木ニ

而行間広致家作候儀是又可任勝手旨条々被仰出之

　近世段階になると藩単位で領民の住宅の造作を規制す

るようになる。家作禁令と呼ばれるこれら規制は、「分

相応」を命ずる抽象的なものの他に、用材規制、新家分

家の禁止、家作規模の制限、奢侈造作の禁止など具体性

を持つものも多かった。上記会津藩の例は、住宅主屋

の身舎梁間と桁行長さに関する規制を主体としたものだ

が、これをみると SB243 のような身舎梁間三間の建物

は 18 世紀初頭段階でも、平均的な主屋よりも一ランク

上の建物として認識されていたということが分かる。

米沢市史などでは、米沢藩内の在方支配の系統は、郡
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代－代官－肝煎－組頭（欠代）－長百姓－百姓の序列で

あったと整理している。この中から SB243 の所有者の

階層を比定するならば、他藩でいう庄屋・名主層に相当

する肝煎か、ないしはその下役である組頭（欠代）あた

りを想定するのが穏当であろうか。

資料３では、置賜の武士住宅の床組の変化を読み取る

ことができる。17 世紀初頭に上杉氏が米沢に入部した

際には、城下の武士住宅であっても掘立柱建物で土座主

体であった。これが 18 世紀前半段階になると座敷部分

のみを板敷とし、以外を土間や土座とする様相へと移行

していったと考えられる。17 世紀前半から中頃の成立

が予想される SB243 も建物内の床の多くは土間ないし

は土座であったと考えるべきだろう。

B　主屋（SB243）と付属施設

次に置賜を対象とした近世民家研究などを参照し、

SB243 の推定復元を行ってみたい。

まず建物の平面形式と機能の分化について考えてみた

い。江戸時代前期頃までの置賜の民家は直屋の主屋と、

これから近い場所に別棟の直屋の馬屋によって構成され

る分棟形式であったようだ。これが江戸時代中期から後

期段階になると主屋と馬屋が一体化し、Ｌ字型平面の一

棟の建物へと変化する。民家平面の様式的には「中門造」

と呼ばれるこのＬ字型の平面形式は近世後期以降の東日

本の日本海側に広く分布する。

SB243 の帰属年代として想定される近世前期では、

未だ中門造が成立していない。SB243 のように同時代

においては大型に属する主屋であっても、直屋であった

蓋然性が高く、これは検出された遺構の内容と整合する。

　川西町史下巻では、民俗例として「かざらい」を紹介

している。かざらいは同地方特有の強い西風を考慮して

造られた冬期限定の仮設防風柵である。主屋の西側に作

られるのが一般的で、細木を柱とし、これに桟木を流し、

カヤを結び付けたという。仮設の柵という性格上、柱脚

部は掘立柱であった可能性が高いわけだが、SB243 の

西側にこれに比定できるような柱穴列は確認されていな

い。

　なお本遺跡では SB243 以外にも近世段階の住宅主屋

と比定しうる SB2901 がある。17 世紀後半の成立が想

定できるSB2901は、身舎の桁行方向を東西にとるほか、

身舎内部に桁行二間ごとの間隔で間仕切り列が設けるな

ど、SB242 との類似点が多い。SB243 の後身の住宅主

屋とも考えうる SB2901 の西面には、かざらいの可能

性を持つ SA2911 が検出されていることを指摘してお

きたい。

また同じく川西町史下巻では、冬期の食料保存庫とし

て主屋の近くに穴蔵が掘られたという事例を指摘してい

る。しかし SB243 や SB2901 の近辺にこれに比定でき

るような土坑は無い。17 世紀の段階では、食料保存庫

としての土坑の利用は慣習化していなかったということ

であろうか。

C　主屋（SB243）の間取り

置賜の近世民家の間取りにはいくつかの規則性が認

められる。ここではその規則性の整理を行うとともに

SB243 の間取りについて検討を行いたい。

敷地に余裕のある在方の住宅主屋の多くは南からの日

照を得るために、身舎の桁行方向を東西にとることが一

般的である。日照の有利さから南面には開口が作られる

ことが多く、建物の入り口もほぼ南面に限定した。一定

以上の規模と家格の主屋の場合、建物の出入り口を二ヶ

所設けた。二つの出入り口のうち上位のものは、賓客の

来訪があった場合などのみに使用されるものだった。賓

客を建物内の最上位の空間である続き間に直接通すため

に作られたこの出入り口は、続き間のうちでも下位の「ニ

ノマ」南面に作られた。もう一つの出入口は、家族が日

常で使用する普段使いの出入り口である。これは主屋の

中でも土間部分の南面に作られた。

日照の不利な北面には開口が作られることが少ない。

開口が作られるとしても「ナンド」や「ニワ」に小さな

窓が作られる程度で、ほぼ全面が壁になることすらある。

近世全体を通し、置賜の民家建築の間取りは、主屋の

東西いずれかの端部を最上位の空間とし、その反対側の

端部を最下位の空間とする平面構成であった。例えば主

屋西端に最上位の空間である続き間の座敷が作られた場

合、もう一方の端部である東端には最下位の空間である

土間の「ニワ」が作られる。

SB243 もこれらの特徴を踏まえたものであったと考

えて問題ないだろう。主屋の桁行方向は東西である。南

面は柱が少ないほか、間尺の規格性が高く、開口の多い
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SB308
（付属屋（風除室？））

SB243（主屋）

SB234（付属屋（納屋？・便所？））

②ニノマ

①ジョウダン

④ナカノマ

③ナンド

⑥ニワ⑤ダイドコロ

Ⅴ　八幡西遺跡で検出された掘立柱建物跡の評価

仕様だったことがうかがえる。対して北面は柱が多いほ

か、間尺の規格性が低く、開口の少ない仕様だったこと

が想定できる。建物全体の中でも西側は特に規格性が高

く、6.3 尺を基調としている。間尺の規格化は既製品で

ある木製建具の存在を想起させる。間取りの類例から考

えると、SB243 は建物の西端に続き間を設け、ここを

建物内の最上位の空間とした蓋然性が高い。

以上の特徴から考えると SB243 の間取りと部屋名称

は第 189 図のように想定できる。主屋西端には①「ジ

ョウダン」と、②「ニノマ」による続き間が設けられて

いた蓋然性が高い。③は主寝室である「ナンド」、④は

現在の居間に相当する「ナカノマ」と考えられる。⑤は

現在の食堂に相当する「ダイドコロ」、⑥は現代の台所・

作業空間・収納空間に相当する「ニワ」であろう。

床組は①・②が板間、③・④が板間ないし土座、⑤が

土座ないし土間、⑥は土間と推論できる。建物の出入り

口は続き間の中でも下位に相当する②「ナカノマ」南面
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第 189 図　SB243 の間取り

と、土間の⑥南面の「ニワ」の二ヶ所に設けられていた

蓋然性が高い。建物の小屋組はサス組で、屋根は草葺で

あったと考えられる。

4　結
以上、本稿では八幡西遺跡で検出された掘立柱建物の

特徴について考察を行った。

本稿の前半では、本遺跡で検出された掘立柱建物を、

東北地方全体の掘立柱建物の変遷の中に位置づけること

によって、その年代比定が妥当であるかについて検討し

た。結果 a 群・b 群とも予想される帰属年代と、同時代

の掘立柱建物が持つ特徴を多く有しており、その年代比

定の妥当性の高さが明らかになった。

また本稿の後半では、17 世紀代の在方集落の住宅主

屋と比定できる SB243 の検討に紙幅を割いた。史料類

や近世民家など、同時代資料との類比によって、同掘立

柱建物の具体について、一定程度推論することができた。

山形県内は、近世在方集落遺跡の発掘例が少ない。城下

に比して史料類が少ない在方集落は、だからこそ発掘調

査などの物証によって、その諸相を解明するよりほかな

い。置賜地方の近世文化を考えるうえで、今回の調査成

果は非常に意義深いものになるだろう。
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Ⅵ　総　括

　八幡西遺跡は、古代から近代にかけて断続的に営まれ

た集落遺跡である。今回の調査で確認された遺構は、９

世紀代を中心とする掘立柱建物・井戸・土坑・溝と、17

世紀以降の近世屋敷地を構成する掘立柱建物・竪穴建物・

木棺墓・水場遺構・土坑・溝などが大半を占め、両者の

間をつなぐ時期の状況が不明瞭であったが、理化学分析

や出土遺物の整理を通じて中世の人間活動が皆無ではな

いと判明した。本章では、遺構の変遷と出土遺物の特色

についてまとめ、八幡西遺跡の様相を総括する。

1　遺 構 の 変 遷
　調査区全体を対象とした遺構の変遷をまとめるに当た

り、出土遺物にもとづいて時間軸の大枠を整理したものが

第190図である。古墳時代以前の遺物は縄文時代の石匙

(203) １点のみであり、今回の調査区に関しては遺構形成

期が古代以降に限定できる。奈良・平安時代の土器につ

いては、帰属時期を把握しやすい坏類と比較的遺存度の

良好な土師器甕、および特徴的な土器・土製品を取り上

げた。様相が不明瞭な中世の土器・陶磁器については報

告したすべての遺物を掲載し、江戸時代の陶磁器は帰属

時期が明瞭な遺物を中心に抜粋している。なお、19 世紀

前半以降の在地産とみられる陶磁器も多数出土している

が、ここでは挙げていない。これらの出土遺物から把握さ

れる時間軸に沿って遺構分布の推移を示した（第191図）。

Ａ　奈良・平安時代（第 191 図１段目）

　基本層序Ⅲ層の堆積や遺物出土状況、遺構の切り合

い関係などから古代であることが確実視できる遺構を濃い

トーン、近世以降の遺物が出土しておらず中世以前に遡

る可能性のある遺構を薄いトーンで示している。

　西側のＡ区に１棟（SB620）、中央のＢ区に６棟

（SB174・195・208・216・310・352）、 東 側 の Ｃ・

Ｄ区に２棟（SB2912・2913）の掘立柱建物が分布し、

中央南寄りの２棟（SB620・352）以外は調査区北側に

位置する。とくにＢ区北側に集中する掘立柱建物群は、

SB216を除いて南北軸が西に傾く点で共通し、SB310 が

柱抜取穴出土土師器甕 (12) の年代観から８世紀末～９

世紀初頭、SB195 が柱根の AMS 年代測定結果と遺構の

切り合い関係から９世紀前半に位置づけられる。東側に

離れて立地するSB2912も、これらＢ区の掘立柱建物と

南北軸が平行して間尺などの共通性も高く、西に傾く掘立

柱建物群は９世紀前半を中心に築かれたものと捉えたい。

　SB216は単独立地の SB620とともに南北軸がやや東に

傾き、一間の間尺が長い特徴を指摘できる。東北地方に

おける掘立柱建物の間尺は古い時代の方が長いという指摘

（第Ⅴ章）を踏まえると、SB216・620 はＢ区の他の掘

立柱建物より古い８世紀代に位置づけるのが適当だろう。

　８世紀代とした SB620 の東側には、出土土器 (13)・

(14) の年代観から８世紀中葉に廃絶したと考えらえる井戸

SE33 が隣接し、９世紀前半のＢ区掘立柱建物群の近くに

は同時期に位置づけられる井戸 SE104 が存在する。

　溝では、Ａ区中央の SD457とＢ区北側の SD106、Ａ

区南側の SD2とＢ区中央の SD123 がそれぞれ同一の

ものとして繋がる可能性が高い。この他、同じく一連の

溝と考えられるＢ区の SD136とＣ区の SD2074、南北

方向に蛇行して走るSD155 があり、遺構の切り合い関

係からSD136 → SD155 → SD123 の新旧関係がわか

る。SD136 の覆土からは底部回転糸切りの須恵器無台坏

(118) が出土しており、また SD123も西に傾く掘立柱建

物群の東西軸と平行して走ることから同時期と考えられる

ので、基本的にほとんどの古代の溝がおおむね９世紀前

半のなかに収まるものと考えられる。ただし、SD106 は

SB310・195・208 の構成柱穴を壊して掘削されており、

出土遺物の年代観も踏まえると９世紀後半に落ち着く。

　全体を俯瞰してみると、８世紀代の遺構はＡ・Ｂ区の

なかで一定の距離を置いて散在し、９世紀代になるとＢ

区北側にまとまる傾向を指摘できる。

Ｂ　鎌倉～安土・桃山時代（第 191 図 1・2 段目）

　既述の通り、今回の調査で出土した中世の遺物はすべ

て第 190 図に示している。鎌倉・室町時代の遺物は須恵

器系陶器擂鉢片 3 点・龍泉窯青磁片 4 点にとどまり、安土・

Ⅵ　総　　括
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第 190 図　八幡西遺跡の土器・陶磁器集成（抜粋）
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第 191 図　八幡西遺跡の遺構変遷図
1:1,200
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桃山時代に相当する遺物も中国産青花 6 点・肥前陶器 6

点・瀬戸美濃陶器 3 点・瓦質擂鉢 1 点に限られる。とく

に中国産の青磁・青花や瀬戸美濃陶器は、饗宴・茶会に

用いられた茶道具などとして伝世した可能性を考慮する必

要があり（森本 2009）、これらを除くと 10 点ほどに絞ら

れる。とは言え、ごくわずかながら各時代に帰属する擂鉢

片が出土している点は注目でき、当該地域で何らかの人

間活動が展開したことを物語る資料として評価したい。

　中世が空白期ではない点を確かめたうえで、具体的に

どの遺構が中世に帰属するか検討を進める。北東端のＤ

区で検出された掘立柱建物 SB2913 は、出土遺物がな

く柱掘方埋土の特徴が近世以降の掘立柱建物より古代の

掘立柱建物に近いため、中世以前の可能性がある遺構と

して古代の項でも取り上げていたが、柱配置や間尺のと

り方などが他の古代の掘立柱建物と比べて明らかに異質

で同列には扱いがたく、それ以上の言及は控えていた。

SB2913 の立地は、後述する区画溝で囲まれた近世屋敷

地外にあたり近世に含めることは不適当で、中世に帰属す

る可能性が高いと判断できよう。Ｄ区の約 100m 北東に

は八幡神社が鎮座し（第１図）、この神社東側の微高地

上に鎌倉時代の政治的中枢機関、あるいは室町時代の寺

院など仏教に関する施設が存在し、中世において当該地

域の拠点であったことが八
やわたいち

幡一遺跡の調査成果にもとづ

いて指摘されている（山形埋文 2019）。該当範囲がどこ

まで広がるのか定かでないが、八幡神社一帯を想定して

よければ SB2913 もこれに関連する建物の可能性がある。

なお、先に確認した中世に帰属する遺物 23 点のうち、Ａ

区出土が 3 点、Ｂ区出土が 4 点で、約７割がＣ区出土

であり、遺物量の観点からも八幡神社により近い調査区東

側で中世の要素が色濃く認められる点を付記しておく。

　このほかＢ区北東側で検出された土坑 SK158 も中世に

帰属する可能性が高い遺構として挙げられる。焼骨とクリ・

コナラ節の炭化材が出土し、炭化材の AMS 年代測定結

果が 15 世紀末～ 17 世紀前半であることから、おおむね

16 世紀代の火葬骨埋納土坑と解釈した。また焼骨は出土

していないものの覆土の特徴が類似する同規模・同形態

の土坑 SK162・164・168 が隣接して存在し、当該期の

Ｂ区北東側が墓域として機能していた可能性が考えられ

る。この墓域の性格も上述した八幡神社周辺の仏教関連

要素と一体的に位置づけるべきものだろう。

Ｃ　近世前期：17世紀（第 191 図２段目）

　近世の遺構を時期別にまとめるに当たり、同時併存の

所見や切り合い関係、重複関係を予め整理しておく。以

下に挙げた①～⑰の詳細は、第Ⅲ章第２節の各遺構説明

を参照されたい。これに出土遺物や年代測定による各遺

構の年代観を加味して全体の推移を辿っていきたい。

  ①主軸方位が揃う SB530・640・660 は併存

  ② SB234・308 は SB243 の付属建物で併存

  ③ SB2918 は水場遺構 SX1522 の関連建物で併存

  ④柵列 SA2910 は水場遺構 SX1522 の付属施設で併存

  ⑤柵列 SA2911 は SB2901 の付属施設で併存

  ⑥切り合い関係：SB2901 → SB2906

  ⑦切り合い関係：水場遺構 SX1565 → SB2902・2903

  ⑧切り合い関係：水場遺構 SX1565 → SX1522

  ⑨切り合い関係：水場遺構 SX1522 → SB2914

  ⑩切り合い関係：竪穴建物 ST2187 →区画溝 SD1732

  ⑪切り合い関係：SB640・ST36 →区画溝 SD4 → SB650

  ⑫切り合い関係：SB560 →溝 SD441 → SK434・SD435

  ⑬切り合い関係：溝 SD435 → SB510

  ⑭切り合い関係：畑 SN446 → SB580

  ⑮重複関係：SB530 と SB580・590，SN446 は別時期

  ⑯重複関係：SB2903・2915・2917 は別時期

  ⑰近接関係：SB2914・2915 は別時期（前後関係）

　今回の調査で検出された最大の掘立柱建物 SB243 は、

柱根・礎板の AMS 年代測定結果および柱掘方出土磁器

の年代観から、17 世紀前半～中葉に建てられたと考えら

れる。Ｃ区南東隅の水場遺構 SX1565 から出土した肥前

鉄絵皿 (426) や肥前鉄釉瓶 (430) が時期的に近いが、遺

構間の直線距離が 50m 以上離れている点を勘案すると両

者の関係性は緊密と言えず、SX1565 の帰属時期は一段

階新しい 17 世紀後半と捉えるのが妥当だろう。

　ところでＣ区の区画溝は、屋敷地北側を東西方向に走

る二重の溝 SD1001 と SD1732 が同時併存せず、当初

は２基の竪穴建物の北側を走る SD1001 とＣ区東壁沿

いを走る SD1162・1501 が区画溝として機能したと考

えられるが、SD1001 の西側延長部分はＢ区で検出され

ていない。Ｌ字形に屈曲する溝がそのまま開放状態で途

切れるとは考えにくく、Ｂ・Ｃ区間で南側へ屈曲して巡る

ものと想定される（第 191 図２段目の薄い破線）。した
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がってSB243 は屋敷区画外に所在することになり、区画

溝は SB243 の時期に存在しなかったと理解せざるを得な

い。Ａ・Ｃ区の遺構で 17 世紀前半の肥前磁器 (255)・

(256)・(376)・(420)・(534) が混入遺物として出土して

いる状況から、区画溝を巡らさずにSB243とその付属建

物 SB234・308 が建てられた後、ここを拠点として東西

に広く活動が展開されたようである（②）。

　17 世紀後半になると活動領域を限定する必要が生じた

のか、SD1001・1162・1501 の区画溝を巡らせてＣ区

南側に屋敷地を集約するようになる。ここで SB243 の西

側ではなく東側が選択されたのは、前段階の中世の時期

に地域の中核的な役割を担ってきた土地柄が関係してい

るのかもしれない。区画内の SB2901 は、SB243より規

模が縮小し庇ないし下屋も一重となるが、同様に桁行方

向を東西にとる身舎梁間三間の直屋で、身舎内部に間仕

切り列を設けるなど類似点も多く（第Ⅴ章）、SB243 に後

続する住宅主屋と考えられる。西側の柵列 SA2911 が付

属施設として併存し（⑤）、柱根の AMS 年代測定結果が

17 世紀後半～末および 19 世紀初頭～前半の暦年代を示

す SB2904も、Ｃ区で19 世紀前半の遺構・遺物が希薄

であることから17 世紀後半の建物と理解したい。

　また、既述のとおり水場遺構 SX1565 が当該期に帰属

することから、⑦～⑨および③・④より大部分の遺構が後

続する近世中期以降となる。さらに⑦・⑯よりSB2915・

2917 のどちらかが当該期と考えられるが、SB2915 は

SB2901と同類の建物構造であることから（第Ⅴ章）、こ

れを後続する18 世紀前半の住宅主屋と捉え、SB2917

が消去法的に17 世紀後半であろうと推定しておく。

　このほか区画内に収まる竪穴建物 ST1730・2187も近

世前期に帰属する可能性が高い。とくに西側の ST2187

は、埋め立て後に土坑 SK2500 に掘り込まれ、その土坑

を含め区画溝SD1732に削られるという切り合い関係（⑩）

から、SD1732との間に一定の時期差が見込まれる。年

代的な根拠に乏しいが、SB243 に比較的近い位置にある

点も踏まえ、この建設に係る作業小屋、ないしSB243 完

成後の生産活動の場としてST2187を位置づけたい。

Ｄ　近世中期：18世紀（第 191 図３段目）

　先述の通りSB2901 に後続する18 世紀前半の住宅主

屋が SB2915と考えられ、引き続きＣ区南側で屋敷地が

営まれる。水場遺構 SX1522 の帰属時期は出土遺物から

18 世紀初頭前後と考えられ、17 世紀後半の SX1565 に

代わる当該期の遺構に位置づけられる（⑧）。SX1565 か

らは 18 世紀前半の陶磁器も多数出土しており、水場遺構

としての役割を終えた後も廃棄土坑のようなかたちで利用

された状況がうかがえる。③・④・⑥のとおりSB2916・

2918と SA2914 が 18 世紀前半と考えられるほか、

SX1522に伴う溝 SD1502の巡り方から判断してSB2902

もSX1522 機能時には存在したと考えられる。また北側の

屋敷区画外には、屋敷墓 SH1125・1126 が存在する。

　Ｃ区の掘立柱建物として抽出できた遺構は、18 世紀

前半の住宅主屋 SB2915 の北側に近接して並び SX1522

南端を掘り込む SB2914（⑨・⑰）、および SB2915と

重複するSB2903（⑯）を残すのみである。SB2903 は

Ｃ区で唯一主軸方位が東に傾くが、これと同じ主軸方位

の掘立柱建物が西側のＡ区に複数認められ（①）、とく

にSB640 の構成柱穴は 19 世紀前半の区画溝 SD4 に削

られることから18 世紀代に帰属する可能性が高い（⑪）。

また SB640 の西側に平行して並ぶ SB660 は SB2901・

SB2915と同類の建物構造で（第Ⅴ章）、SB2915に後続

する住宅主屋である可能性が高い。以上の諸点を総合す

ると、Ｃ区の SB2903・2914とＡ区の SB530・640・

660 は 18 世紀後半を中心とした時期に位置づけられ、

屋敷地の中心が東側のＣ区から西側のＡ区へ移転した状

況が見てとれる。Ｂ・Ｃ区の南半に広がる湿潤で不安定

な地勢が生活を営む上での支障となり（第Ⅲ章第２節）、

地域の中核たる伝統性以上に低湿地が収束して微高地

が広がる安定性が重視されたのだろう。Ｃ区屋敷地を巡

る区画溝は 17 世紀後半の SD1001 を埋め立て南側に

SD1732 が掘り直されたと考えられるが、18 世紀後半に

はＡ区中心となるので区画溝の切替は 18 世紀前半に行

われたと考えられ、この SD1732を掘り込む SD2130 が

18 世紀後半に位置づけられる。なおＣ区の竪穴建物のう

ち、東側の ST1730 は SD1732 に近接しながらも削平を

免れており、18 世紀前半に帰属する可能性も否めない。

ST1730の帰属時期は17 世紀後半～ 18 世紀前半と幅を

もたせて捉えておきたい。

　Ａ区には、出土遺物から18 世紀中葉前後に帰属する

竪穴建物 ST16と、区画溝 SD4 に先行することから18

世紀後半～末に位置づけられるST36（⑪）が存在し、
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SB530・640・660の想定年代より古い ST16はこれら建

物の建設など新規屋敷地を整えるための作業小屋と考えら

れる。また土坑 SK434・520・523 出土遺物からSB530

の北西側で鍛冶が行われていた可能性が高く、SK523 出

土木製品の特徴を勘案すると18 世紀後半におさまるもの

と想定される。なお、SK434 は SB530 構成柱穴を削る

溝 SD441 の覆土を掘り込むことから後続する近世後期に

帰属し（⑫）、当該期の生産用具が次代に廃棄された状

況を示す。これら遺構の北側を東西方向に走る溝 SD403

は、東側延長部分がＢ区で検出されておらず、SD1001・

1732と同様にＡ・Ｂ区間で南側へ屈曲して巡る18 世紀

後半の屋敷地区画溝の可能性が考えられる。SD403の北

側には円形木棺の可能性があるSK405・406 が存在し、

SD403を区画溝と認定してよければ SH1125・1126と

同様に屋敷区画外を墓域とする共通性を見いだせる。

Ｅ　近世後期～近代：19世紀（第 191 図４段目）

　出土遺物から19 世紀前半に位置づけられる遺構は、

溝 SD435・畑 SN446・区画溝 SD4・水場遺構 SX409

などＡ区のみに認められる。SB510 が SD435、SB580

がSN446、SB650がSD4をそれぞれ掘り込み（⑪・⑬・⑭）、

丸釘留めの水車状遺構 SX838 に伴うSB630およびこれ

と柱配置・間尺等が共通するSB590とともに、すべて近

代の掘立柱建物と考えられる。19 世紀前半の建物が皆無

となるが、Ａ区南東隅にＬ字形の区画溝 SD4 が巡ること

から、調査区より南西側に当該期の掘立柱建物が存在す

る可能性が高いと目される。また19 世紀初頭には米沢藩

内の在方集落における住宅主屋の礎石建物化がなされた

というから（第Ⅴ章）、礎石建物の痕跡が削平によって確

認されなかったとも考えられよう。なお、SB640・660と

主軸方位が共通することから同時期とした SB530 は、重

複関係から19 世紀前半の SN446および近代の SB580・

590と別時期であり（⑮）、主軸方位以外の観点からも

18 世紀後半の帰属年代を追認できる。SB530を削る溝

SD441 は、土坑 SK434と溝 SD435 に掘り込まれる切り

合い関係（⑫）から、19 世紀初頭前後に位置づけられよう。

　水場遺構では出土遺物の年代観と切り合い関係から

SX409 が 19 世紀前半、SX415 が近代に位置づけられ

る。水場遺構の南側を走るSD403は 18 世紀後半の区画

溝である可能性が想定されるが、19 世紀前半の出土遺物

も多く、当該期にも水路として機能していたようである。ま

た区画溝 SD4 の北半を埋め立てて土坑 SK39・焼土遺構

SL803 付近で金属加工・修理が行なわれていたほか、近

代には藍染桶の埋設土坑 SK456 や低湿地の地勢を活か

した水田跡 SN337などの生産活動が認められる。

2　近世屋敷地の生業・暮らしぶり
　続いて近世屋敷地の特色に焦点を当て、特徴的な遺構・

遺物から当時の生業や暮らしぶりについてアプローチして

みたい。当地は米沢城下から遠く離れた山間部にあり、既

述のとおり中世の頃は至近に寺院など有力な仏教関連施

設の存在が想定され、これを中核として近世屋敷地が形

成されたと考えられるが、集落形態としては大規模な門前

町と異なり、商品作物の生産や農間余業が行われた小規

模な在方集落（在郷町）に分類される。とくに屋敷地形

成の端緒となる住宅主屋の SB243は、建物構造・規模か

ら肝
きもいり

煎（他藩でいう庄屋・名主層）ないしその下役であ

る組頭が使用者として想定でき（第Ｖ章）、以下の記述は

当該階層を起点とする屋敷地の営みを跡付けるものであ

る。第 192 図に関連遺物を掲載し、時代の古いものが上

になるように配置したが、スペースの都合により木製品な

ど近世中期相当のもので下段に置いているものもある。

Ａ　近世前期：17世紀

　前節で整理したように、17 世紀前半の遺構は肝煎ない

し組頭の住宅主屋と考えられる掘立柱建物 SB243とその

付属建物 SB234・308および竪穴建物 ST2187に限られ、

その後 17 世紀後半になって区画溝 SD1001・1162・

1501を伴う屋敷地が成立する。SB243 礎板と屋敷地南

東隅の水場遺構 SX1565 に伴う木柱には、後続する建物

や遺構に認められない建築部材の転用状況がうかがえ（第

192 図上段）、当初は利用可能な木材の数量に限りがあっ

て資材の有効活用が図られたと考えられる。屋敷地を構え

るに至って計画的な樹木の伐採利用が進められ、植樹・

育成も行なわれたのだろうと推察される。

　当該期の出土遺物で注目されるのは、大ぶりな喫茶碗

(425)・(568)・(698) などの茶道具や、17 世紀初頭以降

に普及した煙管 (459) ～ (461)・(464)といった嗜好品の

存在で、建物の使用者階層に見合う内容と言えよう。なお

16 世紀代の瀬戸美濃天目碗 (568) は伝世品の可能性が

Ⅵ　総　括

3_八幡西遺跡（Ⅳ�Ⅵ章）_2021-02-26.indd   268 2021/02/27   12:32



269

1:8

0 20cm

SH1125 副葬品

礎板・木柱に建築部材を転用

喫煙具 追葬の痕跡を示す
　変則的な方形木棺

茶道具

灯明皿

漆蝋容器

秉燭

鍛冶関係遺物と大量の砥石

在地産陶磁器の流通

杓子・刷毛の未製品？ 簡易な作りの加工材

俎板に転用されたの漆塗膳

「八幡神」
　朱書き礫石

歯を差し替えた下駄・
 擦り減りが顕著な下駄

漆継ぎ

脚付秉燭

灯火具：灯明皿・秉燭

240

399

216 218 488 489 491 492

227

424 568

425

224・225

226

274

377 378

601 603 604 605 606 607 608 609 610602

698

650

493511 535 561

545

547 549

500

552

649

588556

501

503

529 530 531 532

421

708

527 544

551

634 635

636

651

710

646

499

0 40cm

1:16

（転用部材・木棺）

347

341

342

344
346 345

343

紅皿278

六道銭319-324

幅広く高さ不足の部材

北側への
　はみ出し 北側へのはみ出し少ない釘留め

別材による補足

串318
数珠279-317

586

241

375

691

18c後半～19c初頭
（漆継ぎ最新遺物）

655

325-327

459-461・464

近
世
中
期（

世
紀
）

18

近

　世

　前

　期

　
（

　
　
　世

　紀

　
）

17

近

　世

　後

　期

　
（

　
　
　世

　紀

　
）

19

Ａ区北側の遺構出土

Ａ区南側の遺構出土

431

第 192 図　遺物からみた近世屋敷地の営み

Ⅵ　総　括

3_八幡西遺跡（Ⅳ�Ⅵ章）_2021-02-26.indd   269 2021/02/27   12:32



270

Ⅵ　総　括

高く、18 世紀後半の溝 SD2130 から出土した17 世紀後

半の肥前呉器手碗 (698)も長らく宝器的な扱いを受けて

伝えられた後に廃棄されたと考えられる（第 192 図右上）。

　また漆継ぎによる陶磁器の補修が行われたのもこの頃

からと考えられる。伝世品の可能性が高い景徳鎮青花皿

(233) や瀬戸美濃天目碗 (568) はどの段階の漆継ぎか判

断に悩むが、水場遺構 SX1565 出土擂鉢 (431) やそこか

らの流れ込みと見られるSB2902 出土擂鉢 (231) は、岸

窯系陶器最古段階の口縁部形態で17 世紀前半に位置づ

けられ（関根 2000）、とくに擂鉢 (431) に見られる漆の

はみ出しは慣れないながらも自ら補修した状況を物語る。

肥前鉄釉瓶 (430) の底面に付着した漆膜も屋敷地内で漆

にかかわる作業が行なわれたことを示唆し、米沢藩政の

初期から重視された漆の栽培・利用の形跡を確認できる。

　このほか漆関連の遺物でとくに注目されるのは、18 世

紀初頭前後の水場遺構 SX1522に伴う溝 SD1502 出土の

かわらけ (421)である。破断面を含む表面全体が漆蝋で

覆われ、層状の断面構造から繰り返しの使用で付着したと

考えられる（第Ⅳ章 11）。八幡西遺跡出土の灯火具は近

世後期に至るまで灯油を燃料とする灯明皿ないし秉燭に

限られ、蝋燭の使用を示す燭台などは出土していないので

（第 192 図左端）、かわらけ (421) は年貢として上納する

漆蝋の生産用具であった可能性が高い。採取した蝋汁を

すくう際などに使用したものと考えられ、出土遺構に隣接

する竪穴建物 ST1730を作業小屋と想定できるのかもし

れない。なお、会津では蝋絞りの作業小屋を「釜屋」と

呼び、建物内に竈を備えていたようだが（佐々木 2003）、

ST1730 内に火処の形跡は認められない。覆土中に焼土

粒・炭化物粒を含むことから竪穴外で漆の実を蒸していた

可能性は考えてよいだろう。安永６（1777）年に記された

「諸庁根元記」によれば、米沢藩では当初、領内の漆蝋

生産を漆栽培地の村々で行なっていたが、元禄６（1693）

年に製蝋場を現在の米沢・長井・小国に集中させて藩営

化し、南陽・川西の年貢蝋は木実年貢に切り替わる（横

山 1963）。かわらけの廃棄時期はこの方針転換と年代的

に符合し、作業小屋と見られるST1730 が埋め立てられ

たのも蝋絞りが不要となったためと捉えれば説明がつく。

Ｂ　近世中期：18世紀

　前代に始まる漆継ぎは 18 世紀代の肥前磁器に継続し

て認められ、くらわんか手の日用雑器 (593)・(665) など

も補修して大事に使用している。漆蝋生産は廃止となった

が、おそらく漆の栽培は継続し木実を年貢として納めてい

たと考えられる。藩の製蝋は 18 世紀前半まで盛況であっ

たが、冷害や洪水の多発による大凶作に見舞われた宝暦

年間（18 世紀中葉）で激減し、安永 4（1775）年の筆

頭奉行・竹
たけのまた

俣当
まさつな

綱による漆・桑・楮 100 万本植え立て

計画など藩の奨励策にもかかわらず、西南日本の安価で

上質な櫨
はぜ

蝋に市場を奪われるかたちで衰退の一途をたど

る（米沢市史編さん委員会 1993）。八幡西遺跡において

18 世紀後半～ 19 世紀初頭に位置づけられる肥前染付小

広東碗（586）を最後に漆継ぎ資料が途絶えるのも、漆

栽培が当該期で終焉を迎えたことを反映するものだろう。

　ところで上記した18 世紀中葉の凶作は山間部の農村ほ

ど打撃が大きく、とくに深刻な宝暦５（1755）年の損耗

高は領内生産高の７割に及ぶ 11 万 3600 石余で、餓死

者も続出した（米沢市史編さん委員会 1993）。その後も

奥羽地方に甚大な被害を及ぼしたことで知られる天明の大

飢饉（1782 ～ 1785）が続き、八幡西遺跡の近世屋敷

地における暮らしも相当厳しかったものと想像される。追

葬の痕跡を残す木棺墓 SH1125・1126の帰属時期はちょ

うどこの頃に当たり、SH1125 出土の幼児歯牙に栄養欠

乏のストレスマーカーであるエナメル質減形成の所見（第

Ⅳ章 13）が認められたことが、凶作による飢饉の状況を

端的に表している。凶作の続く18 世紀後半に従来の湿潤

な立地から微高地の広がる西側へ屋敷地を大きく移転さ

せたのは、窮状を打開すべく生業の切り替えが図られ作業

適地への移動が必要だったためと考えられる。

Ｃ　近世後期：19世紀

　18 世紀後半から19 世紀前半にかけて営まれた調査区

西側（Ａ区）の屋敷地では、鍛冶関連遺物の鞴羽口・鉄

滓や大量の砥石が出土しており、金属加工・修理が新た

な生業として展開したと理解できる（第 192 図左下）。調

査区東側（Ｃ区）の屋敷地でも水場遺構 SX1565で４点

（443 ～ 446）、SX1522で３点（407 ～ 409）の砥石

が出土しているが、数量から考えてこれらは刃物研ぎ用に

普段使いされたものだろう。湿潤な立地は鍛冶を行なうの

に不向きで、このことが屋敷地移転に踏み切らせた最大の

要因と考えられる。このほか未製品のような形状の杓子・
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刷毛状木製品（511）・（535）や簡易な作りの加工材（493）・

（561）が出土していることから木器生産が行われた可能

性が想定され、使用痕を残す木製品（545）・（547）・（549）

などから当時の暮らしぶりの一端がうかがえる。

　19 世紀前半以降は従来の肥前磁器や岸窯系・相馬系・

会津系陶器に加えて在地産陶磁器も多く流通するようにな

り、漆栽培の下火に加えて食器類を大量生産・消費する

動向も漆継ぎ補修の減少に拍車をかけたと推察される。

　また竪穴建物 ST36 出土の「八幡神」と朱書きされた

礫石 (274) は、屋敷地移転後も調査区北東の八幡神社周

辺が信仰の対象であり続けたことを示していて興味深い。

3　まとめ
　以上のように、今回の調査で古代から近代に至る地域

史の実態が明らかとなった。奈良時代に散漫だった遺構

分布は平安時代になると調査区北半にまとまり、中世でも

同じエリアが墓域などに利用されている状況から、調査区

外の八幡神社周辺が地域の中核として機能したと目され

る。この南側に形成された近世屋敷地では、漆蝋生産へ

の従事と取りやめ、追葬が行われた可能性を示す凶作時

の木棺墓、屋敷地移転に伴う新たな生業の開始といった、

当該地域の在方集落における営みを確認できた。
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写真図版 1

A 区完掘状況全景　南から

A 区南部完掘状況全景　東から A 区北部完掘状況全景　東から
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写真図版 2

B 区完掘状況全景　上が北

B 区完掘状況全景　西から
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写真図版 3

C・D 区完掘状況全景　南東から

C 区完掘状況全景　西から
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写真図版 4

基本層序 1（Aトレンチ南壁） 基本層序 2（Bトレンチ南壁） 基本層序 3（Cトレンチ南壁）

基本層序 4（Eトレンチ東壁） 基本層序 5（Fトレンチ東壁） 基本層序 6（Gトレンチ北壁）

基本層序 7（Hトレンチ北壁） 基本層序 8（Iトレンチ北壁） 基本層序 9（Kトレンチ東壁）

基本層序 10（Mトレンチ北壁） 基本層序 11（Nトレンチ西壁） 基本層序 12（Oトレンチ西壁）

基本層序 13（Pトレンチ西壁） 基本層序 14（Qトレンチ西壁） 基本層序 15（Rトレンチ北壁）

基本層序 16（Sトレンチ北壁） 基本層序 17（Tトレンチ北壁） 基本層序 18（Uトレンチ南壁）
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写真図版 5

掘立柱建物 SB620 完掘状況　上が北

掘立柱建物 SB174 検出状況　北から

柱穴 EP575　北東から

柱穴 EP602　西から

柱穴 EP604　東から 柱穴 EP606　西から 柱穴 EP607　南から

柱穴 EP175　北から

柱穴 EP176　北から

EP602

EP604

EP575

EP606

EP607

EP178 EP177
EP176

EP175

EP192

EP191
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EP189

EP186
EP185

EP335

EP184EP183

EP182

EP181

EP180

EP179 EP194 EP193

EP187 EP188

SB620

SB174
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写真図版 6

柱穴 EP177　北から 柱穴 EP178　東から 柱穴 EP179　東から

柱穴 EP180　東から 柱穴 EP181　東から

柱穴 EP183　南東から 柱穴 EP184　南から

柱穴 EP188　南から

柱穴 EP192　北西から

柱穴 EP185　南から

柱穴 EP186　南西から 柱穴 EP187　南から

柱穴 EP189　南西から 柱穴 EP190　西から 柱穴 EP191　西から

柱穴 EP335　南から柱穴 EP194　北から柱穴 EP193　北から

柱穴 EP182　北から
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写真図版 7

柱穴 EP196　北西から

掘立柱建物 SB195 検出状況　北から

柱穴 EP197　北から

柱穴 EP198　北から

柱穴 EP199　東から

柱穴 EP202　東から柱穴 EP201　東から

柱穴 EP200　東から

柱穴 EP203　東から 柱穴 EP204　南から

柱穴 EP205　東から 柱穴 EP344　西から柱穴 EP207　西から柱穴 EP206　西から

EP199

EP196EP197
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写真図版 8

掘立柱建物 SB208 検出状況　北から

柱穴 EP209　北西から 柱穴 EP210　北東から

柱穴 EP211　北東から 柱穴 EP212　東から

柱穴 EP213　南東から 柱穴 EP214　南から

柱穴 EP215　南西から

柱穴 EP217　北から 柱穴 EP218　北西から

柱穴 EP219　南西から 柱穴 EP220　南西から

柱穴 EP221　西から 柱穴 EP222　西から

掘立柱建物 SB216 検出状況　西から

EP209

EP210EP211

EP212

EP213

EP214
EP215

EP217

EP218

EP219

EP220

EP221EP222

SB208

SB216
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写真図版 9

掘立柱建物 SB310 検出状況（左），完掘状況（右）　上が北

掘立柱建物 SB352 検出状況　北西から

柱穴 EP311　東から

柱穴 EP353　東から 柱穴 EP354　西から 柱穴 EP355　東から

柱穴 EP356　西から 柱穴 EP358　西から 柱穴 EP359　西から

EP311

EP353

EP354

EP355

EP356
EP358

EP359

SB310

SB352
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写真図版 10

掘立柱建物 SB2913、上が北

掘立柱建物 SB2912 検出状況　南から 柱穴 EP1050　南から

柱穴 EP1047　東から 柱穴 EP1048　南東から

柱穴 EP1054　西から

柱穴 EP1055　北東から

柱穴 EP1138　南から 柱穴 EP1139　南から 柱穴 EP1140　南から 柱穴 EP1144　東から

柱穴 EP1146　東から 柱穴 EP1149　北から 柱穴 EP1150　北から 柱穴 EP2327　北から

柱穴 EP2328　北から

EP1055

EP1054

EP1050 EP1048

EP1047

EP1144

EP2327

EP1140 EP1139
EP1138

EP1146

EP1150
EP1149EP2328

SB2912

SB2913
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写真図版 11

井戸 SE33 断面　南から

井戸 SE33 完掘・遺物出土状況　北から
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写真図版 12

井戸 SE104 断面　南東から

井戸 SE104 検出状況全景　北東から
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写真図版 13

井戸 SE104 検出状況拡大　北東から

井戸 SE104 検出状況拡大　南東から

井戸 SE104 南面縦板（上部）検出状況　南から

井戸 SE104 東面縦板（上部）検出状況　東から

井戸 SE104 北面縦板（上部）検出状況　北から
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写真図版 14

土坑 SK3　南東から 土坑 SK6　南から

土坑 SK19（写真右端）　西から 土坑 SK20　南から

土坑 SK28（左）・SK29（右）　南から 土坑 SK402　西から

土坑 SK417　西から 土坑 SK418　西から
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写真図版 15

土坑 SK433　東から 土坑 SK458　南から

土坑 SK515　西から 土坑 SK516　南から

土坑 SK519　西から 土坑 SK116 完掘状況　西から

土坑 SK131　南西から 土坑 SK160・161　西から
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写真図版 16

土坑 SK158 完掘状況　南から 土坑 SK158 人骨・炭化材出土状況（拡大）　南から

土坑 SK167　南から

土坑 SK171　南から 土坑 SK1049　南東から

土坑 SK168　西から

土坑 SK164　西から土坑 SK162　西から
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写真図版 17

溝 SD2 断面　西から溝 SD2 完掘状況　東から

溝 SD35 断面　南から 溝 SD425 断面（a-a'）　南から

溝 SD425 断面（b-b'）　南から 溝 SD457 断面　東から

溝 SD106（左）・SD123（中）・SD136（右）完掘状況全景　南西から
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写真図版 18

溝 SD106 断面（a-a'）　北東から 溝 SD106 断面（b-b'）　西から 溝 SD106 断面（c-c'）　西から

溝 SD109・110 断面　東から 溝 SD110・111 断面　東から

溝 SD123 断面（a-a'）　北東から 溝 SD123 断面（b-b'）　西から

溝 SD123　須恵器 105・108 出土状況

溝 SD123・136 断面　東から

溝 SD124・155 断面　西から

溝 SD2046 断面　東から 溝 SD2074 断面　東から

溝 SD124・155 断面　西から
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写真図版 19

掘立柱建物 SB510 検出状況　上が北

掘立柱建物 SB530・SB580 完掘状況　上が北

SB530 の柱穴 EP525　東から SB530 の柱穴 EP526　西から SB530 の柱穴 EP527　東から

SB530 の柱穴 EP531　西から SB530 の柱穴 EP532　西から SB530 の柱穴 EP533　西から
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写真図版 20

SB530 の柱穴 EP534　西から SB530 の柱穴 EP555　南から

SB530 の柱穴 EP559　南から SB530 の柱穴 EP566　南から

SB580 の柱穴 EP536　西から SB580 の柱穴 EP539　南から

SB580 の柱穴 EP542　南から SB580 の柱穴 EP547　西から

SB580 の柱穴 EP548　東から SB580 の柱穴 EP549　南から SB580 の柱穴 EP569　北から
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写真図版 21

掘立柱建物 SB590 完掘状況　上が北

柱穴 EP558　南西から

柱穴 EP546　南から 柱穴 EP551　南から

柱穴 EP561　南から

柱穴 EP567　南から 柱穴 EP605　西から

EP546
EP551EP561

EP567EP605 EP558

SB590
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写真図版 22

掘立柱建物 SB610 検出状況（左），完掘状況（右）　上が北

掘立柱建物 SB630 完掘状況　上が北

掘立柱建物 SB640・SB650 完掘状況　上が北

柱穴 EP601　西から

柱穴 SP70・EP71　南から

柱穴 EP72　南から

SB640 の柱穴 EP73　南から

SB640 の柱穴 EP98　南西から

EP71 EP72

SX838

EP73

EP98

EP601

SB610

SB630

SB640

SB650
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写真図版 23

柱穴 EP48　西から柱穴 EP47　西から 柱穴 EP52　南東から 柱穴 EP53　南東から

柱穴 EP54　北から 柱穴 EP58　南から柱穴 EP56　西から柱穴 EP55　西から

柱穴 EP62　北東から 柱穴 EP63　南から 柱穴 EP91　南東から

掘立柱建物 SB660 完掘状況　上が北

EP47

EP48

EP52

EP53

EP54EP55

EP56

EP58

EP62

EP63

EP91

SB660
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写真図版 24

柱穴 EP235　北から 柱穴 EP236　北から

柱穴 EP237　東から 柱穴 EP238　東から 柱穴 EP239　東から

柱穴 EP240　南から 柱穴 EP241　南から 柱穴 EP242　西から

掘立柱建物 SB234 検出状況　北から

EP235EP236EP237

EP238

EP239 EP240 EP241

EP242SB234
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写真図版 25

掘立柱建物 SB243 完掘状況　上が北

掘立柱建物 SB243 検出状況　北西から
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写真図版 26

柱穴 EP244　北西から 柱穴 EP245　北から 柱穴 EP246　北から 柱穴 EP247　北から

柱穴 EP248　北から 柱穴 EP249　北から 柱穴 EP250　北から 柱穴 EP251　北から

柱穴 EP252　北から 柱穴 EP253　北から 柱穴 EP254　北東から 柱穴 EP255　北から

柱穴 EP257　東から 柱穴 EP257( 完掘状況 )　北から 柱穴 EP258　東から 柱穴 EP260　東から

柱穴 EP261　東から 柱穴 EP264　東から 柱穴 EP265　東から 柱穴 EP267　東から

柱穴 EP268　東から 柱穴 EP269　南から 柱穴 EP270　東から 柱穴 EP271　南から

柱穴 EP272　南から 柱穴 EP273　南から 柱穴 EP274　南から 柱穴 EP275　南から

柱穴 EP276　南西から 柱穴 EP277　西から 柱穴 EP278　西から 柱穴 EP279　北から
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写真図版 27

柱穴 EP280（礎板出土状況 )　北から

柱穴 EP283　北から

柱穴 EP284　西から 柱穴 EP285　東から 柱穴 EP286　東から

柱穴 EP287　南から 柱穴 EP288　北から

柱穴 EP290　南から

柱穴 EP280　北から 柱穴 EP281　北から

柱穴 EP282( 陶磁器出土状況 )　北から 柱穴 EP282　東から

柱穴 EP289　南から

柱穴 EP289( 礎板出土状況 )　南から 柱穴 EP290( 枕木出土状況 )　南から
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写真図版 28

柱穴 EP293　西から 柱穴 EP295　西から

柱穴 EP296　西から 柱穴 EP297　北から 柱穴 EP298　北から

柱穴 EP299　北から 柱穴 EP300　北から 柱穴 EP301　北から

柱穴 EP302　東から 柱穴 EP302（完掘状況）　西から 柱穴 EP303　東から

柱穴 EP292( 礎板出土状況 )　南から

柱穴 EP291( 枕木出土状況 )　南から柱穴 EP291　南から 柱穴 EP292　南から
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写真図版 29

SB308 の柱穴 EP305　西から

掘立柱建物 SB308・309 検出状況　上が北

SB308 の柱穴 EP306　東から

SB308 の柱穴 EP307　北から

SB308 の柱穴 EP307　西から

掘立柱建物 SB2901・2916　北から

EP305

EP306EP307

SB308

SB309

4_八幡西遺跡 写真図版_2021-03-01.indd   29 2021/03/01   11:46



写真図版 30

掘立柱建物 SB2901・2916，柵列 SA2911 完掘状況　上が北

EP1790
EP1799

EP1819

EP1909

EP1917
EP1936

EP1942

EP1958
EP1961

EP2114
EP2084

EP1976EP1983

EP1988

EP2139

EP1971

EP1974

EP1977

EP1978EP1981 EP1973

EP2116

EP2141

EP2011 EP1945

EP1784

EP2127

EP1779

EP1774EP1793

EP1798

EP2136
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EP2143

EP2142

SA2911

SB2901

SB2916
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写真図版 31

SB2901 の柱穴 EP1909　北から SB2901 の柱穴 EP1917　西から SB2901 の柱穴 EP1936　南から

SB2901 の柱穴 EP1942　西から SB2901 の柱穴 EP1958　北から SB2901 の柱穴 EP1961　南から

SB2901 の柱穴 EP1971　西から SB2901 の柱穴 EP1973　南から SB2901 の柱穴 EP1974　西から

SB2901 の柱穴 EP1976　北から SB2901 の柱穴 EP1977　北から SB2901 の柱穴 EP1978　南から

SB2901 の柱穴 EP1790　南から SB2901 の柱穴 EP1799　南から SB2901 の柱穴 EP1819　西から
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写真図版 32

SB2901 の柱穴 EP1981　南から SB2901 の柱穴 EP1983　西から SB2901 の柱穴 EP1988　北から

SB2901 の柱穴 EP2084　南から SB2901 の柱穴 EP2114　北から SB2901 の柱穴 EP2116　西から

SB2901 の柱穴 EP2139　西から SB2901 の柱穴 EP2141　南から SB2916 の柱穴 EP1774　北から

SB2916 の柱穴 EP1779　東から SB2916 の柱穴 EP1784　西から SB2916 の柱穴 EP1793　南から

SB2916 の柱穴 EP1798　西から SB2916 の柱穴 EP1945　北から SB2916 の柱穴 EP2011　南から
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写真図版 33

掘立柱建物 SB2902・SB2903 完掘状況　上が北

SB2916 の柱穴 EP2127　西から SB2916 の柱穴 EP2136　南から SB2916 の柱穴 EP2140　東から

SB2916 の柱穴 EP2142　北から SB2916 の柱穴 EP2143　西から

SB2903

SB2902SX1565

SD1519

SD1735
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写真図版 34

柱穴 EP1870　南から 柱穴 EP1871　西から

柱穴 EP1872　西から 柱穴 EP1890　西から 柱穴 EP1905　南から

柱穴 EP1953　西から 柱穴 EP1954　西から 柱穴 EP2151　西から

柱穴 EP2152　西から 柱穴 EP2153　西から 柱穴 EP2194　西から

掘立柱建物 SB2904 検出状況　北から 柱穴 EP1848　西から

柱穴 EP1858　南から

EP1848 EP1858 EP1870

EP1871

EP1872

EP1890EP1905

EP1953

EP1954

EP2151

EP2152

EP2153

EP2194

SB2904
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写真図版 35

SB2915 の柱穴 EP1545　西から

掘立柱建物 SB2915・SB2917 完掘状況　上が北

SB2915 の柱穴 EP1553　西から

柱穴 EP1554　西から 柱穴 EP1570　東から 柱穴 EP1657　西から

EP1545

EP1553

SB2917

SB2915

掘立柱建物 SB2914 完掘状況　上が北

EP1554

EP1570

EP1657

SB2914
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写真図版 36

掘立柱建物 SB2918 完掘状況　上が北

柱穴 EP1521　南から 柱穴 EP1600　南から 柱穴 EP1601　北から

柱穴 EP1734　南から 柱穴 EP1740　北から 柱穴 EP1741　南から

柵列 SA2910 完掘状況，上が北

柱穴 EP1653　西から

EP1521

EP1600

EP1601

EP1734

EP1740 EP1741

SB2918

EP1653

SA2910
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写真図版 37

竪穴建物 ST16 炭化材検出状況　南西から

竪穴建物 ST16 断面　北東から

竪穴建物 ST16 断面　南から 竪穴建物 ST16 断面　北から
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写真図版 38

竪穴建物 ST36 完掘状況　北から

竪穴建物 ST36 断面　南西から

ピットEP438 断面　南から ピットEP439 断面　西から
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写真図版 39

竪穴建物 ST1730 完掘状況　北から

竪穴建物 ST1730 断面　南から竪穴建物 ST1730 断面　北から

竪穴建物 ST2187 断面　北から 竪穴建物 ST2187 断面　東から
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写真図版 40

木棺墓 SH1125 東側板下部検出状況　西から 木棺墓 SH1125 底板検出状況　西から

木棺墓 SH1125 完掘状況　西から木棺墓 SH1125 底板検出状況　北東から

木棺墓 SH1125 断面　西から 木棺墓 SH1125 蓋板検出状況　東から

木棺墓 SH1125 東側板上部検出状況　西から 木棺墓 SH1125 東側板上部取り上げ状況　西から
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写真図版 41

木棺墓 SH1126 底板検出状況　西から

木棺墓 SH1126 断面　西から 木棺墓 SH1126 蓋板検出状況　西から

木棺墓 SH1125・SH1126 全景　北から木棺墓 SH1126 完掘状況　西から

木棺墓 SH1126 蓋板上遺物出土状況　西から 木棺墓 SH1126 東西側板検出状況　西から
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写真図版 42

水場遺構 SX415（奥）・SX419（手前）完掘状況　東から

水場遺構 SX1522と溝 SD1502（上），SX1565と溝 SD1519・1735（下）完掘状況　上が北

溝 SD1502 断面　東から

水場遺構 SX1522 断面　南から

水場遺構 SX415・SX419と溝 SD408・420・421　北東から
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写真図版 43

溝 SD1519 断面　東から 溝 SD1735 断面　北から

水場遺構 SX1565 断面　南西から

水場遺構 SX1565 遺物出土状況　北西・上から

水場遺構 SX1565 完掘状況　北から

水場遺構 SX1565 整地面検出状況　北西から

水場遺構 SX1565 遺物出土状況　北・下から
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写真図版 44

土坑 SK34 断面　北東から 土坑 SK37 断面　南東から

土坑 SK39 断面　北から 土坑 SK42 断面（a-a'）　南から 土坑 SK42（b-b'）断面　北東から

土坑 SK405 断面　南から 土坑 SK405 完掘状況　西から

土坑 SK406 断面　西から 土坑 SK427 断面　西から

土坑 SK434 断面　北東から 土坑 SK434 完掘状況　北から 土坑 SK436 断面　南から

4_八幡西遺跡 写真図版_2021-03-01.indd   44 2021/03/01   11:46



写真図版 45

土坑 SK456 断面　北東から 土坑 SK456 完掘状況　南から

土坑 SK521 断面　南から 土坑 SK523 断面　南から 土坑 SK147 断面　北から

土坑 SK165 断面　西から 土坑 SK1009 断面　南から

土坑 SK1572 断面　北から 土坑 SK1749 断面　南から

土坑 SK2047 断面　東から 焼土遺構 SL803 断面　西から
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写真図版 46

ピットSP45 完掘　北東から 水田跡 SN337 検出状況　西からピットSP1649 断面　南から

畑 SN446 完掘状況　北東から

区画溝 SD4 断面　南から区画溝 SD4 断面　南から

区画溝 SD4 断面　東から 区画溝 SD4 断面　南から
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写真図版 47

区画溝 SD1001（右）・SD1501（手前）・SD1732（左）完掘状況　東から

区画溝 SD1001 杭列・丸木群検出状況　北東から 区画溝 SD1001　灯明皿 634 ～ 636 出土状況　南東から

区画溝 SD1001 断面　東から 区画溝 SD1001 断面　北東から

区画溝 SD1501 断面　北から 区画溝 SD1732 断面　東から
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写真図版 48

溝 SD10 断面　南から 溝 SD403・413 完掘状況　北東から 溝 SD403 断面　西から

溝 SD413 断面　西から 溝 SD429 断面　東から 溝 SD441 断面　西から

溝 SD103 断面　南東から 溝 SD103・105 断面　南東から 溝 SD105 断面　南から

溝 SD105 断面　南から 溝 SD105・111 断面　南から 溝 SD112 断面　南西から

溝 SD113 断面　西から 溝 SD113・120 断面　南西から 溝 SD142 断面　南から
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写真図版 49

溝 SD1004 断面（a-a'）　南から

溝 SD1004 断面（b-b'）　南から 溝 SD1015 断面（a-a'）　東から 溝 SD1015 断面（b-b'）　東から

溝 SD1015 断面（c-c'）　東から 溝 SD1016 断面（a-a'）　南から 溝 SD1016 断面（b-b'）　南から

溝 SD1016 断面（c-c'）　南から 溝 SD1132 断面　北から 溝 SD1151 断面　東から

流路跡 SG1105 断面（a-a'）　南西から

溝 SD124 断面　西から 溝 SD124 断面　南から

流路跡 SG1105 断面（b-b'）　北東から溝 SD2130 断面　南から
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写真図版 50

性格不明遺構 SX424 断面（a-a'）北側

性格不明遺構 SX424 断面（a-a'）南側

性格不明遺構 SX424 検出状況

水車状遺構 SX838 断面　南西から

水車状遺構 SX838 の箱状構造物　南西から

水車状遺構 SX838 完掘状況　北から土製品 716 出土状況（B 区南側）　南から
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写真図版 51
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掘立柱建物 SB310 出土土器掘立柱建物 SB195 出土土器・柱根（1 ～ 11）
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写真図版 52

13

14
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20

井戸 SE33 出土土器・部材
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写真図版 53

21 22
23
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29

井戸 SE104 出土土器・木製品
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写真図版 54

32

33
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38
39

井戸 SE104 部材
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写真図版 55

42

40

40下端拡大（表側）

43

41

井戸 SE104 部材
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写真図版 56

44

44下端拡大（裏側）

45
46

44下端拡大（表側）

井戸 SE104 部材
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写真図版 57

47

48下端拡大（裏側）

48

49

井戸 SE104 部材
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